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序

わ
が
前
橋
市
は
、
こ
れ
ま
で
史
と
申
し
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
市
史
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
編
さ
ん
、
刊
行
を
要
望
す
る
芦
は
多
年
に
わ
た
り
強
く
叫
ば
れ
て
お
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。今
こ
こ
に
第
一
巻
が
上
梓
さ
れ
刊
行
を
見
る
に
至
り
ま
し
た
こ
と
は
、
何
よ
り
と
思
う
次
第
で

あ
り
ま
す
。

顧
り
み
ま
す
る
に
、
本
市
は
明
治
二
十
二
年
東
群
馬
郡
前
橋
町
と
し
て
、
町
制
を
施
行
し
て
か

ら
本
年
を
も
っ
て
八
十
二
年
、
同
二
十
五
年
市
制
を
施
行
し
て
か
ら
七
十
九
年
を
迎
え
た
の
で
あ

り
ま
す
。

市
制
施
行
八
十
年
を
迎
え
ん
と
す
る
に
当
た
り
、
第
一
巻
が
世
に
出
る
こ
と
は
前
橋
市
に
と
り

ま
じ
て
、
ま
こ
と
に
意
義
深
く
感
ず
る
次
第
e

で
あ
り
ま
す
。
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第
一
巻
に
引
続
き
、
第
二
巻
、
第
三
巻
と
刊
行
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
が
、
資
料

の
点
そ
の
他
各
界
、
各
方
面
の
方
々
に
い
ま
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
ま
し
た
御
協
力
を
今
後
と
も
お

願
い
'
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

編
さ
ん
関
係
者
の
努
力
と
各
界
の
御
協
力
に
よ
り
、
こ
の
事
業
が
一
日
も
早
く
完
成
し
、
市
民

の
御
要
望
に
こ
た
え
、
さ
ら
に
過
去
の
貴
重
な
る
記
録
で
あ
る
と
と
も
に
今
後
の
指
針
と
し
て
も

大
い
に
活
用
せ
ら
れ
ま
す
よ
う
念
願
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭

和

四

十

六

年

一

月

ノζ

会事
"ぜ全コh

えj

サ

前

市

橋

長

凡

初l

一
、
前
橋
市
史
は
、
第
一
巻
を
自
然
・
古
代
・
中
世
編
と
し
、
第
二
巻
・
第
三
巻
を
近
世
編
、
第
四
巻
近
代
及

び
現
代
〈
市
制
施
行
ま
で
)
第
五
巻
現
代
(
市
制
施
行
以
後
)
の
順
に
刊
行
の
計
画
で
あ
る
。

一
、
各
巻
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
編
・
章
を
立
て
節
に
分
け
て
記
述
し
、
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
細
分
し
た
。

て
本
文
は
、
特
殊
な
学
術
用
語
以
外
は
、
原
則
と
し
て
当
用
漢
字
、
現
代
か
な
づ
か
い
と
し
た
が
、
や
む
を

得
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
、
読
み
易
い
よ
う
に
し
た
。

一
、
引
用
資
料
は
、
興
味
深
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
原
文
の
ま
ま
と
し
、
そ
の
他
は
読
み
下
し
、
ま
た
は
摘
録

し
、
そ
の
出
典
を
明
ら
か
に
し
た
。

一
、
地
名
は
、
便
宜
上
、
新
・
旧
地
名
を
記
し
、
年
号
に
は
、
西
暦
を
カ
ツ
コ
内
に
注
記
し
た
。

て
古
代
編
中
の
「
後
閑
天
神
山
古
墳
」
は
、
従
来
の
例
と
し
て
は
「
前
橋
」
の
名
を
冠
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

本
書
で
は
、
市
中
の
同
名
古
墳
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、
特
に
「
後
閑
」
の
文
字
を
用
い
た
。

題
簸
は
、
「
厩
橋
城
祉
紀
念
碑
」
(
日

下
部
鳴
鶴
書
〉
の
碑
文
か
ら
採
拓



前
橋
市
史

第
一
巻

目
次

序

前
橋
市
長

井

繁

丸

石

凡

例

第
一
編

然

自

第
一
章

前
橋
市
の
自
然
地
理
的
環
境

・•
•
•
••••••

•• 

第
一
節

関
東

お
け
る
総
体
的
位
置

第
二
節

標

高

互玉

第
二
章

地
形

地
質

r、、

序

節

.r¥. 

第
一
節

地
形

地
質
の
概
説

Cコ

-
基
盤
岩
層
ハ
先
第
四
系
)
叩

3
前
橋
台
地
口

4
広
瀬
川
低
地
帯
日

2
赤
城
火
山
斜
面
ロ

5
現
利
根
川
氾
濫
原

M



第
二
節

各
地
域
の
地
質

互玉

-
赤
城
火
山
斜
面
白

ω関
東
ロ
l
ム
層
凶

ω成
層
火
砕
岩
層
別

ω田
口
付
近
の
孤
立
丘
群
幻

制
白
川
扇
状
地
砂
臨
時
層
忽

2
前
橋
台
地
お

ω褐
色
火
山
灰
質
シ
ル
卜
層
M

ω前
橋
泥
流
堆
積
物
お

盟
問
一
橋
砂
磯
層
mm

3
広
瀬
川
低
地
帯
却

お
艶
ヶ
岩
お

ω広
瀬
川
発
電
水
路
沿
い
の
地
質
叩

ω広
瀬
川
砂
礁
周
目
ω

ω岩
神
の
飛
石

4
現
利
根
川
氾
濫
原
羽

6
地
下
水
4

5
里
山
士
層
(
腐
植
土
)
の
層
序
犯

ω広
瀬
川
低
地
帯
の
地
下
水
位

浅
間
A
軽
石
お

浅
間
B
軽
石

ω
二
ツ
岳
軽
石

ω
浅
間
C
軽
石

ω

目
別
橋
台
地
の
地
下
水
必

第
三
節

自
然
の
推
移
・

位剥

uョ

-
赤
城
・
榛
名
火
山
の
成
立
制

2
古
期
扇
状
地
の
形
成
と
前
橋
砂
礁
層
の
推
移
刊

4
湿
地
帯
の
出
現
と
前
橋
泥
炭
層
特

3
前
橋

泥
流
の
流
出
と
前
橋
台
地
原
面
の
形
成
幻

5
旧
利
根

川
の
流
路
と
広
瀬
川
低
地
帯
の
形
成
。

6
現
在
の
利
根
川
刊

第
四
節

地
下
水
ハ
深
井
資
料
)

三'Ei.
Zこ〉

第
三
章

土
壌
と
土
地
利
用

プて，、

第
一
節

土

壌

プて，、

第

節

土
地
利
用
と
水
利

4コ

第
三
節

水

系

4コ
プ"

-
利
根
川
内

2
広
瀬
川
但

3
桃
ノ
木
川
剖

4
天
狗
岩
用
水
位

5
風
呂
川
位

6
馬
場

JII 
83 

7
佐
久
間
川
泊

8
吉
野
川
部

9
端
気
川
田

日

U
ーコ4
1
l

，q
J

唱

i
H
↑E
u
u
n
6

日
藤
沢
川
町
的

U
蟹
沢

JII 
84 

日
山
沢
川
制

M
牛
池
川
町
制

日
午
王
頭
川
剖

日
染
谷
川
部

口
藤
川
部

白
U
」

T

コ
1
1
F
U

1
A
qE
1
J
虫
U

問
機
島
用
水
田

加
松
葉
川
町

幻
寺
沢
川
町

つん』
弘司い、、

川
川
リ
ロ
U

2
詩
イ
刈
川
8

幻
大
正
用
水
飴

M
荒
砥
川
部

お
神
沢
川
部

お
東
神
沢
川
町

月

i
+仁』
1
l
円

t

つ
山
↓
征
円
川
口
。

お
八
坂
用
水
町

却
貴
船
川
町

初
群
馬
用
水
町

第
四
章

気

象

.T¥. 
ぺ=

気
温
卸

湿
度
目

降
水
量
目

風
94 

雪
貯

昏

a
Q
d

z一
Q
d

霧

結
氷
川

宮内
山

ひ
ょ
う
・
あ
ら

れ
101 

日
照

m
地
震

m

第
二
編

古

代

上

序

章
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
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. 
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. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 

. 
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。五

一
、
前
橋
の
地
問

二
、
旧
石
器
期
の
前
橋
川

二
、
縄
文
期
の
前
橋
間

四
、
弥
生
期
の
前

橋
111 

五
、
石
田
川
式
石
器
と
前
橋
出

六
、
古
墳
と
前
橋
川

七
、
地
方
豪
族
と
前
橋
間

第
一
章

古
代
人
の
生
活
l
石
器
と
土
器
と
の
使
用
1

・

包耳



四

序

節

第
一
節

縄

文

土

器

-
寅
井
遺
跡
m

2
小
神
明
遺
跡
問

3
産
業
道
路
東
遺
跡
凶

4
産
業
道
路
西
遺
跡
凶

第
二
節

弥

生

土

器

-
荒
口
前
原
遺
跡
旧

2
桜
が
丘
遺
跡
川

3
樽
式
土
器
の
聾
棺
削

第
三
節

土
師
器
の
初
現

-
大
室
小
学
校
々
庭
第
二
遺
跡
m

2
新
屋
遺
跡

m
3
稲
荷
塚
北
遺
跡
一
号
住
居
跡
m

第
四
節

土
師
器
と
生
活

-
土
師
器
の
使
用
問

2
土
師
器
の
遺
跡
の
分
布
問

①
荒
砥
東
小
学
校
々
庭
遺
跡
問
@
荒
砥
東
小
学
校
農
場
遺
跡
附
③
寺
畑
遺
跡
附

④
諏
訪
西
遺
跡
附
@
前
田
遺
跡
削
@
荒
子
小
学
校
々
庭
遺
跡
則
⑦
荒
砥
保
育
所
遺
跡
巾

ω北
部
地
区
間
①
青
柳
遺
跡
山
@
上
細
井
町
西
田
ノ
口
遺
跡
m
@
青
柳
町
宿
上
遺
跡
附
④
上

細
井
町
丑
子
塚
遺
跡
m
⑤
関
根
町
寄
居
遺
跡
m

①
稲
荷
塚
北
遺
跡
川

同
四

O
年
次
発
掘
郎

ω東
部
地
区
間

ω西
部
地
区
間

@
国
府
跡
調
査
に
伴
い
発
見
の
住
居
跡
m

昭
和
三
六
・
七

年
次
発
掘
山

同
四
一
年
次
発
掘
郎

同
四
三
年
次

同
四
二
年
次
発
掘
出

発
掘
削

③
そ
の
他
山

第
二
章

豪
族
の
支
配
と
古
墳
の
築
、'tl::.
I旦

IZE プb
巨E

"" 
巨司
ブU

主王
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一
八
月

序

節

第
一
節

古
墳
の
分
布

旧
市
域
間

総
社
叩

元
総
社
制

上
;11 
淵
¥93 

上
陽
捌

清
里
山

南
橘
加

下
; 11 
淵
200 

芳
賀
川

桂
萱
山

荒
砥
別

木
瀬
町

第

宣告

古
墳
の
調
査

ヨ王

-
上
沖
上
ノ
山
古
墳
m

2
今
井

B
号
古
墳
別

3
今
井

A
号
古
墳
m

4
槍
峰
古
墳

m

5
小
旦
那
古
墳
m

l
6
阿
久
山
古
墳
加

7
オ
プ
塚
古
墳
加

8
荒
口
大
道
古
墳
m

9
竜
海

院
古
墳
加

叩
愛
宕
山
古
墳
m

日
後
二
子
古
墳
加

日
蛇
穴
山
古
墳
m

ロ
前
二
子
古
墳
m

M
前
橋
二
子
山
古
墳
m

日
不
二
山
古
墳
捌

日
塩
原
塚
古
墳
m

口
山
王
大
塚
古
墳
m

目
上
陽
帥
号
古
墳
肌

四
瓦
使
用
棺
別

加
荒
口
小
塚
古
墳
捌

紅
正
円
寺
古
墳
制

辺
オ
ブ

塚
西
古
墳
抑

お
朝
倉

I
号
古
墳
加

お
今
井
神
社
古
墳
叩

お
朝
倉

剖
朝
倉

H
号
古
墳
叩

E
号
古
墳
加

却
植
野
薬
師
塚
古
墳
削

却
八
幡
山
古
墳
削

初
総
社

幻
弥
勅
山
古
墳
叩

子
山
古
墳
削

ロ
後
閑
天
神
山
古
墳
凱

況
宝
塔
山
古
墳
問

泊
五
代
大
日
塚
古
墳
制

第
三
節

古
墳
の
編
年

-
火
山
現
象
を
利
用
し
た
古
墳
編
年
の
基
準
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第
一
節

関
東
に
お
け
る
総
体
的
位
置

前
橋
市
は
、
本
州
の
ほ
ぼ
中
央
、
関
東
の
北
西
を
占
め
る
群
馬
県
域
の
中
央
部
よ
り
も
や
や
南
に
あ
り
、
首
都
東
京
を
へ
だ
な
る

約
一

O
O合
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
位
す
る
。
こ
れ
を
関
東
総
体
か
ら
み
れ
ば
、
市
域
は
関
東
平
野
の
北
部
を
占
め
、
奥
利
根
に
源
を
発
し

た
利
根
川
が
、
上
流
の
利
根
、
北
群
馬
両
郡
を
経
て
漸
く
中
流
に
入
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
発
展
し
た
市
で
あ
る
。
従
っ
て
、
往
古

か
ら
関
東
と
上
信
越
を
結
ぶ
要
地
、
表
日
本
と
裏
日
本
を
つ
な
ぐ
要
衝
と
さ
れ
て
来
た
。
現
在
市
中
に
は
、
群
馬
・
栃
木
を
結
ぶ
国

鉄
両
毛
線
及
び
東
京
・
新
潟
を
結
ぶ
上
越
線
、
前
橋
・
桐
生
を
結
ぶ
私
鉄
上
毛
電
鉄
が
通
じ
て
い
る
。
市
域
は
東
西
一
八
・

O
持。トル

南
北
一
九
・
三
党
ト
ヘ
面
積
-
四
七
・
三
九
平
方
枠
V
y
で
、
県
下
十
一
市
中
最
大
で
あ
る。

市
域
の
東
・
西
・
南
・
北
四
極
の
経
度
・
緯
度
は
次
の
と
お
り
で
、
市
役
所
所
在
地
は
、
東
経
二
二
九
度

O
四
分
、
北
緯
=
一
六
度

=
三
分
と
な
っ
て
い
る
。

極
東

東
経
約
三
三
九
度
一
二
分
四
四
秒

ハ
東
大
室
町
字
上
多
田
山
の
東
端
〉

北
緯
約

二
六
度
二
三
分

O
秒

第
一
章

前
橋
市
の
自
然
地
理
的
環
境



第

編

然

自

極
西

東
経
約
二
二
九
度

O
分
二
七
秒

ヘ
清
野
町
字
屋
敷
の
J

三
六
度
二
五
分

O
秒
f

西

端

」

北
緯
約

空から見た市役所付近

極
南

東
経
約
二
二
九
度
六
分
五

O
b
¥

〆

ー
モ
阿
内
町
字
道
下
J

北
緯
約
三
六
度
一
八
分

O
八

秒

/

の

南

端

」

東
経
約

二
ニ
九
度

O
八
分
一

O
秒
ヘ金
丸
町
字
金
丸
の
J

f

北
端

」

極
北

北
緯
約
三
六
度
二
九
分

O
秒

ま
た
、
市
域
は
、
東
は
勢
多
・
佐
波
両
郡
及
び
伊
勢
崎
市
に
、

第 l図

西
は
北
群
馬
・
群
馬
の
両
郡
及
び
高
崎
市
に
、
北
は
勢
多
・
北
群

馬
両
郡
、
南
は
佐
渡
郡
に
接
し
、
上
毛
三
山
の
赤
城
山
は
北
に
、

榛
名
山
は
西
に
そ
び
え
、
妙
義
山
は
遥
か
西
南
に
眺
め
る
こ
と
が

で
き
る
o

こ
の
ほ
か
、
北
か
ら
西
に
か
け
て
小
野
子
・
子
持
の
山

々
や
、
浅
閉
そ
の
他
上
信
越
の

山
々
、
南
に
は
秩
父
の
山
な
み
な

ど
を
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
勺Q
。
市
域
の
中
央
に
は
坂
東
太
郎
と
呼
ば
れ
る
利
根
川
が
、
北
か
ら
南
東
へ
流
れ
て
い
る
。

利
根
川
か
ら
取
り
入
れ
る
広
瀬
・
桃
ノ
木
及
び
天
狗
岩
の
各
用
水
は
、

そ
れ
ぞ
れ
分
水
し
て
市
内
を
縦
横
に
流
れ
、
な
か
で
も
広

る
お
し
て
「
水
の
都
前
橋
L

を
形
成
し
て
い
る
。

瀬
川
は
、
満
々
た
る
水
を
た
た
え
て
市
の
繁
華
街
を
買
き
、
桃
ノ
木
川
は
市
の
北
東
部
、
天
狗
岩
用
水
は
西
部
の
各
農
業
地
帯
を
う

地
勢
は
利
根
川
の
東
が
赤
城
山
麓
、
西
が
榛
名
山
麓
に
か
か
り
、
東
は
南
方
へ
、
西
は
南
東
方
へ
な
だ
ら
か
に
傾
斜
し
て
関
東
平

は
畑
、
二
七
・
九
%
は
樹
園
地
(
矧
耕
一
新
主
)
と
な
っ
て
い
る
o

山
林
は
主
と
し
て
北
部
に
残
り
、
平
坦
地
で
は
、
利
根
川
東
岸
及
び
東
部
の
独
立
丘
陵
地
帯
そ
の
他
に
、
若
干
散
在
す
る
程
度
で

p
'
 
J
 
/
 /
 

J

t
川

お乙、f

あ
る
。

40km 

野
に
合
し
て
い
る
。

市
は
ま
た
、
「
水
の
都
」
で
あ
る
と
と
も
に
「
糸
の
町
」

20 

関東における前僑市の位置

わ
れ
、
随
所
に
桑
園
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
市
城
は
工
場

と
し
て
も
知
ら
れ
て
来
た
と
お
り
、
古
く
か
ら
農
蚕
・
製
糸

が
盛
ん
で
あ
り
、
市
域
内
に
養
蚕
用
の
桑
園
が
多
い
。
最
近

は
工
場
誘
致
等
に
よ
り
、
養
蚕
も
次
第
に
変
貌
は
し
て
い
る

が
、
現
在
で
も
依
然
と
し
て
市
の
周
辺
地
帯
で
盛
ん
に
行
な

第 2図

や
住
宅
団
地
造
成
等
の
た
め
、
耕
作
地
の
漸
減
を
見
て
は
い

る
が
、

そ
れ
で
も
米
作
も
麦
作
も
依
然
と
し
て
熱
心
に
行
な

わ
れ
て
お
り
、
耕
作
地
の
四
九
・
コ
一
%
は
田
、
二
一
一
・
八
%

る
馬
場
川
を
境
と
し
て
、

こ
の
よ
う
に
、
本
市
は
市
街
の
周
辺
に
耕
地
や
山
林
を
も
つ
が
、
市
の
繁
華
街
は、

そ
の
中
央
に
あ
っ
て
、
広
瀬
川
の
分
流
で
あ

そ
の
南
が
台
地
、
北
が
低
地
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
低
地
は
往
古
利
根
川
の
流
路
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、

な
っ
て
い
る
。

台
地
は
そ
の
南
岸
に
あ
た
り
、
士
口
利
根
川
の
北
岸
は
南
橘
・
芳
賀
・
桂
萱
及
び
永
明
地
区
を
つ
ら
ね
る
赤
城
山
麓
の
一
連
の
段
丘
と

第
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」
の
低
地
の
う
ち
南
の
台
地
寄
り
と
そ
の
台
地
が
、
旧
市

域
で
あ
り
、
市
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
、
官
公
庁
、
各
種

団
体
、
会
社
及
び
商
工
業
の
中
心
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
そ

群馬県における前橋市の位置

し
て
旧
市
域
を
と
り
か
こ
む
周
辺
が
新
市
域
で
あ
る
。

道
路
は
、
国
道
第
一
七
号
線
と
第
五

O
号
線
が
二
大
幹
線

を
な
し
、
第
一
七
号
線
は
、
東
京
都
中
央
区
を
起
点
と
し
て

新
潟
市
に
達
す
る
も
の
で
、
高
崎
市
を
経
て
前
橋
市
の
西
南

部
か
ら
中
央
部
に
入
り
、
そ
れ
よ
り
北
進
し
て
渋
川
市
に
向

第3図

か
う
。
ま
た
、
第
五

O
号
線
は
、
前
橋
市
を
起
点
と
し
て
茨

城
県
水
戸
市
に
達
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
線
は
、
市
の

中
央
部
を
東
進
し
て
桐
生
市
及
び
栃
木
県
小
山
市
を
経
過
す

る
。
こ
の
ほ
か
、
前
橋
古
河
川
紙
、
前
橋
大
間
々
桐
生
線
、
前

等
の
主
要
県
道
が
、
市
を
中
心
に
放
射
状
線
を
な
し
て
、

四
方
に
通
じ
て
い
る
。

橋
秩
父
線
、
前
橋
赤
城
線
、
前
橋
停
車
場
線
、
高
崎
渋
川
総

前
橋
市
か
ら
関
東
各
県
の
主
要
都
市
へ
の
距
離
を
あ
げ
る
と
、
東
京
都
(
東
京
駅
)
へ
鉄
路

一
一
四
・
八
、
神
奈
川
県
横
浜
市
へ
同

一
四
三
・
六
、
千
葉
県
千
葉
市

へ
同
一
五

O
ニ
ハ
、
埼
玉
県
浦
和
市
へ
同
九

0
・
六
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
へ
同
一
一

0
・
八
、
茨
城

県
水
戸
市
へ
同
一
四
八
・
六
仲
村
山
ト
ル
で
あ
る
。

標

高

第
二
節

な
っ
て
い
る
。

前
橋
市
の
地
勢
は
北
西
に
高
く
、
南
東
に
傾
斜
し
て
、
中
央
が
繁
華
街
、
周
辺
が
耕
地
あ
る
い
は
山
林
で
い
わ
ゆ
る
農
業
地
帯
に

こ
の
農
業
地
帯
に
つ
い
て
、
昭
和
三
十
一
年
経
済
企
画
庁
が
群
馬
県
に
依
託
し
て
行
な
っ
た
土
地
分
類
基
本
調
査
書
に
「
前
橋
地

方
は
関
東
平
野
の
北
辺
に
あ
っ
て
、
赤
城

・
榛
名
の
両
火
山
体
と
利
根
川
沖
積
面
と
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
に
お
け
る

の
と
お
り
で
あ
る
。

自
然
地
域
の

一
典
型
を
な
す
所
で
あ
り
、
群
馬
県
内
の
農
業
地
域
と
し
て
も
重
要
な
所
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
そ

市
域
の
中
央
を
北
か
ら
南
東
に
流
れ
る
利
根
川
が
、

水
源
の
山
間
部
を
離
れ
て
関
東
平
野
部
に
移
る
中
間
地
点
に
本
市
が
あ
っ
て

そ
の
南
で
は
次
第
に
河
床
が
狭
ば
ま
っ
て
い
る
。
河

最
大
一

品村川トルに
及
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

前
橋
の
北
で
は
河
床
の
幅
が
広
く
、

床
の
両
岸
は
そ
の
殆
ん
ど
が
高
さ
一

O
M
に
も
及
ぶ
側
蝕
崖
を
有
し、

て
い
る
。

山
聞
を
流
れ
て
来
た
余
勢
を
保
っ
て
、

や
や
急
流
性
を
示
し

利
根
川
東
岸
の
緩
斜
地
帯
は
そ
の
大
部
分
が
赤
城
南
麓
の
裾
野
に
あ
た
り
、
市
街
地
の
標
高
は
大
体
一

O
O
M内
外
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
北
に
向
か
っ
て
次
第
に
高
度
を
増
し
て
、

市
域
の
最
北
端
に
あ
た
る
金
丸
町
の
北
部
鶏
山
が
海
抜
六
三

O
M
に
及
ん
で
い
る。

最
西
端
の
清
野
町
で
も
海
抜
二

O
O
M
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
利
根
川
の
西
岸
は
榛
名
山
東
麓
の
裾
野
に
あ
た
り
、
西
に
向
か
っ
て
高
度
を
加
え
る
が
市
域
内
で
は
大
き
な
高
低
は
な
く
、

第
一
章

前
橋
市
の
自
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地
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第
一
編

自

然

市
の
中
央
繁
華
街
は
、
現
在

の
利
根
東
山
芹
に
あ
る
。

」
の
地

域
は
、
利
根
川
が
直
接
、

間
接

に
働
い
た
た
め
に
生
じ
た
旧
河

床
の
低
地
と
、
台
地
か
ら
成
つ

て
い
る
。
広
瀬
・
桃
ノ
木
の
両

H
川
+
」
匹
、

j

t

 
市
の
西
北
部
か
ら
流
下

し
て
こ
の
繁
華
街
の
中
央
と
北

部
を
流
れ
て
い
る
。

そ
の
他
市
域
内
の
水
系
は
別

記
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
市
域

全
般
か
ら
見
て
土
地
は
高
燥
の

と
こ
ろ
が
多
く
、
湿
地
性
の
と

こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
た
だ

赤
城
裾
野
の
斜
面
下
部
に
漉
概

用
流
下
水
の
溜
池
が
若
干
分
布

し
て
い
る
。

へ
経
済
企
画
庁
群
馬
県

/
発
行
「
土
地
分
類
基

議

剛
造
)

市
域
内
の
標
高
を
更
に
具
体
的
に
あ
げ
る
と
、
中
央
街
の
本
町
一
丁
目
前
橋
郵
便
局
付
近
の
一

O
七
対
で
あ
る
の
に
対
し
、
利
根

そ
れ
よ

占，、

川
東
岸
の
北
端
、
金
丸
町
の
中
心
部
は
そ
れ
よ
り
三

O
O
l
四

O
O
M以
上
も
高
く
、
標
高
四

0
0
1五
O
O
M
を
示
し
、

前橋市内の等高線図第4凶

り
小
坂
子
町
二

O
二
、
上
細
井
町
一
二
九
、
端
気
町
一

一
O
、
上
泉
町
一

0
0、
小
島
田
町
九

O
、
後
閑
町
八
八
、
下
阿
内
町
七
二

M
と
い
う
よ
う
に
市
域
の
北
か
ら
南
へ
と
傾
斜
し
て
い
る
。
ま
た
利
根
川
の
西
岸
の
市
域
で
は
清
里
地
区
の
二

O
O
M
を
最
高
と
し

て
、
総
社
町
が
一
五

O
Mと
な
り
、
次
い
で
元
総
社
町

一
O
九
、
古
市
町
一

O
六
、
下
新
田
町
九

O
Mと
い
う
よ
う
に
、
南
東
へ
ゆ

第
一
表

地
点
別
標
高

る
や
か
な
傾
斜
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
地
点
別
に
標
高
を
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

清
里
地
区

西
北
部

東
南
部

総
社
地
区

総
社
町
値
野
字
新
井
の
北
端
一
五

O

北
部
か
ら
西
北
に
か
け
て
一
四
五

大

波

橋

付

近

一

一

一O

元
総
社
地
区

元
総
社
町
稲
葉
付
近

東
地
区
古
市
町
付
近

江
田
町
付
近

出
張
所
付
近

川
由
町
付
近

m
 

O
O
 

五

O

A

一O
九

回
一

O
六

一O
五
九
八
九
四

第
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&. 

下
新
田
町
の
南
端

芳
賀
地
区

金
丸
町
鶏
山

小
坂
子
町

端
気
の
段
丘
上

南
橘
地
区

橘
山
片
石
山

田
口
町
付
近

上
細
井
段
丘
上

上
細
井
町
付
近

上
小
出
町
付
近

上
川
淵
地
区

後
閑
町
付
近

九
O
m
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萱
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第
一
編

自

然

城
南
地
区

西
大
室
町
(
七
ツ
石
山
)

東
大
室
町
字
多
国

泉
沢
町

八

m
 

企
一
七
四

A
一
五
九

A
一一一

O

上

増

田

町

宮

原

八

島

中
央
部
群
馬
大
学
医
学
部
付
近

前
橋
郵
便
局
付
近

〔
本
町
一
丁
目
)

A
一
一
六

回一

O
七

(
生
印
は
三
角
点
、
回
印
は
水
準
点
)

ま
た
市
域
内
に
は
、
各
所
に
独
立
丘
陵
が
あ
る
が
、
南
橘
地
区
で
は
、

高
二
二
八

M
U
が
そ
び
え
、
そ
の
付
近
に
片
石
山
(
一
六
七
対
〉

八

O
m

二
子
山

A

一O
八

m

朝
日
町
〈
旧
新
町
)
角
十
字
路
九
七

田
口
町
の
北
端
、
勢
多
郡
北
橘
村
と
の
境
界
に
橘
山
(
標

と
の
境
界
に
七
ツ
石
山
(
一
七
四

M
)
佐
波
郡
赤
堀
村
と
の
境
界
に
多
田
山
(
一
五
九

M
)
が
あ
る
。

八
幡
山
(
一
七

O
M〉
が
あ
り
、
城
南
地
区
で
は
勢
多
郡
粕
川
村

世Et主治
UんIIい告

市
域
内
の
等
高
線
は
別
図
の
と
お
り
で
、
利
根
川
東
側
一

O
O
M
の
線
が
、
赤
城
山
麓
末
端
の
段
丘
崖
を
示
し
て
い
る
。

前
橋
市
は
利
根
川
が
赤
城
・
榛
名
の
裾
合
谷
を
へ
て
関
東
平
野
に
の
ぞ
む
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
北
に
赤
城
、
西
に
榛
名
の
両
火
山

を
お
い
て
南
は
関
東
平
野
を
一
望
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
市
街
地
の
標
高
は
一

O
O
M前
後
で
あ
る
が
、
市
内
の
最
高
所
は
金
丸
町

北
端
に
あ
っ
て
そ
の
標
高
は
約
六
三

O
M
に
達
し
、
市
全
体
と
し
て
の
地
形
や
地
質
は
か
な
り
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
大

き
く
み
れ
ば
平
坦
地
域
と
第
四
紀
火
山
斜
面
と
か
ら
な
っ
て
い
る
た
め
、
具
体
的
に
調
べ
る
こ
と
の
で
き
る
範
囲
で
は
そ
の
地
質
は

す
べ
て
第
四
紀
に
形
成
さ
れ
た
各
種
の
地
層
か
ら
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
に
述
べ
る
こ
と
が
ら
は
前
橋
市
の
第
四
紀
地
質

一
日
高
造
山
の
起
こ
っ
た
~
時
代

一

ヲ
二
年
体
州
地
向
約
時
代

一

あ

っ

た

時

代

一
本
州
の
大
部
分
が
隆
起
し

て

一
本
相
川
町
山
運
動
の
起

、

一

古

い

大

働

市川

部

で

時

代

一

桜
子
印
刷
物
降
伏
一

し
だ
随
物
時
代

一

利

そ

・ヲ

柄

拘

時

代

-

-
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F

J

E

-

-

u
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も
d
陶
リ
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h
聞

7司
与
咽
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ほ

に

ゅ

う
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物

時
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一

ア
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モ

ナ

イ

ト

時

代

一

明

三

肝

一

魚

類

時

代

一

割
M
4
H
引
い

-
倒

叫

H
H
4
4

い

』

t
u
-
E
4
日

f

一
J

、

司

ワ

J
l
作

f
一
両

生

類

一

王

要

品
十
一
一
円
い
引
い
"
か

-
M
M
相

m
k
川

5

0

5

0

0

0

0

0

0

旧

!

i

)

O

o

l

 

勾

O

F

b

n

υ

内

d

o

o

n

4

η

l

z

u

n

u

a

A

Y

A

U

、J

、J

U

H

-

-

3

4

4

，1
2

2

G

4

4

屯

創

u

m

一
刊
一
伸
一
柑
一
柑
一
柑
一
紀
一
紀
一
紀
一
紀

一
紀

一

紀

一

紀

一

ピ

一

リ

一

代

一

代

一
新

一

新

一

新

一

新

一
新

一
品

一

刈

-
E
o
s
-
s
-
s
一
寸

-
4
-
川

一
円

一

千

一

f

「

p
rdp
L担
hhι
亜
一

-u
一

畳

一

畳

一

炭

一

わ

一

山

一

川

紀

子

一

生

一

生

「
附
幅

三
市
寸
ト
品
増
員

」
白
一

土
一
二
二
一
石
一

こ

こ

2
7ご
原
一
始

前

=

U
E

M

E

-

i

一

:
一

一

一一

一

一-

一

-一

-

i

-

2

-，
-
i'l

-

E

一

シ

ル比

仙

山

中

生

代

古

生

代

先

カ

ン
ブ

リ
T
代

第
二
章

地
形
・
地
質

序

節
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時
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岩
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叩

出

旬

弛

慌

川

叫

山

叫

火

れ

川

川

安

・
安

岐
川
口
削
除
英

赤
世
情

三
布

丘没
層

陵

郎パ
b
N

岩

丘

物

m
U

砕
子
・
出
叶
刊
川

端

・

中

川
W

M

U

叶

唱

用

i

'

j

:

d

』一

捌

J

M
川
町
川

叫

札

げ

一

一

u

ct

・ii
h

陪
F
1
1

七
a

白
L
l
J
〆4
4
A

宝
山
手
れ
い
出
W

4

指
ハ
，
r
i
-
-、

川
…
制
札
酬

mm
崎

U
J叶
群

也
川

一
制
限

義

丸

統

層

層

低
糊

口

物

神

妙

削

刷

新

崎

岡

組

問

広

川

胤

拙

mw
問

問

中

高

富

沖

(

関
取
付

秋

富

の

J
1
L

arti--E'id守
A
干

a'1111a'Ba'

晶
干

'
ti
t
i
-
E
B
-
-
tム
UTE『
‘

a
'

・2E『titi--'tψ

の

史

一

時

代

一

の

時

代

一

形

成

の

時

代

同
一
形
成
立
火
山
形
成
一
諸
丘
陵
・
盆
地

時
地
一
低
地

一台
地
・
段
丘
一
谷
川
連
時
や

列

地

一

一

'

y

b

r

:

本

町

一

完

成

の

時

代

一

つ

一

l
，

R

J

1

日

励

史

-

目

-

ノ

り

l

〉

界
一

被

F

M

幼

巴

出

対
代
叩
一

角
u
F
r
山

-

6
不
全

w
-

ヤ
u
年質山也

谷IIlff，1'i英
l均鉛管

i尺入・)-hl1，
J砲事Illa.:;1' 
i什など の
1E向者

浅IIQ火山

群馬県にある主な地層と岩石

下仁田中生層

山中地i等帯中生層
!戸倉中生層
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・
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第
一
編

自

の
記
述
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
然

。

第
四
紀
は
今
か
ら
約
一

O
O万
年
前
に
は
じ
ま
り
現
在
を
も
含
む
最
も
新
し
い
地
質
時
代
で
、
現
在
み
ら
れ
る
自
然
景
観
の
完
成

さ
れ
た
時
代
で
あ
り
、
人
類
の
発
展
し
た
時
代
で
も
あ
る
。
ま
た
、
世
界
的
に
み
て
、
こ
の
時
代
に
は
地
球
史
上
に
も
ま
れ
な
寒
冷

気
候
(
氷
期
)
が
く
り
か
え
し
訪
れ
て
い
る
の
で
大
氷
河
時
代
と
よ
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
前
橋
市
の
自
然
は
こ
の
よ
う
な
大
氷
河

時
代
の
中
で
育
て
ら
れ
て
き
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
川
岸
の
露
頭
一
つ
を
み
て
も
そ
の
時
代
の
あ
り
さ
ま
を
如
実
に
物
語
つ

て
い
る
。
な
お
、

参
考
ま
で
に
地
質
年
代
の
区
分
と
群
馬
県
の
地
質
系
統
の
あ
ら
ま
し
を
第
二
表
に
示
し
た
。

以
下
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
前
橋
市
の
地
質
の
解
説
と
同
時
に
今
後
の
研
究
や
開
発
に
役
だ
っ
資
料
と
し
て
の
役
割
も
果
せ
る
よ

う
留
意
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
文
中
に
も
既
存
の
深
井
資
料
や
試
錐
調
査
資
料
な
ど
を
で
き
る
だ
け
活
用
し
、
代
表
的

な
深
井
資
料
は
末
尾
に
一
括
し
て
表
示
し
た
。
そ
れ
ら
の
資
料
収
集
に
当
た
っ
て
は
、
群
馬
県
企
業
局
、
前
橋
市
水
道
局
お
よ
び
田

中
撃
泉
重
工
株
式
会
社
の
各
位
か
ら
多
大
な
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

第
一
節

地
形
・
地
質
の
概
説

市内の地形的区分図

地
形
お
よ
び
地
質
の
特
徴
か
ら
前
橋
市
の
地
域
を
区
分
す
る
と
、
北
東
部
の
赤
城
火
山
斜
面
、
南
西
部
の
洪
積
台
地
(
前
橋
台

地
)
、
前
記
両
者
の
聞
に
爽
ま
れ
て
地
溝
状
を
な
す
沖
積
低
地
ハ
広
瀬
川
低
地
帯
)
、
お
よ
び
現
利
根
川
氾
濫
原
の
四
地
域
に
区
分
す

る
こ
と
が
で
き
る
ハ
第
五
図
)
。

1 

基
盤
岩
層
〈
先
第
四
系
〉

市
内
の
各
地
域
と
も
第

四
紀
の
各
種
堆
積
物
が
厚

く
累
積
し
て
い
る
の
で
、

先
第
四
紀
の
基
盤
岩
層
は

地
表
部
の
露
頭
で
は
ま
っ

た
く
見
ら
れ
ず
、
最
も
深

い
深
井
戸
の
資
料
を
見
て

も
そ
の
よ
う
な
基
盤
に
達

し
て
い
る
例
は
み
い
だ
さ

れ
な
い
。
し
か
し
、
群
馬

県
全
般
の
地
質
構
造
か
ら

判
断
す
る
と
、
前
橋
市
付

近
で
第
四
系
の
基
盤
を
な

す
も
の
は
、

高
崎

・
富
岡

地
域
に
広
く
露
出
し
て
い

る
新
第
三
系
の
最
上
部
層

(
秋
間
層
ま
た
は
板
鼻
層
)

第
二
章

地

形

地

質

5l. 

(凡 f針U)

口利根川現氾濫原

露関 広瀬川低地面

皿前橋台地面

富赤械火山斜面
((1川則l'地問)

第5図

4 3 2 。



第
一

一編

自

然

に
あ
た
る
も
の
と
推
定
で
き
る
。
こ
れ
ら
基
盤
岩
層
の
伏
在
す
る
深
さ
は
不
明
で
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
二

O
O
M以
上
の
深
度
に
あ

る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

2 

赤
城
火
山
斜
面

赤
城
火
山
斜
面
は
平
均
勾
配
二
度
内
外
の
緩
斜
面
で
、

一
般
の
火
山
裾
野
に
お
け
る
と
同
様
に
各
種
の
火
山
砕
屑
岩
層
(
以
下
、

火
砕
岩
層
と
よ
ぶ
)

か
ら
な
っ
て
い
る
。
放
射
谷
は
か
な
り
密
に
発
達
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
放
射
谷
は
比
較
的
浅
い
も
の
が

多
く
、
そ
の
谷
低
部
は
か
な
り
高
い
と
こ
ろ
ま
で
水
固
化
さ
れ
て
お
り
、

尾
根
に
当
た
る
部
分
に
は
古
く
か
ら
集
落
が
発
達
し
て
い

る
。
斜
面
の
末
端
は
、
比
高

一
O
M前
後
の
直
線
的
な
山
麓
崖
を
な
し
て
お
り
、

旧
利
根
川
の
つ
く
っ
た
広
瀬
川
低
地
帯
に
接
し
て

い
る
。

3 

前

橋

台

地

市
の
南
西
部
で
広
瀬
川
低
地
帯
の
面
よ
り
一
段
高
く
高
台
を
な
す
地
域
は
洪
積
層
か
ら
な
り
、
こ
の
地
域
を
前
橋
台
地
と
よ
ぶ
。

現
利
根
川
流
路
よ
り
西
部
の
総
社
、
箱
回
、
川
曲
な
ど
の
地
域
も
す
べ
て
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
市
の
北
西
端
に
あ
た
る
清
里

地
域
は
、
前
橋
台
地
面
と
榛
名
火
山
東
麓
斜
面
と
の
移
行
部
に
あ
た
っ
て
い
て
、
東
に
緩
く
傾
斜
す
る
地
形
面
を
な
し
て
い
る
が
、

こ
の
付
近
で
は
前
橋
台
地
の
原
面
を
お
お
っ
て
、
よ
り
新
期
の
榛
名
火
山
起
源
の
火
砕
岩
類
が
堆
積
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
便
宜
上
、
前
橋
台
地
に
含
め
る
こ
と
に
す
る
。

台
地
面
は
詳
し
く
見
れ
ば
多
少
の
起
伏
を
も
っ
て
い
る
が
、

ほ
と
ん
ど
平
坦
で
あ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
原
因
は
火
山

泥
流
堆
積
物
(
前
橋
泥
流
堆
積
物
〉
の
堆
積
面
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
上
を
数

M
以
内
の
火
山
灰
質
シ
ル
ト
l
粘
士
(
水
成
上
部
ロ
l

ム
層
)
が
お
お
っ
て
い
る
@
た
だ
し
、
清
里
地
域
の
池
端
町
・
清
野
町
な
ど
で
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
台
地
原
面
を
被
覆
し
て
榛
名

火
山
起
源
の
火
砕
岩
層
が
見
ら
れ
、
薄
い
上
部
ロ
|
ム

(
気
成
〉

に
お
お
わ
れ
て
い
る
。

台
地
の
北
東
縁
は
北
西
|
南
東
に
の
び
る
直
線
的
な
崖
を
な
し
、
北
側
の
広
瀬
川
低
地
帯
と
接
し
て
い
る
。
前
橋
中
央
児
童
公

園
、
前
三
百
貨
倍
、
市
商
工
会
議
所
付
近
な
ど
に
見
ら
れ
る
坂
道
は
前
橋
台
地
か
ら
広
瀬
川
低
地
に
移
行
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の

で
、
両
地
形
面
の
高
度
差
は
一
般
に
数

M
程
度
で
あ
る
。
台
地
を
貫
流
す
る
利
根
川
の
現
河
床
か
ら
台
地
面
へ
の
比
高
は
約
一
五

M

に
達
す
る
。

4 

広
瀬
川
低
地
帯

本
低
地
帯
は
赤
城
火
山
の
山
箆
崖
と
前
橋
台
地
の
北
東
縁
を
な
す
崖
の
間
に
爽
ま
れ
、
約
二
・
五
|
二
一
命
ド
ル
の
幅
を
も
っ
て
前
橋

市
の
北
西
部
か
ら
南
東
部
に
帯
状
に
の
び
て
い
る
。

一
見
地
溝
状
を
な
す
こ
の
低
地
の
表
層
は
過
去
の
利
恨
川
の
氾
濫
原
堆
積
物
で

あ
る
沖
積
砂
礁
か
ら
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
広
瀬
川
、
桃
ノ
木
川
、

お
よ
び
白
川
そ
の
仙
の
小
河
流
や
用
水
が
そ
れ
ぞ
れ
合
流
あ
る

い
は
分
流
し
つ
つ
流
下
し
て
い
る
が、

い
ず
れ
も
地
形
に
制
約
さ
れ
て
南
東
流
し
て
い
る
。

低
地
帯
の
面
も
詳
し
く
見
る
と
必
ず
し
も
平
坦
で
は
な
く
、

各
所
に
自
然
堤
防
(
砂
磯
堆
)
、

ま
た
は
小
扇
状
地
と
み
な
せ
る
高

ま
り
が
見
ら
れ
る
。
低
地
帯
内
で
集
落
や
桑
園
が
発
達
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
は
、
そ
の
よ
う
な
高
ま
り
の
部
分
に
当
た
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
微
小
地
形
か
ら
み
る
と
、
過
去
の
利
根
川
が
広
瀬
川
低
地
帯
の
中
を
南
東
流
し
て
い
た
当
時
は
、

そ
の
河
道
は
赤
城
の

山
麓
寄
り
の
と
こ
ろ
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
南
方
の
前
橋
台
地
の
崖
下
に
む
か
つ
て
移
動
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
現
在
の
広
瀬
川
の

第
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然

自

四

河
道
に
近
い
と
こ
ろ
は
利
根
川
が
い
ま
の
河
道
に
大
移
動
す
る
直
前
の
河
床
に
当
た
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

昭
和
二
十
二
年
の
カ
ス
リ
l
ン
台
風
の
際
に
は
天
川
大
島
そ
の
他
一
部
の
高
所
を
残
し
て
、
こ
の
低
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
全
面
が
洪

水
の
被
害
を
こ
う
む
っ
て
い
る
。
こ
の
洪
水
は
赤
城
山
水
系
の
雨
水
が
こ
の
低
地
帯
に
集
中
し
た
た
め
に
お
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

通
常
の
降
雨
で
は
氾
濫
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
カ
ス
リ

1
ソ
台
風
程
度
の
大
雨
量
に
な
る
と
、
当
時
の
排
水
系
(
広
瀬
川
、

桃
ノ
木
川
)
で
は
、

そ
れ
を
さ
ば
き
き
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
点
で
近
年
、
桃
ノ
木
川
の
改
修
工
事
が
施
工
さ
れ

た
こ
と
は
意
義
深
い
。

5 

現
利
根
川
氾
濫
原

前
橋
市
に
お
け
る
現
在
の
利
根
川
は
、
大
渡
橋
付
近

に
い
た
る
ま
で
沖
積
低
地
の
西
縁
部
に
幅
広
い
氾
濫
原

第6図

を
も
っ
て
南
下
し
て
い
る
が
、
大
渡
橋
の
や
や
下
流
か

利根川流路の変選

ら
は
突
然
に
広
瀬
川
低
地
帯
か
ら
離
れ
て
前
橋
台
地
内

に
入
り
込
み
、
こ
れ
を
刻
ん
で
両
岸
に
高
さ
一

O
M以

上
の
断
崖
を
も
っ
峡
谷
を
つ
く
っ
て
南
流
し
て
い
る
。

地
学
的
に
は
自
然
の
流
路
と
み
な
せ
る
広
瀬
川
低
地
帯

か
ら
急
に
台
地
内
に
流
入
し
て
い
る
姿
は
い
か
に
も
不

自
然
で
あ
る
。

ひ

と

ね

史
実
に
よ
れ
ば
、
過
去
の
利
根
川
は
比
万
祢
川
と
称
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

い
ま
の
田
口
町
付
近
か
ら
現
在
の
広
瀬
川
の
流
路
を

と
っ
て
南
東
流
し
、
前
橋
|
伊
勢
崎
を
ほ
ぼ
連
ね
る
線
に
沿
っ
て
尾
島
町
世
良
田
に
い
た
っ
て
い
た
と
い
う
(
第
六
図
)
。
利
根
川
が
流

路
を
現
在
に
変
え
た
の
は
応
永
年
聞
か
ら
一
五
三
九
年
(
天
文
八
年
〉
お
よ
び
一
五
四
三
年
(
天
文
一
二
年
)
の
大
洪
水
に
よ
る
も

の
と
さ
れ
、
そ
の
う
ち
田
口
か
ら
元
総
社
ま
で
は
一
四
二
九
年
(
永
享
元
年
)
長
尾
氏
の
開
撃
に
よ
る
用
水
路
に
沿
っ
た
も
の
と
い

わ
れ
て
い
る
。
前
橋
台
地
内
へ
の
流
入
に
関
し
て
も
自
然
と
は
解
し
難
く
、
こ
こ
に
古
い
小
河
川
を
利
用
し
た
用
水
路
の
よ
う
な
も

の
が
先
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
正
確
な
史
実
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

現
在
の
前
橋
市
街
地
は
、
利
根
川
が
突
然
台
地
内
に
流
入
す
る
部
分
に
ひ
ら
け
、
南
西
の
半
分
は
前
橋
台
地
上
に
、
北
東
の
半
分

は
広
瀬
川
低
地
面
の
上
に
あ
っ
て
、
両
者
は
い
わ
ば
「
山
の
手
」
と
「
下
町
」
の
関
係
に
あ
る
。

第
二
節

各
地
域
の
地
質

概
説
に
述
べ
た
地
域
区
分
に
し
た
が
い
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
地
質
を
や
や
詳
し
く
記
載
す
る
。

l 

赤
城
火
山
斜
面

赤
城
南
麓
斜
面
の
う
ち
で
前
橋
市
に
含
ま
れ
る
地
域
は
、

金
丸
町
北
端

(標
高
六
三
O
M
)
を
頂
点
と
し
、

ほ
ぼ
上
細
井
|
小
島

聞
を
連
ね
る
山
麓
崖
線
を
低
辺
と
す
る
南
北
に
長
い
三
角
地
域
で
あ
る
。
西
隣
り
の
富
士
見
村
の
斜
面
ハ
白
川
扇
状
地
)

に
比
較
す

る
と
地
形
は
や
や
複
雑
で
起
伏
に
富
む
。
こ
の
地
域
の
地
質
は
主
と
し
て
成
層
火
砕
岩
類
か
ら
な
り
、
そ
れ
ら
は
関
東
ロ

l
ム
層
に

よ
っ
て
お
お
わ
れ
て
い
る
。

第
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群
馬
県
に
分
布
す
る
関
東
ロ

l

(重鉱物組織)
表土(黒土)
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関
東
ロ

l
ム
層

前
橋
市
の
赤
城
斜
面
に
お
け
る

と
重
鉱
物
組
成
を
第
七
図
に
示
し

た。ム
層
は
洪
積
世
に
さ
か
ん
に
活
動

し
た
赤
城
・
榛
名
・
浅
間
な
ど
の

諸
火
山
の
火
山
灰
層
が
風
化
し
た

も
の
で
、
挟
ま
れ
る
軽
石
層
や
陪

部

ロ

色
帯
を
鍵
に
し
て
上
部
ロ

l
ム

層
・
中
部
ロ

l
ム
層
お
よ
び
下
部

ロ

ム

層

区
分
さ
れ
て
L、
る。

ot~ 

1 

2 

3 
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____E::::::::::::::::::::::::3Z後盟国司

昌弘w.後幻匁捻圃圃園田園

l.......J 

100% 

日~磁滋お=ーーーー・
ι---' L_J_ーム」

50 

Eヨ角閃石
~紫蘇輝石

~普通輝石

-磁鉄鉱

赤城斜凶の関東ローム層

v -1華社費ローム/

。

赤城斜・面
構成物
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L 

5 

に
分
布
し
て
い
る
。
層
厚
は
約
一
・
五

M
。

上
部
ロ

l
ム
層
は
浅
間
火
山
給
源
の
火
山
灰
や
軽
石
か
ら
な
り
、
現
地
形
に
沿
っ
て
前
橋
市
赤
城
斜
面
の
全
域

①
上
部
口
|
ム
層

一
般
に
黒
土
と
の
移
行
部
付
近
に
細
粒

(
0
・
四
吟

Y
〉
の
板
鼻
黄
色
軽
石
が
薄
層
を

な
す
か
、
ま
た
は
断
続
的
に
み
と
め
ら
れ
、
下
半
部
は
全
般
に
細
粒
軽
石
質
で
、

そ
の
中
に
板
鼻
褐
色
軽
石
が
明
瞭
な
層
(
層
厚
約

一
五
常
炉
、
粒
径

0
・
五
吟
立
を
な
し
て
い
る
。
中
部
ロ

l
ム
層
以
下
の
ロ

l
ム
層
に
比
べ
て
粘
土
化
の
程
度
が
低
く
、
色
調
も

淡
色
で
乾
燥
断
面
で
は
淡
黄
褐
色
を
呈
し
、
往
々
に
し
て
上
部
ロ
1

ム
層
の
部
分
だ
け
が
や
や
凸
出
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
重
鉱

部
に
爽
ま
れ
る
板
鼻
黄
色
軽
石
の
降
下
年
代
は
放
射
性
炭
素
〈
M
C
)

物
組
成
は
紫
蘇
輝
石
・
普
通
輝
石
・
磁
鉄
鉱
な
ど
か
ら
な
り
、
角
閃
石
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
上
部
ロ

l
ム
層
の
上

に
よ
る
年
代
測
定
に
よ
っ
て
約
一
一
、

0
0
0年
前
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
上
部
ロ

l
ム
層
の
最
上
部
は
洪
積
世
と
沖
積
世
の
境
界
を
示
す
指
標
と
な
る
。

②
中
部
ロ

l
ム
層

前
橋
地
域
の
中
部
ロ

l
ム
層
は
主
と
し
て
榛
名
火
山
起
源
の
火
山
灰
や
軽
石
か
ら
な
り
、
赤
城
火
山
起
源
の
火

山
灰
は
む
し
ろ
少
な
い
。
こ
れ
は
現
在
に
お
け
る
浅
間
火
山
爆
発
時
の
降
灰
状
況
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
火
山
の
大
爆
発
に

よ
っ
て
噴
出
し
た
火
山
灰
や
軽
石
は
瞬
間
的
に
高
空
に
吹
き
上
げ
ら
れ
る
の
で
、

一
般
に
上
層
気
流
に
の
っ
て
火
山
の
東
方
の
地
域

に
運
ば
れ
る
た
め
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
関
東
地
方
に
お
け
る
主
要
軽
石
層
の
分
布
状
態
を
第
八
図
に
示
し
た
。

中
部
ロ

l
ム
層
は
上
細
井
・
小
神
明
・
端
気
・
上
泉
な
ど
赤
城
斜
面
末
端
部
の
地
域
を
除
い
て
、
そ
れ
よ
り
高
い
と
こ
ろ
に
は
ほ

と
ん
ど
全
域
に
分
布
し
て
い
る
。
層
厚
は
約
三
・
五
対
。
上
部
ロ

l
ム
層
よ
り
や
や
粘
土
質
で
、
重
鉱
物
組
成
は
紫
蘇
輝
石
・
角
閃

石
・
普
通
輝
石
・
磁
鉄
鉱
な
ど
か
ら
な
る
。
上
部
ロ

l
ム
層
と
の
境
界
部
に
は

一
般
に
三
O
|四
O
吟
炉
の
厚
さ
を
も
っ
暗
色
帯
が

認
め
ら
れ
る
。
こ
の
暗
色
帯
は
中
部
ロ
1
ム
層
堆
積
後
、
上
部

?
l
ム
層
堆
積
前
の
火
山
灰
降
下
休
止
期
に
形
成
さ
れ
た
過
去
の
土

壌

(
古
土
嬢
ま
た
は
埋
没
土
〉
と
見
な
さ
れ
る
も
の
で
、
岩
宿
l
文
化
包
含
層
に
当
た
っ
て
い
る
。

要
な
鍵
層
で
、

暗
色
帯
の
下
位
約
五

O品
目

vyに
は
八
崎
軽
石
層
が
爽
ま
れ
る
。
八
崎
軽
石
層
は
こ
の
地
域
で
中
部
ロ

l
ム
層
を
指
示
す
る
最
も
重

一
般
に
灰
白
色
を
呈
す
る
風
化
軽
石
(
粒
径
一

J
二
吟
炉
・
角
閃
石
安
山
岩
質
)
か
ら
な
り
、
金
丸
・
小
坂
子
付
近

地
形
・
地
質

で
層
厚
は
五

O品
目

by前
後
で
あ
る
。
こ
の
軽
石
層
は
赤
城
南
麓
の
西
部
に
ゆ
く
ほ
ど
厚
く
、
粒
径
も
増
す
傾
向
が
あ
る
の
で
榛
名
火

七
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山
か
ら
供
給
さ
れ
た
降
下
軽
石
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

次
に
八
崎
軽
石
層
の
下
位
約
一

M
の
中
部
ロ

l

ム
層
最
下
部
に
あ
た
る
層
準
に
は
厚
い
火
砕
流
堆
積
物
(
大
胡
火
砕
流
堆
積
物
と

λ崎軍事，右

第

章

大 r~ 細粒
1l vvv•v l 中粒 (2- 5cm)
古月 ILエム」
PF. l13罰粗粒 (10-30川
第9図 嶺Irrrにおける大胡火砕流堆版物と関東ロ{ム庖との関係
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八

関東地方の主な軽石層
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第B図

よ
ば
れ
る
)
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
金
丸
・

嶺

・
小
坂
子
な
ど
の
地
域
の
沢

岸
の
崖
や
、
大
き
な
切
り
と
り
崖
な
ど
で
は
露
頭
で
実
際
に
観
察
で
き
る
。
嶺
付
近
に

お
け
る
一
例
を
第
九
図
に
示
し
た
。
こ
の
火
砕
流
堆
積
物
に
は
白
色
を
呈
す
る
大
小
の

軽
石
門
機
と
軽
石
の
粉
砕
物
質
(
火
山
灰
)
か
ら
な
る
「
軽
石
質
」
の
も
の
と
、
大
小

の
安
山
岩
片
に
富
み
比
較
的
国
結
皮
の
高
い
「
石
質
」
の
も
の
の
二
種
類
の
タ
イ
プ
が

あ
る
。
軽
石
質
の
火
砕
流
堆
積
物
の
中
に
は
、
と
き
お
り
完
全
に
炭
化
し
た
樹
幹
(
天
然

木
炭
)
が
見
出
さ
れ
、
火
砕
流
が
高
温
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
層
位
的
広

厳
密
に
い
え
ば
軽
石
質
火
砕
流
の
方
が
や
や
古
い
が
、
共
に
複
料
開
石
安
山
岩
質
で
、
中

(
金
丸

部
ロ
l
ム
期
初
期
の
赤
城
火
山
噴
出
物
と
見
な
さ
れ
る
。
層
厚
は
薄
い
と
こ
ろ

池
)
で
は
数
対
以
内
の
こ
と
も
あ
る
が
一
般
に
一

O
M以
上
の
厚
屑
を
な
し
、
軍
副
で

は
下
低
部
ま
で
観
察
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。
中
部
ロ
|
ム
層
を
地
層
と
し
て
扱
う
場

合
に
は
、
こ
の
火
砕
流
堆
積
物
も
当
然
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
の
で
、
前
述
し
た
よ
う
に

す
る
こ
と
が
あ
る
。

火
砕
流
堆
積
物
が
厚
層
を
な
す
場
合
に
は
、
中
部
ロ

l
ム
層
の
層
厚
は
数
一

O
M
に
達

赤
城
火
山
の
山
頂
カ
ル
デ
ラ
は
、
き
わ
め
て
大
量
に
お
よ
ぶ
大
胡
火
砕
流
堆
積
物
を

①
下
部
口

l
ム
層

噴
出
し
た
直
後
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と

大
胡
火
砕
流
堆
積
物
に
よ
っ
て
お
お
わ
れ
な
か
っ
た
地
域
、

九
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二
O

え
ば
鳥
取
・
五
代
・
荻
窪
な
ど
の
地
域
の
一
部
で
は
、
中
部
ロ

l
ム
層
の
下
位
に
つ
づ
い
て
厚
さ
数

M
以
内
の
下
部
ロ

l
ム
層
が
堆

積
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
中
部
ロ

l
ム
層
の
下
限
を
一
不
す
湯
ノ
口
軽
石
(
赤
城
火
山
給
源
)
が
明
瞭
な
層
を
な
す
ほ
ど
に
堆
積

し
て
い
な
い
た
め
、
野
外
で
中
部
ロ

l
ム
層
と
下
部
ロ

l
ム
層
と
の
境
界
を
き
め
る
こ
と
が
難
し
い
が
、

一
般
に
は
八
崎
軽
石
層
の

下
位
約
一

M
付
近
に
求
め
ら
れ
る
。
詳
し
く
観
察
す
る
と
こ
の
付
近
に
薄
い
レ
ン
ズ
状
を
な
し
て
断
続
す
る
赤
掲
色
の
湯
ノ
口
軽
石

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

下
部
ロ

l
ム
層
は
中
部
ロ
|
ム
層
よ
り
も
さ
ら
に
粘
土
化
が
す
す
み
、
所
に
よ
っ
て
土
石
流
堆
積
物
と
み
な
せ
る
大
小
の
安
山
岩

暁
a

を
混
え
、
や
が
て
下
位
の
成
層
火
砕
岩
層
に
移
行
す
る
よ
う
に
な
る
。
下
部
ロ

l
ム
層
の
重
鉱
物
組
成
は
中
部
ロ

l
ム
層
に
類
似

し

一
般
に
紫
蘇
輝
石
・
角
閃
石
・
普
通
輝
石
・
磁
鉄
鉱
な
ど
か
ら
な
る
が
、
風
化
変
質
さ
れ
た
も
の
を
含
み
、
磁
鉄
鉱
の
量
比
が

増
す
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ハ
第
七
図
〉

(2) 

成
層
火
砕
岩
層

表
層
を
な
す
関
東
ロ

l
ム
層
や
大
胡
火
砕
流
堆
積
物
な
ど
の
下
位
に
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
成
層
し
た
火
砕
岩
層
が
厚
く
堆

積
し
て
深
層
に
ま
で
達
し
、
裾
野
斜
面
の
主
体
を
構
成
し
て
い
る
。

で
ロ

l
ム
層
の
下
に
そ
れ
ら
の
一
部
が
露
出
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
現
在
地
表
に
露
わ
れ
て
い
る
の
は
最
上
部
の
ご
く
一
部
分

ロ
ー
ム
層
が
削
制
さ
れ
て
い
る
谷
沿
い
や
、
大
正
用
水
路
な
ど

に
す
ぎ
な
い
。
江
木
や
芳
賀
に
お
け
る
簡
易
水
道
水
源
そ
の
他
の
深
井
資
料
か
ら
み
る
と
、
約

一
五
O
M
の
深
度
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

火
砕
岩
類
の
成
層
か
ら
な
っ
て
い
て
、
す
く
な
く
と
も
熔
岩
流
ら
し
い
も
の
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
火
砕
岩
層
は
分

級
の
悪
い
火
山
疎
岩
か
ら
な
る
も
の
が
主
で
、
火
砕
流
堆
積
物
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
若
干
爽
む
。
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
埋
木
を
含
む

こ
と
な
ど
も
知
ら
れ
、
洪
水
時
に
お
け
る
土
石
流
堆
積
物
と
思
わ
れ
る
も
の
も
多
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
火
砕
岩
層
は
赤
城
火
山
の
活
動
に
よ
っ
て
直
接
に
も
た
ら
さ
れ
た
一
次
的
堆
積
物
と
い
う
よ
り
は
、
む

し
ろ
赤
城
火
山
の
成
長
と
と
も
に
、
山
頂
部
で
激
し
く
行
な
わ
れ
た
削
剥
作
用
に
よ
る
崩
壊
物
質
が
、
火
山
山
麓
に
運
ば
れ
て
堆
積

し
た
い
わ
ば
二
次
的
堆
積
物
が
主
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(3) 

田
口
付
近
の
孤
立
丘
群

本
市
の
北
西
部
に
あ
た
る
出
口
町
の
一
部
も
、
赤
城
斜
面
の
一
部
に
含
ま
れ
る
。
こ
の
付
近
で
は
橋
山
(
二
二
八
対
)
や
城
山

つ
二

O
M
)
で
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
孤
立
丘
に
富
む
地
形
が
目
立
つ
。
こ
れ
ら
の
小
丘
は
複
師
石
安
山
岩
質
の
集
塊
岩
・
凝
灰
角

機
岩
、
熔
岩
な
ど
の
成
層
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
の
成
層
面
の
一
示
す
構
造
は
変
化
に
富
ん
で
い
る
が
、

一
般
に
急
傾
斜
し
て
い
て
時

に
は
直
立
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
構
造
上
か
ら
見
て
赤
城
斜
面
の
一
般
的
傾
向
と
は
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。

一
方
構
成
岩
石
を

み
る
と
、

そ
の
一
部
に
は
後
に
改
め
て
述
べ
る
「
岩
村
飛
石
」
と
岩
質
的
に
類
似
し
た
熔
結
降
下
火
砕
岩
や
、
大
小
の
火
山
弾
の
み

か
ら
な
る
集
塊
岩
も
見
ら
れ
る
の
で
、
も
と
も
と
は
火
山
の
噴
出
口
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
所
で
形
成
さ
れ
た
も
の
に
ち
が
い
な

し、。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
孤
立
丘
群
の
成
因
に
つ
い
て
は
次
の
二
つ
の
考
え
か
た
が
で
き
る
。
そ
の
一
つ
は
、

か
つ
て
こ
の
近
く
に
噴

そ
れ
が
開
析
さ
れ
て
一
部
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
か
た
で
あ
る
。
第
二
は
、
元
来
は
初

副
の
赤
城
火
山
山
頂
部
付
近
で
形
成
さ
れ
た
堆
積
物
が
、
大
規
模
な
火
砕
流
に
の
っ
て
山
麓
に
お
し
だ
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
流
れ

出
口
を
も
っ
古
い
火
山
休
が
存
在
し
、

巴
と
み
な
す
考
え
か
た
で
あ
る
。

院
ニ
章

抱
形
'
地
質
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現
段
階
で
は
、
孤
立
丘
群
が
赤
域
山
麓
末
端
部
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
や
、
こ
の
近
く
に
か
つ
て
独
立
火
山
が
存
在
し
た
こ
と
を

考
え
る
に
足
る
充
分
な
資
料
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
最
近
筆
者
は
大
規
模
な
「
流
れ
山
」
で
あ
る
可
能
性
の
方
が
大

き
い
の
で
は
な
い
か
と
見
て
い
る
。
そ
の
い
ず
れ
に
し
て
も
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
問
題
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。

各
孤
立
丘
の
聞
は
そ
の
後
の
堆
積
物
で
あ
る
安
山
岩
質
の
火
山
円
牒
層
や
、
湖
成
層
を
忠
わ
せ
る
よ
う
な
ラ
ミ
ナ
の
発
達
し
た
砂

層
な
ど
に
よ
っ
て
埋
積
さ
れ
て
お
り
、

一
般
に
中
部
ロ

1
ム
層
以
上
の
関
東
ロ

l

ム
層
に
よ
っ
て
お
お
わ
れ
て
い
る
。

(4) 

白
川
扇
状
地
砂
陳
層

竜
蔵
寺
・
上
細
井
・
勝
沢
西
部
・
小
神
明
・
端
気
な
ど
の
地
域
は
白
川
扇
状
地
の
末
端
部
に
当
た
り
、
表
層
に
土
石
流
的
な
砂

磯
・
粘
土
層
が
分
布
し
、

そ
れ
ら
は
上
部
ロ
ム
層
だ
け
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。

白
川
扇
状
地
は
富
士
見
村
大
河
原
付
近
を
扇
頂
と
し
て
白
川
両
岸
の
広
い
緩
斜
面
を
ふ
く
む
火
山
山
麓
扇
状
地
で
あ
る
。

一
般
に

前
記
し
た
と
同
様
伝
土
石
流
的
堆
積
物
や
、
火
山
砂
礁
層
か
ら
な
り
、
上
部
ロ

l
ム
層
に
よ
っ
て
整
合
に
お
お
わ
れ
て
い
る
o

し
た

が
っ
て
、
扇
状
地
の
形
成
時
代
は
上
部
ロ
|
ム
層
堆
積
期
の
や
や
前
(
約
二
五
、

0
0
0年
前
)
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
白
川
扇
状
地
は
比
較
的
新
期
の
堆
積
物
か
ら
な
る
た
め
、
そ
の
堆
積
原
面
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
開
析
さ
れ
ず
に
残
っ
て

お
り
、
起
伏
の
少
な
い
平
坦
緩
斜
面
を
な
し
て
い
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
嶺
・
小
坂
子

・
金
丸
な
ど
の
地
域
が
白
川
一扇
状
地
と

は
対
照
的
に
か
な
り
起
伏
に
富
む
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
新
期
の
堆
積
物
に
よ
る
古
い
谷
の
埋
積
が
行
な
わ
れ
ず
、
逆
に

削
剥
だ
け
が
す
す
ん
だ
た
め
で
あ
る
。

東
上
野
か
ら
小
島
田
に
い
た
る
山
麓
崖
上
面
に
は
き
わ
め
て
平
坦
な
地
形
面
が
み
ら
れ
る
。
平
坦
面
は
山
麓
崖
線
に
沿
っ
て
約
五

o
o
i七
O
O
M
の
幅
を
も
っ
地
域
に
ひ
ろ
が
り
、
北
は
赤
城
山
の
緩
斜
面
と
漸
移
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
の
で
、
従
来
は
赤
城

火
山
斜
面
の
末
端
部
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
平
坦
面
の
部
分
は
後
に
述
べ
る
前
橋
泥
流
堆
積
物
と
、

そ
れ
を
お
お
う

上
部
ロ

l
ム
層
か
ら
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
面
は
赤
城
斜
面
に
接
し
た
前
橋
台
地
面
の
一
部
が
削
剥
を

ぼ
等
し
い
。

の
が
れ
て
残
存
し
て
い
る
も
の
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
南
の
広
瀬
川
低
地
面
と
の
比
高
は
五
対
前
後
で
、
前
橋
台
地
面
の
そ
れ
と
ほ

p
 

n
p
 
年FU
 

I
A
O
 

士AU
 

水
成
上
部
ロ

l
ム

2 

前

橋

台

地

前
橋
台
地
を
構
成
す
る
地
層
は
利

土

一泥炭質

泥炭質粘土

軽石質砂

白色降下軽石

泥炭質粘土

軽石質シルト

↑ 
前橋泥流堆積物

に
つ
い
て
は
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
に
よ

協ヨ初訪努努勿後::O-

阪~初必税務ダメ努

前橋台地〔利根橋左岸)の火山灰質シノレト層

および前橋泥流堆積物の重鉱物組成

る
ほ
か
な
い
が
、

泥
流
堆
積
物
は
さ

(重鉱物組成)

臨盈抑揚揚~-1

切~LZØ::2鎗議選民

翠霊園

根
川
両
岸
の
崖
に
よ
く
露
わ
れ
て
い

る
。
露
頭
で
観
察
で
き
る
範
囲
で

は
、
上
部
か
ら
表
土
(黒
土
〉
、
補
色

火
山
灰
質
シ
ル
ト
層

(
水
成
上
部
ロ

ー
ム
層
〉
、
火
山
泥
流
堆
積
物
な
ど

か
ら
な
っ
て
い
る
。
火
山
泥
流
堆
積

物
(
前
橋
泥
流
堆
積
物
)
の
下
位
層

第10図

第

章

地
形
・
地
質
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前
橋
泥
炭
層

本
層
に
つ
い
て
は
放
射
性
炭
素
(
日
C
)
年
代
が
測
定
さ
れ
、
花

四

ほ
ど
厚
い
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
下
位
に
は
少
な
く
と
も

一
O
O
M以

上
の
、深さ
ま
で
砂
磯
層
(
前
橋
砂
磯
層
〉
が
続
い
て
い
る
。
次
に
そ
れ

ぞ
れ
の
地
層
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
て
お
く
。

(1) 

褐
色
火
山
灰
質
シ
ル
ト
層

〈
水
成
上
部
ロ

l
ム
層
)

前
橋
市
街
地
付
近
で
は
一
般
に
湿
潤
地
の
堆
積
と
み
ら
れ
る
特
徴
を

シ
ル
ト
、
軽
石
質
砂
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
て
、
ラ
ミ
ナ

示
し
、
粘
土
、

の
発
達
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
柱
状
図
を
第
一

O
図
に

示
し
た
。
全
体
的
に
火
山
灰
質
で
、
有
色
鉱
物
の
組
成
を
み
る
と
各
部

分
と
も
角
閃
石
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
点
で
上
部
ロ

l
ム
層
に
類
似

し
、
下
半
部
に
多
い
軽
石
質
砂
層
は
板
鼻
褐
色
軽
石
の
一
部
に
対
比
で

き
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
地
層
は
一
括
し
て
水
成
の
上
部
ロ

l
ム

層
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

層
厚
は

一
般
に
一
一
一

M
前
後
で
あ
る
が
、

六
供
町
付
近
で
は
四
J
四
・
五

M
に
達
す
る
こ
と
が
あ
る
(
第
二
図
)
。

本
層
の
中
部
に
は
層
厚
一

O
J一一一O
H持
v
を
も
っ
一
!
二
枚
の
泥
炭

る。質
粘
土
シ
ル
ト
層
を
央
む
こ
と
が
あ
り
、
前
橋
泥
炭
層
と
呼
ば
れ
て
い

当
時
の
環
境
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

粉
分
析
も
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
北
関
東
の
上
部
ロ
1
ム
層
堆
積

一一一、

総
社
鉱
泉
付
近
の
本
層
中
に
含
ま
れ
る
埋
木
を
試
料
と
し
て
測
定

一
四

O
年
前
と
い
う
結
果
が
出
さ
れ

さ
れ
た

M
C
年
代
は
、

て
い
る
。
花
粉
分
析
結
果
は
第
三
表
に
示
し
た
。

る
が
、
百
円
2
(ト
ウ
ヒ
〉
、
〉
Z
2
(
モ
ミ
)
、

花
粉
構
成
は
試
料
採
取
地
点
や
層
準
に
よ
っ
て
多
少
の
差
異
が
あ

な
ど
の
頻
度
が
高
く

ρ
5
R
S
(ミ
ズ
ナ
ラ
)
や
司
品
己
的
(
ブ
ナ
)
の
頻
度
と
も
あ
わ
せ

森
林
構
成
は
、
現
在
一

、

0
0
0
1
一
、

て
考
え
る
と
、
前
橋
泥
炭
層
を
残
し
た
過
去
の
前
橋
付
近
に
お
け
る

五
O
O
M
の
高
度
に
あ
る

一
O
M
)
に
お
け
る
過
去
六

0
年
間
の
年
平
均
気
温
は
摂
氏

落
葉
広
葉
樹
林
帯
の
そ
れ
に
川類
似
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
前

橋

(

九
度
で
、
そ
れ
に
刻
し
て
現
在
、
落
葉
広
葉
樹
林
帯
が
発
達
し
て
い

摂
氏
七
・
三
度
、
赤
城
大
洞
ハ
一
、
三
四

O
M
)

る
草
津
(
一
、
二
一

O
M〉
に
お
け
る
過
去
五
三
一
年
間
の
平
均
気
温
は

に
お
け
る
過
去
六

第
二
章

地
形
・
地
質

ごアと:
総;t土 《鉱泉 大

キtl r 1弘
オミ 1 2 3 Y度

Pi nus ('7ツ)
14.2 21. 0 21.3 47.5 43.3 10.5 

Picea (トウヒ)
1.9 13.7 19.1 17.0 14.4 

Abies (モミ， シラ ピソ)
5.9 29.3 41.5 16.0 17.9 6.5 

Tsuga (ツ ガ)
1.0 3.2 1.0 1.5 4.1 0.8 

Fagus (プナ)
18.1 2.2 4.3 2.8 3.0 6.5 

Quercus (ナラ.ミ Zナラ)
38.0 5.0 6.4 0.5 66.9 

Cryptomcria (スギ) 1口 0.7 一 1.5 

Ulmus (ニレ〉
2.8 0.7 ー

Al"us {ノ、ンノ キ)
9.5 9.4 6.4 6.8 13.8 2.4 

Juglalls (クJレミ)
2.8 一

CaTpinus (シデ)
3.8 0.7 ー 2.0 1.6 

Bclula (ンラカ，，) 一 1.4 1.5 

COTylus (ハシバミ) 10.1 ー 2.9 1.0 3.2 

Acer (カエデ)
1.0 一

Salix (ヤナギ) 3.6 0.5 1.6 

Spore (胞 子) + 十十十 +++ ++ ++ 十

ECu ymdel la 一 Nilzschia Cocconeis 
_ Pillll1l1aria 

日o/'-a
E1lnotiι 

Diatom (1圭部) Epilhemia 
Stallro叫 e<s

Pinnlllaria 
Cymbど lla

Cocco泊 eis
Neidium 

前橋泥炭層の花粉分析表第 3表

ご
五
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自

然

年
間
の
平
均
気
温
は
摂
氏
六
・
二
度
で
あ
る
。

二
六

し
た
が
っ
て
、
上
記
の
花
粉
分
析
の
結
果
か
ら
古
気
候
を
推
定
す
る
な
ら
ば
、
前
橋
泥
炭
層
の
堆
積
し
た
こ
ろ
は
現
在
に
く
ら
ぺ

て
年
平
均
気
温
で
六
J
七
度
は
低
温
な
寒
冷
気
候
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
前
に
述
べ
た
年
代
な
ど
と
も
あ
わ
せ
て
考
え
る

に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。

と
、
こ
の
寒
冷
気
候
は
洪
積
世
末
の
最
終
氷
期
(
ウ
ル
ム
氷
期
)
の
一
時
期
に
あ
た
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、

お
そ
ら
く
そ
の
最
盛
期

こ
の
こ
ろ
群
馬
県
で
は
既
に
旧
石
器
文
化
が
か
な
り
発
展
を
と
げ
て
お
り
、
前
橋
泥
炭
層
は
層
位
的
な
対
比
か
ら
す
る
と
、
赤
城

山
麓
で
い
わ
ゆ
る
ポ
イ
ン
ト

(
尖
頭
器
)
文
化
の
発
展
し
た
時
代
に
当
た
る
。
し
か
し
、
当
時
の
前
橋
付
近
は
低
湿
地
性
の
環
境
に

あ
っ
た
の
で
、
人
類
の
生
活
に
は
適
さ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(2) 

前
橋
泥
流
堆
積
物

〔
層
厚
〕

利
根
川
河
岸
の
崖
で
は
本
堆
積
物
の
下
低
ま
で
観
察
で
き
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
試
錐
調
査
資
料
に
よ
る
と
本
雄
積
物

そ
れ
よ
り
下
位
は
利
根
川
系
の
円
磯
層
か
ら
な
っ
て

総
社
町
植
野
か
ら
大
渡
町
に
か
け
て
の
利
根
川
右
岸
、
前
橋
公
園
付
近
よ
り
下
流
部
で
は
利
根
川
の
両
岸
に
垂
直
な
崖
を
つ
く
っ

て
露
出
し
て
い
る
。
そ
の
堆
積
面
は
か
な
り
平
坦
で
前
橋
台
地
の
原
面
を
な
し
、
前
に
述
べ
た
上
部
ロ

l
ム
期
の
水
成
堆
積
層
に
よ

る。っ
て
お
お
わ
れ
て
い
る
。
岩
質
は
火
山
泥
流
堆
積
物
に
一
般
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
極
め
て
分
級
の
悪
い
無
層
理
の
凝
灰
角
礁
岩
で
あ

の
下
低
面
は
一
般
に
地
表
下
一
三
J
二
O
M
の
深
さ
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

い
る
(
第
八
図
)
。
本
堆
積
物
の
上
面
を
・
お
お
う
火
山
灰
質
シ
ル
ト
層
の
層
厚
は
一
般
に
約
三

M
程
度
で
あ
る
か
ら
、
前
橋
泥
流
堆
積

8 (77.0) 4，(102.0 3(104 2((107.6) 1 (loi.~) 
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図 表土

醒盟火山灰質シルト(上部ローム)

冨前橋i尼雌積物

園 前橋砂欄

第12図前橋台j也のjj;t~I~控状図

2 :南曲輪町 3:第1中学北 4 :宗甫分(l中南)
:標1¥'IJ'f入総験N値 ( )内は標高

物
の
厚
さ
は
一

0
1
一
O
数
M
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ

し
、
大
規
模
な
火
山
泥
流
堆
積
物
は
、

そ
の
堆
積
前
に
あ
っ

た
地
形
の
凹
凸
を
一
度
に
埋
積
し
て
平
坦
化
す
る
の
が
常
で

あ
る
か
ら
、
泥
流
の
流
出
直
前
に
河
川
流
路
と
な
っ
て
い
た

よ
う
な
凹
所
で
は
局
部
的
に
さ
ら
に
厚
層
を
な
し
て
い
る
こ

と
が
想
像
さ
れ
る
。

〔桃
成
物
質
〕

次
に
構
成
物
質
を
や
や
詳
し
く
見
る
と
、

角
膿
質
の
岩
片
は
ほ
と
ん
ど
安
山
岩
質
で
粒
径
は
一
般
に
三

1
五
O
吟
炉
で
あ
る
が
、
時
に
数

M
以
上
に
達
す
る
岩
塊
を

含
む
こ
と
も
あ
る
。
後
に
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
「
岩
神
飛

石
L

や
敷
島
公
園
内
に
あ
る
「
お
艶
ケ
岩
」
な
ど
の
巨
岩

も
、
か
つ
て
本
泥
流
に
よ
っ
て
現
位
置
に
も
た
ら
さ
れ
た
も

1 :県庁構内北

8:西普町下両家

の
と
考
え
ら
れ
る
。

含
ま
れ
る
岩
片
の
う
ち
本
質
岩
片
と
見

な
せ
る
も
の
は
、
黒
色
J
赤
褐
色
を
呈
す
る
ガ
ラ
ス
質
複
輝

石
安
山
岩
で
量
的
に
も
最
も
多
い
。
異
質
岩
片
に
は
円
礁
を

な
す
も
の
が
か
な
り
認
め
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
は
現
在
の
利

根
川
河
床
に
見
ら
れ
る
も
の
と
同
様
に
利
根
川
上
流
系
の
礁

七
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自

然

二
八

に
富
み
、
粒
径
は
五
J
一
O
片
山
炉
程
度
の
も
の
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
円
礁
は
前
橋
泥
流
の
流
下
時
に

当
時
の
河
床
瞭
の
一
部
が
泥
流
中
に
ま
き
込
ま
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

(
石
英
閃
緑
岩
・
流
紋
岩
〉

角
磯
や
円
擦
の
聞
を
充
填
し
て
い
る
基
質
は
細
粒
火
山
灰
質
で
白
色
軽
石
の
小
片
を
含
み
、
自
然
露
頭
に
お
け
る
乾
燥
断
面
で
は

淡
灰
褐
色
を
呈
し
て
い
る
が
、
新
鮮
な
掘
削
断
面
な
ど
で
は
暗
灰
色
を
呈
す
る
。

岩
片
と
基
質
と
の
量
比
は
ほ
ぼ
四
対
六
で
あ
る
。
基
質
の
重
鉱
物
組
成
を
見
る
と
、
平
均
し
て
紫
蘇
輝
石
五

O
w
m、
普
通
輝
石
二

第
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九

五
%
、
磁
鉄
鉱
二
五
%
程
度
で
複
輝
石
安
山
岩
質
的
な
組
成
を
示
し
、
角
閃
石
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
。
重
鉱
物
組
成
に
お

け
る
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
上
部
ロ

l
ム
層
の
そ
れ
と
極
め
て
よ
く
類
似
し
て
い
る
(
第
一

O
図
U
O

〔
埋
木
と
泥
流
の
時
代
〕

前
橋
泥
流
堆
積
物
中
に
は
所
。
と
こ
ろ
に
埋
木
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
は
泥
流
の
流
出
時
に
そ
の
流
路

に
あ
た
っ
た
地
域
に
生
育
し
て
い
た
樹
木
が
な
ぎ
倒
さ
れ
泥
流
中
に
ま
き
込
ま
れ
て
運
ば
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
径
一

O
J

二

O
吟
炉
の
針
葉
樹
幹
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
熱
に
よ
る
炭
化
は
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
い
の
で
前
橋
泥
流
が
低
温
な
流
れ
で
あ
っ

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

利
根
橋
付
近
の
左
岸
の
崖
か
ら
採
取
し
た
埋
木
の

M
C
年
代
は
二
四
、

0
0
0プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
六
五

O
年
前
と
測
定
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
前
橋
泥
流
堆
積
物
も
い
ま
か
ら
約
二
四
、
，

O
O
O年
前
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

〔
給
源
火
山
〕

前
橋
泥
流
を
も
た
ら
し
た
給
源
の
火
山
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
地
理
的
条
件
か
ら
莫
然
と
榛
名
火
山
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
の
研
究
に
よ
る
と
、
基
質
の
重
鉱
物
組
成
が
浅
間
火
山
起
源
の
上
部
ロ

l
ム
層
の
組
成
と
極

め
て
似
て
い
る
こ
と
や
、
本
質
岩
片
と
思
わ
れ
る
も
の
が
浅
間
火
山
の
熔
岩
に
似
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
給
源
は
む
し
ろ
浅
間
火

山
で
あ
る
可
能
性
の
大
き
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
浅
間
火
山
に
お
け
る
応
桑
泥
流
が
前
橋
泥
流
に
対
比
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
現
在
も
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
近
い
将
来
に
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ

う。
〔
工
学
的
性
質
〕

前
橋
泥
流
堆
積
物
の
工
学
的
性
質
に
つ
い
て
一
言
す
る
と
、
第
一
二
図
に
一
例
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
標

準
貫
入
試
験
に
お
け
る
N
値
は
一
般
に
低
い
値
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
建
造
物
な
ど
に
対
す
る
支
持
力
は
、
む
し

ろ
か
な
り
大
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
火
山
泥
流
堆
積
物
に
つ
い
て
一
般
的
に
い
え
る
特
徴
で
あ
る
が
、
大
小
の
岩
片
を
多
量
に
含
む

こ
と
や
、
や
や
固
結
し
た
細
粒
の
基
質
が
岩
片
の
聞
を
密
に
充
填
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
の
支
持
力
を
増
し

て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

(3) 

前
橋
砂
礁
層

前
橋
泥
流
堆
積
物
の
下
位
に
重
な
る
地
層
は
、
地
表
の
露
頭
で
は
観
察
で
き
な
い
。
し
か
し
、
深
井
資
料
に
よ
る
と
、
少
な
く
と

も

一
O
O
M以
上
の
深
さ
ま
で
主
に
洪
積
砂
操
層
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
古
期
の
砂
磯
層
を
一
括

し
て
前
橋
砂
磯
層
と
よ
ぶ
。

市
内
の
深
井
戸
は
ほ
と
ん
ど
ロ
l
ピ
ン
グ
掘
盤
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
地
質
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
ポ
ー
リ
ン
グ
の
記

録
か
ら
判
断
す
る
と
、
前
橋
砂
磯
層
は
層
準
に
よ
っ
て
喋
径
が
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
、
所
に
よ
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
礁
を
含
ま
な
い
砂

層
や
粘
土
層
を
爽
み
、
古
い
火
砕
岩
層
と
お
も
わ
れ
る
地
層
を
も
爽
む
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
砂
礁
層
を
構
成
す
る
円

礁
は
利
根
川
現
河
床
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
前
橋
砂
礁
層
は
お
そ
ら
く
前
橋
泥
流
の
流
出
以
前
に
形
成
さ
れ
て
い
た
過
去
ハ
洪
積
世
)
の
利
根
川
の
扇
状
地
堆
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自

然

積
物
と
考
え
ら
れ
る
。

δ 

本
砂
磯
層
中
に
は
豊
富
な
地
下
水
が
存
在
し
、
前
橋
市
に
お
け
る
工
業
用
水
、
水
道
用
水
の
大
部
分
を
供
給
し
て
お
り
、
今
後
の

3 

広
瀬
川
低
地
帯

開
発
も
期
待
で
き
る
o

地
下
水
位
な
ど
に
つ
い
て
は
深
井
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
広
瀬
川
低
地
帯
は
沖
積
世
に
お
け
る
旧
利
恨
川
の
氾
清
原
で
あ
る
か
ら
、

に
移
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

一
般
に
関
東
ロ
l
ム
層
の
初
生

的
堆
積
は
見
ら
れ
ず
、
表
土
の
下
位
は
直
ち
に
沖
積
砂
磯
(
広
瀬
川
砂
磯
層
)

し
か
し
、
こ
の
沖
積
低
地
の
上
で
も
、
過
去
の
自
然
堤
防
(
砂
磯
堆
)
と
見
な
せ
る
比
較
的
高
ま
っ
た
地
域
で
は
、

な
関
東
ロ

l

ム
に
似
た
褐
色
火
山
灰
質
砂
・
シ
ル
ト
層
な
ど
が
、
約
コ
一
対
以
内
の
厚
さ
で
、
加
味
層
上
位
に
堆
積
し
て
い
る
こ
と
が
あ

一
見
初
生
的

る
。
こ
れ
ら
は
洪
水
時
の
冠
水
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

が
見
ら
れ
、

ま
た
、
赤
城
山
麓
崖
に
接
す
る
付
近
で
は
、
赤
城
斜
面
を
き
る
放
射
谷
の
末
端
に
形
成
さ
れ
た
新
期
扇
状
地
と
も
い
え
る
高
ま
り

そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
主
と
し
て
放
射
谷
か
ら
供
給
さ
れ
た
火
山
性
の
砕
屑
物
か
ら
な
っ
て
い
て
、
利
根
川
系
の
要

広
瀬
川
発
電
水
路
沿
い
の
地
質

素
に
乏
し
い
。
竜
蔵
寺
町
や
青
柳
町
付
近
の
高
ま
り
は
白
川
に
よ
る
新
期
一
扇
状
地
で
、
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。

、、，，，，
4
E
A
 
(
 

田
口
町
か
ら
前
橋
公
園
に
い
た
る
広
瀬
川
発
電
水
路
沿
い
の
地
質
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県
企
業
局
の
倉
沢
辰
巳
氏
ら
に
よ
っ
て
試

錐
や
試
掘
に
よ
る
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
発
電
用
水
路
は
広
瀬
川
低
地
帯
を
斜
め
に
横
断
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
調
査
資
料
は

広
瀬
川
沖
積
低
地
全
般
の
地
質
を
知
る
上
で
の
手
が
か
り
と
な
る
。
次
に
そ
の
概
要
を
ま
と
め
て
お
く
。
第

一
一
一
一
図
に
代
表
的
な
試

錐
柱
状
図
を
示
し
た
。

a
 
田
口
町
か
ら
岩
神
町
ま
で
の
聞
の
四
カ
所
で

お
こ
な
わ
れ
た
竪
坑
断
面
(
深
さ
約
五
対
)
の
観
察

に
よ
る
と
、

一
般
に
地
表
か
ら
三
財
内
外
の
深
さ
ま

で
は
最
大
径
三

O
吟
炉
以
下
の
玉
石
を
含
む
砂
磯
層

か
ら
な
り
、
未
固
結
で
は
あ
る
が
地
下
水
位
よ
り
上

に
あ
る
の
で
、
全
般
的
に
圧
密
の
程
度
は
か
な
り
高

し、。

地
下
水
位
は
地
表
下
コ
一

1
七
日
付
州
の
深
さ
に
あ

り

発 (b)

電
水
路
cプ
Y口

成
目IJ
の
広
瀬
)11 
の
水
位
よ
り
カミ
な

り
低
い
。

(c) 

前
橋
市
浄
水
場
の
北
方
約
三

O
O
M
(第

竪
坑
〉
の
深
さ
四
J
五
対
聞
の
砂
礁
の
粒
度
組
成
は

第
四
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

全
般
的
に
も
こ
れ
と
ほ

ぽ
同
様
の
傾
向
に
あ
る
と
見
て
よ
い
。

ω) 
際
種
は
利
根
川
現
河
床
礁
の
組
成
と
類
似
す

る
。
す
な
わ
ち
、
安
山
岩
類
が
過
半
を
占
め
、
他
は
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園

図

冒
悶
幽

硯i

=争地下水位

広瀬川発電水路沿いの試錐柱状図

B.12 :市水道水源地北方 B.13 荒牧発電所
K:前橋気象台拙内

第13図

B.11 :小出発電所
B.14 :田口発注所
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第4表 砂礁の粒度と組成

日芝fBt
350以上 I 15 
350~250 I 8 

100~ 40 I 15 

40~ 5 I 27 

5以下 I 18 

利
根
川
上
流
系
の
各
種
火
成
岩
を
主
と
し
、
少
量
の
堆
積
岩
・
変
成
岩
の
礁
を
混
え
る
つ
二
七

頁
参
照
)
。田
口
町
・
荒
牧
町
付
近
で
は
砂
磯
層
の
上
位
に
、
天
明
三
年
(
一
七
八
三
)
の
浅
間
火

山
大
爆
発
に
際
し
て
流
出
し
た
「
吾
妻
泥
流
」
の
堆
積
物
が
二

J
五
対
の
厚
さ
を
も
っ
て
残
存

積
砂
礁
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
て
も
、
前
橋
台
地
に
お
け
る
下
部
の
砂
疎
層
(
前
橋
砂
喋
層
)

に
対
比
す
べ
き
も
の
で
、
時
代
的
に

し
、
か
な
り
硬
い
層
を
な
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
泥
流
堆
積
物
は
利
根
川
が
現
流
路
を
と
る

に
至
っ
て
か
ら
後
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
現
在
の
利
根
川
氾
濫
原
に
近
い
地
域
に
の
み
分
布
し

広
(f)瀬
) 11 
低
地
帯
沿

~ì. 
分
布
し
て
し、

な

試
錐
調
査
に
よ
る
と
深
さ
六
脱
な
い
し
一
一
蹴
の
と
こ
ろ
に
砂
磯
層
の
下
位
に
重
な
っ
て
、
火
山
泥
流
堆
積
物
が
伏
在
し
て

い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
そ
の
厚
さ
は
充
分
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、

荒
牧
発
電
所
付
近
(
第
二
一
図
、

B
-
n
)
で
は
約

四
日
間
で
、

そ
の
下
位
は
再
び
砂
磯
層
と
な
る
。
岩
質
や
基
低
の
深
度
な
ど
か
ら
見
て
、
こ
の
泥
流
堆
積
物
は
お
そ
ら
く
前
橋
泥
流
堆

積
物
の
下
部
が
削
剥
さ
れ
き
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
今
後
広
瀬
川
低
地
帯
の
各
所
で
見
い
だ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る。
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
前
橋
泥
流
堆
積
物
の
，時
代
(
約
二
回
、

0
0
0年
前
〉
は
洪
積
世
後
期
に
あ
た
っ
て
い
る
か
ら
、
広

瀬
川
低
地
帯
の
地
下
に
本
泥
流
堆
積
物
が
削
剥
さ
れ
き
れ
ず
に
伏
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
低
地
帯
地
下
の
砂
礁
層
を
洪
積
砂
礁
と
沖

積
砂
礁
に
区
分
す
る
場
合
の
重
要
な
鍵
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
本
泥
流
層
よ
り
下
位
に
あ
る
砂
礁
層
は
、
喋
質
は
た
と
え
上
位
の
沖

は
泥
流
層
よ
り
上
に
あ
る
沖
積
砂
礁
と
明
ら
か
に
区
別
で
き
る
。
泥
流
層
が
完
全
に
削
剥
さ
れ
つ
く
し
て
い
る
場
合
に
は
、
低
地
帯

の
地
下
で
洪
積
砂
磯
層
と
沖
積
砂
礁
周
と
の
境
界
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

(2) 

広
瀬
川
砂
臨
時
層

広
瀬
川
低
地
帯
の
表
層
を
構
成
し
、
前
橋
泥
流
堆
積
物
よ
り
上
位
に
あ
る
沖
積
砂
喋
層
を
広
瀬
川
砂
礁
層
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。

砂
磯
層
を
構
成
す
る
礁
の
種
類
や
粒
度
に
つ
い
て
は
、
前
記
し
た
広
瀬
川
発
電
水
路
沿
い
の
資
料
か
ら
全
般
を
推
察
す
る
こ
と
が
で

き
る
。層
厚
に
つ
い
て
は
同
じ
く
発
電
水
路
沿
い
の
試
錐
資
料
か
ら
み
る
と
、
試
錐
孔
内
に
前
橋
泥
流
堆
積
物
ら
し
き
も
の
の
あ
ら
わ
れ

る
深
さ
は
、

田
口
付
近
(
第
三
函
、

B
-
M
)

で
地
表
か
ら
約
一
一
同
州
、

荒
牧
発
電
所
付
近

(
B
・
日
)
で
約
九
日
新
、
小
出
発
電
所
付

近

(
B
・
日
)
で
約
一

O
M州
、
市
水
道
浄
水
場
北
方

(
B
・
ロ
)
で
約
六
M川
、
前
橋
気
象
台
構
内
で
約
七

M
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地

点
を
結
ぶ
線
は
広
瀬
川
低
地
帯
を
横
断
し
て
い
る
の
で
、
上
記
の
深
さ
が
低
地
帯
全
般
に
お
け
る
広
瀬
川
砂
磯
層
の
厚
さ
を
代
表
し

て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
資
料
は
な
お
不
充
分
で
あ
る
が
総
じ
て
見
る
と
、
広
瀬
川
砂
礁
層
の
厚
さ
は
一
般
に
一

O
M前

後
と
見
ら
れ
、
前
橋
台
地
の
北
東
縁
に
近
い
と
こ
ろ
ほ
ど
厚
さ
が
や
や
減
少
す
る
傾
向
が
う
か
が
与
え
る
。

一
方
、
広
瀬
川
低
地
帯
に
お
け
る
多
く
の
深
井
資
料
を
み
る
と
、
少
な
く
と
も
一

O
O
M以
上
の
深
度
ま
で
砂
磯
層
が
続
き
、
従

来
は
そ
の
大
部
分
を
沖
積
砂
礁
と
す
る
考
え
か
た
も
あ
っ
た
が
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
な
事
実
か
ら
、
む
し
ろ
大
部
分
は
前
橋
砂
磯

層
に
相
当
す
る
洪
積
砂
磯
層
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(3) 

え
ん

岩
神
の
飛
石
・
お
艶
ケ
岩

昭
和
町
三
丁
目
飛
石
稲
荷
神
社
境
内
の
巨
大
な
安
山
岩
塊
は
「
岩
神
飛
石
」
と
よ
ば
れ
、
昭
和
十
三
年
に
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

第
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西

れ
て
い
る
。

「
お
艶
ケ
岩
」

は
敷
島
公
園
の
池
の
中
に
頂
部
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
同
一
岩
質
の
巨
岩
で
あ
る
。

あ
だ
か
も
氷
河
の

で
、
昔
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
伝
説
が
語
り
つ
が
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
ロ
マ
ン
に
富
ん
だ
伝
説
は
し
ば
ら
く
お
き
、

こ
こ
で
は
巨
岩
の
も

「
捨
子
石
」
の
よ
う
に
、
火
山
か
ら
遠
く
離
れ
た
平
地
に
、
こ
の
よ
う
な
巨
大
な
岩
塊
が
孤
立
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
珍
ら
し
い
の

つ
自
然
科
学
的
な
意
義
に
つ
い
て
述
べ
る
。

①
岩
塊
の
大
き
さ

岩
神
飛
石
は
広
瀬
川
砂
礁
層
に
埋
れ
て
お
り
、

ま
ず
地
表
露
出
部
分
だ
け
に
つ
い
て
見
る
と
、
高
さ
約
九
・

六
五
同
州
、
最
大
周
囲
約
六

O
M
で
あ
る
。

岩
塊
の
下
底
部
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
広
瀬
川
砂
磯
層
下
位
の
前
橋
泥
流
堆
積
物
中
に
ま
で
達
し
て
い
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
の

で
、
埋
没
し
て
い
る
部
分
を
も
含
め
た
岩
塊
の
体
積
は
、
地
表
露
出
部
分
の
少
な
く
と
も
二
倍
以
上
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
。

②
岩
質

「
岩
神
飛
石
」
と
「
お
艶
ケ
岩
」
は
ま
っ
た
く
同
一
岩
質
で
、

か
つ
て
は
何
れ
か
の
場
所
で
同
一
岩
体
を
な
し
て
い
た

も
の
に
ち
が
い
な
い
。
赤
褐
色
を
呈
し
、

一
見
ガ
ラ
ス
質
的
な
安
山
岩
熔
岩
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
詳
し
く
観
察
す
る
と
、
扇
平
な

レ
ン
ズ
を
密
着
さ
せ
て
お
し
つ
ぶ
し
た
よ
う
な
縞
状
の
熔
結
構
造
が
見
ら
れ
、

一
つ
一
つ
の
レ
ン
ズ
に
相
当
す
る
部
分
は
熔
岩
餅

(骨

-rrc
が
変
形
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
熔
岩
流
の
一
部
と
い
う
よ
り
は
、
高
温
の
降
下
火
砕
物
質
か
ら
な

る
特
種
な
熔
結
凝
灰
岩
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
熔
結
凝
灰
岩
は
、
火
口
か
ら
一
た
ん
空
中
に
抽
出
さ
れ
た
熔
岩
片
が
高

温
の
ま
ま
、
す
な
わ
ち
粘
性
を
保
っ
た
ま
ま
地
上
に
落
下
、
堆
積
し
、
自
重
の
た
め
に
圧
縮
さ
れ
、
破
片
岡
志
が
熔
結
し
あ
っ
て
で

き
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
火
山
の
火
口
付
近
に
お
い
て
の
み
形
成
さ
れ
、
火
口
か
ら
遠
く
離
れ
た
所
で
は
で
き
な
い
の
が
特

徴
で
あ
る
。

顕
微
鏡
下
で
は
一
般
の
熔
岩
と
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
複
輝
石
安
山
岩
質
で
、
斑
状
組
織
を
も
ち
、
斑
品
は
斜
長
石
、

普
通
輝
石
、
紫
蘇
輝
石
な
ど
の
自
形
J
半
白
形
結
晶
か
ら
な
り
、
斜
長
石
が
最
も
多
く
、
普
通
輝
石
と
紫
蘇
輝
石
は
ほ
ぼ
等
量
に
含

ま
れ
る
。
石
基
は
著
し
く
ガ
ラ
ス
質
で
流
理
構
造
が
発
達
し
、
赤
鉄
鉱
そ
の
他
で
赤
褐
色
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
。

①
成
因

次
に
こ
の
巨
大
な
火
山
岩
塊
が
、

い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
現
在
の
場
所
に
き
た
か
と
い
う
問
題
と
、
現
在
の
と
こ
ろ
に

運
ば
れ
る
以
前
に
は
ど
こ
に
あ
っ
て
、
何
の
火
山
の
噴
出
物
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
つ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

〔
運
搬
機
構
〕

ま
ず
運
搬
機
構
に
つ
い
て
は
、
前
橋
泥
流
が
最
大
の
役
割
を
果
し
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
。
前
橋
付
近
の
平
坦

な
地
形
的
条
件
か
ら
見
て
、
単
な
る
洪
水
時
の
水
流
で
は
、
こ
の
よ
う
な
巨
岩
を
長
距
離
に
わ
た
っ
て
運
搬
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
へ
ゆ
く
と
火
山
泥
流
の
場
合
は
、
山
津
波
を
大
規
模
に
し
た
よ
う
な
高
密
度
の
乱
流
で
あ
る
か
ら
、

一
般
の

洪
水
の
水
流
な
ど
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
運
搬
力
を
も
ち
、
「
岩
神
飛
石
」
程
度
の
巨
岩
を
ま
き
込
ん
で
流
下
す
る
こ
と
も
特
に
珍

し
く
は
な
い
。
現
に
総
社
鉱
泉
付
近
の
利
根
川
右
岸
な
ど
は
、
前
橋
泥
流
堆
積
物
中
に
、
径
数

M
に
達
す
る
類
似
岩
塊
を
含
む
例
も

見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

「
岩
神
飛
石
」
の
あ
る
付
近
は
現
在
は
広
瀬
川
砂
諜
層
に
よ
っ
て
広
く
お
お
わ
れ
て
い
る
が
、
沖
積
砂
礁
の
厚
さ
は

数
M
程
度
で、

そ
の
下
に
は
削
剥
を
の
が
れ
た
前
橋
泥
流
堆
積
物
が
伏
在
し
て
い
る
こ
と
は
さ
き
に
述
べ
た
。
至
近
距
離
に
あ
る
前

橋
気
象
台
構
内
の
試
錐
調
査
資
料
〈
第
三
菌
、
互
に
よ
る
と
、
広
瀬
川
砂
磯
層
の
厚
さ
は
約
六
、

七
阿
川
で
、
そ
れ
以
下
は
泥
流
堆

積
物
か
ら
な

っ
て
い
る
。
「
岩
神
飛
石
」
は
お
そ
ら
く
こ
の
泥
流
堆
積
物
中
に
根
を
お
ろ
し
て
い
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

一見、

「
岩
神
飛
石
」
を
の
せ
て
い
る
か
に
見
え
る
広
瀬
川
砂
牒
層
は
、
過
去
の
利
根
川
に
よ
る
削
剥
に
よ
っ
て
前
橋
泥
流
堆
積
物
中
か
ら

こ
の
巨
岩
が
削
り
だ
さ
れ
た
後
、
そ
れ
を
再
び
埋
積
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

前
橋
泥
流
の

M
C
年
代
は
約
二
四
、

C
C
O年
前
で
あ
る
か
ら
、
「
岩
神
飛
石
」
が
現
位
置
に
い
た
っ
た
年
代
も
そ
れ
と
同
じ
と

第
二
章

地
形
・
地
質
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自

然

い
う
こ
と
に
な
る
。

「
お
艶
ケ
岩
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

占

"、

岩
塊
の
起
源
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
推
察
が
で
き
る
。
ま
え
に
赤
城
斜
面
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
坂
東
橋
付
近
の

〔
起
源
〕

赤
城
斜
面
末
端
部
に
は
「
流
れ
山
」
と
も
考
え
ら
れ
る
孤
立
丘
が
散
在
し
、
そ
れ
ら
の
構
成
物
の
一
部
に
「
岩
神
飛
石
」
な
ど
と
よ

く
似
た
岩
相
を
も
っ
と
こ
ろ
が
あ
る
。
坂
東
橋
の
上
流
約
二

O
O
M付
近
の
左
岸
の
断
崖
に
見
ら
れ
る
も
の
は
そ
の
例
で
、
熔
結
し

た
熔
岩
餅
集
塊
岩
と
見
な
せ
る
も
の
で
あ
る
。
色
調
も
赤
褐
色
を
呈
す
る
。
ま
だ
多
少
検
討
を
要
す
る
問
題
が
残
つ
て
は
い
る
が
、

お
そ
ら
く
「
岩
神
飛
石
」
や
「
お
艶
ケ
岩
」
は
上
記
の
岩
体
の
一
部
が
崩
壊
し
て
、
前
橋
泥
流
に
よ
っ
て
お
し
流
さ
れ
た
も
の
と
予

想
さ
れ
る
o

な
お
、
坂
東
橋
付
近
の
岩
体
も
本
来
は
赤
城
火
山
山
頂
部
を
つ
く
っ
て
い
た
も
の
が
、
「
流
れ
山
」
と
な
っ
て
現
位
置

氾
濫
原
は
現
在
の
利
根
川
の
運
ん
だ
砂
操
に
よ
っ
て
お
お
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
表
面
に
は
か
な
り
の
凹
凸
が
見
ら
れ
る
。
氾
濫

源
は
、
に
き
た
可
能
性
の
大
き
い
こ
と
も
ま
え
に
述
べ
た
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
「
岩
神
飛
石
」
や
「
お
艶
ケ
岩
」
の
そ
も
そ
も
の
起

カ
ル
デ
ラ
形
成
前
の
赤
城
火
山
山
頂
部
付
近
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

4 

現
利
根
川
の
氾
濫
原

台
地
に
入
り
込
ん
で
か
ら
は
そ
の
幅
を
急
減
し
、

現
在
の
利
根
川
の
氾
濫
原
は
、
大
渡
橋
付
近
よ
り
上
流
で
は
幅
が
広
く
、
田
口
付
近
で
は
七

O
O
M以
上
に
も
達
す
る
が
、
前
橋

一
O
O
J二
O
O
Mと
な
る
。
し
た
が
っ
て
両
地
域
は
河
相
上
に
著
し
い
変
化
が

っ
て
激
し
く
台
地
の
側
壁
を
攻
撃
し
、
現
在
も
川
幅
を
拡
げ
つ
つ
あ
る
。

見
ら
れ
、
上
流
部
で
は
比
較
的
浅
い
網
状
流
路
が
発
達
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
下
流
部
で
は
水
深
は
大
き
く
、
単
一
の
急
流
と
な

原
の
隔
の
広
い
と
こ
ろ
で
は
凸
部
は
自
然
堤
防
(
砂
磯
堆
〉
の
形
を
と
り
、
随
所
に
紡
錘
状
の
堆
積
地
形
を
示
し
て
い
る
。
幅
せ
ま

れ
、
完
全
な
形
を
残
す
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

い
南
部
で
は
小
規
模
な
河
岸
砂
礁
段
丘
の
形
を
と
る
が
、
こ
の
段
丘
は
利
根
川
の
水
量
の
変
化
に
応
じ
て
生
成
し
て
は
ま
た
破
壊
さ

〔
現
河
床
磯
〕

前
橋
市
内
に
お
け
る
利
根
川
現
河
床
礁
の
構
成
に
つ
い
て
見
る
と
、
礁
は
円
礁
に
富
み
、

一
般
に
中
喋
(
一

0
1

か
ら
な
り
、
巨
礁
(
二

0
0
0よ
以
上
)
も
多
数
ま
じ
え
て
い
る
。
礁
の
岩
種

五
O
日
l
〉
お
よ
び
大
磯
(
五

O
J
二
O
O行
よ
)

別
の
平
均
組
成
を
第
五
表
に
示
し
た
。

計
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こ
の
よ
う
に
安
山
岩
類
が
過
半
を
し
め
、

一
般
に
粒
径

も
大
き
い
。
こ
れ
は
最
も
近
い
と
こ
ろ
に
赤
城
・
榛
名
・

子
持
な
ど
の
第
四
紀
火
山
が
存
在
し
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
つ
い
で
流
紋
岩
、
石
英
斑
岩
、
閃
緑
岩
な
ど
の
酸
性

火
成
岩
類
が
目
立
つ
が
、
こ
れ
ら
は
主
と
し
て
利
根
郡
地

域
に
広
く
分
布
し
て
い
る
第
三
紀
火
成
岩
類
を
起
源
と
し

て
い
る
。
古
生
層
な
い
し
中
生
層
起
源
の
堆
積
岩
や
変
成

岩
の
傑
も
少
量
み
と
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
利
根
川
・

片
品
川
の
上
流
部
に
起
源
を
も
つ
も
の
で
、
粒
径
の
小
さ

い
円
礁
を
な
す
こ
と
が
多
い
。

利
根
川
現
河
床
の
礁
は
上
流
部
の
地
質
を
克
明
に
物
語

一石
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自

?冷

っ
て
い
る
が
、
上
流
の
地
質
の
概
要
に
つ
い
て
は
二

O
万
分
の
一
の
群
馬
県
地
質
図
を
参
照
さ
れ
た
い
。

黒
土
層
(
腐
植
土
〉

の
層
序

5 

八

利
根
川
の
現
氾
濫
原
の
よ
う
な
地
域
は
別
と
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
地
域
で
は
、
地
表
部
は
数
一

O
吟

Y
J
一
げ
の
厚
さ
を
も
っ
黒
色

土
壌
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
黒
土
は
、
従
来
の
土
嬢
学
の
立
場
か
ら
す
る
と
、

一
般
に
地
表
部
で
営
ま
れ
た
生
物
の
諸

作
用
に
よ
り
、

上
か
ら
下
へ
だ
ん
だ
ん
と
腐
植
化
が
進
ん
だ
結
果
、
形
成
さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
公
式
的
な

考
え
か
た
を
す
れ
ば
、
現
在
見
ら
れ
る
黒
土
の
母
材
は
黒
土
化
さ
れ
る
以
前
に
す
で
に
現
在
の
場
所
に
堆
積
を
完
了
し
て
お
り
、
そ

の
よ
う
な
ほ
材
が
次
第
に
そ
の
上
部
か
ら
腐
植
化
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
前
橋
付
近
の
黒
土
に
は
腐
植
化
の
進
行
と
同
時
に
、
そ
れ
と
併
行
し
て
母
材
の
累
積
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
事
実
が
認

め
ら
れ
る
o

例
え
ば
前
橋
市
に
お
け
る
黒
土
断
面
(
深
耕
さ
れ
て
い
な
い
も
の
)
を
詳
し
く
観
察
す
る
と
、
年
代
を
決
定
で
き
る
比

能
で
あ
る
o

ま
た
、

考
古
学
的
遺
物
(
土
器
文
化
)

較
的
近
年
の
降
下
軽
石
や
火
山
灰
の
薄
層
が
、
新
旧
の
順
序
正
し
く
爽
ま
れ
て
お
り
、
黒
土
層
の
中
で
の
細
か
い
火
山
灰
対
比
も
可

の
出
土
状
況
を
見
る
と
、

一
般
に
古
い
時
代
の
遺
物
ほ
ど
層
位
的
に
下
部
の
黒

土
層
に
含
ま
れ
る
と
い
っ
た
経
験
的
な
事
実
も、

黒
土
が
上
へ
上
へ
と
厚
さ
を
増
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

一
方
、
赤
城
南
斜
面
の
地
域
な
ど
で
み
る
と
、
黒
土
と
赤
土
(
関
東
ロ
!
と
と
の
境
界
部
(
移
行
部
)
付
近
に
は
、
板
鼻
黄
色

軽
石
(
約
一
一
、

0
0
0
年
前
)
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
が
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
局
的
に
み
れ
ば
、

黒
土
と

こ
の
よ
う
に
前
橋
市
で
見
ら
れ
る
黒
土
は
、

赤
土
(
関
東
ロ

l

ム
)
と
の
境
は
沖
積
世
と
洪
積
世
の
境
界
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
わ
ば
「
沖
積
世
の
地
層
」
と
い
う
概
念
で
と
り
扱
う
こ
と
の
で
き
る
性
格
を
も
っ

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
黒
土
一
般
の
成
因
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
と
な
り
う
る
。
ま
た
、

黒
土
の
中
で
の
火
山
灰
対
比
や
層

序
と
鍵
層
の
特
徴
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

序
細
分
が
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、
考
古
学
そ
の
他
の
応
用
面
で
今
後
大
い
に
活
用
で
き
る
と
お
も
わ
れ
る
の
で
、
次
に
代
表
的
な
層

総
社
町
に
お
け
る
黒
土
層
の
模
式
的
柱
状
断
面
図
を
第

一
四
図
に
示
し
た
。
里
山
土
全
体
の
厚
さ
は
地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
差
異
が

黒
土
層
中
で
の
層
位
の
対
比
に
当
た
っ
て
有
力
な
鍵
層
と

あ
る
が
、
第

一
四
図
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
層
序
は
前
橋
市
の
ほ
ぼ
全
域
で
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
。

な
り
う
る
降
下
軽
石
J
火
山
灰
層
は
全
部
で
四
枚
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
薄
い
層
で
明
瞭
な
層
を
な
さ
な
い
こ
と
が
多
い
の

で
、
そ
れ
ら
の
識
別
に
は
か
な
り
注
意
深
い
観
察
が
必
要
で

あ
る
。〔浅

間
A
軽
石
〕

最
上
部
に
あ
る
浅
間
A
軽
石
は
天
明

年
(
一
七
八
三
年
)
の
浅
間
火
山
大
爆
発
に
よ
る
降
下
軽
石

で
、
灰
褐
色
を
呈
し、

粒
径
は
0
・
二

J
0
・
五
吟
炉
、

平

坦
地
で
は
多
く
の
場
合
、
耕
土
中
に
散
在
し
、

層
を
な
す
こ

と
は
少
な
い
。
重
鉱
物
組
成
は
紫
蘇
輝
石
約
七

O
%、
普
通

輝
石
約
一

O
W
A、
磁
鉄
鉱
約
三

O
Z
で
角
閃
石
は
含
ま
れ
な

L、。

第
二
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(重鉱物組成)

路傍~Æ剖圃ず開制蜘(ì主問問問)1 県

民移~~際司圃ー

九
上部ローム層

野夜~召詔孫蕊~・.~

-圃磁鉄鉱

前橋市の黒土層の模式的柱状図と重鉱物組成

土

~普通輝石医麹紫蘇輝石Eヨ角閃石
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四
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〔
浅
間
B
軽
石
〕

浅
間
B
軽
石
は
軽
井
沢
方
面
へ
の
追
跡
に
よ
っ
て
、
二
一
八
一
年
に
噴
出
し
た
浅
間
火
山
の
軽
石
に
対
比
で
き

一
見
火
山
砂
の
よ
う
に
昆
え
る
灰
色
細
粒
軽
石
(
粒
径

0
・一

1
0
・
三
吟
炉
)
で
、
層
を
な
す
場
合
に
は
厚
さ
数
棺
炉
に
達

る。す
る
こ
と
が
あ
る
。
重
鉱
物
組
成
の
特
徴
は
A
軽
石
と
類
似
し
、
紫
蘇
輝
石
約
七

O
Z、
普
通
輝
石
約
一
五
%
、
磁
鉄
鉱
約
一
五
%

で
角
閃
石
は
含
ま
れ
な
い
。

〔
二
ツ
岳
軽
石
〕

浅
間
B
軽
石
の
下
位
約
一

0
1二
O
吟
炉
の
と
こ
ろ
に
、
比
較
的
粒
径
の
大
き
な
(
最
大
三
号
炉
〉
白
色
軽
石

が
ま
ば
ら
に
散
点
す
る
細
粒
火
山
灰
質
ゾ
l
ン
が
あ
る
。
こ
の
含
軽
石
火
山
灰
は
渋
川
|
伊
香
保
付
近
で
軽
量
ブ
ロ
ッ
ク
の
骨
材
と

し
て
採
掘
さ
れ
て
い
る
軽
石
層
に
対
比
さ
れ
る
も
の
で
二
ツ
岳
軽
石
と
よ
ば
れ
、
榛
名
火
山
二
ツ
岳
の
成
立
直
前
に
現
在
の
二
ツ
岳

第
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四

の
位
置
に
お
こ
っ
た
爆
発
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
年
代
は
古
墳
を
被
覆
す
る
関
係
か
ら
六
世
紀
末
ご
ろ
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
重
鉱
物
組
成
は
、
角
閃
石
三

O
M、
紫
蘇
輝
石
三
二
%
、
普
通
輝
石
三
%
、
磁
鉄
鉱
三

O
M等
か
ら
な
り
、
角
閃

石
を
多
量
に
含
む
点
で
浅
間
火
山
源
の
他
の
軽
石
と
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。

〔
浅
間
C
軽
石
〕

一
一
ツ
岳
軽
石
の
下
に
は
、
同
じ
く
黒
土
中
に
爽
ま
れ
て
、
暗
灰
色
細
粒
軽
石
(
粒
径

0
・
三

J
0
・
八
作
炉
)

が
、
厚
さ
一

O
吟
炉
以
内
の
か
な
り
明
瞭
な
層
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
軽
井
沢
方
面
へ
の
追
跡
に
よ
っ
て
浅
間
火
山
の

C
軽

石
に
対
比
さ
れ
る
。
そ
の
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
'
お
そ
ら
く
五
J
六
世
紀
ご
ろ
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
重
鉱
物
組
成
は
、
紫

蘇
輝
石
約
六
五
%
、
普
通
輝
石
約
二
五
%
、
磁
鉄
鉱
約
一

O
Mで
、
角
閃
石
は
含
ま
な
い
。

以
上
あ
げ
た
よ
う
に
、
浅
間
火
山
給
源
の
軽
石
は
A
・
B
-
C
の
三
軽
石
層
と
も
、
重
鉱
物
組
成
に
お
い
て
は
と
も
に
複
輝
石
安

山
岩
質
で
類
似
し
て
お
り
、
重
鉱
物
組
成
だ
け
で
三
者
を
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
浅
間
B
軽
石
と
C
軽
石

の
聞
に
爽
ま
れ
て
き
わ
め
て
特
色
の
あ
る
二
ツ
岳
軽
石
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
黒
土
層
の
中
で
火
山
灰
層
位
学
的
な
検
討
を
す

る
相
場
合
に
最
も
重
要
な
鍵
と
な
る
。

ま
た
、
上
記
し
た
よ
う
な
軽
石
質
の
部
分
以
外
の
腐
植
土
の
重
鉱
物
組
成
も
比
較
的
均
一
で
、
浅
間
火
山
給
源
の
軽
石
の
組
成
と

ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
橋
付
近
の
黒
士
層
が
、
主
と
し
て
浅
間
火
山
の
沖
積
世
火
山
灰
か
ら
な
る
こ
と
を
示
し
て
い

る。

6 

I也

下

水

前
橋
市
は
比
較
的
良
質
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
特
に
広
瀬
川
低
地
帯
や
前
橋
台
地
で
は
、
深
層
ま
で
古
期
扇
状

地
砂
磯
層
(
前
橋
砂
磯
層
)
が
存
在
し
、
そ
の
中
の
所
ど
こ
ろ
に
不
透
水
性
の
細
粒
堆
積
層
を
爽
ん
で
い
る
の
で
、
地
下
の
浅
所
か

ら
深
所
に
い
た
る
多
く
の
層
準
に
滞
水
層
が
発
達
し
、
全
体
と
し
て
は
極
め
て
豊
富
な
地
下
水
を
保
有
し
て
い
る
。
赤
城
火
山
斜
面

に
属
す
る
地
域
で
は
、
前
記
の
地
域
に
く
ら
べ
る
と
地
下
水
量
は
ず
っ
と
少
な
く
な
る
が
、

そ
れ
で
も
地
下
地
質
が
粗
粒
お
よ
び
細

粒
物
質
の
交
互
す
る
未
固
結
成
層
火
砕
岩
層
か
ら
な
っ
て
い
る
た
め
、
通
常
の
火
山
裾
野
に
く
ら
べ
れ
ば
か
な
り
豊
富
な
地
下
水
を

も
っ
て
い
る
。

第
一
五
図
に
前
橋
市
内
の
主
な
深
井
戸
に
お
け
る
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
の
位
置
を
比
較
で
き
る
よ
う
に
ま
と
め
て
示
し
た
。
こ
れ
か
ら

各
地
域
に
お
け
る
滞
水
層
の
状
態
を
ほ
ぼ
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
前
橋
台
地
で
は
広
瀬
川
低
地
帯
の
深
井
戸
に
く
ら

ベ
て
三

O
M以
浅
に
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
を
お
い
て
い
る
例
が
少
な
い
。
こ
の
こ
と
は
前
橋
台
地
で
は
広
瀬
川
低
地
帯
に
く
ら
べ
て
浅
層

地
下
水
に
乏
し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
地
下
水
の
量
な
ど
に
つ
い
て
は
、
深
井
資
料
に
あ
る
揚
水
量
、
揚
水
水
位
な
ど
が
推
定
の

手
が
か
り
と
な
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
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E
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(
 
広
瀬
川
低
地
帯
の
地
下
水

1 2 

広
瀬
川
低
地
帯
は
前
橋
市
の
う
ち
で
も
最
も
地
下
水
の

広瀬川低地帯

豊
富
な
地
域
で
あ
る
。
市
水
道
の
主
要
水
源
地
も
こ
の
地

24 
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な
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
内
で
も
深
井

域
内
に
あ
る
。

こ
の
地
域
内
で
は
最
も
表
層
に
あ
る
広
瀬
川
砂
暁
層

(
沖
積
砂
磯
層
)
の
中
に
も
利
板
川
の
伏
流
水
と
み
な
せ

1也

る
豊
富
な
地
下
水
が
存
在
し
、
小
規
模
工
業
用
水
や
家
庭

.b、
口

用
水
な
ど
は
、
こ
の
浅
層
地
下
水
に
よ
っ
て
も
充
分
ま
か

橋

戸
で
採
水
し
て
い
る
地
下
水
は
、
大
部
分
が
前
橋
砂
磯
層

6 

前

5 

(
洪
積
砂
礁
層
)
中
の
も
の
で
あ
る
(
第
一
五
図
〉
。
川
原
・

野
中
・
田
口
な
ど
に
あ
る
市
水
道
の
水
源
ゃ
、

そ
の
他
工

n
U

《

U

A

U

A

U

A

U

n

w

o

l

'2

U

4

M

M

 

業
用
水
の
大
部
分
は
こ
れ
ら
の
深
層
地
下
水
に
依
存
し
て
お
り
、
そ
の
量
は
き
わ
め
て
豊
富
で
あ
る
。

。

60 

10 

20 

30 

40 

50 

70 
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90 

一
例
を
野
中
町
に
あ
る
市
水

道
水
源
地
の
一
号
井
に
と
れ
ば
、
深
さ
一

O
O
M
の
深
井
戸
(
井
径
五
一

O
Uよ、

0
0
0
リ
ッ
ト
ル
以
上
に
達
す
る
大
量
の
採
水
が
可
能
で
あ
る
。

ス
ト
レ
ー
ナ
ー
長
さ
七
三
対
)

で
、
毎
分
約
五

ボ
ー
リ
ン
グ
孔
内
に
お
け
る
自
然
水
位
は
他
地
域
に
く
ら
べ
て
一
般
に
浅
く
、
地
表
か
ら
数

M
以
内
の
深
さ
に
あ
る
が
、
天
川
大

島
や
野
中
付
近
な
ど
で
は
さ
ら
に
浅
く
て
地
下
一

l
二
M
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

(2) 

前
橋
台
地
の
地
下
水

こ
の
泥
流
層
は
粘
土
質
の
級
密
な
基
質
を
も
っ
て
半
固
結
の
状
態
に
あ
る
の
で
、
不
透
水
性
の
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
泥
流

す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
前
橋
台
地
で
は
、
前
橋
泥
流
堆
積
物
が
一

O
数

M
の
厚
さ
を
な
し
て
台
地
表
層
部
を
構
成
し
て
い
る
。

堆
積
物
を
お
お
っ
て
い
る
最
表
層
の
火
山
灰
質
シ
ル
ト
層
の
中
に
は
部
分
的
に
少
量
一
の
地
下
水
を
保
有
し
、
と
き
に
は
そ
の
地
下
水

面
が
地
表
に
ま
で
あ
ら
わ
れ
て
い
わ
ゆ
る
湿
団
地
帯
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
泥
流
堆
積
物
中
に
は
ほ
と
ん
ど
地
下
水
は

存
在
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
泥
流
堆
積
物
の
下
位
に
伏
在
す
る
前
橋
砂
磯
層
は
、
広
瀬
川
低
地
帯
の
深
層
に
あ
る
も
の
と
連
続
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
中
に
は
広
瀬
川
低
地
帯
の
深
層
に
お
け
る
と
同
様
に
豊
富
な
地
下
水
が
あ
る
。
前
橋
台
地
の
地
域
内
に

あ
る
深
井
戸
は
、
す
べ
て
こ
の
深
層
地
下
水
を
採
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
深
さ
数
一

O
M
の
ボ
ー
リ
ン
グ
で
毎
分
数
一

O
O
リ
ッ
ト

ル
J
二、

0
0
0
リ
ッ
ト
ル
の
揚
水
が
可
能
な
も
の
が
多
い
。

前
橋
泥
流
堆
積
物
の
上
に
あ
る
浅
層
地
下
水
は
量
も
少
な
く
、
水
質
も
一
般
に
良
く
な
い
。

前
橋
公
園
「
さ
ち
の
池
」
の
北
東
端
に
あ
る
湧
泉
は
、
前
橋
泥
流
堆
積
物
が
不
透
水
性
で
あ
る
た
め
、
前
橋
砂
磯
層
上
部
の
地
下

水
が
弱
被
圧
水
と
な
っ
て
湧
出
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
く
ら
べ
て
か
な
り
低
い
。

前
橋
台
地
に
お
け
る
深
井
戸
の
孔
内
に
お
け
る
自
然
水
位
は
一
般
に
地
下
一

O
数

M
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
広
瀬
川
低
地
帯
の
そ
れ

第
二
章

地
形
・
地
質
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第
一
編

自

然

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
が
ら
を
、
前
橋
市
の
自
然
の
発
達
史
に
て
ら
し
な

第
三
節

自
然
の
推
移

が
ら
ま
と
め
て
み
よ
う
。
(
第
二
ハ
図
、
第
六
表
参
照
)

1 

赤
城
・
榛
名
火
山
の
成
立

層
群
)
第
四
紀
洪
積
世
の
は
じ
め
に
は
群
馬
県
の
海
成
新
第
三
系
企
同
岡
崎
層
群
・
富
岡

を
堆
積
さ
せ
た
海
は
遠
く
退
き
、
前
橋
市
の
あ
た
り
も
す
で
に
内
陸
の
一

部
と
化
し
て
次
第
に
削
剥
が
進
行
し
て
い
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
北
関
東
で
は
激
し

い
火
山
活
動
が
は
じ
ま
り
、
前
橋
付
近
で
は
赤
城
・
榛
名
の
両
火
山
が
現
在
あ
る

場
所
で
中
心
性
の
火
山
活
動
を
く
り
か
え
し
な
が
ら
円
錐
形
の
美
し
い
山
体
を
成

長
さ
せ
て
い
っ
た
。

両
火
山
と
も
主
と
し
て
複
輝
石
安
山
岩
質
の
熔
岩
や
火
砕
岩
類
を
噴
出
し
た
が

そ
れ
ら
の
噴
出
物
に
よ
っ
て
火
山
の
中
心
部
が
高
ま
る
に
つ
れ
、

一
方
で
は
山
頂

部
の
侵
食
・
崩
壊
な
ど
も
は
げ
し
く
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
に

し
て
生
産
さ
れ
た
二
次
的
火
砕
物
質
は
、
洪
水
や
火
山
活
動
の
た
び
ご
と
に
下
方

に
運
ば
れ
て
堆
積
し
、
美
し
い
ス
ロ
ー
プ
を
も
っ
火
山
裾
野
を
拡
げ
て
い
っ
た
。
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編

自

然

四
六

後
期
洪
積
世
に
は
、
両
火
山
と
も
す
で
に
そ
の
山
体
の
大
部
分
を
完
成
し
た
が
、
赤
城
火
山
で
は
そ
の
こ
ろ
大
規
模
な
火
砕
流
の

噴
出
が
あ
い
つ
ぎ
、

そ
れ
ら
の
噴
出
と
と
も
に
山
頂
部
に
大
陥
没
が
お
こ
っ
て
、
現
在
見
ら
れ
る
山
頂
カ
ル
デ
ラ
を
形
成
し
た
。
金

丸
・
嶺
地
域
で
見
ら
れ
る
大
胡
火
砕
流
堆
積
物
は
こ
の
時
期
の
も
の
で
、
山
頂
カ
ル
デ
ラ
の
形
成
に
直
接
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る

意
義
深
い
噴
出
物
で
あ
る
。
そ
の
後
は
か
な
り
長
期
に
わ
た
る
活
動
休
止
期
を
へ
て
、
や
が
て
地
蔵
岳
で
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
中
央

火
口
丘
群
の
活
動
(
角
閃
石
安
山
岩
質
)
が
行
な
わ
れ
た
が
、
上
部
ロ

l
ム
層
堆
積
初
期
(
約
二
五
、

0
0
0年
前
)

に
は
す
べ
て

の
活
動
を
終
了
し
て
い
る
。

ど
伝
説
の
巨
岩
は
、
も
と
は
坂
東
橋
の
や
や
上
流
付
近
に
あ
っ
た
も
の
が
前
橋
泥
流
に
ま
き
込
ま
れ
て
現
位
置
に
い
た
り
、

そ
の
後

榛
名
火
山
の
山
頂
カ
ル
デ
ラ
は
赤
城
よ
り
も
や
や
お
く
れ
て
形
成
さ
れ
、
前
橋
市
の
赤
城
斜
面
で
普
通
に
み
と
め
ら
れ
る
八
崎
軽

石
の
降
下
期
が
そ
の
カ
ル
デ
ラ
期
に
当
た
っ
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
。
ま
た
榛
名
火
山
で
は
有
史
時
代
に
は
い
っ
て
か
ら
も
二
ツ

岳
軽
石
の
噴
出
や
二
ツ
岳
の
噴
起
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

2 

古
期
扇
状
地
の
形
成
と
前
橋
砂
陳
層
の
堆
積

赤
城
・
榛
名
両
火
山
の
成
立
の
過
程
に
お
い
て
も
、
両
火
山
の
聞
に
挟
ま
れ
た
前
橋
市
の
付
近
に
は
、
過
去
の
利
根
川
と
も
言
え

る
大
き
な
河
川
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
過
去
の
利
根
川
は
、
や
が
て
渋
川
付
近
を
扇
頂
と
し
、
両
火
山
の
山

麓
末
端
を
そ
れ
ぞ
れ
北
東
限
お
よ
び
南
西
限
と
し
て
南
に
聞
く
大
規
模
な
扇
状
地
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
前
橋
市
は
こ
う
し
て
形
成

さ
れ
た
過
去
の
扇
状
地
の
ほ
ぼ
一
一
扇
央
部
に
当
た
っ
て
お
り
、
現
在
、
前
橋
台
地
や
広
瀬
川
低
地
帯
の
地
下
深
所
に
伏
在
し
て
い
る
前

橋
砂
傑
層
は
、
こ
の
当
時
の
扇
状
地
堆
積
物
の
一
部
と
み
な
せ
る
。
前
橋
市
街
地
付
近
で
、

そ
れ
ら
は
少
な
く
と
も
一

O
O
M以
上

の
厚
さ
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
深
井
戸
の
資
料
な
ど
で
た
し
か
め
ら
れ
て
お
り
、
砂
礁
層
の
中
に
は
良
質
で
、
し
か
も
き
わ
め
て
豊

富
な
地
下
水
を
含
ん
で
い
る
。

3 

前
橋
泥
流
の
流
出
、
と
前
橋
台
地
原
面
の
形
成

洪
積
世
後
期
の
あ
る
時
期
に
至
り
、
前
橋
付
近
は
突
然
大
規
模
な
火
山
泥
流
の
お
し
だ
し
に
お
そ
わ
れ
、
前
橋
砂
磯
層
か
ら
な
っ

て
い
た
古
期
扇
状
地
面
の
一
帯
は
瞬
時
に
し
て
厚
さ
一

O
数
対
も
あ
る
火
山
泥
流
堆
積
物
の
下
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
で
き

ご
と
に
よ
っ
て
前
橋
付
近
の
自
然
環
境
は
急
激
に
変
化
し
、
古
期
扇
状
地
の
時
代
は
終
わ
っ
た
。

前
橋
泥
流
堆
積
物
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
こ
の
と
き
の
堆
積
物
で
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る
埋
木
は

M
C
年
代
か
ら
約
二
四
、

0
0
0年

前
の
で
き
ご
と
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
代
に
赤
城
山
麓
の
一
部
で
は
、
す
で
に
岩
宿

I
文
化
を
残
し
た
旧
石
器
人
類
の
生
活
が
は

じ
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

前
橋
泥
流
の
流
出
す
る
直
前
の
古
期
扇
状
地
面
に
は
、

お
そ
ら
く
大
小
の
網
状
流
路
が
発
達
し
て
か
な
り
凹
凸
に
富
ん
で
い
た
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

そ
れ
ら
は
泥
流
堆
積
物
に
よ
っ
て
す
べ
て
埋
積
さ
れ
、
平
坦
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
現
在
み
る
前
橋
台
地
の

原
面
は
こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

前
橋
泥
流
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
が
、
浅
間
火
山
に
発
し
、
吾
妻
川
の
谷
沿
い
に
流
下
し
て
前
橋
付
近
の
古

期
扇
状
地
の
一
帯
に
ひ
ろ
が
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
大
き
く
、
地
学
上
大
い
に
興
味
が
あ
る
。
「
岩
神
飛
石
」
や
「
お
艶
ケ
岩
」
な

侵
食
に
よ
っ
て
泥
流
堆
積
物
中
か
ら
あ
ら
い
だ
さ
れ
た
う
え
、
再
び
新
期
の
砂
礁
(
広
瀬
川
砂
礁
層
U

中
に
埋
め
ら
れ
た
も
の
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
一
繍

自

然

四
八

浅
間
山
は
現
在
も
さ
か
ん
な
活
動
を
続
け
て
い
る
活
火
山
で
あ
り
、
三
四
、

0
0
0年
前
の
過
去
に
、

一
瞬
の
う
ち
に
前
橋
を
埋

め
つ
く
し
た
よ
う
な
火
山
泥
流
が
今
後
再
び
流
出
し
な
い
と
い
う
保
証
は
一
つ
も
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

4 

湿
地
帯
の
出
現
と
前
橋
泥
炭
層

前
に
述
べ
た
よ
う
に
古
期
扇
状
地
面
に
あ
っ
た
凹
凸
が
、
前
橋
泥
流
堆
積
に
よ
っ
て
埋
め
な
ら
さ
れ
、

か
な
り
平
坦
な
地
形
面

企
別
橋
台
地
原
面
)
が
出
現
し
た
た
め
、
こ
の
地
域
で
は
一
時
的
に
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
排
水
系
が
消
失
し
、

い
た
る
と
こ
ろ
沼
沢
の

あ
る
湿
潤
地
が
あ
ら
わ
れ
た
。
現
在
、
利
根
川
両
岸
の
崖
で
前
橋
泥
流
堆
積
物
の
上
位
に
重
な
る
火
山
灰
質
シ
ル
ト
層
(
水
成
上
部

ロ
ー
ム
層
)

は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
湿
地
帯
の
堆
積
物
と
み
な
せ
る
。
た
だ
し
前
橋
市
の
北
西
部
に
あ
た
る
清
里
地
域

で
は
、
こ
の
こ
ろ
榛
名
火
山
か
ら
供
給
さ
れ
た
新
期
の
火
砕
流
や
土
石
流
な
ど
の
堆
積
が
ひ
き
つ
づ
い
て
行
な
わ
れ
、
現
在
見
ら
れ

る
よ
う
な
緩
斜
面
地
形
を
つ
く
り
上
げ
た
の
で
、
湿
地
性
の
環
境
か
ら
は
比
較
的
早
く
解
放
さ
れ
、
気
成
の
上
部
ロ

l
ム
の
堆
積
も

行
な
わ
れ
て
い
る
。

湿
地
性
の
環
境
に
お
か
れ
た
地
域
で
は
か
な
り
普
辺
的
に
前
橋
泥
炭
層
の
堆
積
が
行
な
わ
れ
た
。
前
橋
泥
炭
層
の
一
部
は

M
C
年

代
測
定
に
よ
っ
て
今
か
ら
約
一
三
、

0
0
0年
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
花
粉
化
石
か
ら
み
る
と
当
時
は
現
在
よ
り
摂
氏
六
J
七
度

も
低
温
な
寒
冷
気
候
の
下
に
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
時
代
は
ウ
ル
ム
氷
期
の
最
盛
期
に
あ
た
り
、
世
界
的
に
大
規
模
な
海
水

準
低
下
が
お
こ
っ
た
た
め
、
日
本
で
は
シ
ベ
リ
ヤ
の
マ
ン
モ
ス
象
が
干
あ
が
っ
た
タ
タ
l
ル
海
峡
を
越
え
て
北
海
道
ま
で
渡
来
し
た

時
期
に
も
当
た
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
ろ
の
前
橋
市
街
地
付
近
は
現
在
の
尾
瀬
ケ
原
を
し
の
ば
せ
る
よ
う
な
寒
ざ
む
と
し
た
湿
地
帯
を

な
し
、
人
々
の
生
活
に
は
不
向
き
な
自
然
環
境
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

5 

旧
利
根
川
の
流
路
と
広
瀬
川
低
地
帯
の
形
成

や
が
て
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
前
橋
泥
流
堆
積
面
(
前
橋
台
地
面
)
と
赤
城
斜
面
の
交
叉
す
る
付
近
、
す
な
わ
ち
現
在
の
赤
城
山

麓
崖
に
沿
う
と
こ
ろ
に
、
南
東
流
す
る
旧
利
根
川
の
流
路
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
下
刻
と
同
時
に
南
西
側
の
前
橋
泥
流
堆
積
物
を
も

削
っ
て
川
幅
を
拡
大
し
、

つ
ぎ
つ
ぎ
に
流
路
を
移
動
し
な
が
ら
つ
い
に
現
在
み
ら
れ
る
広
瀬
川
低
地
帯
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
こ
の
過

程
で
旧
利
根
川
の
幹
流
は
北
東
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
南
西
寄
り
に
移
動
し
、

そ
の
あ
と
に
新
期
の
砂
喋
層
(
広
瀬
川
砂
膿
層
)

を
残
し

た
。
現
在
の
広
瀬
川
水
路
は
そ
の
最
終
河
道
に
当
た
っ
て
い
る
。
な
お
、
広
瀬
川
低
地
帯
の
う
ち
で
比
較
的
早
期
に
氾
濫
原
と
化
し

た
赤
城
山
麓
寄
り
の
地
域
に
は
、
白
川
を
は
じ
め
と
す
る
赤
城
斜
面
の
放
射
谷
か
ら
供
給
さ
れ
た
砂
礁
が
小
規
模
な
新
期
扇
状
地
を

形
成
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
旧
利
根
川
の
水
路
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
橋
泥
流
堆
積
面
に
お
け
る
排
水
系
も
自
然
に
整
い
、

台、

dコ

て
の
湿
地
性
の
環
境
か
ら
や
が
て
乾
陸
化
し
て
現
在
の
前
橋
台
地
面
を
つ
く
る
に
い
た
っ
た
。

6 

現
在
の
利
根
川

現
在
の
利
根
川
の
氾
濫
原
と
近
年
に
お
け
る
流
路
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、

は
じ
め
に
詳
し
く
述
べ
た
の
で
省
略
す
る
が
、
前
橋
市

街
地
付
近
で
利
根
川
が
急
に
前
橋
台
地
内
に
峡
谷
を
つ
く
っ
て
流
入
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
に
不
自
然
で
あ
る
。
史
実
に
は
残
つ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
地
形
や
地
質
か
ら
み
る
と
、
比
較
的
近
年
に
お
け
る
半
ば
人
為
的
な
流
路
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。
今
後

こ
れ
を
自
然
の
な
す
が
ま
ま
に
ま
か
せ
て
放
置
し
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
広
瀬
川
低
地
帯
形
成
の
経
緯
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
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赤城斜面
λ0. 1 No. 2 

ボーリング位置 1金丸町水源 嶺町第2水源

管理者市水道局 市水道局

施工業者 |東海撃泉区 田中撃泉重工KK

ボーリング開始 | 昭和38年6月25日 昭和41年12月19日

ボーリング完了 |昭和3問月31日 昭和42年2月23日

井 径 200mm 350皿

自然水位 53.6m -8.3m 

揚水水位 -61. 77m -31. 7m 

揚 水 量 210 Q/分 1672 12/分

水 温 I14.30 C 18
0 

C 

深 度| 地 質 名 称 l深 度| 地 質 名 称

9.0
m 

ロ 一 ム 2.0
m 
表 土

38.0 石混り砂(大胡PF) 41. 0 大玉石、砂利

41. 0 砂質粘土 51.0 火山系砂、土混り

62.0 石混り砂 55.0 黒 車占 土

68.0 粘土混り石
75.0 火山系砂利、砂

102.0 火山系砂利
70.0 石 110.0 黒土、小砂利
75.0 粘土混り砂 120.0 赤 砂、 利
146.0 荒 砂 142.0 赤砂利、!砂

1印.0 砂 150.0 硬質砂、土混り

ストレーナー位置 165 76m 91 98m 11 20~必 55~100m 111~142皿
80~85m 107~140m 

~Il制 望書量・君臨 同l
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λゐ'. 3 No. 4 

ボーリング位置 小坂子町 江木水源

件日卑 理 者 ニュー赤城パノラマ 市水道局

施工業者 田中撃泉重工K.K. 田中盤泉重工K.K.

ボーリング開I台 昭和39年2月28日 昭和年月 日

ボーリング完了 昭和39年3月25日 昭和年月 日

井 :e比ザ 200皿 350皿

自然水位 -2m 

揚水水位 |-u
揚水量 250.e/分

水 温 16
0 

C 

深 度| 地 質 名 称 ~ 深 地 質 名 称

1.0m I表 土
ロ1 '" 
51..50 表赤砂 土利土

66.5 
小玉玉玉玉石石石混混混りり荒り小砂砂利利石砂

9.0 灰土混り砂利 (PF) 
68.7 
78.0 

玉石、砂利
84.0 

19.0 15.5 86.0 玉焼石灰混混玉り 石砂
23.0 砂

18.0 88.5 
20.0 90.0 

玉玉石混り石砂
27.0 玉石、砂利

21. 5 92.5 
28.0 93.5 玉 石

荒 砂
31.0 94.5 

粘王小玉土石混Eり玉石38.0 40.0 95.3 
混砂り荒石石

52.0 砂、 玉石混り
41. 5 96.6 
44.5 100.0 

砂、 矛リ
53.5 砂 101. 0 玉 石

61.0 63.0 玉小石混玉り 103.5 砂利混り粘土

砂利混り荒砂
65.0 110.0 玉 石

80.0 

λトレーナー位置I15~27m 35~80m 11 25~38m 42.5~99.5m 

前橋台地
λ0. 5 No. 6 

ボーリング位置 l附清里簡易水道水源地2 総社町高井総社No.2

管理者市水道局 市水道局

施工業者 日本地下開発KK. 田中盤泉重工臨

ボーリング開始 昭和36年11月17日 昭和37年5月16日

ボーリング完了 昭和年月 日 昭和年月 日

井 径 400皿 400皿

自然水位 -3.0m -15.6m 

揚水水位 -25.0m -18.85m 

揚 水 量 700.e/分 1050.e/分

水 温 。C 。C

深 度| 地 質 名 称 11 深 度| 地 質 名 称

2.0
m I表 土

m 
表 土1.0 

3.0 黄色砂質粘土 2.0 赤 土
7.0 砂利、粘土混り大玉石 8.0 玉石、砂利
25.0 玉石、粘土混り 12.0 砂
28.0 荒砂混り砂利 20.0 玉石、砂利
40.0 玉石混り粘土 36.0 荒砂利(青色系〉
44.5 青色砂利粘土 40.0 砂利、玉石
60.5 灰色玉砂利混り粘土 65.0 砂利、砂、玉石(赤色系〉
65.0 青色玉石混り荒砂 72.0 安山岩系玉石
68.0 転石混り砂利砂 73.0 黒 色 土
100.0 玉石混り砂利 75.0 安山岩玉石

ストレーナー位置 I 13~30m 40~93m 1I 1門 Om 40~75m 

~11~時 説書量・震回 同川



岡田~ ~ ~1~喜

ーリング位置 元総社町 12 総社町総社

理 者 梅田商后 三洋音響KK.

工業者 田中盤泉重工区 田中盤泉重工KK.

ーリング開始 昭和41年11月15日 昭和40年12月 1日
ーリング完了 昭和41年12月10日 昭和年月 日

径 245mm 196皿

然水位 -15.0m 

水水位 | -28.0m 

水量 8∞s/分 5001/分

温 16
0

C 。c

度 地 質 名 称
11 傑 度 地 質 名 称

m m 
8.0 表 土 1.0 表 土
18.0 玉茶石、 色火山系砂土利 7.0 黒土系砂利20.0 
23.0 玉赤石、火山系砂利〉 16.0 火山系砂利
28.0 砂利〈小
40.0 11 19.0 火山系玉石
54.0 小玉石、砂赤砂利利
59.0 玉石、 36.0 玉石、砂利
61. 0 砂黒土、玉石
68.5 手リ 57.0 中玉石、砂利
69.5 雲土混り火山系砂利
80.0 色土、玉石 60.0 玉石、砂利

トレーナー位置 ! 5O~60m 

8 λb. 7 No. 

ボ

管

施

ボ

ボ

井

自

揚

揚

水

深

ス

No.10 

ボーリング位置 ! 総社町総社 鳥 羽 町

管 理 者 中与通信機KK. 北日本精工KK.

施工業者 田中盤泉重工は 田中盤泉重工区

ボーリング開始 | 昭和お年7月20日 昭和年月 日

ボーリング完了 昭和38年8月16日 昭和年月 日

井 径 196mm 392凹

自然水位 -14m 

揚水水位 -16.75m 

揚 水 :!l: ヨL 500s/分
水 温 17

0 
C 

深 度 l 地 質 名 称、
11 深 度 | 地 質 名 称

m m 
表 土

表
1.5 

1.0 士 4.0 自 土 化

6.0 赤 土
9.0 青 砂 利
19.0 火山系砂利

16.0 火山系玉石、砂利 25.0 大 玉 石
53.0 赤砂利、 砂

19.0 大玉石、砂利 59.0 大 玉 石

28.0 玉石、砂利
69.0 火山系砂
73.0 火山系大玉石

60.0 砂利(赤)砂混り 85.0 火山系砂
100.0 火山系砂利、砂

ストレーナ一位置 1 38~ω 

9 λb. 

同同事型車ミ・安出回量産11制
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No. 11 No. 12 

ボーリシグ位置 古市町新前橋駅 元総社町水源地 4井号
タ日勾 理 者 新前橋駅 市水道局

施工業者 田中盤泉重工K.K 田中盤泉重工E正

ボーリング開始 昭和40年2月8日 昭和38年4月18日

ボーリング完了 昭和40年3月18日 昭和38年7月5日

井 径 300皿 350皿

自然水位 -10.8m -11m 

揚水水位 -27.5m -25m 

揚 水 量 1400.Q /分 1500 Q/分

水 温 16.5
0 
C 

深 度| 地 質 名 称 11 深 度| 地 質 名 称

m 
6.0
m 
表 土10.0 表 土

16.0 砂 利(青〕
9.0 砂 利、 砂

12.0 玉 石
20.0 火山系砂利

17.0 火山系玉石、砂利

25.0 赤砂利、玉石 20.0 玉 石

砂利、玉石
38.0 砂 利

71. 0 
43.0 赤小砂利

88.0 火山系砂利、玉石 48.0 玉石、砂利

火山系砂利、土含む
57.0 砂、 小砂利

100.。
73.0 火山系砂利、青土

ストレーナー位置 1 45~88 11 25~30m 35~73皿

No.13 No.14 

ボーリング位置 総社町総社 千代田町一丁目 7
h日a写 理 者 日新電機K.K 群馬メディカノレセγター

施工業者 田中撃泉重工K.K 田中盤泉重工区

ボーリング開始 昭和37年3月12日 昭和42年5月24日

ボーリ γグ完了 昭和37年4月12日 昭和42年6月24日

井 l角tヲ 254皿 300皿

自然水位 -12.4m -11.9血

揚水水位 -16.15m 14.2m 

揚 水 量 1600 Q/分 1500 Q/分
水 温 17

0 

C 16.5
0 

C 

深 度 1 地 質 名 称 11 深 度 地 質 名 称

m 
8.0 表 土 0.5

m 
表 土

13.0 砂利、粘土混り 9.5 玉石、砂混り
28.0 砂 未リ

14.0 火山系砂利
31. 0 大玉石、砂利
35.0 砂利、玉石 37.0 玉石、砂利

63.0 砂利、玉石含む 39.0 砂、 砂 矛リ
68.0 玉石、砂利 57.0 玉石、砂利
72.0 砂利、組砂

62.0 砂 手リ81. 0 砂
89.0 砂 利 68.0 砂利、玉石
100.。 砂、(硬質〉 70.0 玉石、砂利混り粘土

ストレーナー位置l 11 ~M8m 
総lH時 章~~主・章君臨E 同-¥l
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ATo. 15 

ボーリ γグ位置 l紅雲町二丁目19
管 理 者 |県立前橋女子高校

施工業者 | 田中重量泉重工K.K.

ボーリング開始 | 昭和41年4月9日

ボーリング完了 | 昭和41年5月10白

井 径

自然水位 | ー5.0m

揚水水位 I -18.0m 

揚水 量 1000_o， /分

水

深

温

度|
m 
2.0 
5.0 
13.0 
22.0 
31. 0 
35.0 
46.0 
50.5 
66.0 
90.0 
100.。

地

表土
赤土
黒土、砂混り
火山系砂利、玉石
砂利、玉石
玉石
火山系砂利
赤砂利系大玉石
砂 利
砂混り砂利
砂，

スト νーナ一位置 I45~83. 5m 

No.17 

質

管 理 者 群馬中央総合病院

施工業者 田中撃泉重工K.K.

ボーリング開始 昭和37年7月26日

ボーリング完了 昭和37年11月24日

井 径

自然水位 -14m 

揚水水位 -16m 

揚 水 量 600.0./分

水 温 16.5
0 

C 

深 地 質

m 
2.5 表砂 土土
5.0 
18.0 
30.5 
47.5 
66.0 
69.5 
71. 5 
81. 5 
87.5 
89.0 系砂手Ij
100.0 山利、砂混り

名

名

スト レーナー位置I30~70m 75~81m 

総11~時裂再是認iIJII(

称

称

ATo. 16 

大手町三丁目 2 自治会館

自治会館

日本重量泉K.K.

昭和36年6月26日

昭和36年7月31日

300mm 

-11.2m 

-22.5m 

2000.0./分

17
0 C 

}吋〈

~ 度

m 
1.0 
5.1 
16.6 
18.8 
30.8 
42. 1 
50.3 
53.3 
65.6 
73.4 
78.0 

地質名称

表土

80.。

黒色土
焼石褐色土混り砂利
転 石
玉石褐色土混り砂利
玉石、砂利、粘土混り
玉石、粘土混り赤砂利
転 石
砂利、玉石、粘土混り
褐色土、砂利混り
褐色土、玉石、砂利混り
転 石

11 31~仏 2m 52~62.8m 

No.18 

表町二丁目 18

群馬中央パスK.K.

田中撃泉重工K.K.

昭和38年5月2日

昭和38年6月5日

196mm 

-9.3m 

一15.0m

300 _o，/分

15
0

C 

度| 地 質 名

2.5
m 
黒 土

16.0 焼石(混流〕

20.0 玉 石

37.0 小砂利、混り砂

40.0 荒砂混り砂

42.0 玉石混り砂利

44.0 粘土混り砂

49.0 玉石混り砂利

50.5 玉石混り宏、土

II ~O~印m

同長

称



総 1!寝∞~

No.19 

ボーリング位置 表町 2丁目 30

管 理 者 曾我製粉K.K.

施工業者 田中盤泉重工K.K.

ボーリング開始 昭和43年1月5日

ボーリング完了 昭和43年2月3日

井 径 200皿

自然水位

揚水水位

揚 水 盈

水 温

深 度| 地 質

m 
4.0 表 土

8.0 

14.5 火山系砂幸IJ、宝 混流

20.0 火山系砂利、玉

25.0 砂 草U

32.0 1r- 砂 手U

50.0 砂 手日

スト νーナ一位置 1

λh 21 

ボーリソグ位置 田口町水源

管 理 者 市水道局

施工業者 田中堅泉重工II

ボーリング開始 昭和35年9月 1日

ボーリング完了 昭和35年11月21日

弁 径

自然水位 -7.0m 

揚水水位 -30.0m 

揚 水 ぷ語昌忌. 

水 温

深 度l 地 質

'" 0.3 
3.5 
9.4 
1l.6 
12.6 
15.0 
24.0 
25.0 
29.0 
37.0 
42.0 
53.5 
67.0 
68.0 
82.0 
83.8 

ストレーナ一位置 6.5 9.5m 
12.5~25.5m 

総11l側 主望書さ・:f<lllli!

fく。

No. 20 

六供町 1331

前橋市下水処理場

田中撃泉重工K.K.

昭和年月 日

昭和年月 日

350皿 . 

名 称 1深 度| 地 質 名 称

m 
1.0 表 土

1.3 砂

2. 7 赤 土

17.7 玉石混り砂利

21. 2 転石混り砂利

26.0 玉石混り砂利

60 5 砂 礁 層

80.0 粘土混り砂際層

40~77m 

広瀬川低地帯
No.22 

荒 牧 町

群馬大学教育学部

回中盤泉重工II

昭和42年3月19日

昭和42年5月7日

250mm 

-8.75m 

-14.64m 

1500.Q/分

13.5
0

C 

名 称 深 度| 地 質 名 称

m 
1.5 表 土

13.0 大 玉 石

23.0 玉石、砂利

26.0 火山系砂利

33.0 玉石、砂利

38.0 火山系砂利

40.0 火山灰土、赤砂利

37.0~42.0m 
11 54.0~82.0m 

4くl
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No.23 No. 24 

ボーリング位置 関根町 363 川原町 10号井

夕E立 理 者 高橋絹工業K.K. 市水道局

施工業者 田中盤泉重工.K.K. 田中盤泉重工K.K.

ボーリング開始 昭和41年5月 日 昭和39年4月20日

ボーリング完了 昭和41年6月 日 昭和39年8月18日

井 径 250皿 450皿

自然水位 -6.5m 一5.5m

揚水水位 -9.0m -19.0m 

揚 水 量 3000.e/分

水 温 16.5
0 

C 16.2。分

深 度 | 地 質 名 称 度 1 地 質 名 称

m 4.0
m 
表 土

2.0 表 土

9.0 玉石、砂利
9.0 砂 利、 砂

11. 0 大 玉 石
20.0 砂利、玉石

17.0 玉石、砂利
40.0 大 玉 石

42.0 砂

23，0 火山系玉石、砂利 55.0 玉石、砂利

32.0 玉石、砂利 61. 0 火山系砂利

47.0 火山系玉石、砂利、粘土混る 65.0 青 f占 土
50.0 粘 土 121. 0 火山系土丹層、礁含む

TLーナ一位置 ¥ 8.5~伽 1¥ 12~34m 42~80m 82~12Om 

No.25 No.26 

千代田町二丁目 5

管 理 者 新進食料工業K.K. 前三デパート

施工業者 田中撃泉重工KK 田中撃泉重工K.K.

ボーリング開始 昭和42年2月15日 昭和38年4月10日

ボーリング完了 昭和42年3月22日 昭和38年5月16日

井 径 350回 355阻

自然水位 -11.2m -6.5m 

揚水水位 -18.8m -9.86m 

揚 水 量 2500.e/分 2500.e/分

水 温

深 地 質 名 ~ 11 深 度 l 地 質 名 称

m 盲目

1.0 表 土
2.0 表 土
8.0 砂利、玉石、砂
1l.0 中玉石、砂利

9.0 大玉石、砂利 14.0 黒粘土、 砂
30.0 大玉石、砂利
36.0 砂 帝i

11. 0 灰色土、 砂 46.0 砂利、玉石
55.0 砂 利

13.5 玉 石
64.0 砂 利
72.0 火山系砂利、土毘り
80.5 赤土混り砂利

50.0 砂 手U 86.0 砂利、玉石
100.0 火山系砂利、砂(夜質〉

ストレーナ一位置I16.5~50m 11 25~70m 8O~86m 

総1I~国 型車ミ・幸~i@I( 4く111
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No. 27 No.28 
-

ボーリング位置 千代田町二丁目 朝日町三丁目21

管 理 者 ススラ
、j 日赤病院

施工業者 田中盤泉重工区 田中盤泉重工K.K.

ボーリング開始 昭和41年4月13日 昭和42年9月30日

ボーリング完了 昭和41年5月14日 昭和42年10月25日

井 径 300凹 300皿 . 

自然水位 -6.2m -4.35m 

揚水水位 一12.0m -12.06m 

揚 水 主主ヨ邑ー 1200.0， /分 1500.0，/分

水 温 17
0

C 17
0

C 

深 地 質 名 称 |深 度| 地 質 名 称

m 宜1

1.0 表 土 2.5 表 土

11. 0 玉石、砂利 8.0 玉石、砂利

13.0 黒土、砂利
14.0 火山系玉石、砂利

16.0 大 玉 石

47.0 玉石、砂利
47.0 玉石、砂利

55.0 中玉石、，砂利 50.0 大 玉 石

ストレーナー位置i

No. 29 No.30 

ボーリング位置 天川大島町 野中町野中 1号井

タ日卑 理 者 赤城乳業 E正 市水道局

施工業者 田中撃泉重工区 田中堅泉重工K.K

ボーリング開始 昭和41年10月28日 昭和年月 日

ボーリング完了 昭和41年11月初日 昭和年月 日

井 径 200皿 510皿

自然水位 -2m -1.65m 

揚水水位 -3m -14.6m 

揚 水 量 500.0，/分 5046 .0，/分

水 温 15.5
0 
C 

深 地 質 名 称 |深 度 地 質 名 称

m m 

1.0 表 土
1.0 表 土

14.0 大 玉 石

7.0 砂利、玉石 39.0 砂 利

17.0 火山系砂利〈泥流?)
47.5 土混り砂利

75.0 中玉石、砂利
32.5 砂 利

97.0 砂 利

40.0 砂利、青土含む 100.。 灰 土

ストレーナー位置 118~37.5m 52~100m 

書官1H制 型絵・幸司畑 4く同



第一

一縮

穴
大

自

然

〈
参
考
文
献
〉

新
井
房
夫
・
赤
城
火
山
西
南
部
の
関
東
ロ

l
ム
(
地
球
科
学
、
二
八
号
、
一
九
五
六
年
)

新
井
房
夫
・
関
東
盆
地
北
西
部
地
域
の
第
四
紀
編
年
(
群
馬
大
学
紀
要
、
一

O
巻
、
四
号
、
一
九
六
二
年
)

新
井
房
夫
・
群
馬
県
の
地
質
と
地
下
資
源
、
(
二
十
万
分
の
一
群
馬
県
地
質
図
説
明
書
、
内
外
地
図
、
一
九
六
四
年
)

新
井
房
夫
目
前
橋
泥
炭
層
の
U
C
年
代
へ
地
球
科
学
、
七

O
号
、
一
九
六
四
年
)

関
東
ロ

l
ム
研
究
グ
ル
ー
プ
・
関
東
ロ
ー
へ
そ
の
紀
源
と
性
状
(
築
地
書
館
、
東
京
、
一
九
六
五
年
)

経
済
企
画
庁
、
群
馬
県
・
土
地
分
類
悲
本
調
査
、
「
前
橋
」
ハ
一
九
五
六
年
)

新
井
房
夫
・
前
橋
泥
流
の
噴
出
年
代
と
岩
宿
I
文
化
期
(
地
球
科
学
、
二
一
巻
、
三
号
、
一
九
六
七
年
)

小
出
博
、
野
口
陽

一・

赤
城
火
山
の
崩
壊
お
よ
び
土
石
流
(
カ
ス
リ
ン
民
風
の
研
究
、
一
九
五

O
年
)

太
田
良
平
・
赤
城
火
山
熔
岩
の
研
究
(
地
質
調
査
所
報
告
、
一
五
一
号
、
一
九
五
二
年
)

藤
本
治
義
・
日
本
地
方
地
質
誌
「
関
東
地
方
」
(
朝
倉
書
応
)

第
三
章

土
壌
と
土
地
利
用

第
一
節

土

壌

本
市
の
土
嬢
の
分
布
と
、
土
地
の
利
用
状
況
を
見
る
と
、
前
橋
地
方
の
土
壌
は
、
赤
城
火
山
灰
質
土
壌
と
同
火
山
灰
質
水
積
土

壌
、
榛
名
火
山
灰
質
土
壌
と
同
火
山
灰
質
水
積
土
嬢
及
び
前
橋
高
崎
両
沖
積
土
壌
等
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

市
域
の
う
ち
最
北
端
の
金
丸
町
は
赤
城
山
南
麓
斜
面
上
部
に
位
置
し
、
こ
こ
は
勢
多
郡
大
胡
町
の
金
丸
と
同
郡
宮
城
村
及
び
富
士

見
村
と
接
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
付
近
は
陪
褐
色
の
赤
城
火
山
灰
質
土
壌
が
多
い
。
こ
れ
に
続
く
赤
城
山
南
麓
斜
面
の
中
下

部
の
土
壌
は
、
赤
城
火
山
灰
質
土
壌
に
同
火
山
灰
質
積
水
土
壌
が
分
布
し
て
い
る
。

一
方
市
の
最
西
端
に
あ
た
る
清
里
地
区
の
榛
名

山
東
麓
斜
面
の
土
壌
は
、
榛
名
火
山
灰
質
土
壌
と
同
水
積
土
壌
が
大
部
分
を
占
め
る
。
こ
の
赤
城
・
榛
名
両
山
麓
の
中
聞
に
は
さ
ま

る
前
橋
沖
積
面
で
は
、
旧
市
域
の
北
西
部
で
は
沖
積
土
壌
、
南
部
が
前
橋
・
高
崎
両
沖
積
土
壌
が
入
り
ま
じ
り
、
こ
れ
に
榛
名
火
山

灰
質
土
壌
が
検
出
さ
れ
て
い
る
o

特
に
榛
名
火
山
灰
質
土
壌
は
、
西
か
ら
旧
市
域
を
越
え
て
、

旧
市
域
の
北
部
桂
萱
地
方
及
び
旧
市

の
東
北
部
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
土
援
を
さ
ら
に
分
類
す
る
と
、

赤
城
火
山
灰
質
土
壌
(
黒
色
)
が
四
種
類
、

(
暗
褐
色
)

が
五
種

同
火
山
灰
質
土
壌

類
、
榛
名
火
山
灰
質
土
壌
(
暗
褐
色
)
が
五
種
類
、
赤
城
火
山
灰
質
水
積
土
壌
が
五
種
類
、
榛
名
火
山
灰
質
水
積
土
嬢
が
五
種
類
、

高
崎
沖
積
土
壌
が
三
種
類
、
前
橋
沖
積
土
壌
が
八
種
類
と
な
る
。
そ
し
て
赤
城
南
麓
斜
面
の
上
部
金
丸
地
方
は
厚
い
火
山
地
出
物
で

お
お
わ
れ
、
最
上
層
に
は
壌
土
質
の
火
山
灰
が
堆
積
し
、
こ
れ
を
母
材
と
す
る
土
壌
が
多
い
。
従
っ
て
こ
の
地
帯
に
は
造
林
が
早
く

か
ら
行
な
わ
れ
、
草
生
地
も
あ
る
が
、

そ
の
一
部
は
入
植
に
よ
る
開
墾
も
行
な
わ
れ
、
畑
作
が
営
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
赤
城
南
麓
の
中
・
下
部
に
は
、
芳
賀
地
区
と
桂
萱
・
城
南
両
地
区
の
各
一
部
を
含
む
が
、
土
壌
の
大
部
分
が
厚
い
火
山
灰
性
堆

積
物
で
お
お
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
母
材
と
し
た
腐
植
層
が
上
部
に
発
達
し
て
い
る
土
壊
が
多
く
、
谷
間
及
び
河
川
の
氾
濫
地

に
は
、
こ
れ
ら
が
再
堆
積
し
た
土
嬢
が
分
布
す
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
水
田
、
畑
作
と
桑
の
栽
植
が
主
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

榛
名
東
麓
斜
面
に
あ
た
る
本
市
の
清
里
、
総
社
、
元
総
社
等
の
地
区
は
土
壌
は
お
お
む
ね
火
山
灰
質
堆
積
物
か
ら
成
り
、

そ
の
大

部
分
は
水
の
作
用
を
受
け
て
火
山
灰
に
砂
礁
を
混
じ
て
堆
積
し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
普
通
畑
作
と
桑
の
栽
植
や
水
田
が
営

ま
れ
て
い
る
。

前
橋
沖
積
面
は
南
橘
、
桂
萱
、
旧
木
瀬
地
区
の
各
大
部
分
と
旧
荒
砥
地
区
の
一
部
を
含
む
が
、
こ
こ
に
分
布
す
る
土
壌
は
灰
褐
色

第

葦

土
鍍
と
土
地
利
用
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(耕土培養事業1件群馬県耕土培)
養事業10周年記念会発行による
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85.99 

65.55 

111. 88 

294.34 
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九
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119.00 
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24.40 

59.50 

25.39 

16.56 

57.33 

14.88. 

19.83 

39.67 

160.67 

39.67 

表

14.88 

釦 101

覧

畑

99.17 

213.24 

39.67 

59.50: 

39.6明

74.38 

回

砂質及び磯質土

30.2% 

14.88 

39.6干

59.501 

布

ー

ー

分

hk 
ー

酸性土壌 不良火 泥炭土 重 粘 土
山成土 一田 畑 (畑) (田〉 凹 畑

前日橋市 市 28.86 (113m) 

上川淵

下川淵 25.88 

芳 賀 124.56 69.42 

桂 萱

244471 g 2 

85.68 

南 橘 42. 

荒 砥 105. 58.5 

木 瀬

153当1 
東 25. 26. 

元総社 16.56 36. 

主t(i・U-内 ネ士 34.91 40. 

清 里 44.63 

旧新高尾 51. li 48.79 

旧上陽

百十 川
54.2% 6.0 

県 30.6 2.6 5.5 

対全地 8.2 0.7 1.5 

士良不(第7表〉
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自

然

或
い
は
灰
色
を
呈
し
、
主
と
し
て
水
田
に
利
用
さ
れ
、
ほ
か
に
果
樹
、
桑
園
、
普
通
畑
作
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
土
壌
の
種
類
も
複
雑
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
表
層
土
は
旧
利
根
川
に
よ
る
河
流
堆
積
物
を
母
材
と
す
る
土
壌
が
多
い
い
が
、

一
部
に
は
下
層
土
が
徽
密
な
埴

土
層
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
特
に
旧
市
及
び
旧
市
の
東
、
桂
萱
地
区
の
南
東
北
に
分
布
し
て
い
て
、
し
か
も
こ
れ
が
次
の
よ
う

に
三
つ
の
地
帯
に
分
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
田
口
か
ら
竜
蔵
寺
を
経
て
上
泉
に
至
る
地
帯
(
褐
色
乃
至
黄
褐
色
を
呈
す
る
砂
の
堆

積
物
を
母
材
と
し
、
腐
植
含
量
が
少
な
く
地
下
水
位
の
や
や
低
い
土
壌
及
び
河
流
堆
積
物
を
母
材
と
し
灰
褐
色
を
呈
し
主
と
し
て
二

毛
作
田
と
し
て
利
用
さ
れ
る
土
嬢
)
と
、
利
根
川
に
沿
い
、
田
口
か
ら
下
小
出
、
西
片
貝
、
長
磯
、
小
屋
原
を
経
て
両
毛
線
に
沿
っ
た

粗
粒
な
砂
磯
質
の
土
壌
の
分
布
す
る
複
雑
な
帯
状
地
帯
と
、
こ
れ
ら
を
の
ぞ
き
下
部
に
徽
密
な
層
が
あ
っ
て
、
粗
粒
堆
積
物
は
上
部

だ
け
に
存
在
す
る
中
央
地
帯
と
で
あ
る
。
こ
の
地
帯
で
は
水
田
、
畑
作
、
果
樹
、
桑
園
等
そ
の
利
用
面
も
複
雑
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
市
内
に
は
高
崎
台
地
面
の
土
壌
が
分
布
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
利
根
川
の
東
岸
の
旧
市
と
市
の
南
部
に
あ
た

る
上
川
淵
、
下
川
淵
及
び
旧
上
陽
地
区
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
深
さ

一
対
以
内
に
級
密
な
埴
質
の
下
層
土
が
あ
り
、
そ
の
下
層
土

は
明
黄
褐
色
を
呈
す
る
場
合
と
、
灰
褐
色
を
呈
す
る
場
合
と
、
ほ
と
ん
ど
黒
色
を
呈
し
、
或
い
は
黒
泥
に
近
い
外
観
を
呈
す
る
場
合
と

が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
黒
色
を
呈
し
て
い
る
も
の
は
有
機
物
の
含
量
が
多
い
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
地
域
で
は
市
街
地
以
外
で
は
水
田
が
多
く
、
そ
の
ほ
か
桑
園
も
相
当
多
く
占
め
て
い
る
。

以
上
は
経
済
企
画
庁
の
依
託
に
よ
り
群
馬
県
が
行
な
っ
た
土
地
分
類
基
本
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
本
市
は
赤
城
・
榛
名
両
火
山
灰
質
の
土
壌
が
多
い
た
め
、
農
作
に
は
不
良
の
土
壌
が
各

地
区
に
相
当
多
く
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
改
良
す
る
た
め
に
、
昭
和
三
十
一
年
以
降
不
良
土
壌
の
調
査
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
各
地
に
お
い
て
そ
の
事
業
が
進
め
ら
れ
、
農
作
物
の
増
産
が
図
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
事
業
開
始
直
前
の
昭
和
三

十
一
年
に
お
け
る
本
市
の
土
壌
の
調
査
結
果
は
第
七
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
注
・
こ
の
表
中
上
川
淵
地
区
の
欠
け
て
い
る
の
は
、
当
時
調
査
が
行
な
わ
れ
な
か
っ

た
た
め
で
あ
る
〉

ま
た
こ
の
前
橋
地
方
に
桑
園
が
多
い
の
は
、
火
山
灰
土
壌
が
多
く
、
赤
城

お
ろ
し
の
北
風
や
浅
間
お
ろ
し
の
西
風
が
強
い
た
め
、
土
砂
が
吹
き
飛
ば
さ

れ
る
の
で
、
そ
の
風
防
的
役
割
と
し
て
桑
の
植
栽
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
で
養

蚕
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
し
た
こ
と
に
よ

る
の
で
は
な
い
と
い
う
説
も
あ
っ
て
、
こ
れ
は
将
来
の
研
究
課
題
と
し
て
残

さ
れ
た
興
味
あ
る
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
節

土
地
利
用
と
水
利

土
地
は
、
土
壌
の
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
市
で
は
主
に
水
田
、
普
通
畑
、
桑
園
及
び
山
林
等
、

そ
の
土
地
の
土
壌
に
相
応
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
地
域
別
に
見
る
と
、
赤
城
山
南
麓
地
帯
、
榛
名
山
東
麓
地
帯
、
利
根
川
流
域
地
帯
等
に
分
け
ら
れ
る

が
、
土
地
の
利
用
は
先
ず
水
利
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。

本
市
に
は
、
利
根
川
の
分
流
で
あ
る
広
瀬
・
桃
ノ
木
の
両
川
、
天
狗
岩
用
水
、
犬
正
・
中
群
馬
の
両
用
水
等
が
湛
瓶
用
水
と
し
て

利
用
さ
れ
、

そ
の
流
域
の
耕
地
を
う
る
お
し
て
い
る
が
、
近
く
赤
城
中
腹
を
群
馬
用
水
、
が
流
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
昭
和
三
十

第
三
章
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援
と
土
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利
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195.36 

自

大正用水関係地区

及び面積

区戸一司受益面積

.ヘクターノレ
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回
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社

元総社

東

旧新高尾

第8表

旧木瀬

旧荒砥

地

総

賀

言吉
』呈

の
濯
概
面
積
は
第
八
表
か
ら
第
一
-
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

て
水
田
、
普
通
畑
、
樹
園
等
が
営
ま
れ
て
い
る
。
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且

守

内
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内
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唱

EA

噌

EA

唱
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A

唱

E
A
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A

唱
・
ム

地

南橘

旧前橋

桂笠

旧木瀬

上川淵

下川淵

旧上陽

東

元総社

旧新潟尾

地

桂

芳

(旧新高尾分は旧村全域の数字である〕

第10表桃木広瀬両用水潅瓶面積

区 !地 目|受益面積

ヘク ターノレ

15θ.61 

一
年
の
経
済
企
画
庁
及
び
群
馬
県
の
土
地
分
類
基
本
調
査
に
よ
る
と
市
内
の
各
用
水

右
の
表
の
う
ち
赤
城
山
南
麓
地
帯
は
、
荒
砥
川
、
神
沢
川
、
白
川
そ
の
他
の
小
河

川
が
あ
る
が
、
土
壌
が
保
水
力
に
乏
し
い
の
で
、
豪
雨
な
ど
の
場
合
は
忽
ち
氾
濫
し

て
農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す
の
と
、
阜
魁
の
場
合
に
は
水
源
が
澗
渇
し
て
、
阜
害
を

受
け
る
こ
と
が
多
い
。
そ
う
し
た
被
害
を
な
く
す
た
め
に
各
地
に
用
水
が
つ
く
ら
れ

て
、
市
民
は
そ
れ
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
地
区
に
よ
っ
て
は
小

規
模
の
溜
池
の
水
を
潅
瓶
に
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
地
帯
で
は
主
と
し

七

358.00 

355.03 

8.93 

411.56 

325.28 

215.20 

562.29 

(1日上陽分は旧村全繊の数字である〉

回

11 

11 旧上陽

:117 "内司自開田

(この表は中群馬用水土地改良区調査)

利
根
川
流
域
地
帯
で
あ
る
広
瀬
・
桃
ノ
木
両
川
及
び
天
狗
岩
用
水
等
の
流
れ
る
地
域
は
、
生
産
力
の
高
い
二
毛
田
が
多
く
、
群
馬
県

11 

11 

11 

11 

11 

橘

萱

旧木瀬

旧荒砥

下川淵

旧前橋市

地

桂

上川淵

南

計

清里 565.2:1 4.96 123. 96! 694. 19 

総社 103.14 14.881 118.02 

元総社 72.39 1. 98 2.981 77.35 

鳥羽
(22.81) 15 (22.81〉
32. 73 48.60 

計 〈72723.8.S1)司I 6.94 一liUli

第11表中群馬用水関係地区及び面積

区|開回 |鱗 |補給回i地

内
で
も
、
水
稲
生
産
力
の
最
も
高
い
地
帯
で
あ
る
。
果
樹
園
も
相
当
の
面
積
を
占
め
て
い
る
。

榛
名
山
東
麓
地
帯
は
、
午
王
頭
川
、
染
谷
川
等
の
河
川
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
豪
雨
時
に
は
氾
濫
な
ど
が
あ
る
た
め
、
最
近
新
た
に

中
群
馬
用
水
が
作
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
水
田
の
造
成
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
昔
か
ら
の
普
通
畑
、
桑
園
等
も
営
ま
れ
て
い
る
。

141 

142 

こ
れ
ら
地
区
の
土
地
利
用
状
況
を
、
同
じ
く
土
地
分
類
基
本
調
査
に
よ
っ
て
見
る
と
、
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

上
の
二
表
は
昭
和
三
十
一
年
の
調
査
で
あ
る
か

賀

旧荒砥

地

芳
第

葦

土
壌
と
土
地
利
用

ら
、
そ
の
後
の
工
場
誘
致
等
に
よ
り
、
現
在
は
当
時

の
状
況
と
は
事
情
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
原
表
の
ま
ま
と
し
た
。

以
上
に
よ
っ
て
も
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
、
前
橋
市

の
土
地
の
利
用
は
、
比
較
的
水
利
に
恵
ま
れ
て
効
果

的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
過
去
の
状
態
を

少
し
ふ
り
か
え
っ
て
見
る
と
、
右
の
う
ち
赤
城
南
面

の
裾
野
に
か
か
る
部
分
は
、
明
治
の
中
葉
ま
で
は
、

林
が
至
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
、
裾
野
を
刻
む
細
長
い

放
射
状
谷
の
谷
底
の
み
は
、
相
当
奥
深
く
ま
で
水
田

化
し
、
こ
れ
に
そ
っ
て
集
落
も
営
ま
れ
た
。
ま
た
前

七
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七
四

自

橋
東
南
端
の
後
閑
・
山
王
付
近
の
台
地
で
も
明
治
中
葉
の
前
期
に
は
山
林
が
相
当
あ
り
、
そ
れ
が
次
第
に
桑
固
化
し
て
来
た
。
天
川

大
島
付
近
の
山
林
が
開
発
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
十
九
年
か
ら
二
十
年
に
か
け
て
の
戦
時
中
で
あ
り
、
現
在
の
利
根
川
沿
岸
に
あ
た
る

岩
神
町
県
立
前
橋
工
業
高
校
付
近
の
山
林
が
開
発
さ
れ
た
の
は
、
大
正
後
期
か
ら
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
で
あ
る
。
現
在
な
お
中
央

部
の
周
辺
で
林
地
の
残
存
を
見
る
の
は
南
橘
地
区
の
川
原
町
付
近
、
六
供
地
内
の
若
干
が
あ
げ
ら
れ
、

そ
の
南
部
で
は
新
堀
地
内
が

あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
の
市
域
は
す
べ
て
耕
地
に
開
発
さ
れ
、
更
に
こ
れ
が
急
速
に
宅
地
化
し
て
い
る
。
そ
れ
は
戦
後
の
町
村
合

併
と
住
宅
団
地
の
造
成
及
び
工
場
誘
致
に
原
因
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
の
た
め
地
目
の
変
換
が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
、
そ
の
実
体
の

把
握
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
が
、
昭
和
四
十
三
年
一
月
現
在
の
本
市
の
総
面
積
で
あ
る
一
四
七
・
三
九
平
方
終
炉
ル
の
土
地
が
、
現
在

ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
を
地
目
別
に
見
る
と

田

四

0
・
六
四
平
方
キ
ロ

畑

五
五
・
三
四

宅

地

二
七
・

O
四

山
林
そ
の
他

一一一. 
一一一一一

(
内
山
林

四
・
五
五
)

計

一
四
四
・
三
四

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
数
字
は
前
掲
の
総
面
積
一
四
七
平
方
枠
伊
ル
と
若
干
の
相
違
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
河
川
、
道
路
等
の
関

係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
明
治
十
年
調
製
の
町
村
誌
そ
の
他
に
記
載
さ
れ
た
数
字
に
比
べ
て
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

九

第
一
四
表

面

積

表

対

照

明
治
一

O
年

一

昭
和
四
三
年

-
増
減
(
ム
印
減
v
i

l

-

-
平方i
計
寸
t

平ず
訂
寸
!

"
奇
計

三
八
・
四
五

-

四
0
・
六
回

一

二
・
一
九

三
六
・
四
七

一

五
五
・
三
四

一

一
八
・
八
七

九
・
四
五

一

一一七・

O
四

一

一
七
・
五
九

一
一
一
・
七
六

一

四
・
五
五

一
ム
一
七
・
二
一

総

(
注
・
明
治
一
O
年
の
分
は
、
現
在
の
市
域
全
体
の
分
を
調
査

し
た
、
が
、
資
料
不
足
の
た
め
、
上
川
淵
の
下
佐
鳥
と
下
川
淵
の

三
公
団
及
び
鳥
羽
地
区
は
推
定
に
よ
り
計
算
し
、
旧
荒
砥
は
同

村
誌
稿
本
の
明
治
一
七
年
の
分
を
、
ま
た
旧
市
の
岩
神
町
に
つ

い
て
は
、
明
治
一
一
一
一一一年
の
岩
神
村
の
反
別
を
補
充
使
用
し
加
算
、

し
た
。
〉

畑田

山宅

林地

最
近
の
本
市
は
、
明
治
十
年
に
比
し
て
、
畑
と
宅
地
が
増
加
し
た
の
に
対
し
、
山
林
は
約
五
分
の
一
に
激
減
し
た
。
こ
れ
は
い
う

ま
で
も
な
く
明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
順
次
開
墾
が
行
な
わ
れ
た
た
め
と
、
太
平
洋
戦
争
中
に
開
墾
が
強
力
に
推
進
さ
れ
、

ま

た
終
戦
後
の
住
宅
建
築
、
工
場
誘
致
等
に
よ
る
も
の
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
田
も
明
治
十
年
よ
り
各
地
区
で
次
第
に
増
加
し
た
が
、

そ
の
後
は
ま
た
下
降
の
線
を
た
ど
っ
た
。
し
か
し
差
引
き
す
る
と
、
結
局
明
治
十
年
よ
り
も
増
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
に
宅
地
だ
け
に
つ
い
て
見
る
と
昭
和
四
十
三
年
の
総
計
二
七
・

O
四
平
方
杵
V
J
の
う
ち
に
は
、
も
ち
ろ
ん
一
般
住
宅
・
商
匝
・

工
場
・
官
有
地
等
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
を
細
別
す
る
と
次
の
と
お
り
利
用
さ
れ
て
い
る
。

一
般
住
宅
地

七
・
一
一
平
方
キ
ロ

併

用

住

宅

地

二
・
七
一

農
家
の
住
宅
地

六
・
八

そ
の
他
の
宅
地

一
0
・
四
一

計

二
七
・

O
四

第

葦

土
壌
と
土
地
利
用

七
五
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七，、

自

以
上
の
う
ち
、
市
の
中
央
部
(
旧
市
)
だ
け
の
推
移
を
、
市
制
施
行
以
来
の
主
な
る
年
度
に
つ
い
て
見
る
と
、
昭
和
二
十
九
年
に

お
い
て
畑
は
す
で
に
少
な
く
な
り
、
山
林
原
野
の
如
き
は
皆
無
に
ひ
と
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
の

第
一
五
表

中

央

部

の

地

目

別

面

積

推

移

表

ググ昭大グ明

和正 治

29 14元元 4025 

一一一一一

一一 六九 九一 一五 一八 六四.平互戸
田

一一一一
. '1' 広岡

一四 O三五0七=四七一九万戸-

宅
一一一一一一一一一一 一

九人-平主白六三九 O 地
九九円'じ六 =

山

000000 
-・. .・ -平

五00一三四三主 林
八コ八一七戸

原

00000 
.平

00  九 0六 0三 0三 0七2戸 野

ヌ00000 池
. . . .平

0 三 0四 0三 0二一0?J戸 沼

(
注
・
こ
の
表
は
市
の
資
料
に

よ
る
が
、
こ
の
資
料
に
は
開
墾

年
期
地
を
含
ん
だ
も
の
が
あ
り

各
年
計
算
の
韮
礎
に
多
少
の
相

違
が
あ
る
。
〉

こ
う
し
て
昭
和
二
十
九
年
の
町
村
合
併
を
迎
え
た
わ
け
で
あ
る
が
、
二
十
九
年
以
降
に
行
な
わ
れ
た
合
併
時
に
お
け
る
各
地
区
の

土
地
の
利
用
状
況
を
主
な
る
地
目
別
に
よ
っ
て
見
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
ハ
表

地

区

別

‘

地

目

別

土

地

利

用

状

況

桂芳下上前 区

111川

萱賀淵淵橋 分

四一ココー
一一一一 田・・.司

九一八四-zキ
七九九四

ロ

六七二二一 畑. . .・.

八五三五四平
二八六四 -Z

' 

山

0二 000
. .・・・

七三 00 ofJキR 3 
林九 O八八五

ロ

宅

0000三
-・・・.

九六五四六Z
地八六七六九中

ロ

11 11 グ 和昭手昭口 備

九Z。当f 話在九
時

考

総東

二
・
八
一

0
・
八
六

一
・
一
六

三
・
五
六

0
・
二
一

0
・
0
一

六
・
一
九

一一・

O
四

五
・
四
七

一
・
七
九

一
・
八
四

=
了

O
六

五
・
八
一

二
・
四
七

0
・
0
八

六
・
一

O

了
一

O

=
了

O
八

0
・
0
三

0
・
0
一

0
・
O
一一

0
・
五
四

0
・二

0
・
三
八

0
・
六
四

0
・
三
九

0
・
八
八

0
・三一一

0
・O
二

一
・
二
四

0
・
二
七

一
・
三

O

旧旧旧鳥清南総元

0
・
0四

0
・
七
五

昭昭同昭 昭
和和四和グ和グ
四三二三 三
二五合o 0 
合年併・ 年
併合当同 合
当併時三 併
時当二当
時・時
同

五

11 11 11 

砥陽瀬羽呈橘社社

荒土木

八
・
九

五
五
・

O
四

四
・
八
O

一
一
・
八
O

計

こ
れ
を
現
在
に
く
ら
べ
る
と
、
合
併
後
宅
地
に
お
い
て
一
五
平
方
枠
伊
J

多
く
な
り
、
山
林
は
若
干
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。
田
畑
は

数
字
上
で
は
合
併
後
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
畑
の
中
に
は
、
普
通
畑
の
ほ
か
、
桑
園
・
果
樹
園
・
樹
園
地
等
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
昭
和
四
十
三
年
前
橋
市
発
行
の
「
前
橋
の
農
業
」
の
百
分
率
に
よ
っ
て
み
る
と
、
普
通
畑
が
四
五
・
四
六
%
、
桑
園
が
五
二
・

一
九
%
、
果
樹
園
が
二
・

O
二
%
、
そ
の
他
の
樹
園
地
が

0
・
三
三
%
と
い
う
割
合
で
、
桑
園
が
依
然
と
し
て
首
位
を
占
め
て
い
る
。

次
に
昭
和
四
十
三
年
一
月
現
在
の
市
域
全
体
の
住
宅
の
土
地
面
積
(
免
税
点
を
こ
え
る
も
の
)

を
地
区
別
に
あ
げ
る
と
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

商

業

地

区華

高
度
商
業
地
区

五
三
五
ア
ー
ル

繁

街

一
、
三
七
九

第
三
重
ー

土
壌
と
土
地
利
用

七
七
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七

^ 

自

普
通
商
業
地
区

一
、
六
三
八

計

三
、
五
五
二

工

業

地

区

大
工
場
地
区

中
小
工
場
地
区

一
五
、

O
三
八

家
内
工
業
地
区

計

一五、

O
三
八

住

宅

地

区

併
用
住
宅
地
区

一
O
、
七
五

O

高
級
住
宅
地
区

一
、
一
一
一
一
六

普
通
住
宅
地
区

五
八
、
九
三
三

+E・
ヨニロ

七
O
、
九
九
九

村

落

地

区

集

団

地

区

一
O
、
七
五
六

村

落

地

区

六
八
、

一一一一

計

七
八
、
八
八
九

l為
日

言十

一
六
八
、
四
七
八

道
路
・
河
川
・
橋
梁
に
つ
い
て
見
る
と
、
道
路
は
昭
和
四
十
二
年
現
在
国
道
二
四
・
三
号
品
、
県
道
九
六
・

九
背
h
、
市
道
一
七
九
九
・
二
杵
伊
ヘ
総
延
長
一
九
一
九
・
四
持
団
ト
ル
で
あ
り
、
河
川
は
大
小
合
わ
せ
て
一
一
一
一
の
河
川
に
、
河
川
法
の

一
級
河
川
一
五
、
こ
の
延
長
九
七
将
伊
ル
、
市
管
理
河
川
七
、
こ
の
延
長
三
八
・
六
枠
p
j
に
対
し
、
橋
梁
は
市
の
管
理
に
か
か
る
も
の

一
一
七
五
橋
、
こ
の
延
長
三
・
三
持
炉
ル
で
あ
る
。
本
市
に
は
こ
の
ほ
か
の
橋
梁
と
し
て
県
、
国
の
管
理
に
か
か
る
群
馬
大
橋
の
二
八

道
路
・
河
川
・
橋
梁

O
M、
大
渡
橋
の
五
二
五

M
及
び
利
根
橋
の
二

O
O
M等
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
総
面
積
一
四
七
平
方
官
ト
ル
と
い
う
広
大
な
市
域
を
も
っ
前
橋
は
、
土
地
利
用
の
面
か
ら
且
て
も
、
耕
地
も
宅
地

も
、
未
だ
か
つ
て
見
な
い
よ
う
な
速
さ
で
、
著
し
く
変
転
を
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
節

水

系

市
域
内
の
主
な
る
水
流
を
あ
げ
る
と
、
先
ず
引
根
川
は
、
往
時
は
現
在
の
繁
華
街
の
中
央
を
北
西
か
ら
東
南
へ
流
れ
、
そ
の
後
現

在
の
よ
う
に
市
街
地
の
西
に
変
流
し
た
。
市
内
に
は
こ
の
ほ
か
広
瀬
・
桃
ノ
木
両
川
を
は
じ
め
、
大
小
多
数
の
用
水
が
通
じ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
は
赤
城
・
榛
名
か
ら
流
下
す
る
水
流
の
ほ
か
は
、
大
部
分
利
根
川
の
水
を
分
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
水
は
、

主
と
し
て
市
街
地
の
防
火
用
水
と
な
り
、
農
業
地
帯
で
は
水
田
の
濯
甑
〈
か
ん
が
い
)
用
水
と
な
り
、
広
瀬
川
で
は
発
電
用
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
往
時
は
こ
の
水
が
、
器
械
製
糸
場
や
撚
糸
工
場
・
米
穀
掲
精
・
製
粉
或
は
木
工
用
の
水
車
の
動
力
原
と
な
っ
て
い
た

も
の
で
あ
る
o

-
手
根
川

利
根
郡
水
上
町
刀
嶺
が
獄
に
源
を
発
す
る
こ
の
川
は
、
関
東
平
野
を
流
下
し
て
千
葉
県
銚
子
で
太
平
洋
に
注
ぐ
ま

第

葦

土
援
と
土
地
別
用

七
九
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JI、。

自

で
の
全
長
三
二
二
持
伊
y

、
こ
の

う
ち
群
馬
県
内
の
流
程
一
五

古
島
で
あ
る
が
、
前
橋
市
内
で

は
南
橘
地
区
の
田
口
町
か
ら
下

川
淵
地
区
の
下
阿
内
町
に
至
る

流
程
お
よ
そ
一
八
持
伊
ル
で
あ

る
。
こ
の
川
は
、
昔
は
田
口
町

の
橘
山
の
山
裾
か
ら
東
に
流
路

を
向
け
て
、
南
橘
地
内
を
流

れ
、
そ
れ
よ
り
東
南
に
向
か
っ

て
い
た
。
こ
の
た
め
現
在
の
前

橋
市
の
中
央
繁
華
街
も
そ
の
河

道
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、
川
が

現
在
の
よ
う
に
県
庁
裏
を
南
へ

流
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

い
つ
で
あ
る
か
、
明
ら
か
で
は

な
い
。
近
世
の
諸
書
は
天
文
年

図系7j( 第18図

間

三

五

四

O
頃
U

と
さ
れ
て
い
る
。
背
は
大
洪
水
が
度
々
あ
り
、
そ
の
た
め
年
々
被
害
が
あ
っ
た
。
江
戸
初

-t
中
期
の
前
橋
城
主

で
あ
っ
た
酒
井
氏
に
か
わ
っ
て
前
橋
城
主
と
な
っ
た
松
平
氏
が
、
在
城
わ
ず
か
十
九
年
で
川
越
へ
移
城
し
た
の
も
利
根
川
の
洪
水
に

よ
っ
て
城
の
本
丸
付
近
が
欠
け
落
ち
た
た
め
と
い
わ
れ
る
。
河
川
改
修
は
酒
井
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
か
け
て
し
ば
し
ば

行
な
わ
れ
た
。
最
近
は
上
流
に
幾
つ
も
の
、
タ
ム
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
そ
う
し
た
洪
水
も
少
な
く
な
っ
て
来
た
。
現

分
の
一
で
あ
る
。

在
の
前
橋
市
内
で
の
川
幅
は
県
庁
裏
か
ら
利
根
橋
に
至
る
中
間
の
最
も
広
い
個
所
で
五
三

O
M
で
、
川
の
勾
配
は
県
庁
裏
で
一
三
一
一

O

も
と
は
勢
多
郡
北
橘
村
の
利
根
川
坂
東
橋
の
下
流
で
同
川
の
水
を
取
り
入
れ
た
が
、
現
在
で
は
同
橋
上
流
の
佐
久
発

田
口
町
の
制
水
門
で
広
瀬
桃
ノ
木
両
川
に
分
か
れ
、
広
瀬
川
は
そ
れ
よ
り
田
口
、
関
根
、
荒
牧
、
上
小

電
所
の
放
水
を
取
り
入
れ
、

出
の
各
町
を
経
て
旧
市
域
に
入
り
、
繁
華
街
を
貫
い
て
東
部
の
三
河
町
と
朝
日
町
の
境
に
あ
る
十
六
本
堰
で
端
気
川
を
分
水
し
、
更

に
東
部
に
流
れ
て
永
明
地
区
に
入
り
下
大
島
地
内
で
韮
川
と
分
か
れ
、
小
屋
原
地
内
で
桃
ノ
木
川
を
合
わ
せ
て
駒
形
町
の
北
を
流

を
合
わ
せ
、
佐
波
郡
境
町
で
利
根
川
に
注
ぐ
。
全
長
二
六

・
五
市
ト
ル
、

れ
、
伊
勢
崎
市
に
入
っ
て
荒
砥
川
と
粕
川
及
び
大
川
(
韮
川
)

前
橋
市
内
の
流
程
一
七
・
五
狩
V
J
で
あ
る
。
こ
の
川
は
、
桃
ノ
木
川
と
と
も
に
旧
利
根
川
の
河
道
を
流
下
し
て
い
る
が
、
昭
和
の
初

期
こ
の
流
水
を
利
用
し
て
発
電
事
業
が
上
小
出
に
起
こ
さ
れ
、
最
近
ま
た
田
口
、
関
根
、
小
出
、
柳
原
の
四
カ
所
に
県
営
発
電
所
、
こ

3
桃
ノ
木
川

の
ほ
か
田
口
に
自
家
発
電
一
カ
所
が
建
設
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
川
幅
は
中
央
繁
華
街
の
中
心
比
刀
根
橋
で
二
一
了
八
一
対
で
あ
る
。

広
瀬
川
と
同
じ
く
、
利
根
川
の
佐
久
発
電
所
の
放
水
を
取
り
入
れ
て
、
田
口
町
で
広
瀬
川
と
分
か
れ
、
そ
れ
よ
り
南

日
輪
寺
、
青
柳
及
び
北
代
田
を
流
れ
て
旧
市
の
北
部
に
出
で
、
下
細
井
町
を
経
て
桂
萱
地
区
に
入
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り
、
さ
ら
に
永
明
地
区
か
ら
城
南
地
区
に
流
れ
、
小
屋
原
で
広
瀬
川
に
合
流
す
る
ま
で
全
長
一
四
・
七
持
炉
ヘ
こ
の
大
部
分
が
市
内

/¥ 

2
広
瀬
川

橘
地
区
の
田
口
、
関
根
、
川
端
、
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自

を
流
れ
て
お
り
、
川
幅
は
北
代
田
地
内
で
二
ハ
対
で
あ
る
。
こ
の
川
は
南
橘
地
内
で
赤
城
山
か
ら
流
出
す
る
諸
川
を
合
せ
て
い
る
関

係
か
ら
雷
雨
な
ど
の
際
洪
水
と
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
の
で
、
最
近
全
川
に
わ
た
っ
て
改
修
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
な
お
分
流

に
延
命
寺
川
(
役
館
川
)
、
四
ケ
村
堰
用
水
、
五
衛
門
用
水
、
荒
牧
用
水
、
天
神
用
水
な
ど
が
あ
る
。

4
天
狗
岩
用
水

広
瀬
、
桃
ノ
木
両
川
と
同
じ
く
、
佐
久
発
電
所
の
放
水
を
利
根
川
坂
東
橋
の
東
側
で
取
り
入
れ
、
こ
れ
を
サ
イ

フ
ォ
ン
で
利
根
川
の
河
底
を
潜
ら
せ
て
西
側
の
北
群
馬
郡
吉
岡
村
へ
送
り
、

そ
れ
か
ら
南
下
し
て
総
社
地
区
に
入
り
、
総
社
町
総
社

字
大
屋
敷
南
の
八
幡
川
(
山
沢
川
)

を
合
し
て
そ
の
名
も
滝
川
と
な
る
。
滝
川
は
総
社
、
元
総
社
、
東
地
区
を
流
下
し
、
高
崎
市
の

一
部
を
流
れ
て
佐
波
郡
玉
村
町
川
井
地
先
で
烏
川
に
合
流
す
る
。
こ
の
用
水
は
、

そ
の
昔
総
社
城
主
秋
元
長
朝
が
住
民
の
た
め
に
開

撃
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
、

そ
の
分
流
に
総
社
地
内
で
は
五
千
石
用
水
が
あ
る
。
五
千
石
は
総
社
町
植
野
の
元
景
寺
西
北
で
天
狗
岩

用
水
か
ら
分
か
れ
て
同
町
を
南
流
し
、
幾
つ
か
の
分
流
を
出
し
た
の
ち
元
総
社
地
区
に
入
り
、

そ
れ
よ
り
高
崎
市
に
合
併
し
た
旧
新

高
尾
、
旧
中
川
等
を
経
て
井
野
川
に
合
流
す
る
。
こ
の
河
川
の
う
ち
天
狗
岩
用
水
と
し
て
市
内
を
流
れ
る
延
長
は
九
三
五
対
、
同
じ

く
滝
川
は
七
・
一
党
応
、
川
幅
は
元
総
社
の
上
石
倉
地
内
で
五
対
、
総
社
、
東
地
内
で
九
焔
で
あ
る
。
な
お
こ
の
川
は
、
総
社
町
立

石
地
内
で
、
前
橋
の
有
志
に
よ
っ
て
明
治
二
十
七
年
発
電
事
業
の
起
こ
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
利
根
川
の
洪
水
は
こ
の
川
の
取
入
口

お
よ
び
流
路
に
も
毎
回
損
害
を
与
へ
、
そ
の
た
め
に
取
入
口
や
一
部
の
水
路
の
変
更
を
行
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
中
群
馬
用
水
も
こ

の
天
狗
岩
の
水
を
揚
水
し
て
清
里
、
総
社
、
元
総
社
、
鳥
羽
地
内
(
七
二
一
良
参
照
)
を
流
下
し
て
い
る
。

5
風
白
川

上
小
出
町
地
内
で
広
瀬
川
か
ら
分
流
し
、
柳
原
の
土
手
上
、
児
童
公
園
の
北
を
流
れ
、
大
手
町
三
丁
目
(
旧
北
曲
輪

町
)
地
内
で
馬
場
川
を
分
水
し
、

そ
れ
よ
り
裁
判
所
付
近
を
流
れ
、
桃
井
小
学
校
の
西
で
矢
田
川
と
分
れ
て
市
の
南
部
に
向
か
い
、

六
供
町
地
内
で
利
根
川
に
合
流
す
る
。
こ
の
川
は
、

そ
の
昔
厩
橋
城
築
城
の
時
、
城
の
防
備
及
び
城
内
の
防
火
、
そ
の
他
生
活
用
水

を
兼
ね
て
開
墾
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
入
浴
に
利
用
し
た
伝
説
か
ら
風
呂
川
の
名
称
が
つ
い
た
と
言
わ
れ
る
。

6
馬
場
川

大
手
町
三
丁
目
へ
旧
北
曲
輪
町
)
地
内
で
風
呂
川
か
ら
分
か
れ
、
本
町
一
、
二
丁
目
の
下
を
流
れ
て
木
町
三
丁
目

(
旧
天
川
原
町
松
竹
院
東
)

で
南
部
へ
の
農
耕
用
水
を
分
か
ち
、
文
京
町
一
丁
目
(
旧
高
田
町
)

で
端
気
川
と
合
流
す
る
。
馬
場
川

の
名
は
、
千
代
田
町
四
、

五
丁
目
ハ
旧
紺
屋
町
)
地
内
に
旧
幕
時
代
馬
の
調
練
場
が
あ
っ
た
の
で
古
く
か
ら
馬
場
通
り
の
名
が
あ

り
、
未
だ
に
そ
の
名
は
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
を
流
れ
る
の
で
馬
場
川
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

7
佐
久
間
川

下
小
出
町
地
内
で
桃
ノ
木
川
か
ら
分
か
れ
、
下
小
出
町
か
ら
若
宮
町
(
旧
才
川
町
〉
と
国
領
町
地
先
を
南
流
し
、

住
吉
町

一
丁
目
(
旧
琴
平
町
)
地
先
か
ら
城
東
町

一
丁
目
(
旧
栄
町
〉
裏
を
流
れ
て
、
西
片
貝
町
で
広
瀬
川
に
合
流
す
る
。

8
吉
野
川

荒
牧
町
と
上
小
出
の
境
で
桃
ノ
木
川
か
ら
分
か
れ
、
下
小
出
町
、
群
馬
大
学
付
属
病
院
付
近
を
流
れ
、
昭
和
町
(
旧

萩
町
)
と
国
領
町
の
境
を
南
下
し
、
電
報
電
話
局
国
領
分
局
の
東
で
佐
久
間
川
に
合
流
す
る
。
上
流
は
舟
戸
川
と
も
言
う
o

9
端
気
川

朝
日
IUJ 

丁
目

(
旧
百
軒
町
)
十
六
本
堰
で
広
瀬
川
と
分
か
れ
、
朝
日
町
二
丁
目
(
旧
新
町
裏
)

か
ら
文
京
町
一
丁

目
(
旧
高
田
町
)
北
を
流
れ
、
同
町
四
丁
目
(
旧
天
川
町
)

か
ら
上
川
淵
地
区
に
入
り
、
市
の
最
南
端
下
阿
内
町
地
先
で
利
根
川
に

合
流
す
る
。
こ
の
川
は
、
分
水
か
ら
合
流
点
ま
で
約
九
党
ト
ー
に
わ
た
り
、
南
部
農
耕
地
帯
の
重
要
な
用
水
で
、
利
根
川
に
合
流
す
る

ま
で
に
多
数
の
寝
が
あ
り
、
勝
島
用
水
そ
の
他
の
用
水
を
分
流
し
て
い
る
。

叩
白
川

赤
城
山
か
ら
放
射
状
に
流
出
す
る
水
系
の
う
ち
、
最
も
代
表
的
な
川
で
、
川
底
が
水
田
面
よ
り
高
い
天
井
川
の
た
め
平

素
は
水
量
も
極
め
て
少
な
い
が
、
豪
雨
等
の
場
合
、

た
ち
ま
ち
出
水
す
る
の
で
有
名
で
あ
る
。
こ
の
川
は
赤
城
山
地
蔵
岳
の
西
南
付

近
か
ら
赤
城
街
道
に
沿
っ
て
南
下
し
、
勢
多
郡
富
士
見
村
の
中
央
部
を
縦
断
し
て
市
内
南
橘
地
区
に
入
り
、
上
細
井
町
と
青
柳
町
の

境
界
を
流
れ
て
、
北
代
田
町
で
桃
ノ
木
川
に
合
流
す
る
。
こ
の
ほ
か
赤
城
山
か
ら
こ
の
地
区
に
流
下
す
る
川
に
十
王
堂
川
、
法
華
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八
四

然

沢
、
細
ケ
沢
、
庚
申
川
、
滝
ノ
口
川
(
大
川
、
赤
入
道
川
)
、
鎌
倉
川
な

E
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
同
地
区
内
で
桃
ノ
木
川

に
合
流
す
る
。

日
藤
沢
川

こ
の
川
は
赤
城
山
鍋
割
山
の
西
南
に
源
を
発
し
、
市
域
内
芳
賀
地
区
の
嶺
町
に
至
っ
て
東
南
に
流
れ
、
同
地
区
の
中

央
部
を
貫
流
し
、
鳥
取
町
で
金
丸
川
幅
射
谷
を
横
断
し
て
五
代
町
に
入
り
、
こ
こ
で
北
方
か
ら
流
出
の
金
丸
川
、
小
坂
子
川
な
ど
の

谷
川
を
す
べ
て
合
流
し
て
桂
萱
地
区
に
至
り
、
そ
こ
で
桃
ノ
木
川
に
合
流
す
る
。
金
丸
川
は
赤
城
山
荒
山
の
麓
か
ら
発
し
、
南
流
し

て
本
市
最
北
端
の
金
丸
町
を
経
て
小
坂
子
町
に
入
り
、
鳥
取
町
地
先
で
藤
沢
川
に
合
流
す
る
。
小
坂
子
川
は
同
町
の
新
沼
を
水
源
と

し
て
南
下
し
本
流
と
支
流
に
分
か
れ
る
が
、
五
代
町
で
藤
沢
川
に
合
流
す
る
。

但
蟹
沢
川

榛
名
山
か
ら
流
下
す
る
水
流
で
、
本
市
最
西
端
の
清
里
地
区
に
流
れ
込
ん
で
い
る
o

こ
の
ほ
か
榛
名
山
か
ら
同
地
区

に
流
入
す
る
も
の
に
神
戸
川
、
山
沢
川
が
あ
る
。
水
源
は
い
ず
れ
も
北
群
馬
郡
榛
東
村
で
、
蟹
沢
川
は
同
地
区
内
で
八
幡
川
(
山
沢

川
)
に
合
流
し
、
そ
れ
よ
り
総
社
地
区
に
入
り
天
狗
岩
用
水
に
合
流
す
る
。

日
山
沢
川

水
源
は
北
群
馬
郡
榛
東
村
(
旧
桃
井
村
)

で
、
榛
名
水
系
の
小
流
を
合
わ
せ
て
東
南
に
流
れ
、
清
里
地
区
青
梨
子
町

付
近
を
東
へ
向
か
っ
て
総
社
町
に
入
り
、
同
町
大
屋
敷
の
東
南
で
天
狗
岩
用
水
に
合
流
す
る
。
全
長
は
約
一
二
党
ト
ル
で
、
こ
の
川

は
、
八
幡
川
と
も
言
わ
れ
、
分
流
に
東
西
堀
が
あ
る
。

同
牛
池
川

群
馬
郡
群
馬
町

(
旧
金
古
町
)
東
牛
池
沼
に
発
し
、
群
馬
町
の
西
国
分
、
東
国
分
を
過
ぎ
、
総
社
と
元
総
社
の
境
を

南
流
し
元
総
社
南
部
字
落
合
で
染
谷
川
に
合
流
す
る
。

内
午
王
頭
川

北
群
馬
郡
榛
東
村
(
旧
桃
井
村
)

か
ら
東
南
に
流
れ
、
同
郡
吉
岡
村
(
旧
明
治
村
)

か
ら
清
里
地
区
に
入
り
、
再

び
吉
岡
村
大
久
保
を
経
て
総
社
町
に
至
り
、
同
町
元
景
寺
北
方
で
利
根
川
に
合
流
す
る
。

同
染
谷
川

北
群
馬
郡
榛
古
木
村
に
源
を
発
す
る
榛
名
山
水
系
の
一
つ
で
、
豪
雨
な
ど
の
際
た
ち
ま
ち
出
水
し
、
こ
の
た
め
沿
線
に

害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
こ
の
川
は
群
馬
郡
群
馬
町
と
元
総
社
地
区
を
経
て
東
地
区
に
入
り
、
高
崎
市
域
で
井
野

川
に
合
流
す
る
。

げ
藤
川

上
川
淵
地
区
朝
倉
町
の
東
北
で
小
水
路
の
水
を
合
し
て
同
地
区
を
南
下
し
、
下
川
淵
地
区
の
房
丸
、
徳
丸
、
力
丸
三
町

の
東
隅
に
接
し
て
さ
ら
に
南
流
し
た
の
ち
、
佐
波
郡
玉
村
町
に
入
り
こ
こ
で
利
根
川
に
合
流
す
る
。
な
お
こ
の
川
も
合
流
点
に
至
る

ま
で
の
聞
に
、
松
の
堰
そ
の
他
幾
つ
も
の
堰
で
分
水
す
る
。

間
宮
川

で
、
端
気
川
か
ら
分
か
れ
、

そ
れ
よ
り
上
川
淵
地
区
朝
倉
、
後
闘
を
経
て
上
陽
地
区
に

文
京
町
四
丁
目
(
旧
天
川
町
)

入
り
、
山
王
町
日
校
神
社
付
近
で
二
本
に
分
か
れ
、

一
本
は
西
善
町
を
南
流
し
て
か
ら
東
藤
川
と
な
り
藤
川
に
合
流
し
、

一
本
は
山

王
、
東
善
、
中
内
等
を
う
る
お
し
、
伊
勢
崎
市
上
の
宮
町
で
利
根
川
に
合
流
す
る
が
、
こ
の
川
の
上
流
は
俗
に
後
閑
用
水
と
言
わ
れ

上
川
淵
と
上
陽
地
区
の
重
要
な
水
路
と
な
っ
て
い
る
。

問
梢
島
用
水

文
京
町
三
丁
目
(
旧
天
川
町
)
二
子
山
の
東
で
端
気
川
か
ら
分
水
し
、
天
川
原
、
六
供
、
上
佐
鳥
の
各
町
を
経
て

勝
島
町
に
流
入
し
、
同
町
飯
玉
神
社
付
近
で
二
分
し
て
一
本
は
上
佐
鳥
か
ら
公
田
町
に
至
り
、
新
堀
町
か
ら
利
根
川
に
合
流
し
、
他

の
一
本
は
公
田
町
で
利
根
川
に
合
流
す
る
。

別
松
葉
川

勢
多
郡
富
士
見
村
地
内
か
ら
流
下
す
る
こ
の
川
は
、
南
橘
地
区
の
上
細
井
町
の
急
崖
下
を
東
へ
流
れ
て
桂
萱
地
区
に

入
り
、
上
沖
町
を
経
て
下
仲
町
で
桃
ノ
木
川
に
合
流
す
る
。
こ
の
川
も
過
去
水
害
を
生
じ
た
川
で
、
南
橘
地
区
で
は
松
葉
川
と
言
い
、

途
中
で
大
川
と
な
り
、
桂
萱
地
区
に
入
っ
て
赤
入
道
川
と
な
る
。

引
寺
沢
川

勢
多
郡
大
胡
町
の
北
に
発
し
、
市
内
の
西
荻
窪
町
、
亀
泉
町
を
南
流
し
て
石
関
、
東
上
野
の
両
町
を
経
、
女
屋
町
の
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自

南
で
桃
ノ
木
川
に
合
流
す
る
o

こ
の
川
の
流
域
は
昔
は
一
毛
作
田
で
あ
っ
た
が
、
約
三
十
年
前
耕
地
整
理
を
行
な
い
、
川
を
改
修
し

た
の
で
二
毛
作
田
と
な
っ
た
。

辺
清
水
川

市
内
野
中
町
の
湧
水
を
源
に
し
た
こ
の
川
は
、
俗
に
「
野
中
の
清
水
ツ
川
」
と
言
わ
れ
、
明
治
初
年
ま
で
は
野
中
、

上
大
島
等
で
利
用
し
て
い
た
が
、
野
中
町
の
清
水
及
衛
等
の
耕
地
整
理
施
行
に
よ
り
、
野
中
を
は
じ
め
上
大
島
、
下
大
島
、
小
屋
原

等
回
木
瀬
地
域
を
う
る
お
し
、
途
中
三
カ
所
の
堰
も
あ
っ
て
、
下
増
田
町
で
広
瀬
川
に
合
流
す
る
。
現
在
で
は
、
そ
の
水
源
は
広
瀬

川
の
分
水
に
よ
っ
て
い
る
。

幻
大
正
用
水

大
正
七
年
県
会
で
議
決
さ
れ
た
が
、
そ
の
実
現
を
見
ず
、
昭
和
十
八
年
四
月
、
太
平
洋
戦
争
の
真
ツ
只
中
に
施
工

を
企
て
ら
れ
、
翌
十
九
年
農
地
開
発
営
団
の
事
業
と
し
て
着
工
さ
れ
、
同
二
十
二
年
営
団
の
閉
鎖
に
よ
り
国
営
事
業
に
移
さ
れ
、
更

に
同
二
十
五
年
県
営
と
な
り
、
二
十
六
年
土
地
改
良
区
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
水
は
坂
東
橋
上
流
で
広
瀬
桃
ノ
木
両
川
と

い
っ
し
ょ
に
取
り
入
れ
、

田
口
で
広
桃
両
川
と
分
か
れ
て
か
ら
赤
城
の
南
麓
を
東
へ
流
れ
、
佐
波
郡
赤
堀
村
呑
林
で
早
川
に
合
流
す

る
。
全
長
二
四
首
長
で
、
こ
の
う
ち
前
橋
市
域
で
は
南
橘
地
区
の
田
口
、
竜
蔵
寺
、
上
細
井
各
町
、
芳
賀
地
区
の
小
神
明
、
鳥
取
、

五
代
各
町
及
び
桂
萱
地
区
の
荻
窪
町
、
江
木
町
等
が
そ
の
流
路
に
あ
た
っ
て
い
る
。

剖
荒
砥
川

勢
多
郡
宮
城
村
湯
之
沢
地
先
を
水
源
と
し
、
岡
村
、
同
郡
大
胡
町
を
南
下
し
て
市
内
の
城
南
地
区
に
入
り
、
泉
沢
町

と
富
田
町
の
境
を
流
れ
、
荒
口
、
今
井
、
上
増
田
の
各
町
を
経
て
下
増
田
町
で
広
瀬
川
に
合
流
す
る
。
こ
の
川
は
全
長
二
三
枠
伊
ル
の

う
ち
、
城
南
地
区
を
七
・
五
持
V
J
流
れ
、
途
中
神
沢
川
、
宮
川
な
ど
を
合
流
す
る
。

勢
多
郡
宮
城
村
三
夜
沢
橋
で
荒
砥
川
か
ら
分
水
し
、
城
南
地
区
に
入
つ
て
は
下
大
屋
、
西
大
室
、
東
大
室
、
飯
土

部
神
沢
川

井
、
新
井
各
町
を
経
て
、
下
増
田
町
で
荒
砥
川
に
合
流
す
る
。
全
長
一
四
持
伊
ル
の
う
ち
、
五
・
三
枠
炉
ル
は
、
城
南
地
区
を
流
下
す

る
。
こ
の
ほ
か
、
と
の
地
区
に
荒
口
川
が
あ
る
。

お
東
神
沢
川

勢
多
郡
宮
城
村
苗
ケ
島
地
先
を
水
源
と
し
て
城
南
地
区
に
入
り
、
西
大
室
町
で
、
神
沢
川
に
合
流
す
る
。

印
J
4止
H
叶

2
1
j
 
勢
多
郡
粕
川
村
新
屋
か
ら
城
南
地
区
に
入
り
、
東
大
室
町
を
経
て
佐
波
郡
赤
堀
村
に
流
下
し
、
粕
川
に
合
流
す
る
。

お
八
坂
用
水

荒
井
町
か
ら
上
増
田
、
一
一
之
官
、
新
井
の
各
町
を
経
て
、
伊
勢
崎
市
八
坂
、
新
宿
方
面
へ
流
下
す
る
。

却
貴
船
川

勢
多
郡
大
胡
町
か
ら
城
南
地
区
に
入
り
、
桃
ノ
木
川
に
合
流
す
る
。

釦
群
馬
用
水

未
だ
完
成
の
域
に
達
し
な
い
が
、
芳
賀
地
区
の
中
央
部
を
東
へ
流
下
し
て
い
る
。

第
四
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気

象

本
市
は
関
東
平
野
の
北
西
部
に
位
し
、
北
西
に
連
ら
な
る
赤
城
・
榛
名
・
上
信
越
の
山
々
に
固
ま
れ
て
、
気
候
は
や
や
内
陸
性
を

帯
び
て
い
る
。
そ
の
た
め
寒
暑
の
差
が
大
き
く
、
四
季
の
変
化
に
富
ん
で
い
る
が
、
降
水
量
は
少
な
い
ほ
う
で
あ
る
。
風
は
秋
冬
は

北
西
ま
た
は
北
の
風
が
強
く
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
東
ま
た
は
南
寄
り
の
風
が
吹
く
。
冬
の
風
は
、

い
わ
ゆ
る
「
上
州
の
か
ら
っ

風
」
で
あ
る
。
こ
の
か
ら
っ
風
の
吹
き
す
さ
ぶ
こ
ろ
は
、
晴
天
の
日
が
続
き
、
空
気
が
著
し
く
乾
燥
す
る
の
が
常
で
、
降
水
量
が
蒸

発
量
よ
り
も
造
か
に
少
な
い
と
い
う
現
象
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

本
市
は
、
雷
も
多
い
の
で
知
ら
れ
て
い
て
、
栃
木
県
地
方
と
大
体
同
じ
か
、
年
に
よ
っ
て
は
多
い
こ
と
さ
え
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
あ
げ
て
来
る
と
、

一
見
本
市
は
災
害
の
多
い
市
の
よ
う
で
あ
る
が
、
事
実
は
住
み
よ
い
地
と
さ
れ
て
い
る
。
雨
が
降

第
四
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つ
で
も
再
々
大
洪
水
に
襲
わ
れ
る
危
険
は
少
な
い
。
地
震
は
あ
っ
て
も
大
被
害
の
経
験
は
な
く
、
雪
は
さ
ほ
ど
降
ら
ず
、
風
や
雷
や

霜
の
害
も
毎
年
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
。

夏
は
暑
く
、
冬
は
寒
く
、
春
秩
は
大
体
適
温
適
風
と
言
っ
た
の
が
前
橋
で
あ
る
。

月
を
お
っ
て
あ
げ
て
見
る
と
、

一
月
が
最
も
寒
気
き
び
し
く
、

一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
名
物
の
か
ら
っ
風
が
吹
き
ま
く
る
が
、

三
月
も
末
に
な
る
と
漸
く
気
温
も
上
昇
し
て
、
早
く
も
木
蓮
や
彼
岸
桜
が
咲
き
出
し
、
四
月
上
旬
に
は
つ
ば
め
が
飛
来
し
、
蝶
が
舞

ぃ
、
染
井
吉
野
桜
の
つ
ぼ
み
が
ほ
こ
ろ
び
る
。
し
か
し
こ
の
時
分
、
西
ま
た
は
北
の
季
節
風
が
突
然
吹
き
荒
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

る。
四
月
も
な
か
ば
を
過
ぎ
る
と
、
あ
た
り
は
花
の
世
界
か
ら
一
斉
に
若
葉
の
世
界
に
変
わ
り
、
農
業
地
帯
で
は
春
蚕
の
準
備
が
始
ま

る
。
五
月
醐
が
空
を
彩
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
移
動
性
高
気
圧
に
よ
っ
て
、
五
月
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
る
が
、
そ
ん
な
時
、
農
作
物

が
晩
霜
に
不
意
を
衝
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
時
に
は
春
雷
や
降
電
の
害
に
あ
っ
た
り
も
す
る
。
こ
の
た
め
こ
の
地
方
の
農
家
で

は
、
農
作
物
の
蒔
付
け
や
春
蚕
の
掃
立
て
時
期
を
加
減
す
る
。

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
は
、
麦
刈
り
田
植
の
季
節
で
、
麦
刈
り
は
梅
雨
の
晴
れ
間
に
行
な
わ
れ
、
そ
れ
が
済
む
と
田
植
と
な
る

が
、
田
植
は
六
月
末
か
ら
七
月
に
か
け
て
行
な
わ
れ
る
。

七
月
、
八
月
の
盛
夏
の
暑
さ
は
格
別
だ
が
、
八
月
も
朝
の
涼
風
が
立
っ
と
俄
に
秋
ら
し
く
な
り
、
九
月
の
二
百
十
日
前
後
か
ら
下

句
に
か
け
て
、
台
風
の
襲
来
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
台
風
期
が
過
ぎ
る
と
間
も
な
く
北
西
の
秋
風
が
吹
き
出
し
、
郊
外
で

は
秋
晴
れ
の
空
に
と
ん
ぼ
が
群
れ
飛
ぶ
の
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
反
面
天
気
の
変
化
が
多
く
、
陰
う
つ
な
日
も
続
い
た
り
す
る
。

こ
う
し
て
十
月
に
入
る
と
、
空
気
は
澄
ん
で
天
い
よ
い
よ
高
く
、
き
わ
や
か
な
日
が
続
く
。
秋
の
菊
が
咲
き
出
し
、
街
路
樹
を
は

じ
め
草
木
も
次
第
に
秋
の
装
い
を
濃
く
し
、
国
に
は
黄
金
の
穂
波
が
ゆ
れ
、
間
も
な
く
稲
の
収
穫
が
は
じ
ま
る
。

そ
し
て
十
一
月
と
も
な
る
と
早
い
年
に
は
月
な
か
ば
以
前
に
す
で
に
霜
が
降
り
、
時
に
は
上
旬
に
結
氷
を
見
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
う
し
て
十
二
月
に
入
る
と
、
寒
さ
も
次
第
に
加
わ
っ
て
、
あ
わ
た
だ
し
い
う
ち
に
年
を
送
る
の
で
あ
る
。

前
橋
地
方
の
気
候
に
つ
い
て
、
明
治
二
十
四
年
以
文
会
発
行
、
保
問
中
之
編
の
「
前
橋
繁
昌
記
」
に

此
地
夏
秋
の
二
季
は
和
穏
の
良
日
多
し
、
冬
春
に
い
た
り
て
は
、
時
々
北
風
発
し
に
は
か
に
気
候
を
変
ず
る
こ
と
あ
り
、
南
軒

に
背
を
曝
す
老
翁
も
遮
て
、
炉
辺
へ
逃
込
の
奇
驚
な
き
に
あ
ら
ず
、
併
し
極
索
、
も
華
氏
四
十
度
内
外
に
し
て
、
極
暑
も
同
じ
く

九
十
度
前
後
な
り
、
霜
は
十
一
月
十
日
頃
に
降
り
は
じ
め
三
月
三
十
日
頃
に
ふ
り
止
る
、
積
雪
は
一
尺
よ
り
高
か
ら
ず
、
降
雪

の
度
は
一
年
に
大
凡
三
固
な
り
、
風
は
春
は
西
又
は
北
、
夏
は
東
よ
り
吹
き
、
秩
冬
は
北
風
最
多
の
方
位
を
占
む
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
橋
地
方
の
気
候
の
状
態
を
、
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

以
下
前
橋
市
の
気
温
・
降
水
量
・
風
速
・
そ
の
他
の
気
象
状
態
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

気

温

前
橋
の
一
年
中
の
平
均
気
温
は
、
過
去
三
十
年
間
(
一
九
三

O
年
以
降
)

の
記
録
で
は
一
一
一
一
度
四
で
、
こ
れ
は
熊
谷
よ
り

O
度
三
、

東
京
よ
り
一
度
三
も
低
い
。
し
か
し
、
宇
都
宮
よ
り
は

O
度
九
、
水
戸
よ
り

O
度
六
高
い
こ
と
に
な
る
。
年
間
で
は
一
月
が
一
番
低

く
八
月
が
一
番
高
い
。
そ
し
て
一
月
の
平
均
気
温
は
二
度
四
、
八
月
の
平
均
気
温
は
二
五
度
三
で
あ
る
。

本
市
に
お
け
る
過
去
の
最
高
気
温
は
明
治
三
十
年
(
一
八
九
七
)
以
降
昭
和
四
十
三
年
に
至
る
聞
の
調
査
に
よ
る
と
昭
和
三
十
七
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第20図 日:最高綾低気温月別平均値比較表

昭和17年は最高気温37.4をあらわした年

大正12年は最低気温極値氷点下11.8をあらわした年

8 9 10 11 12 

二
年
一
月
三
日
の
氷
点
下
一
一
度
八
で
あ
っ
た
。

ま
た
過
去
の
主
な
る
年
の
月
別
最
高
気
温
、
最
低
気
温
の
平
均
値
は
前
表

最高気温

の
と
お
り
で
あ
る
。

6 7 

度

湿

5 2 3 .j 

前
橋
地
方
の
湿
度
は
、
冬
季
に
小
さ
く
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
大
き
く
な

る
が
、
過
去
三
十
年
間
の
平
均
湿
度
は
六
九
%
で
あ
る
。
こ
れ
は
熊
谷
よ
り

1 

10 ). 

も
四
%
、
東
京
よ
り
二
%
、
宇
都
宮
よ
り
八
%
、
水
戸
よ
り
九
%
、

い
ず
れ

30 

20 

10 

q 

も
少
な
く
、
そ
れ
だ
け
近
県
都
市
よ
り
前
橋
が
乾
燥
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
市
が
最
も
乾
燥
す
る
の
は
二
月
と
一
月
で
、
二
月
の
湿
度
は
五
七
%
、

一
月
は
五
八
%
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
二
月
だ
け
の
湿
度

を
前
述
の
各
都
市
に
く
ら
べ
る
と
、
熊
谷
は
六
O
U
A
、
東
京
六
O
%
、

宇
都
宮
六
九
%
、
水
戸
は
六
九
%
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の

都
市
は
何
れ
も
前
橋
よ
り
高
く
、

そ
れ
だ
け
前
橋
の
真
冬
の
乾
燥
状
態
の
ひ
ど
さ
が
知
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

?K 

降

量

前
橋
の
降
水
量
は
、
過
去
三
十
年
間
の
一
カ
年
の
平
均
一
二
四
六
ミ
リ
で
、
こ
れ
を
月
別
に
見
る
と
九
月
が
最
も
多
く
、
次
い
で

気

象

九

第
四
章
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一
月
が
最
も
少
な
い
。
年
間
で

自

八
月
、
七
月
と
い
う
順
に
な
り
、

一・

0
ミ
リ
以
上
の
日
が
一

O
九
日
、

は
、
降
水
量

0
・
一
ミ
リ
以
上
の
日
数
が
一
四
四
日
、
こ
の
う
ち

一
0
ミ
リ
以
上
の
日
が
四

一
目
、
三

0
ミ
リ
以
上
の
日
が
八
日
も
あ
り
、
三

0
ミ
リ
以
上
の

日
が
七
月
に
一
・
四
日
、
八
月
に
一
・
六
日
、
九
月
に
一
・
五
日

雨
台
風
そ
の
他
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
よ
う
に
、
降
水
日
が
夏
か
ら
初
秩
の
候
に
多
い
の
は
、
雷

前
橋
気
象
台
開
設
(
明
治
二
十
九
年
)
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
の

最
大
の
降
水
量
は
、
昭
和
二
十
二
年
九
月
十
五
日
の
カ
ス
リ
ン
台

風
に
よ
る
三
五
七
・
四
ミ
リ
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
時
間
の
最
大
降

水
量
は
、
昭
和
三
十
年
八
月
六
日
の
九
四
ミ
リ
、
十
分
間
の
最
大

降
水
量
は
、
昭
和
田
十
二
年
六
月
二
日
の
二
八
ミ
リ
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
本
市
の
最
大
降
水
量
の
記
録
は
昭
和
に
集
中
し
て

い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
明
治
四
十
三
年
八
月
の
大
洪
水
の
際
は
、

一
カ
月
間
の
降
水
量
が
実
に
七
三
四
・
五
ミ
リ
、
大
正
三
年
八
月

の
台
風
の
際
は
、
月
間
の
総
量
三
四
七
・
一
ミ
リ
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
を
近
県
他
都
市
の
一
年
間
の
平
均
降
水
量
と
く
ら
ベ
て
見

第 20表降水量

~lêJli'il30ifl l控室~[ 中 | 制
第
四
章

気

象

年

九

度 〔カツヨ内はその月の最小湿度〉

》ミl明治30年実童話|昭和24酬 20411帥 304昭和4054附 4出!昭和43年
1 65 57 58 57 52 51 (19) 

2 58 62 57 55 54 47(15)1 60(24) 51 (16) 

3 59 60 61 57 65 48(13)' 53(13) 56(20) 

4 69 60 70 60 64 51(12)1 61(11) 63(18) 

5 72 75 69 75 74 69(17) 63(19) 70(23) 

6 80 81 71 84 73 77(25) 70(30) 75(26) 

? 85 82 82 83 79 78(34)1 81(46) 81(37) 

8 86 82 81 84 80 73(39) 74(30) 82(37) 

9 86 83 83 84 78 75(21) 82(40) 77(33) 

10 73 79 75 75 76 64(14) 72(28) 72(34) 

11 73 69 69 70 63 61(27) 64(24) 58(14) 

12 59 64 63 60 55 57(21) 58(16) 62(24) 

湿均平第 19表
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百ごと|昭柏村昭和43年
1 26.4 2.5 

2 42.2 30.0 

3 39.3 58.5 

4 100.7 133.5 

5 73.9 135.5 

6 249.6 182.0 

7 144.3 283.5 

8 41. 1 235.0 

9 

10 126.81 97.5 

11 36.2i 8.5 

12 12.71 106.0 
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第21図 月間降水量比較表

2 
0 
1 



第
一
編

自

然

九
四

る
と
熊
谷
が
一
二
九
四
ミ
リ
、
東
京
が
一
五
六
コ
一
ミ
リ
、
宇
都
宮
が
一
五
一
一
二
ミ
リ
、
水
戸
が
一
三
九
三
ミ
リ
と
何
れ
も
前
橋
よ
り

多
い
。
ま
た
県
内
で
は
桐
生
が
一
二
四
四
ミ
リ
、
伊
勢
崎
が
一
一
一
一
一
四
ミ
リ
、
館
林
が
二
一
一
一
七
ミ
リ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
は
前

橋
よ
り
も
さ
ら
に
少
な
い
こ
と
に
な
る
。

過
去
の
主
な
る
年
の
前
橋
の
降
水
量
を
示
す
と
第
二

O
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

風

風
は
上
州
の
名
物
と
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「
上
州
の
か
ら
っ
風
」
で
あ
る
が
、
こ
の
風
は
冬
か
ら
春
に
か
け
て
吹
き
荒
れ

る
。
そ
し
て
晩
春
か
ら
次
第
に
東
南
東
の
風
に
か
わ
り
、
こ
れ
が
七
月
八
月
と
続
き
、
秋
九
月
に
入
る
と
次
第
に
北
寄
り
と
な
っ
て

冬
に
入
る
の
で
あ
る
が
、
本
市
に
お
け
る
過
去
十
年
間
(
一
九
五
一
年
以
降
)
の
風
向
の
百
分
率
は

北
々
西
二
五
%
、
北
一
五
%
、
北
西
一
二
%
、
東
南
東
一

O
Z、
東
六
%
、
南
東
六
%
、
西
北
西
四
沼
、
西
三
-
W
A
、
南
々
東
三

%

北
々
東
二
%
、

東
北
東
二
%
、
南
二
%
、
南
々
西
二
%
、
南
西
二
%
、
西
南
西
二
%
、
北
東
一

%
、
静
穏
五
%
(
こ
の
数
字
は
四
捨
五入

し
て
あ
る
〉
。

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
本
市
に
お
け
る
年
間
平
均
の
風
速
は
秒
速
三
・
九
対
で
、
月
別
に
見
る
と

一
月
が
五
・
一
以
、
二
月
が
四
・

九
版
、
五
月
六
月
は
三

M
台
と
な
り
、
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
は
二
婦
と
な
る
。

本
市
の
年
間
平
均
風
速
を
東
京
、
熊
谷
、
そ
の
他
近
県
都
市
と
比
較
す
る
と
、
東
京
二
・
二
M
州
、
熊
谷
三
・
七
対
、
宇
都
宮
二
・

五
同
州
、
水
戸
三
・
二
対
で
何
れ
も
前
橋
以
下
で
あ
る
。

10年間の平均風向

1月 12月 [3月 14月 11自カ鯖匂

B 

77 

95 

66 

53 

42 

42 

65 

59 

55 

35 

35 

23 

28 

45 

34 

35 

2~ 

91 

1 

5 

10， 

8 

9 

4 

7 

51 

10 

9 

第19図

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

" 
11 

11 

本
市
の
か
ら
っ
風
は
大
体
一

O
M内
外
の
風
速
で
そ
れ
以
上
の
こ
と
も
あ
る
が
、
過
去
に
お
け
る
本
市
の
最
大
風
速
の
記
録
を
見

る
と
、
実
は
か
ら
っ
風
で
な
く
台
風
時
に
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
明
治
三
十
年
以
降
の
資
料
に
よ
れ
ば
明
治
三
十
三
年
九

月
二
十
八
日
の
台
風
時
に
出
た
二
九
・
九
M
(風
向
北
)
が
最
大
で
、
最
大
瞬
間
風
速
は
、
昭
和
四
十
年
九
月
十
七
日
の
台
風
二
十

四
号
の
際
の
四
二
・
三

M
(風
向
東
南
東
)

で
あ
っ
た
。

ま
た
本
市
で
か
ら
っ
風
の
吹
く
の
は
一
月
か
ら
四
月
で
、
こ
の
四
カ
月
間
の
一

O
M以
上
の
風
の
記
録
を
見
る
と
、
明
治
三
十
年

か
ら
六
十
カ
年
の
平
均
は
一
月
が
一
四
・
三
日
、
二
月
が
二
ニ
・
八
日
、
一
一
一
月
が
一
回
目
、
四
月
が
一

0
・
七
日
で
あ
る
。

第
四
章

気

象

九
五
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(カツヨ内は最大風速)

三三| 明叫賠 1 昭和~ 1グ 20Iグ 30 グ 40[11 421グ 43

1 
4.5 5.3 4.8 4.4 5.4 4.4 4.5 4.3 
(13.4) (22.5) (15.8) (13.9) (16.1) (12.8) (12.3) (15.2) 

2 
5.2 4.6 4.4 5.2 5.2 4.9 3.6 4.0 
(17.6) (20.5) (14.1) (16.6) (18. 7) (16.3) (12. 7) (11. 3) 

3 
5.5 5.4 4.6 4.9 4.2 4.5 4.2 4.0 
(18.3) (24.2) (16.7) (22.9) (20.2) (13.0) (14.7) (13.5) 

4 
4.2 4.7 3.9 4.2 3.9 4.2 3.6 3.2 
(18.3) (18.7) (16.0) (18.5) (18.0) (14.3) (14.ω (11. 5) 

5 
3.8 3.5 3.5 3.5 3.6 3.0 3.2 2.9 
(14.0) (13.1) (15.3) (13.8) (14.5) (11.7) (12.2) (12.0) 

6 
2.5 3.0 2.9 8〉 2.5 2.9 2.3 2.9 1.6 
(9.2) (13.8) (13. (10.9) (13.7) (9.の (12.0) (6.8) 

7 
2. 1 2.9 2.1 1〉 2.5 2.5 2.3 2. 1 2.6 
(7.6) (12.6) (7. (11. 9) (12.9) (9.0) (7.8) (9.2) 

8 1.8 2.4 2. 1 2.4 2.9 2.6 2.5 2.0 
(8.5) (11.9) (10.0) (12.6) (11. 5) (9.5) (8.5) (8.7) 

9 2.6 2.0 2.1 2.3 3.2 2.8 2.1 2.1 
(11.8) (23. 7) (12.0) (15.9) (13.7) (17.5) (7.2) (7.7) 

10 
3.8 3.6 3.0 2.3 3.2 3.1 2.8 2.7 
(16.7) (16.8) (11. 7) (12.6) (15.5) (9.5) (10.8) (8.8) 

11 
3.4 4.3 3.8 4. 1 4.1 3.9 3.2 5.8 
(13.5) (16.1) (13.8) (14.5) (16.0) (14.5) (12.8) (14.0) 

12 
4.6 4.8 4.2 4.6 5.3 4.1 3.8 3.8 
(16.3) (17.0) (15.4) (11. 5) (16.5) (13. 7) (12.0) (11. 2) 

年 | 36| 日
3.4 3.5 

(18. 3) I (24. 2) (16.7) (22. 9) I (20. 2) (17.5) (14. 7) I (15. 2) 

単位メートノレ(秒速〉

速風均平月第 22表

最
近
十
カ
年
間
に
お
け
る
前
橋
地
方
の
風
の
月

¥ 年
明治30 明大治正4元~ I 昭和2 グ 20 グ 30月¥

1 NW NNW NNW NNW NNW NNW NNW NNW 
2 11 11 N 11 11 。 11 11 

3 N 11 NW 11 11 NW 11 11 

4 N 11 NNW 11 11 NNW 11 11 NW 
5 SE 11 11 11 11 11 11 ESE 

6 。 11 ESE ESE NW SE 11 S 

7 11 ESE ESE 11 ESE E ESE ESE NN¥司f
8 11 11 ES E 11 E NNW NNW 11 

9 11 NNW NNW NNW NNW 11 11 NNW 

10 NW 11 11 11 11 NW 11 11 

11 11 11 NW 11 11 11 NW 11 

12 Jγ 11 NNW 11 11 NNW NNW 11 

年 IT叶NNW卜叶NNW'NNW INNW I…-

別
日
数
・
風
向
な
ど
を
あ
げ
る
と
第
二
二
・
第

三
表
の
と
お
り
で
あ
る
。雪

向

前
橋
は
、
雪
は
少
な
い
。
過
去
三
十
年
間
の

風

カ
年
の
平
均
日
数
は
一
六
・
二
日
で
あ
る
が
、
こ

の
う
ち
一

O
吟
炉
以
下
の
積
雪
日
数
が
七
・
七
日
、

一
O
吟
炉
以
上
の
積
雪
日
数
が
一
・
六
日
、
一
一

O

吟
炉
以
上
と
な
る
と
僅
か
に

0
・
三
日
に
過
ぎ
な

多最

ぃ
。
平
均
日
数
一
六
・
=
日
は
、
こ
の
地
方
と
し

第 23表

て
は
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
微
量
な
雪
、

た
と
え
ば
風
花
等
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

月
別
に
見
る
と
近
ご
ろ
の
本
市
で
雪
の
多
い
の

は
二
月
と
一
月
、
こ
れ
に
次
い
で
は
十
二
月
で
あ

る
が
、
明
治
三
十
二
年
以
降
の
積
雪
状
況
を
見
る

第
四
章

気

象

九
七
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自

然

数

年 |日数| 年 日数| 年 |日数 11
年 日数

明治30 14 大正4 16 昭和8 19 昭和26 15 

グ 31 20 11 5 21 11 9 22 グ 27 25 

グ 32 18 11 6 16 グ 10 24 11 28 13 

グ 33 27 11 7 22 グ 11 21 11 29 15 

グ 34 17 11 8 20 グ 12 13 グ 30 12 

グ 35 16 11 9 23 11 13 12 11 31 20 

グ 36 16 グ 10 18 グ 14 11 グ 32 15 

グ 37 25 グ 11 28 グ 15 13 グ 33 12 

グ 38 15 グ 12 21 グ 16 14 グ 34 13 

11 39 25 11 13 16 グ 17 12 グ 35 10 

グ 40 16 。14 20 グ 18 15 グ 36 12 

グ 41 21 
グ 15

21 。19 26 。37 18 
昭和元

グ 42 27 11 2 21 か 20 22 11 38 25 

グ 43 25 11 3 18 11 21 15 。39 23 

グ 44 14 11 4 15 グ 22 16 グ 40 9 
グ 45

17 11 5 22 11 23 7 。41 16 
大正元
11 2 21 " 6 25 グ 24 14 グ 42 19 

11 3 19 I! 7 18 11 25 9 グ 43 12 

日雪降間年第 24表七
日
、
水
戸
は
一
四
・
四
日
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
三
十
年
以
来
の
前
橋
の
降
雪
日
数
は
、
第
二
四
表
の

と
お
り
で
あ
る
。

雷

上
州
の
雷
は
、
栃
木
県
と
と
も
に
有
名
で
あ
る
。
前
橋
の

九
八

と
、
昭
和
の
は
じ
め
ご
ろ
ま
で
は
、
十
二
月
に
毎
年

何
回
も
の
積
雪
を
見
て
い
る
の
に
、

そ
れ
以
後
は
十

二
月
の
積
雪
は
、
次
第
に
ま
ば
ら
に
な
っ
て
来
て
い

る。
本
市
に
お
い
て
過
去
雪
の
最
も
早
い
の
は
明
治

十
七
年
十
一
月
七
日
、
最
も
遅
い
の
は
同
じ
く
一
一
一
十

七
年
四
月
十
六
日
と
昭
和
四
十
二
年
、
同
四
十
四
年

の
四
月
十
六
日
夜
か
ら
四
月
十
七
日
で
あ
る
。

番

多
く
積
も
っ
た
の
は
昭
和
二
十
年
二
月
二
十
六
日
の

三
七
・
四
吟
炉
、
次
は
昭
和
十
一
年
二
月
二
十
三
日

の
三
四
・
五
時
炉
、
昭
和
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

の
=
二
・
五
棺
炉
、
昭
和
十
七
年
二
月
二
日
の
三
一

・
五
吟
炉
、
明
治
四
十
一
年
四
月
九
日
の
二
八
・
八

吟
炉
と
い
う
順
位
に
な
る
。

こ
れ
を
県
外
各
地
と
比
較
し
て
見
る
と
、
年
間
の

雪
日
数
は
前
橋
の
一
六
・
一
一
日
に
対
し
、
熊
谷
は

0
・
二
一
日
、
東
京
は
二
了
二
一
目
、
宇
都
宮
は
一
八

=
人
・
八
一

三一一・五一
一三・豆
一

Z

四・豆

一

Z

七・四一

第22図

明
回
了
四
・
九

Bg 
F包

積雪比較表

昭
ニ
九
・
了
二
回

昭二・ニ・
三一

40 

10 

， 
d 

昭
二
口
・
千
二
六

(
最
高
記
録
)

om 

30 

25 

20 

15 

35 

過
去
三
十
年
間
の
一
カ
年
の
平
均
電
雷
日
数
は
二
四
・
四
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
東
京
そ
の
他
近
県
各
地
と
比
較
し
て
見
る

い
こ
と
に
な
る
。

と
、
東
京
は
一

0
・
四
日
、
熊
谷
は
一
二
・
六
日
、
宇
都
宮
二
回
目
、
水
戸
一
九
・
五
日
で
あ
る
か
ら
、
前
橋
よ
り
は
何
れ
も
少
な
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本
市
で
雷
の

一
番
多
い
月
は
八
月
で
、
次
は
七
月
、
六
月
で
あ
る
。

前
橋
の
雷
は
、
市
の
西
方
榛
名
山
か
ら
来
る
も
の
と
、
市
の
南
西
方
御
荷
鉾
山
か

ら
の
も
の
が
多
く
、
中
で
も
御
荷
鉾
山
の
も
の
は
「
御
荷
鉾
の
三
束
雨
」

と
言
っ

て

入
道
雲
が
湧
い
た
か
と
思
う
と
麦
三
束
作
る
聞
に
、
も
う
大
粒
の
雨
が
や
っ
て
来
る

と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
市
の
北
方
赤
城
山
に
湧
く
入
道
雲
は
前
橋
方
面
に
雨
を
降
ら

関
係
か
ら
で
あ
る
。

さ
ず
、
木
市
の
東
方
桐
生
・
大
間
々
方
面
へ
流
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
気
流
の

第
四
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気
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九
九
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一O
O

自

然

霧

前
橋
の
霧
は
夏
か
ら
駄
に
か
け
て
見
ら
れ
る
が
、
東
京
そ
の
他
に
比
べ
る
と
遥
か
に
少
な
い
。

す
な
わ
ち
前
橋
の
年
間
平
均
僅
か
に
八
・
六
日
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
熊
谷
は
-
八
・
八
日
、
東
京
は
三
六
・
八
日
、
宇
都
宮

は
二
七
・
三
日
、
水
戸
は
四
五
・
五
日
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
月
別
に
す
る
と
、
前
橋
の
七
月
、
八
月
、
九
月
に
対
し
、
熊
谷
も

七
月
、
八
月
、
九
月
、
東
京
は
七
月
か
ら
十
二
月
、
宇
都
宮
は
七
月
、
八
月
、
水
戸
も
七
月
、
八
月
に
多
い
。

以
上
は
過
去
六
十
年
間
の
平
均
記
録
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
本
市
の
昭
和
四
十
一
一
年
の
霧
発
生
日
数
は
七
日
、
同
四
十
三
年
は
九

日
と
な
っ
て
い
る
。

結

氷

前
橋
に
結
氷
を
見
る
の
は
、
過
去
六
十
年
間
の
平
均
で
は
十
一
月
二
十
三
日
、
終
日
は
四
月
六
日
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
記
録
に
よ
る
と
、
最
も
早
か
っ
た
の
は
大
正
六
年
の
十

一
月
六
日
、
最
も
お
そ
か
っ
た
の
は
明
治
三
十
七
年
五
月
五
日
で

あ
る
。年

間
の
結
氷
日
数
は
、
昭
和
二
十
六
年
か
ら
三
十
五
年
ま
で
の

十
年
間
の
-
調
査
に
よ
る
と
年
七

0
・
五
日
、
昭
和
四
十
二
年
は
八
四
日
、
同
四
十
三
年
は
表
の
と
お
り
七
九
日
と
な
っ
て
い
る
。

戸田

木目

前
橋
地
方
の
霜
は
、
例
年
十
一
月
に
入
る
と
薄
霜
が
降
り
、
翌
年
四
月
ま
た
は
五
月
ま
で
遅
霜
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。

過
去
最
も
早
か
っ
た
結
霜
は
、
昭
和
十
一
年
十
月
二
十
三
日
で
、
最
も
お
そ
か
っ
た
の
は
、
明
治
三
十
五
年
の
五
月
十
三
日
で
あ

っ
た
。前
橋
地
方
は
、
農
村
地
帯
で
養
蚕
を
す
る
の
で
、
霜
は
早
い
の
よ
り
も
お
そ
い
霜
、
す
な
わ
ち
春
の
晩
霜
の
時
に
被
害
が
大
き

し、。
昭
和
二
十
六
年
以
降
十
年
間
の
調
査
に
よ
る
と
、
前
橋
地
方
の
年
間
の
平
均
結
霜
日
数
は
四
四
・
四
日
、
昭
和
四
十
二
年
は
五
三
・

O
日
、
同
四
十
三
年
は
三
七
日
と
な
っ
て
い
る
。

ひ
ょ
う
・
あ
ら
れ

第27表 最近11年間の

ひょう・あられ日数

ごと坐竺

1i]-
内
〆
U

句

a
A

噌
『
目
企

前
橋
で
は
、
ひ
ょ
う
は
三
月
か
ら
七
、
八
月
ご
ろ
に
降
る
こ
と
が
多
く

時
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
が
農
作
物
そ
の
他
に
大
損
害
を
与
え
る
が
、
年
間

を
通
じ
て
見
る
と
そ
の
日
数
は
極
め
て
少
な
い
ほ
う
で
あ
る
。

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 
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226.8 
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然
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(73) 
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(76) 
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11 

前
橋
地
方
の
、
過
去
三
十
年
間
の
日
照
の
平
均
値
は
、
年
聞
の
日
照
時
間
二
、
二
O
九
・
八
時
間
、
日
照
率
五
O
%
、
不
照
日
数

五
一
・
五
日
と
な
っ
て
い
る
。

216.1 
(52) 

141. 2 
(38) 

160.7 
(38) 

121. 3 
(33) 

216.1 
(52) 

111.6 
(30) 

8 

9 

こ
れ
を
近
県
各
地
と
比
較
し
て
見
る
と
、
熊
谷
の
日
照
時
間
二
二
O
五
時
間
、

日
照
率
五
O
V
A
、
東
京
二
O
一
八
時
間
四
五
%
、

宇
都
宮
二
O
四
九
時
間
四
六
%
、
水
戸
一
一
一
一
五
時
間
四
八
%
で
何
れ
も
前
橋
よ
り
少
な
い
。
年
間
の
快
晴
日
数
も
前
橋
の
六
九
・

物
語
っ
て
い
る
。

一
日
に
対
し
、
東
京
六
一
・
八
日
、
宇
都
宮
六
三
・
一
日
、
水
戸
六
六
・
六
日
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
前
橋
に
晴
天
が
多
い
こ
と
を

な
お
本
市
に
お
け
る
昭
和
四
十
二
年
の
記
録
は
、
日
照
時
間
二
一
八
五
・
二
時
間
、

日
照
率
四
九
%
、
不
照
日
数
五
二
日
、
同
四

十
三
年
は
異
状
天
候
と
言
わ
れ
、
日
照
時
間
二
O
八
二
・
二
時
間
、
日
照
率
四
七
%
、
不
照
日
数
五
七
日
で
あ
っ
た
。

地

震

前
橋
に
は
地
震
も
余
り
な
い
。
地
震
計
に
記
さ
れ
た
地
震
の
総
数
は
、
明
治
三
十
年
以
降
同
四
十
四
年
ま
で
の
十
五
年
間
の
年
平

均
回
数
四
五
回
、
明
治
四
十
五
年
か
ら
昭
和
七
年
ま
で
の
二
十
一
年
間
の
年
平
均
回
数
二
四
六
回
、
昭
和
八
年
以
降
二
十
二
年
間
の

第

四

意

気

一
カ
年
平
均
回
数
は
六
三
二
・
二
回
に
な
っ
て
い
る
が
、
人
体
に
感
ず
る
有
感
地
震
は
明
治
三
十
年
以
降
六
十
年
間
の
年
平
均
回
数

。

象
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8
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δ和昭
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0 
四
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の
は
大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
関
東
大
地
震
で
、
こ
の
時
は
九
月

一
一
了
八
回
で
、
こ
れ
は
一
カ
月
に
す
る
と
僅
か
一
回
位
に
し
か

当
た
ら
な
い
。

年

過
去
に
お
け
る
記
録
を
見
る
と
、
有
感
地
震
の
一
番
多
か
っ
た

中
に
三
七
回
を
記
録
し
て
い
る
。

こ
れ
に
次
い
で
多
か
っ
た
の
は
、
昭
和
六
年
九
月
二
十
一
日
の

北
埼
玉
を
震
央
と
す
る
地
震
で
、
こ
の
時
は
有
感
地
震
二
七
回
を

数
え
て
い
る
。
昭
和
三
十
九
年
六
月
十
六
日
の
新
潟
地
方
の
地
震

の
際
は
、
前
橋
地
方
で
も
相
当
強
く
感
じ
ら
れ
た
が
、
こ
の
時
の

記
録
は
一
回
で
あ
っ
た
。

過
去
六
十
年
間
の
有
感
地
震
の
年
平
均
回
数
を
月
別
に
す
る
と

上
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
最
近
の
回
数
を
示
す
と
こ
れ
も
上
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

参
考
文
献
前
橋
地
方
気
象
台
編
の
「
群
馬
県
気
象
累
年
報
」

(
1
8
9
7
1
1
9
5
6
)
並
び
に
同
気
象
台
の
「
群
馬
県
気
象
年
報
」
「
群
馬
県
気
象
月
報
」
及
び
気
象
庁
発

行
の
「
日
本
気
候
表
の
2
、
地
点
別
月
別
平
年
値
」

(
1
9
3
1
1
1
9
6
0
1

第
二
編

古

代

上

序

章

一、

地

前

橋

の

前
橋
市
は
群
馬
県
の
南
半
部
の
中
央
に
あ
っ
て
、
東
西
一
八
・

O
持
伊
ぺ
南
北
一
九
・
三
持
伊
ル
の
広
い
範
囲
を
占
め
、
そ
の
中
央
を

K
ん

き

つ

は

が

北
か
ら
南
に
か
け
て
利
根
川
が
流
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
九
年
か
ら
の
町
村
合
併
に
よ
っ
て
、
旧
前
橋
市
に
勢
多
郡
南
橘
村
、
芳
賀

か

い

が

や

き

せ

あ

ら

主

か

み

か

わ

ぶ

ち

L
も

か

わ

ぷ

ち

じ

よ

う

よ

う

そ

う

じ

ぞ

き

よ

さ

と

も

と

そ

う

じ

ゃ

村
、
桂
萱
村
、
木
瀬
村
、
荒
砥
村
、
上
川
淵
村
、
下
川
淵
村
と
、
佐
波
郡
上
陽
村
の
一
部
と
、
群
馬
郡
総
社
町
、
清
里
村
、
元
総
社

村
、
賠
げ
な
ど
の
ほ
か
、
同
郡
新
高
尾
村
の
一
部
を
包
括
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
延
喜
式
』
(
併
献
酬
献
の
)
記
載
の
郡
名
に
よ
れ
ば
、

勢
多
郡
、
群
馬
郡
、
那
波
郡
に
ま
た
が
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
郡
界
も
現
在
ま
で
に
変
遷
し
て
い
る
の
で
、
上
川
淵
、
下

南
方
に
流
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

川
淵
両
村
は
旧
前
橋
町
と
と
も
に
、
東
群
馬
郡
と
称
し
た
時
も
あ
る
。
利
根
川
も
も
と
は
勢
多
郡
と
群
馬
、
那
波
両
郡
と
の
聞
を
東

こ
れ
ら
の
広
い
範
囲
に
あ
っ
て
、
勢
多
郡
に
属
し
た
地
域
は
赤
城
山
南
麓
の
緩
傾
斜
地
帯
の
西
半
部
と
、

そ
の
裾
部
を
削
っ
て
い

た
利
根
川
の
旧
流
路
の
沖
積
地
帯
に
あ
た
っ
て
い
る
。
群
馬
郡
と
那
波
郡
に
属
し
た
地
域
は
洪
積
地
帯
の
平
坦
な
地
で
、

そ
の
西
方

序

章

は
榛
名
山
の
裾
部
に
近
い
。
北
に
赤
城
山
を
、
西
に
榛
名
山
を
仰
ぎ
、
そ
の
間
で
利
根
川
が
吾
妻
川
を
合
わ
せ
て
関
東
平
野
に
流
れ

。
五
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出
し
た
そ
の
地
帯
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
前
橋
市
の
地
か
白
関
東
平
野
は
東
南
に
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

利
根
川
は
前
橋
市
か
ら
ほ
ぼ
東
南
方
向
に
流
れ
て
、
関
東
平
野
を
斜
め
に
横
切
り
、
太
平
洋
に
そ
そ
い
で
い
る
。
赤
城
山
か
ら
東

方
に
は
山
が
連
な
り
、
北
部
山
岳
地
帯
の
南
際
を
限
っ
て
、
関
東
平
野
の
北
に
肱
出
し
て
お
り
、
榛
名
山
の
南
方
の
諸
山
も
関
東
平

野
の
西
を
限
っ
て
い
る
。
関
東
平
野
は
北
と
西
が
山
脈
、
東
と
南
が
太
平
洋
で
ほ
ぼ
方
形
で
あ
り
、

そ
の
対
角
線
を
利
根
川
が
流
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
山
脈
の
裾
部
に
は
東
西
、
南
北
に
交
通
路
が
推
定
さ
れ
、
利
根
川
の
水
路
と
あ
わ
せ
て
、
前
橋
市
は
古
く

か
な
め

か
ら
東
上
州
に
お
け
る
交
通
の
要
と
し
て
考
え
ら
れ
る
地
で
あ
る
。

ま
た
、
前
橋
市
の
地
は
本
州
の
脊
梁
山
脈
を
北
か
ら
越
え
て
、
関
東
平
野
に
と
り
つ
く
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。
新
潟
県
か
ら

は
清
水
峠
、
三
国
峠
を
越
え
、
福
島
県
か
ら
は
尾
瀬
を
抜
け
て
、
利
根
川
沿
い
に
沼
田
市
で
合
し
、

そ
れ
が
赤
城
、
子
持
の
両
山
の

聞
を
縫
っ
て
南
下
し
た
と
こ
ろ
が
前
橋
市
で
あ
る
。
こ
の
道
は
渋
川
市
の
と
こ
ろ
で
、
長
野
県
か
ら
鳥
居
峠
を
越
え
て
、
吾
妻
川
沿

い
に
下
る
西
方
と
の
通
路
を
合
わ
せ
て
い
る
。
前
橋
市
か
ら
は
南
に
、
関
東
地
方
の
西
部
の
山
脈
の
麓
を
伝
っ
て
埼
玉
、
東
京
の
両

都
県
に
い
た
り
、
東
に
関
東
地
方
の
北
部
の
山
脈
の
根
に
沿
っ
て
、
栃
木
県
を
経
て
茨
城
県
に
い
た
る
。
な
お
、
利
根
川
は
関
東
平

野
を
斜
め
に
流
れ
て
舟
運
の
使
も
あ
っ
た
。
前
橋
市
は
こ
の
よ
う
に
交
通
路
の
要
地
に
あ
た
っ
て
い
て
、
太
平
洋
と
日
本
海
と
の
中

央
に
位
置
し
、
し
か
も
日
本
列
島
の
ほ
ぼ
中
央
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
国
土
は
、
現
在
東
経
一
二
八
度
か
ら
同
一
四
八
度
ま
で
、
北
緯
二
五
度
か
ら
四
六
度
ま
で
の
聞
に
、
東
北
か

ら
西
南
に
か
け
て
、
斜
め
に
細
長
く
連
な
っ
て
い
る
島
国
で
あ
る
。
狭
い
島
国
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
東
北
と
西
南
と
の
両
端
部
で

は
、
気
候
に
非
常
な
ち
が
い
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
れ
て
風
土
に
差
が
あ
る
。
そ
の
中
間
の
地
方
で
も
、
地
形
、
気
候
、
海
流
等
に
よ

そ
れ
ぞ
れ
多
少
の
特
色
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
生
活
の
条
件
が
一
。
つ
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
先
ず
こ
れ
ら
の

条
件
に
も
と
ず
い
て
古
代
の
生
活
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一一、
旧
石
器
期
の
前
橋

古
代
と
言
っ
て
も
、
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
の
で
き
る
限
度
を
き
め
で
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
人
が
生
活
し

た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
と
し
、
そ
の
痕
跡
に
し
た
が
っ
て
記
述
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
痕
跡
は
遺
跡
や
遺
物
か
ら
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

そ
れ
に
よ
っ
て
生
活
を
推
定
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
痕
跡
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
全
く
人
が
住
ん
で
い

な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
人
が
住
ん
だ
か
、
住
ま
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
よ
り
ど
こ
ろ
が
な
い
だ
け
で
あ

る。
群
馬
県
で
は
、
さ
き
に
日
本
で
最
初
の
旧
石
器
が
発
見
さ
れ
、
従
来
、
人
類
が
住
ん
で
い
な
か
っ
た
、
住
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
た
関
東
ロ

l
ム
層
の
中
か
ら
、
人
類
が
住
ん
だ
痕
跡
が
発
見
さ
れ
た
o

本
県
の
相
沢
忠
洋
氏
が
新
田
郡
笠
懸
村
大

字
岩
宿
で
発
見
し
た
も
の
で
、
こ
の
石
器
を
含
む
一
連
の
文
化
を
、
相
沢
氏
が
そ
の
後
の
研
究
に
よ
っ
て
体
系
化
し
た
。
こ
の
こ
と

も
ま
た
日
本
で
最
初
の
試
み
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
岩
宿
文
化
と
称
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
を
無
土
器
文
化
(
特
設
岬
対
一
統
一
酢
)
、

先
土
器
文
化
(
詰
枝
川
崎
町
山
)
、
グ
レ
縄
文
文
化
(
問
妓
一
間
引
酌
)
な
ど
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
岩
宿
文
化
に
属
す
る
遺
跡
は
勢
多
郡
宮
城
村
大
字
苗
ケ
島
字
桝
形
、
同
郡
大
胡
町
茂
木
字
三
ツ
屋
か
ら
も
発
見
さ
れ
た
。
宮

城
村
も
大
胡
町
も
本
市
に
隣
接
し
た
赤
城
山
南
箆
地
帯
を
占
め
る
町
村
で
あ
る
の
で
、
本
市
に
も
旧
石
器
が
出
土
す
る
で
あ
ろ
う

し
、
遺
跡
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
な
か
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
だ
発
見
さ
れ
て
は
い
な
い
。
本
市
で
も
旧
芳
賀
村
や
旧
桂
萱
村

序

章

一O
七
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な
ど
の
同
じ
よ
う
な
地
理
的
条
件
の
と
こ
ろ
で
は
、
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
こ
の
旧
石
器
の
発
見
と
研
究
と
の
結
果
、

日
本
の
文
化
は
新
石
器
以
降
と
さ
れ
て
い
た
の
が
、
旧
石
器
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

従
来
、

市
内
に
は
未
発
見
な
の
で
あ
る
。

一一一、
縄
文
期
の
前
橋

石
器
の
み
の
使
用
は
岩
宿
文
化
の
こ
ろ
で
あ
る
。
石
器
に
土
器
が
加
わ
っ
て
、

日
常
生
活
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
生
活
は

一
大
発
展
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
変
化
は
き
わ
め
て
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

相
沢
忠
洋
氏
の
旧
石
器
の
発
見
も
、

ロ
ー
ム
層
中
に
人
工
の
加
わ
っ
た
石
器
が
あ
っ
た
こ
と
と
、

そ
の
石
器
が
土
器
を
伴
っ
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
。
土
器
と
伴
出
す
る
石
器
に
は
、
旧
石
器
に
似
た
も
の
も
存
在
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、

そ

れ
は
、
似
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
直
ち
に
旧
石
器
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
伴
出
し
た
土
器
と
地
層
と
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な

ぃ
。
相
沢
氏
も
土
器
を
伴
う
石
器
の
研
究
か
ら
土
器
を
伴
わ
な
い
石
器
へ
と
、

そ
の
探
求
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
土

器
の
う
ち
の
最
も
古
い
も
の
を
求
め
、
か
つ
石
器
の
工
法
に
着
目
し
て
、
そ
の
発
展
を
知
り
得
た
上
で
の
研
究
で
あ
る
。

土
器
は
最
初
に
注
目
さ
れ
た
も
の
は
縄
文
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
縄
文
土
器
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
調

査
が
進
む
に
従
っ
て
、
縄
文
を
着
け
な
い
も
の
、
縄
文
を
磨
り
消
し
た
も
の
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
き
た
が
、
総
括
し
て
、
こ
の
時
期

の
も
の
を
縄
文
土
器
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

縄
文
文
化
期
に
な
る
と
、
岩
宿
文
化
と
異
な
っ
て
、
土
器
が
加
わ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
住
居
跡
が
た
し
か
め
ら
れ
て
き
た
。
生

活
の
中
心
で
あ
る
住
居
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
き
た
こ
と
は
、
生
活
を
か
な
り
具
体
的
に
推
定
す
る
い
と
ぐ
ち
が
見
出
さ
れ
る
こ
と

で
、
そ
の
社
会
的
生
活
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
歴
史
的
な
考
察
が
加
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
的
生
活
と
い
っ
て

も
ん
よ
う

も
、
は
じ
め
は
少
数
の
集
団
で
あ
っ
て
、
次
第
に
村
落
を
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
土
器
の
文
様
や
製
作
法
な
ど
に
、
広
い
範

囲
で
の
共
通
点
や
変
化
が
見
出
さ
れ
る
の
で
、
集
団
聞
の
緊
密
な
交
渉
も
考
え
ら
れ
て
く
る
。

土
器
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
自
生
か
継
受
か
の
区
別
も
つ
け
ら
れ
て
は
い

な
い
。
縄
文
文
化
期
の
中
ご
ろ
の
も
の
に
、
中
国
の
般
の
時
代
の
銅
器
の
文
様
に
酷
似
し
た
彫
刻
文
が
わ
が
国
で
も
発
見
さ
れ
て
お

り
、
銅
器
の
文
様
の
影
響
を
受
け
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
脚
台
付
の
土
器
、

コ
ッ
プ
型
土
器
な
ど
、
大
陸
文
化
の
影
響
と

見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
大
陸
か
ら
の
文
化
の
継
受
が
考
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
土
器
の
発
生
も
大
陸
か
ら
の
継
受
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

土
器
を
使
用
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
煮
沸
や
貯
蔵
と
い
う
生
活
上
の
営
み
も
、
一
一
層
発
展

ね

す

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
、
住
居
跡
が
あ
る
こ
と
は
、
家
を
造
っ
て
い
た
こ
と
、
が
た
し
か
で
あ
り
、
「
冬
は
穴
に
宿
、
夏
は
様

に
住
む
」
と
い
う
こ
と
が
、
未
開
人
の
生
活
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
格
別
の
文
化
の
発
展
を
示
す
も

の
で
、
縄
文
文
化
期
に
は
、

い
わ
ゆ
る
未
開
人
の
生
活
を
す
で
に
脱
し
て
い
た
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の

も
の
と
思
わ
れ
る
土
器
を
出
土
す
る
住
居
跡
が
隣
接
し
て
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
集
団
生
活
を
し
て
い
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
早
期
の
こ
ろ
の
も
の
と
し
て
は
、
本
県
で
は
ま
だ
調
査
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
期
と
い
わ
れ
る
こ
ろ

に
な
る
と
、
集
団
的
な
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
次
第
に
村
落
に
発
展
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
や
が
て
こ
れ

ら
を
統
率
す
る
も
の
の
出
現
も
推
定
さ
れ
る
。
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石
器
、
土
器
、
住
居
跡
に
は
お
の
お
の
種
類
が
多
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
れ
ら
の
傾
向
に
し
た
が
っ
て
分
類
し
、
発
展
の
跡
を
た
ど
る

こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
傾
向
が
長
く
続
い
た
こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
短
日
月
の
聞
に
消
滅
し
た
も
の
も
あ
ろ
う
。
同
じ
傾
向
が
各
発
展

段
階
で
、
同
じ
年
数
継
続
し
て
い
た
と
は
言
え
な
い
。
石
器
の
変
化
は
短
い
間
に
急
に
起
こ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
か
っ
た
と
推
定
は

で
き
て
も
、
土
器
の
変
化
は
そ
れ
に
較
べ
て
急
速
に
進
歩
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
在
で
は
、
土
器
を
早
、
前
、
中
、
後
、
晩
の
五

そ
の
傾
向
の
期
聞
を
一
、

0
0
0年
ぐ
ら
い
に
当
て
て
い
る
。
こ
の
一
期
間
の
う
ち
に
、
早
期
を
除
い
て
、

大
体
三

形
式
の
変
化
を
認
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
推
定
が
で
き
た
の
は
、
縄
文
文
化
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
南
関
東
地
帯
の
こ
と
で

期
に
わ
け
て
、

あ
っ
て
、
本
県
で
は
ま
だ
こ
の
よ
う
な
研
究
に
ま
で
い
た
っ
て
い
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
四
方
か
ら
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
上
に
、

特
殊
な
形
式
の
も
の
も
発
見
さ
れ
る
。
南
関
東
の
傾
向
に
準
じ
て
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
早
く
こ
の
地
方
の
み
の
変
化
の
系
列
を
造

り
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

縄
文
土
器
が
使
用
さ
れ
た
の
は
七
、

0
0
0年
ぐ
ら
い
の
聞
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
長
い
期
聞
に
は
気
候
の
変
化
も
あ
っ
た
こ

と
と
考
え
ら
れ
る
。
赤
城
山
の
中
腹
の
標
高
六

O
O
M
(大
胡
町
金
丸
)
の
と
こ
ろ
ま
で
は
、
縄
文
土
器
の
早
期
及
び
前
期
と
い
わ

れ
る
も
の
が
発
見
さ
れ
、
住
居
跡
も
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
る
。
中
期
の
も
の
は
そ
れ
よ
り
や
や
さ
が
り
、
後
期
に
な
る
と
最
も
高
い

と
こ
ろ
で
二
五

O
M
で
あ
る
。
こ
れ
が
も
し
気
候
と
の
関
係
と
し
て
見
ら
れ
る
な
ら
ば
、

早
、
前
期
の
こ
ろ
は
気
温
が
全
般
的
に
高

く
、
後
期
に
な
る
と
、
山
の
高
処
に
は
住
み
に
く
く
な
っ
た
と
も
見
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
晩
期
の
も
の
に
な
る
と
、

ま
れ

一
般
に
出
土
地
も
稀
で
あ
り
、
出
土
物
も
少
な
い
。
人
口
の
移
動
・
過
疎
化
が
考

一
五

O
M以

上
の
と
こ
ろ
に
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
し
、

え
ら
れ
る
。

本
市
で
の
縄
文
文
化
の
遺
跡
地
は
、
赤
城
山
麓
地
帯
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
地
帯
で
現
在
記
録
さ
れ
て
い
る
遺
跡
数
は
、
早
期

主
個
所
、
前
期
二
二
個
所
、
中
期
五

O
個
所
、
後
期
四
三
個
所
、
晩
期
五
個
所
で
あ
る
。
中
期
、
後
期
が
著
し
く
多
く
、
前
期
が
こ

れ
に
次
ぎ
、
早
期
、
晩
期
は
少
な
い
。
中
期
、
後
期
は
器
型
も
大
き
く
、
器
肉
も
厚
い
の
で
注
目
さ
れ
易
い
が
、
早
期
は
薄
く
、
小

ま
れ

破
片
が
多
い
の
で
目
立
た
な
い
こ
と
に
も
関
係
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
晩
期
は
稀
で
あ
る
。
人
口
が
中
期
、
後
期
に
く
ら
べ
て
ず
っ

と
稀
薄
に
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
余
り
に
そ
の
差
が
大
で
あ
り
、
他
の
文
化
期
と
併
存
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
人
口
が
大
差
な
か
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
後
期
と
併
存
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
次
の
弥
生
文
化
と
併
存
し
て
い
た
こ
と
に

も
な
ろ
う
。

四

弥
生
期
の
前
橋

石
器
と
土
器
と
の
使
用
は
、
土
器
の
形
式
が
変
わ
っ
て
も
続
い
た
の
で
あ
る
。
西
の
方
北
九
州
で
新
形
式
の
土
器
が
起
こ
り
、
銅

器
の
使
用
と
米
作
と
が
同
時
に
発
生
し
た
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
西
の
弥
生
文
化
と
い
わ
れ
る
新
文
化
が
や
が
て
東
に
伝
え
ら

れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
先
ず
弥
生
土
器
が
東
園
地
方
に
入
っ
て
き
た
が
、
銅
器
と
米
作
は
こ
れ
よ
り
遅
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

銅
器
は
弥
生
文
化
の
一
条
件
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、
木
県
で
は
い
わ
ゆ
る
銅
器
が
ま
だ
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
銅
器
ら
し

v

い
も
の
す
ら
弥
生
遺
跡
か
ら
は
伴
出
し
て
い
な
い
。
土
器
は
一
般
的
に
作
り
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
銅
器
は
既
製
品
を
持
ち
込
ま
な

い
以
土
、
原
料
を
求
め
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
銅
剣
に
似
た
石
製
の
剣
は
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
銅
製
品
は
竪

穴
式
古
墳
か
ら
発
見
の
銅
鉱
に
は
じ
ま
る
。
と
こ
ろ
が
、
弥
生
文
化
の
末
期
の
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
水
沼
住
居
跡
(
鰭
締
)
か
ら

か
え
っ
て
鉄
製
の
刃
物
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定

は
、
そ
の
床
面
に
鉄
鉱
の
破
片
が
あ
り
、
砥
石
も
同
時
に
出
土
し
て
い
て
、
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れ
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。
こ
の
弥
生
土
器
は
樽
式
土
器
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
樽
式
土
器
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
古
い
形
式
と
見
ら
れ
る

も
の
が
出
土
し
た
有
笠
洞
窟
遺
跡
(
晴
元
一
郷
町
)
で
は
、
大
型
な
半
磨
製
石
斧
が
伴
出
し
た
。

弥
生
文
化
で
は
一
般
に
農
耕
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
樽
式
土
器
に
は
櫛
目
の
波
状
文
と
簾
状
文
が
着
け
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
文
様
を
も
っ
た
土
器
類
は
本
県
で
は
西
部
や
北
部
の
山
間
部
に
分
布
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
東
南
の
平
坦
地
に
は
極

め
て
縦
で
あ
る
。
山
間
地
の
住
居
跡
発
見
例
も
、
は
た
し
て
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
農
耕
す
な
わ
ち
米
作
が
行
な
わ
れ
た
か
疑
が

そ
の
上
気
候
が
関
係
し
て
く
る
。
弥
生
土
器
と
米
作
と
が
同
時
に
北
九
州
に

わ
し
い
よ
う
な
地
で
あ
る
。
米
作
に
は
適
地
と
水
と
、

発
生
し
て
も
、
そ
の
二
者
が
い
っ
し
ょ
に
東
国
に
移
っ
て
き
た
も
の
と
き
め
て
し
ま
え
な
い
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
土
器
は
運
搬

も
自
由
だ
し
、
ど
こ
で
も
製
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
米
作
は
い
つ
、
ど
こ
で
も
と
言
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
静
岡
の
登
目
遣

跡
か
ら
は
櫛
目
文
の
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
水
田
の
遺
構
も
発
見
さ
れ
、
米
作
が
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
東
海
地
方

で
は
可
能
で
あ
っ
て
も
、
中
部
山
地
|
|
本
県
地
方
で
可
能
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

樽
式
土
器
は
そ
の
系
統
が
長
野
県
の
も
の
と
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
東
海
地
方
か
ら
中
部
山
地
帯
に
入
っ
て
、
米
作
を
伴

っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
県
の
西
部
に
入
る
ま
で
に
、
米
作
と
離
れ
て
移
動
を
し
て
き
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
有
笠
洞

窟
の
住
居
跡
か
ら
は
、
お
び
た
だ
し
い
獣
骨
が
出
土
じ
て
お
り
、
と
っ
く
り
穴
遺
跡
(
緊
縮
)
で
も
獣
骨
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら

の
周
囲
に
は
到
底
水
田
耕
作
を
す
る
余
地
も
な
い
し
、
気
候
も
寒
冷
地
帯
で
あ
る
。
水
沼
遺
跡
で
は
、
籾
痕
を
も
っ
た
土
器
の
底
部

む

し

き

が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
甑
も
伴
出
し
た
。
甑
は
い
わ
ゆ
る
蒸
器
で
あ
る
。
こ
の
瓶
と
域
型
土
器
、
片
口
型
土
器
等
は
そ
の
製
作
の
面

か
ら
見
て
も
、
土
師
器
的
な
要
素
が
あ
り
、
土
師
器
に
直
接
先
行
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
と
の
遺
跡
は
農
耕
と
の
あ
る

程
度
の
接
触
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
弥
生
土
器
使
用
の
遺
跡
で
あ
っ
て
も
、

一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
条
件
に
あ
わ
な
い
も
の
が
多
い
。
そ
の
社
会
状
態

や
社
会
的
階
層
を
知
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

五、

石
田
川
式
土
器
と
前
橋

樽
式
土
器
の
使
用
が
終
わ
る
こ
ろ
に
浅
間
山
が
噴
火
し
て
、
浮
石
を
平
坦
部
一
円
に
降
ら
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
層
が
本
市
に

は
数
カ
所
発
見
さ
れ
て
、
層
下
か
ら
樽
式
土
器
使
用
の
住
居
跡
と
土
師
器
の
最
も
古
い
形
式
で
あ
る
石
田
川
式
土
器
と
が
別
個
の
場

所
か
ら
発
見
さ
れ
、
層
上
に
は
直
接
古
墳
が
置
か
れ
、
そ
の
古
墳
の
墳
頂
に
は
石
田
川
式
土
器
が
配
列
さ
れ
て
い
る
と
い
う
弥
生
遺

跡
と
石
田
川
式
土
器
と
古
墳
と
の
関
連
を
証
明
す
る
好
資
料
が
見
出
さ
れ
た
。

こ
の
関
連
か
ら
す
れ
ば
、
樽
式
土
器
使
用
の
住
居
が
廃
棄
さ
れ
て
、

ま
だ
埋
没
し
き
れ
な
い
こ
ろ
に
、
浮
石
層
が
堆
積
し
た
の
で

あ
り
、
そ
の
浮
石
層
が
汚
染
さ
れ
な
い
う
ち
に
古
墳
が
造
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
石
田
川
式
土
器
が
使
用
さ
れ
て
い
る
聞
に
浮
石
層
が

堆
積
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
浮
石
層
に
よ
っ
て
弥
生
文
化
と
古
墳
文
化
と
の
時
代
が
は
っ
き
り
区
別
が
つ
き
、
土
師
器
は
古
墳
築

造
よ
り
も
や
や
先
に
、
こ
の
地
方
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

右
の
浮
石
は
浅
間
山
噴
火
の
も
の
で
、
地
学
で
は
C
ス
コ

l
リ
ア
と
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

C
ス
コ

l
リ
ア
は
水
沼

遺
跡
で
も
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
浅
間
山
噴
出
で
あ
る
こ
と
は
地
学
研
究
の
諸
氏
の
す
で
に
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
の
噴
出
年
代
は
一
世
紀
な
い
し
五
世
紀
と
い
わ
れ
て
、
明
確
で
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
従
来
の
土
師
器
及
び
古
墳
の
研
究
か
ら
追
い

あ
げ
て
、

か
っ
弥
生
文
化
の
下
限
を
も
勘
案
し
て
、
浮
石
堆
積
の
時
を
四
世
紀
始
め
こ
ろ
と
推
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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四

そ
こ
で
、
土
師
器
の
最
も
古
い
形
式
と
考
え
ら
れ
て
い
る
石
田
川
式
土
器
は
四
位
紀
始
め
こ
ろ
よ
り
前
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
土
器
は
昭
和
二
十
七
年
に
太
田
市
大
字
米
沢
の
石
田
川
沿
岸
で
発
見
さ
れ
た
も
の
か
ら
は
じ
ま
る
。
信
一
忠
誠
石
岡
崎
寸
)

そ
の
後
、
関
東
の
平
坦
地
域
で
、
各
所
に
発
見
さ
れ
た
が
、
純
粋
の
形
式
で
多
量
に
出
土
し
た
の
は
石
田
川
遺
跡
の
み
で
あ
る
。
そ

れ
が
四
世
紀
以
前
に
こ
の
地
方
に
入
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
前
橋
市
内
の
洪
積
台
地
に
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

す
で
に
こ
の
よ
う
に
発
展
し
た
土
器
を
使
用
し
た
人
々
が
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

土
師
器
は
弥
生
土
器
の
延
長
と
い
わ
れ
て
い
た
。
石
田
川
式
土
器
の
先
駆
と
見
ら
れ
る
土
器
も
、
高
崎
市
下
佐
野
町
や
、
伊
勢
崎

市
毒
多
町
に
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
石
田
川
式
土
器
の
よ
う
に
、
本
県
内
で
も
、
利
根
川
及
び
烏
川
沿
岸
各
所
に
見
ら
れ
る
も

の
で
、
古
墳
の
最
も
古
い
形
式
と
考
え
ら
れ
て
い
る
大
応
寺
古
墳
扇
町
山
肺
町
)
、
小
谷
場
小
古
墳
(
村
畑
市
)
な
ど
の
石
榔
の
縁
と
岡

高
の
層
の
面
か
ら
も
す
で
に
発
見
さ
れ
、
横
穴
式
古
墳
の
設
置
面
よ
り
下
層
か
ら
も
見
出
さ
れ
て
い
る
。
玉
村
町
か
ら
は
竪
穴
式
古

墳
の
墳
丘
を
利
用
し
た
横
穴
式
古
墳
の
そ
の
旧
墳
丘
の
下
か
ら
、
石
田
川
式
土
器
使
用
の
住
居
跡
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
石
田

川
式
土
器
は
、
従
来
の
弥
生
式
土
器
で
あ
る
樽
式
土
器
と
は
も
ち
ろ
ん
異
な
り
ブ
樽
式
土
器
よ
り
も
古
い
形
式
と
い
わ
れ
る
高
崎
市

竜
見
町
出
土
土
器
、
吾
妻
郡
鷹
之
巣
洞
窟
出
土
土
器
、
群
馬
郡
倉
淵
村
土
ノ
久
保
出
土
土
器
、
勢
多
郡
大
胡
町
金
丸
出
土
土
器
、
本

市
荒
口
町
前
原
出
土
土
器
な
ど
の
系
統
と
も
言
え
な
い
。
全
く
こ
の
地
方
で
は
新
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
石
田
川
式
土
器
発
見
の

こ
ろ
に
は
、
こ
の
種
の
土
器
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
じ
な
か
っ
た
。
奈
良
県
桜
井
市
の
茶
臼
山
古
墳
の
墳
頂
に
同
種
の
土
器
が
配
列
さ

れ
て
い
て
、

そ
の
発
見
で
-
躍
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
市
で
は
後
閑
町
の
団
地
造
成
工
事
に
際
し
、
浮
石
層
不
か
ら
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
に
、
朝
倉
町
の
古
墳
(隷

魁

)

の
境
丘
上
ぞ
認
め
ら
れ
、
昭
和
四
十
三
年
に
は
前
橋
・
後
間
天
神
山
古
墳
で
J

噴
頂
面
の
配
列
が
『
調
査
さ
れ
た
。
こ
の
土
俸
の
発
見
は

多
く
が
古
墳
と
関
係
あ
る
地
域
で
あ
り
、
太
田
市
の
石
田
川
の
み
が
古
墳
か
ら
や
や
離
れ
た
低
湿
地
の
岸
辺
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
古
墳
自
体
も
古
い
も
の
は
平
坦
地
の
河
川
の
沿
岸
や
低
湿
地
の
周
辺
に
多
く
、
こ
と
に
川
の
合
流
点
付
近
の
湯
水
池
の
縁
辺

に
分
布
'
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
地
帯
に
、

ま
ず
石
田
川
式
土
器
使
用
の
人
々
が
住
み
つ
い
て
、

や
が
て
古
墳
を
築
造
し
た
よ

う
に
思
え
る
。

こ
の
川
の
合
流
点
付
近
の
潜
水
池
の
周
辺
は
、
初
期
の
米
作
に
は
最
も
格
好
の
地
と
考
え
ら
れ
る
。
春
先
の
増
水
期
に
な
る
と
、

支
流
の
水
は
本
流
に
呑
み
切
れ
な
い
で
湯
水
池
に
た
ま
る
o

落
水
期
に
な
れ
ば
汲
水
池
は
次
第
に
乾
上
が
る
の
で
あ
る
。
こ
の
期
間

う
な
地
に
石
田
川
式
土
器
が
発
見
さ
れ
て

は
、
米
作
の
濯
甑
と
同
じ
現
象
を
呈
す
る
の
で
あ
り
、
自
然
湛
甑
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ

い
る
の
で
あ
る
。

得
式
土
器
や
そ
れ
よ
り
古
い
と
考
え
ら
れ
る
他
の
弥
生
土
器
の
大
部
分
が
山
間
地
に
発
見
さ
れ
、
米
作
の
不
可
能
を
思
わ
れ
る
地

に
多
い
の
に
対
し
、
平
坦
地
の
低
湿
地
付
近
に
石
田
川
式
土
器
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
地
帯
の
米
作
は
こ
の
石
田
川
式
土
器
と

と
も
に
入
り
込
ん
で
き
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
も
し
西
方
か
ら
来
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
櫛
目
文
を
も
っ
た
弥
生
土
器
が
長
野

県
を
通
っ
て
き
て
、
群
馬
県
の
西
部
か
ら
北
部
の
山
間
地
に
分
布
し
て
い
る
聞
に
、
こ
の
弥
生
土
器
を
飛
び
越
え
て
、
土
師
器
で
あ

る
石
田
川
式
土
器
が
移
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
平
坦
地
に
広
ま
っ
て
、
弥
生
土
器
の
分
布
を
は
ば
ん
だ
か
の
感
が
す
る
。

こ
の
土
器
の
分
布
地
帯
に
は
、
古
墳
の
前
身
と
見
ら
れ
る
小
石
榔
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
墳
丘
を
も
た
な
い
も
の
で
、

地
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
。
土
器
の
分
布
面
か
ら
掘
り
込
ん
で
構
築
さ
れ
て
お
り
、
墳
丘
を
も
っ
古
墳
の
石
榔
と
同
様
な
構
築
法
に

よ
っ
て
い
る
。

土
器
と
同
じ
時
期
の
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
上
に
は
や
が
て
墳
丘
を
も
っ
た
竪
穴
式
古
墳
、
次
い
で
横
穴

式
古
墳
が
造
ら
れ
死
屍
の
埋
葬
地
域
が
設
定
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
-
E

序

章



第
二
編

代

上

一
一
六

古

こ
の
土
器
が
米
作
を
伴
っ
て
き
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
な
る
と
耕
作
地
が
重
要
視
さ
れ
て
く
る
。
米
作

の
可
能
な
地
を
多
く
占
有
す
る
こ
と
が
起
こ
り
、
財
力
や
権
力
の
基
準
に
.
な
る
。
そ
れ
ら
は
、
そ
の
財
力
、
権
力
に
よ
っ
て
造
っ
た

古
墳
の
大
小
に
よ
っ
て
知
り
得
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
支
配
層
の
発
生
が
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
県
に
お
い
て
は
、
大
古

墳
の
発
生
が
石
田
川
式
土
器
発
生
後
あ
ま
り
時
を
経
て
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
す
で
に
先
兵
と
し
て
の
移
住
者
が
石
田
川
式

土
器
、
あ
る
い
は
そ
の
先
行
の
土
器
を
も
っ
て
徐
々
に
入
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
大
古
墳
の
構
築
能
力
者
が
多
数
の
人
を
引
き
連
れ

て
、
大
挙
し
て
移
住
し
て
き
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
石
田
川
式
土
器
は
そ
の
純
粋
性
を
保
っ
て
分
布
し
て
行
っ
た
。
弥

生
土
器
に
縄
文
を
つ
け
た
も
の
が
あ
り
、
形
も
縄
文
的
の
も
の
が
あ
る
の
と
比
べ
て
、
石
田
川
式
土
器
は
そ
の
形
の
ま
ま
使
用
さ
れ

そ
の
状
態
が
、

か
な
り
長
く
続
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
四
世
紀
及
び
五
世
紀
に
は
こ
の
土
器
が
使
用
さ
れ
た
よ
う

で
あ
り
、
太
田
市
牛
沢
の
朝
子
塚
古
墳
墳
頂
か
ら
は
、
こ
の
土
器
を
真
似
た
埴
輪
壷
が
出
土
し
て
お
り
、
太
田
市
鶴
山
古
墳
の
墳
丘

か
ら
は
、
こ
の
種
の
土
器
の
器
台
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
土
師
器
発
展
上
の
こ
の
後
の
形
は
、
須
恵
器
の
影
響
の
あ
る
ま
で
、
こ
の

系
統
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

古

墳

と

前

橋

古
墳
は
そ
の
墳
丘
の
型
か
ら
見
て
、
円
墳
、
前
方
後
円
墳
、
方
墳
、
前
方
後
方
墳
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
。
円
墳
は
古
墳
築
造
の
期

問
中
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
造
ら
れ
て
い
た
型
で
あ
り
、
最
も
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。
前
方
後
円
墳
は
円
墳
の
前
に
平
面
台
形
の
墳

丘
を
つ
け
た
も
の
と
見
ら
れ
て
お
り
、
円
墳
に
次
い
で
、
こ
の
地
帯
で
は
始
め
か
ら
造
ら
れ
、
数
が
多
く
、
大
古
墳
が
多
い
。
方
墳

は
方
形
の
平
面
を
も
っ
て
い
る
裁
頭
角
錐
状
の
も
の
で
、
小
型
の
も
の
は
平
面
形
に
比
べ
て
低
く
台
状
を
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、

こ
の
小
型
の
も
の
は
か
な
り
古
く
か
ら
造
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
型
の
も
の
は
数
が
少
な
く
、
古
墳
の
末
期
に
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
前
方
後
方
墳
は
前
方
後
円
墳
の
よ
う
に
方
墳
の
前
に
前
方
部
を
つ
け
た
も
の
で
、
本
市
朝
倉
町
の
八
幡
山
古
墳
の
よ
う
に
、
日

本
最
大
の
前
方
後
方
墳
も
あ
る
。
こ
れ
は
五
世
紀
ご
ろ
の
築
造
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
数
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。

ま
た
、
古
墳
は
、

そ
の
内
部
構
造
か
ら
は
、
竪
穴
式
、
横
穴
式
の
両
古
墳
に
区
別
さ
れ
る
。
竪
穴
式
古
墳
は
竪
穴
を
掘
っ
て
、
そ

の
う
ち
に
粘
土
榔
、
石
械
な
ど
を
造
り
込
ん
で
、
土
を
か
ぶ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
横
穴
式
古
墳
は
石
室
に
外
部
に
通
じ
る
出
入
路
を

つ
け
て
、
こ
れ
に
土
を
盛
り
、
墳
丘
の
形
を
と
と
の
え
た
も
の
で
、
墳
丘
の
裾
部
に
閉
口
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
竪
穴
式
古
墳
に

は
墳
丘
の
あ
る
も
の
と
、
こ
れ
を
欠
い
た
も
の
と
が
あ
る
が
、
そ
の
内
部
構
造
の
類
似
に
よ
っ
て
、
墳
丘
を
欠
い
て
い
て
も
、
古
墳

と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
横
穴
式
古
墳
と
同
じ
こ
ろ
の
も
の
に
、
崖
に
横
穴
を
掘
り
込
ん
だ
も
の
も
あ
る
が
、
本
市
内
に

は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
恐
ら
く
、
存
在
し
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

墳
丘
を
も
っ
た
古
墳
で
最
も
古
い
も
の
は
、
竪
穴
式
古
墳
の
粘
土
榔
で
あ
る
。
後
閑
天
神
山
古
墳
は
前
方
後
円
墳
で
、
朝
倉

H
号

古
墳
は
円
墳
で
、
と
も
に
粘
土
榔
を
も
っ
て
い
た
。
後
閑
天
神
山
古
墳
は
現
在
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
最
も
古
い
も
の

と
推
定
さ
れ
、
浅
間
山
の
浮
石
層
上
に
あ
り
、
石
田
川
式
土
器
を
墳
頂
面
に
配
列
し
て
あ
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
最
も
新
し
い
も
の
は

横
穴
式
の
総
社
町
の
蛇
穴
山
古
墳
で
あ
る
。
こ
れ
は
裁
石
で
磨
き
を
か
け
ら
れ
た
石
室
を
も
っ
て
い
る
。
大
体
、
竪
穴
式
古
墳
は
六

世
紀
終
わ
り
ご
ろ
ま
で
、
横
穴
式
古
墳
は
六
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
で
、
本
県
の
古
墳
築
造
の
期
聞
は
、
全
部
を
通
し
て
四
世
紀
中
ご
ろ

か
ら
八
世
紀
中
ご
ろ
の
約
四

0
0年
間
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
四

0
0年
間
の
う
ち
、
竪
穴
式
古
墳
の
築
造
期
聞
は
約
二
五

O
年
で
、

一
墓
穴
に
一
屍
体
を
納
め
て
い
た
が
、
墳
丘
を
も
た

序
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な
い
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
上
、
内
部
構
造
を
特
に
造
ら
な
い
で
素
掘
り
直
葬
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
埋
葬
法
で
は
発
見
し
に
く
い
の
で
、
た
だ
推
定
す
る
だ
け
で
あ
る
。
大
化
改
新
の
こ
ろ
(
七
世
紀
中
ご
ろ
)
で
さ

み

こ

と

の

り

し

っ

ち

お

き

5
ず

っ

ち

っ

た

い

ら

か

ぇ
、
そ
の
詔
の
う
ち
に
「
庶
民
亡
な
む
時
に
は
、
地
に
収
め
埋
め
よ
し
、
と
あ
り
、
「
封
か
ず
し
て
平
な
ら
し
め
よ
」
と
も
あ
っ
て
、

素
掘
り
で
墳
丘
を
盛
り
あ
げ
な
い
も
の
が
続
い
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
横
穴
式
古
墳
に
な
る
と
、

一
石
室
に
多
数
を
納

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
℃
、
竪
穴
式
古
墳
の
内
部
構
造
で
の
一
穴
一
体
を
、
そ
の
後
は
一
石
室
に
ま
と
め
て
埋
葬
し

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
例
も
あ
る
。
こ
れ
は
大
体
最
初
に
石
室
を
造
っ
て
、
順
次
納
入
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

古
墳
か
ら
当
時
の
社
会
を
見
る
場
合
に
は
、
す
で
に
階
層
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
米
作
を
伴

っ
た
土
器
の
発
生
と
あ
ま
り
時
間
差
が
な
く
古
墳
が
造
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
弥
生
土
器
使
用
の
間

に
す
で
に
階
層
、
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
本
県
で
は
そ
の
よ
う
な
状
態
は
ま
だ
は
っ
き
り
し
な
い
。

古
墳
は
、
本
県
で
自
生
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
古
墳
の
発
生
し
て
い
た
地
域
か
ら
継
受
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
近
畿

地
方
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
円
墳
や
前
方
後
円
墳
が
成
立
し
て
い
た
地
域
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
よ
っ
て
急
に
大
前
方
後
円
墳
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
に
は
有
力
な
豪
族
が
多
数
の
人
員
を
率
い
て
移
動
し
て
き

て
、
そ
の
集
団
の
習
慣
を
こ
の
地
帯
に
植
え
つ
け
て
、
繁
栄
さ
せ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
先
住
の
人
々
の
風
俗
習
慣
に
改
変
さ
れ
た

り
、
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
築
造
さ
れ
'た
も
の
で
あ
ろ
う
。

古
墳
は
言
う
ま
で
も
な
く
墳
墓
で
あ
る
か
ら
、

-保
守
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
改
変
す
る
こ
と
は
精
神
的
な
面
ま
で
の

改
造
が
必
要
と
さ
れ
る
。
も
し
、
そ
の
改
造
、
が
な
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
先
住
者
は
そ
の
習
慣
を
固
執
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
外
観
は
新

形
式
を
採
用
す
る
と
し
て
も
、
内
部
構
造
は
従
来
の
し
き
た
り
を
踏
襲
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
新
形
式
で
、
先
進
地
帯
の
そ
の
ま

ま
の
受
容
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
地
帯
の
旧
習
に
よ
っ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。
本
市
の
後
閑
天
神
山
古
墳
も
朝
倉
H
号
古
墳
も
本

県
最
古
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
粘
土
榔
で
、
先
進
地
帯
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
た
と
見
ら
れ
る
。
や

が
て
白
石
稲
荷
山
古
墳
の
磯
榔
(
赫
岡
)
や
鶴
山
古
墳
の
石
榔
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
近
畿
地
方
の
い
わ
ゆ
る
竪
穴
式
石
室
と
は

異
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
鶴
山
古
墳
の
石
榔
の
如
き
は
箱
式
石
結
の
系
統
の
も
の
で
、
後
閑
天
神
山
古
墳
に
比
べ
て
、
か
な
り
時
代

な

い

し

の
さ
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
と
も
に
五
世
紀
終
わ
り
乃
至
六
世
紀
始
め
ご
ろ
の
築
造
と
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
白
石
、
鶴
山

両
古
墳
は
、
と
も
に
こ
の
地
の
旧
習
を
加
味
し
た
築
造
で
は
な
か
ろ
う
か
。

横
穴
式
古
墳
で
も
、
継
受
の
型
は
合
葬
用
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
現
在
発
見
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
竪
穴
式
古
墳

の
単
独
葬
の
習
慣
を
受
け
た
単
独
葬
用
の
石
室
は
、
合
葬
用
の
石
室
の
広
さ
の
二
分
の
一
と
な
っ
て
い
る
。
長
さ
は
等
し
い
が
、
幅

が
二
分
の
一
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
単
独
葬
用
の
石
室
の
埋
葬
部
の
長
さ
と
幅
は
、
竪
穴
式
石
櫛
の
寸
法
と
ほ
ぼ
等
し
く

な
っ
て
い
る
。
保
守
性
の
あ
ら
わ
れ
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
石
室
入
口
の
構
造
は
、
本
県
に
あ
っ
て
は
近
畿
地
方
と
同
じ
で
あ
る

が
、
埼
玉
県
の
荒
川
以
南
及
び
行
問
市
か
ら
栃
木
県
の
栃
木
市
を
結
ぶ
線
よ
り
東
側
で
は
、
横
穴
の
入
口
の
構
造
に
似
て
い
る
。
秘

穴
の
構
築
の
影
響
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
に
新
文
化
の
移
植
と
旧
習
と
の
接
触
が
、

そ
の
移
植
の
速
度
と
実
施
力
と

に
よ
り
表
現
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
本
県
へ
の
古
墳
の
移
植
は
、
す
で
に
前
住
地
に
お

い
て
階
層
分
化
の
行
な
わ
れ
て
い
た
集
団
が
?
大
勢
力
を
以
て
移
住
し
て
き
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
大
集
団
の
先
行

者
と
し
て
す
で
に
多
少
の
移
住
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
古
墳
文
化
を
も
っ
た
集
団
の
移
動
は
漸
進
的
に
行
な
わ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
近
畿
地
方
か
ら
一
挙
に
群
馬
の
地
に
移
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
近
畿
地
方
の
大
豪
族
が
隷
属
者
を
あ
げ
て
移
住
し

て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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代

か
つ
て
古
墳
が
至
る
と
こ
ろ
に
見
出
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
特
に
密
集
し
て
い
る
も
の
を
古
墳
群
と
よ
ん
で
い
る
。
利

根
川
の
旧
流
路
の
沿
岸
及
び
赤
城
山
麓
地
域
は
、
そ
の
密
集
の
度
が
大
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
群
は
、

本
市
に
は
、

一
期
に
成
立
し
た
も
の
で

は
な
い
。
古
墳
の
発
生
期
か
ら
徐
々
に
造
ら
れ
て
、
遂
に
密
集
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
も
竪
穴
式
、
横
穴
式
の
別
の
み
な
ら

ず
、
外
形
も
あ
わ
せ
て
大
小
多
種
多
様
で
あ
る
。
こ
と
に
横
穴
式
古
墳
に
な
る
と
、
そ
の
構
築
上
、
墳
丘
を
必
ず
も
っ
て
い
る
の
で

注
目
さ
れ
易
く
、
急
激
に
墳
墓
が
増
加
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
そ
の
実
は
、
竪
穴
式
系
の
墳
墓
の
多
数
を
一
穴
に
ま
と
め
た
形
で
あ

る
の
で
、
大
古
墳
構
築
能
力
が
急
増
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
は
早
計
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
古
墳
群
内
に
は
大
小
、
各
種
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
大
は
小
よ
り
も
階
層
の
上
位
の
も
の
の
墳
墓
と

二
応
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
大
古
墳
も
そ
の
周
囲
の
小
古
墳
に
あ
わ
せ
て
は
じ
め
て
権
力
、
財
力
の
象
徴
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
そ
の
古
墳
群
地
帯
に
権
威
を
張
っ
て
い
た
大
豪
族
の
墳
墓
と
見
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
木
県
に
は

こ
の
種
の
古
墳
群
乃
至
大
古
墳
が
各
所
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
一
系
の
豪
族
の
墳
墓
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
疑

聞
が
起
こ
る
。
各
古
墳
群
に
つ
い
て
、
そ
の
地
の
豪
族
を
考
え
て
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

七

地
方
豪
族
と
前
橋

歩
』
よ
き
い
り
ひ
こ
の
み
こ
と

(
号
咽
傾
鰐
懐
)
に
は
、
崇
神
天
皇
の
四
十
八
年
に
、
皇
子
豊
城
入
彦
命
が
東
国
を
治
め
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ

か
み
つ
け
向
の
金
み
し
も
つ
け
白
の
き
み

た
と
あ
っ
て
、
そ
の
注
に
豊
城
入
彦
命
は
上
毛
野
君
、
下
毛
野
君
の
始
祖
で
あ
る
と
記
し
て
あ
る
。
同
書
の
景
行
天
皇
の
五
十
五
年

凡
v
v
u
a
O
E
U
事
会

u
v
k
J

手
は
、
芦
狭
島
壬
を
東
山
道
十
五
園
都
替
と
し
た
が
、
主
は
途
中
で
病
死
し
、
東
国
の
人
々
が
上
野
国
に
葬
っ
た
と
あ
る
。
同
じ
五

『
日
本
書
紀
』

み
も
ろ
わ
け
お
う

十
六
年
の
条
に
は
彦
狭
島
王
の
子
御
諸
別
王
が
東
国
を
治
め
、
そ
の
子
孫
が
繁
栄
し
て
い
る
と
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
上

毛
野
君
の
伝
承
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
豊
城
入
彦
命
に
し
て
も
、
彦
狭
島
玉
、
御
諸
別
王
に
し
て
も
、
そ
の
名
は
い
ず
れ
も

七
世
紀
ご
ろ
の
作
成
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
実
在
の
人
物
と
し
て
は
扱
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
崇
神
天
皇
四
十
八
年
は

西
暦
前
五

O
年
、
景
行
天
皇
五
十
五
年
は
同
一
二
五
年
に
あ
た
る
。

こ
の
『
日
本
書
紀
』
の
皇
子
の
東
行
の
記
事
は
、
年
代
か
ら
見
て
も
は
る
か
に
差
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
土
師
器
や
古
墳
か
ら

の
推
定
年
代
と
は
合
致
し
な
い
。
特
定
の
人
物
が
天
皇
の
命
に
よ
っ
て
一
世
紀
あ
る
い
は
二
世
紀
ご
ろ
に
こ
の
地
に
来
た
と
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
上
毛
野
君
に
は
、
そ
の
祖
先
達
が
近
畿
地
方
か
ら
多
数
移
住
し
て
き
た
と
い
う
伝
承
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ
れ
が
七
世
紀
始
め
ご
ろ
か
ら
系
図
や
歴
史
書
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
一
祖
先
の
名
が
求
め
ら
れ
、
作
り
出
さ
れ
た

も
の
と
見
ら
れ
る
。

日
本
の
歴
史
も
七
世
紀
の
始
め
ご
ろ
か
ら
は
か
な
り
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ
れ
さ
え
も
聖
徳
太
子
の
事
に
つ
い
て
は
七
世
紀
の

終
わ
り
ご
ろ
に
で
き
た
仏
説
化
さ
れ
た
伝
記
か
ら
採
用
さ
れ
た
部
分
が
多
く
、
事
実
を
記
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
点
が
認
め
ら
れ

る
。
ま
し
て
そ
れ
以
前
の
事
に
つ
い
て
は
神
話
化
さ
れ
、

伝
説
化
さ
れ
た
も
の
が
多
い
の
で
あ
っ
て
、
欽
明
天
皇
の
紀
で
さ
え
、

百
済
の
歴
史
書
か
ら
と
っ
た
も
の
が
多
い
。
ど
こ
ま
で
を
実
録
と
し
て
見
て
よ
い
か
は
、

一
々
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

し、。
上
毛
野
の
地
方
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
部
分
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
上
野
野
君
に
つ
い
て
も
天
皇
の
側
近
に
あ
っ
た
よ
う
な
書

き
ぶ
り
で
あ
り
、
上
毛
野
地
方
に
住
ん
で
い
た
と
見
え
る
の
は
、
安
閑
天
皇
紀
に
あ
る
上
毛
野
君
村
艇
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
る
。
上

毛
野
地
方
に
は
大
小
の
古
墳
が
八
千
五
百
基
も
調
査
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
大
豪
族
が
住
ん
で
い
た
こ
と
は
推
定
さ
れ
る
け
れ
ど

序
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も
、
こ
れ
ら
の
大
古
墳
に
上
毛
野
君
の
歴
代
の
特
定
人
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
い
う
記
事
も
な
い
し
、
そ
れ
ら
の
記
事
が
あ
っ
た
と

し
て
も
江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
以
降
の
人
々
が
想
像
し
て
書
い
た
も
の
で
、
・そ
れ
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
と
え
ば
総
社
の
二
子
山
古
墳
か
ら
豪
華
な
造
り
の
太
万
が
出
土
し
た
。
そ
の
当
時
の
学
者
は
『
日
本
書
紀
』
の
豊
域
入
彦
命
の

記
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
太
万
は
豊
城
入
彦
命
の
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
と
し
て
、
京
都
の
某
家
に
送
っ
て
鑑
定
し
て
貰
い
、

二
子
山
古

墳
を
豊
城
入
彦
命
の
墳
墓
と
し
た
が
、
実
際
に
は
二
子
山
古
墳
は
七
世
紀
始
め
ご
ろ
の
も
の
で
、

豊
城
入
彦
命
が
『
日
本
書
紀
』
に

記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
の
人
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
六
五

O
年
あ
ま
り
も
差
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
総
社
二
子
山
古
墳

は
、
七
世
紀
始
め
ご
ろ
の
大
豪
族
の
墳
墓
と
ま
ず
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
七
世
紀
に
な
る
と
、
そ
の
後
半
に
は
上
毛
野
地
方
に
い
た
豪
族
の
名
も
多
少
は
っ
き
り
し
て
く
る
。
そ
れ
ら
の
豪
族
か

ら
前
半
の
こ
ろ
を
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
地
名
と
そ
の
土
地
に
残
っ
て
い
た
古
墳
の
う
ち
七
世
紀
前
半
の
も
の

と
を
資
料
に
し
て
、
そ
の
地
に
豪
族
を
あ
て
は
め
て
見
る
こ
と
も
、
そ
の
e

地
の
歴
史
を
考
え
て
み
る
一
方
法
で
あ
る
。
八
世
紀
中
ご

か
み
つ
け
白
の
あ
そ
み
た
る
ひ
と

く
に
の
み
や
っ
こ

ろ
に
勢
多
郡
の
郡
司
に
上
毛
野
朝
臣
足
人
と
い
う
人
物
が

『
続
日
本
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
郡
司
に
は
ま
ず
国
造
が
採
用
さ
れ
る

こ
と
が
『
日
本
書
紀
』
の
大
化
改
新
の
詔
や
大
宝
律
令
の
注
釈
書
で
あ
る
『
令
集
解
』
な
ど
に
見
え
て
い
る
の
で
、
勢
多
郡
の
地
は

上
毛
野
圃
造
の
直
轄
地
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
上
毛
野
国
造
は
『
国
造
本
紀
』
で
は
上
毛
野
君
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
の

系
統
の
も
の
が
郡
司
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

η
で
あ
る
。
そ
れ
に
旧
勢
多
郡
の
中
央
部
に
あ
た
る
現
在
の
本
市
東
大
室
、
西

大
室
両
町
に
か
け
て
は
、
七
世
紀
前
半
の
大
小
の
古
墳
が
群
在
し
て
い
て
、
と
り
わ
け
前
二
子
、
中
二
子
、
後
二
子
の
三
大
前
方
後

い
づ
れ
も
大
古
墳
で
、
し
か
も
そ
れ
が
相
並
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
上
毛
野
国
で
も
最
上
層
の
豪
族
の
墳
墓
と
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
豪
族
と
し
て
は
、
こ
の
上
毛
野
地
方
を
支
配
し
て
い
た
上
毛
野
君
が
浮
か
ん
で
来
る
が
、
こ
の
上

円
墳
は
、
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古

伐

上

一
二
四

毛
野
君
は
上
毛
野
の
地
方
が
大
君
の
朝
廷
の
組
織
に
入
れ
ら
れ
、
国
を
称
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
支
配
者
と
し
て
国
造
に
な
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
上
毛
野
君
と
い
う
の
は
氏
族
の
誇
称
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
七
世
紀
の
始
め
か
ら
は
、
特
定
の
個
人
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
が
.
、
上
毛
野
君
と
い
う
よ
う
な
す
で
に
氏

族
の
名
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
古
墳
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
六
世
紀
の
後
半
に
も
し
い
て
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
七
世
紀
以
後
は
す
で
に
あ
る
歴
史
書
に
よ
っ
て
、
多
少
の
批
判
を
加
え
な
が
ら
歴
史
を
書
く
こ
と

が
で
き
よ
う
が
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
全
く
古
墳
や
そ
の
地
の
考
古
学
の
研
究
結
果
な
ど
を
資
料
と
し
て
、
社
会
状
態
を
推
定
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
以
下
考
古
学
の
研
究
結
果
を
ま
と
め
な
が
ら
、
社
会
状
態
を
述
べ
、
文
献
に
あ
る
も
の
は
こ
れ
を
加
え
な
が
ら
、
社
会
の

発
展
、
や
が
て
政
治
上
の
問
題
に
触
れ
て
、
大
宝
律
令
に
よ
っ
て
確
立
す
る
国
司
政
治
に
及
ぼ
す
こ
と
に
す
る
。

第
一
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古
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石
器
と
土
器
と
め
使
用

序

節

古
代
人
の
生
活
と
い
う
と
石
器
と
土
器
と
、
が
す
ぐ
浮
か
ん
で
来
る
が
、
石
器
と
土
器
と
を
使
用
し
た
生
活
と
い
っ
て
も
、
食
物
を

得
る
た
め
の
石
器
や
、
こ
れ
を
い
れ
る
器
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
生
血
を
吸
っ
て
い
た
の

で
も
な
く
、
年
中
、
裸
で
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
『
日
本
書
紀
』
の
景
行
天
皇
四
十
年
の
条
に
は
、
「
其
の
東
の
殻
の
中
に
、
民
免
は

は

な

は

と

わ

ね

す

し

是
尤
だ
強
し
。

:
:
J
:
冬
は
穴
に
宿
、
夏
は
様
に
住
む
。
毛
を
衣
き
血
を
飲
み
て
、

-
j
i
-
-
山
に
登
る
こ
と
飛
ぶ
街
の
如
く
、
草
を

ほ

し

に

行
る
こ
と
走
ぐ
る
獣
の
如
し
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
。
「
東
夷
」
と
「
蝦
夷
」
と
に
書
き
分
け
て
あ
る
が
、
夷
も
蝦
夷
も
、
ま
た
別

予」町

い
ず
れ
も
「
え
み
し
」
と
訓
ん
で
、
同
じ
も
の
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

に
毛
人
と
も
書
い
て
あ
る
が
、

景
行
天
皇
四
十
年
と
い
う
の
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
年
代
の
立
て
か
た
か
ら
み
る
と
、
西
暦
一
一

O
年
に
あ
た
る
の
で
、
そ
の
編

修
者
は
、
八
世
紀
の
は
じ
め
ご
ろ
に
、
そ
れ
か
ら
六

O
O年
前
の
こ
と
を
、
右
の
よ
う
に
想
像
し
て
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の

こ
ろ
に
は
、
実
際
は
こ
の
地
方
で
も
す
で
に
弥
生
文
化
が
伝
播
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
、
も
は
や
、
獣
や
鳥
と
同
じ
よ
う
な
生

活
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
そ
の
こ
ろ
よ
り
も
は
る
か
に
古
い
七
、

0
0
0年
前
ご
ろ
に
は
、
人
の
智
恵
の
発

展
に
応
じ
て
工
夫
さ
れ
た
家
に
住
ん
で
い
た
と
見
ら
れ
、
裸
で
土
器
を
作
っ
て
い
る
画
が
教
科
書
に
さ
え
の
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
寒
さ
を
防
ぐ
こ
と
も
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
衣
類
も
考
え
ら
れ
て
き
て
い
た
。

石
器
と
い
う
の
は
、
生
活
用
具
と
し
て
利
用
さ
れ
た
石
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
未
加
工
の
も
の
と
、
加
工
さ
れ
た
も
の
と
が
あ

る
。
刃
物
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
生
活
上
は
最
高
の
利
用
で
あ
り
、
石
は
大
部
分
が
刃
物
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
石
器
と
言
え

ば
多
く
の
場
合
刃
物
と
見
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
刃
物
で
な
く
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。

石
器
で
は
石
斧
と
い
わ
れ
る
も
の
が
最
も

一
般
的
で
あ
り
、
形
は
色
々
と
変
化
し
て
い
る
が
、
石
器
の
は
じ
め
こ
ろ
か
ら
終
わ
り

ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
次
に
石
鉱
が
長
い
間
使
用
さ
れ
、
そ
の
他
石
鎗
、
石
匙
、
石
剣
な
ど
刃
物
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。
石
斧

は
そ
の
名
の
よ
う
に
斧
と
し
て
使
わ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
最
近
は
鍬
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
説
も
出
て
き
た
。
斧
と
し
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一
二
六

古

代

上

て
の
使
用
は
、
そ
の
ま
ま
で
樹
木
を
切
断
で
き
た
で
も
あ
ろ
う
し
、
大
木
は
焼
き
焦
が
じ
て
、
炭
の
部
分
を
削
り
落
と
し
た
こ
と
も

あ
ろ
う
。
大
型
の
薄
刃
の
も
の
は
鍬
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
石
鍍
は
篠
竹
に
つ
け
て
使
用
さ
れ
た
が
、
小
さ

な
も
の
で
猛
獣
を
射
と
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
に
は
「
と
り
か
ぶ
と
」
と
い
う
草
の
根
を
す
っ
て
、
毒
矢
と
し
て

用
い
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
毒
を
「
ぶ
す
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
石
鎗
に
は
大
型
の
も
の
は
手
鎗
に
、
小
型
の
も
の
は
投

鎗
に
用
い
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
石
匙
は
肉
は
、
ぎ
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
石
剣
は
剣
を
模
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
は
た

一
種
の
権
威
の
象
徴
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

し
て
刃
物
と
し
て
使
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
り
、
む
し
ろ
、

こ
の
ほ
か
、
石
器
に
は
石
棒
、
石
皿
、
蜂
巣
石
、
凹
石
、
叩
石
、
磨
石
な
ど
が
あ
る
。
石
棒
は
小
型
の
も
の
は
穀
類
や
木
の
実
を

粉
末
に
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
大
型
の
も
の
に
は
巨
大
な
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
も
権
威
の
象
徴
物
で
あ
ろ
う
。

石
皿
は
粉
末
に
す
る
た
め
の
容
器
、
蜂
巣
石
は
発
火
用
具
、
そ
の
他
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
大
型

の
石
棒
は
石
剣
と
同
様
に
石
器
使
用
の
終
わ
り
ご
ろ
に
出
現
す
る
も
の
で
、
そ
の
こ
ろ
に
は
権
威
を
示
す
必
要
が
起
こ
っ
て
い
た
も

の
と
み
え
る
。

と
が

土
器
は
土
で
器
を
造
り
、
こ
れ
を
焼
い
て
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
'
は
じ
め
は
尖
り
底
で
あ
っ
た
が
、
縄
文
文
化
の
前
期
か
ら
は

平
底
と
な
っ
た
。
平
底
の
は
じ
め
ご
ろ
の
も
の
に
は
、
ー
胎
土
に
繊
維
を
入
れ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
の
後
の
も
の
は
た
い
て
い
紐
作
り

に
さ
れ
、
捲
き
上
げ
や
積
み
土
げ
の
方
法
で
、
'
紐
状
に
し
た
土
を
積
み
重
ね
て
形
を
造
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
止
器
の
表
面

へ

ら

す

じ

に
は
山
型
や
穀
粒
状
の
型
を
押
し
た
ち
、
撚
り
糸
状
を
つ
け
た
り
箆
の
先
で
引
掻
い
た
り
、
条
を
入
れ
た
り
、
篠
竹
を
割
っ
て
筋
を

引
い
た
り
、
そ
の
先
を
逆
に
し
て
爪
型
を
置
い
た
り
し
た
も
の
か
ら
、
粘
土
の
紐
を
は
り
つ
け
た
も
の
、
貝
殻
の
縁
で
傷
r

を
つ
け
た

も
の
な
ど
各
種
の
方
法
で
模
様
を
つ
け
て
い
る
F

し
か
し
、
総
体
的
に
縄
文
が
つ
け
て
あ
り
、
紐
を
撚
り
合
わ
し
た
も
の
を
器
面
に

こ
ろ
が
し
て
、
整
形
し
た
結
果
と
さ
れ
て
い
る
。
後
期
か
ら
は
そ
の
縄
文
を
部
分
的
に
す
り
消
し
て
模
様
を
表
現
し
た
も
の
が
出
て

来
た
。

土
器
の
形
も
は
じ
め
は
深
鉢
型
で
あ
っ
た
が
、
聾
型
が
起
こ
り
、
壷
型
が
加
わ
り
、
浅
鉢
型
、
皿
型
、
椀
型
な
ど
が
次
第
に
で
き

て
、
後
期
に
は
現
在
の
土
瓶
の
よ
う
な
注
口
土
器
と
言
わ
れ
る
も
の
ま
で
も
出
来
て
、
器
種
は
ま
す
ま
す
多
様
に
な
っ
て
き
た
。
同

じ
基
本
型
で
も
、

口
縁
部
の
デ
ザ
イ
ン
の
変
化
や
模
様
の
置
き
方
な
ど
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
分
類

し
て
、
そ
の
製
作
の
発
展
に
従
っ
て
新
古
の
順
序
を
つ
け
て
、
そ
れ
に
お
お
よ
そ
の
年
代
を
あ
て
た
も
の
が
考
え
出
さ
れ
た
。
こ
れ

を
土
器
の
編
年
と
い
う
の
で
あ
る
。
縄
文
土
器
の
編
年
は
、
南
関
東
地
帯
で
は
皐
く
か
ら
調
査
研
究
が
進
ん
で
い
て
、
大
成
さ
れ
、

東
北
地
方
で
も
ほ
ぼ
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
長
野
県
で
も
縄
文
文
化
の
研
究
は
近
年
著
し
い
発
展
を
し
た
。
本
県
で
は
、
滝
沢
遺
跡

の
よ
う
に
早
く
学
術
的
に
調
査
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
後
の
調
査
が
渋
滞
し
て
い
て
、
ま
だ
、
こ
の
地
方
の
も
の
の
編
年
を

す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
目
下
は
南
関
東
の
編
年
を
基
準
と
し
て
、
発
掘
調
査
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
章
で
は

細
分
類
さ
れ
た
編
年
に
よ
ら
ず
に
、
早
、
前
、
中
、
後
、
晩
の
五
期
の
区
分
に
し
た
が
っ
て
取
り
扱
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

弥
生
土
器
に
つ
い
て
は
、
上
ノ
久
保
(
餅
糊
母
、
上
人
見
(
雌
赫
醐
町
)
、
鷹
之
巣
洞
窟
(
語
説
明
)
な
ど
の
遺
跡
か
ら
比
較
的
古
い

形
の
も
の
が
出
土
し
て
お
り
、
次
い
で
、
夏
山
(
窪
伊
)
、
飯
野
豪
州
)
、
金
丸
(
議
)
、
前
原
(
時
町
)
、
竜
見
町

(
輔
酬
明
)
、
幅
(
踊
酬
明
)
な
ど
の
遺
跡
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
飯
野
遺
跡
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
平
坦
地
の
西
北
周

辺
か
ら
西
部
の
山
地
に
か
け
て
の
分
布
で
あ
り
、
有
笠
山
及
び
前
原
の
二
遺
跡
以
外
で
は
住
居
跡
の
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
て
い
な

ぃ
。
竜
見
町
、
幅
の
両
遺
跡
は
平
坦
で
、
烏
川
の
左
岸
の
台
地
上
で
あ
り
、
前
原
遺
跡
は
赤
城
山
南
麓
の
緩
傾
斜
の
裾
野
で
、
荒
砥

川
の
左
岸
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
水
回
耕
作
と
の
関
係
も
考
え
ら
れ
る
が
、
飯
野
遺
跡
は
利
根
川
本
流
の
河
川
敷
地
帯
と
も
見
ら
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上

二
-
八

古

代

れ
る
低
地
で
あ
る
。

上
人
見
遺
跡
は
碓
氷
川
の
左
岸
の
台
地
、

上
ノ
久
保
遺
跡
は

金
丸
遺
跡
は
標
高
六

O
O
M
の
赤
城
山
の
中
腹
、

烏
川
上
流
の
渓
谷
上
の
台
地
、
鷹
之
巣
及
び
有
笠
山
の
両
遺
跡
は
吾
妻
郡
の
奥
の
岩
山
の
山
頂
に
近
い
洞
窟
で
あ
る
o

こ
れ
ら
の
遺

跡
の
解
釈
に
つ
い
て
は
む
ず
か
し
く
、

一
概
に
水
田
耕
作
を
基
準
に
し
て
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
竜
見
町
、
幅
及
び
飯
野
等

の
遺
跡
に
つ
い
て
は
南
関
東
と
の
関
係
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

弥
生
文
化
に
入
っ
て
も
、
石
器
は
土
器
と
と
も
に
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
有
笠
山
遺
跡
か
ら
は
蛤
刃
状
の
半
磨
製
の
巨

大
な
石
斧
が
二
個
出
土
し
て
い
て
、
石
器
の
使
用
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
有
笠
山
遺
跡
の
土
器
は
聾
型
土
器
や
塊
型
、
片
口
型
な

ど
が
あ
り
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
幅
遺
跡
や
水
沼
遺
跡
な
ど
と
や
や
似
て
い
る
が
、
翌
型
土
器
の
形
は
縄
文
文
化
的
で
あ
り
、

口
縁

部
に
縄
文
が
つ
け
て
あ
り
、
胴
部
に
は
櫛
目
で
模
様
が
画
か
れ
て
、
縦
線
で
区
画
さ
れ
、
そ
こ
に
横
に
波
状
文
が
置
か
れ
て
い
る
。

縄
文
土
器
の
影
響
が
強
い
。
小
形
の
整
型
土
器
に
は
全
面
に
縄
文
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
樽
式
土
器
の
先
駆
と
し
て
見
ら
れ
よ
う
。

水
沼
遺
跡
か
ら
は
鉱
状
の
鉄
器
や
砥
石
が
出
て
お
り
、
石
器
は
全
く
見
当
た
ら
ず
、
す
で
に
鉄
器
使
用
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
土
製
の
紡
錘
車
が
発
見
さ
れ
て
い
る
o

土
器
に
は
二
様
が
認
め
ら
れ
長
頚
の
壷
型
土
器
、
頚
部
が
ゆ
る
い
曲
線
状
で
あ
ま
り

し
ま
り
の
な
い
聾
型
土
器
、
脚
付
の
聾
型
土
器
等
の
櫛
目
文
付
の
も
の
と
、
域
型
ハ
あ
る
い
は
杯
型
〉
、
片
口
型
な
ど
の
無
文
、
赤

焼
き
の
土
師
器
に
似
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
土
器
の
組
み
合
わ
せ
ば
剣
崎
遺
跡
(
畑
一附
附
)
の
土
器
に
似
て
い
る
が
、
長
頚
整
型
、

境
型
、
片
口
型
な
ど
の
土
器
は
幅
遺
跡
の
組
み
合
わ
せ
に
通
じ
る
。
こ
の
椀
型
及
び
片
口
型
の
土
器
は
幅
遺
跡
の
は
他
の
土
器
類
と

同
じ
焼
き
を
示
し
て
い
る
が
、
剣
崎
及
び
水
沼
両
遺
跡
の
焼
き
方
は
櫛
目
文
の
あ
る
も
の
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
土

師
器
的
と
見
た
方
が
妥
当
で
あ
る
o

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
か
ら
綜
合
し
て
見
る
と
、
水
沼
遺
跡
は
弥
生
文
化
の
最
末
期
の
様
相
を
示

ず
も
の
と
言
え
よ
う
。

こ
の
水
沼
遺
跡
は
栂
式
と
命
名
さ
れ
た
勢
多
郡
赤
城
村
大
字
樽
の
遺
跡
と
酷
似
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
樽
式
土
器
を
使
用
す
る

住
居
跡
の
う
ち
で
、
発
掘
調
査
さ
れ
た
最
も
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
土
器
に
付
け
ら
れ
た
櫛
目
文
に
は
、

胴
部
一
杯
に
つ
け

ら
れ
た
波
状
文
と
、
頚
部
に
め
ぐ
ら
さ
れ
た
簾
状
文
と
が
特
長
で
あ
り
、
他
の
地
域
で
出
土
し
た
も
の
も
、

こ
の
文
様
に
よ
っ
て
判

別
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
土
師
器
的
な
も
の
が
加
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
石
田
川
式
土
器
と
併
行
し
て
い
た
も
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

木
器
の
使
用
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
こ
と
に
弥
生
文
化
の
こ
ろ
に
は
、
静
岡
市
の
登
呂
遺
跡
や
岡
県
の
狩
野
川
地
帯
の

遺
跡
及
び
千
葉
県
の
賀
茂
遺
跡
か
ら
は
、
多
数
の
ま
た
多
種
類
の
木
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、
群
馬
で
も
発
見
さ
れ
て
い
い
は

ず
で
あ
る
が
、
ま
だ
木
器
と
し
て
確
実
に
き
め
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
も
の
が
、
出
て
い
な
い
。
本
市
に
近
い
高
崎
市
の
井
野
か

ら
、
昭
和
二
十
八
年
に
、
加
工
さ
れ
た
木
片
を
樽
式
土
器
片
と
と
も
に
発
掘
し
た
が
、
何
に
使
用
さ
れ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
そ

の
ほ
か
に
は
そ
れ
ら
し
い
も
の
を
ま
だ
見
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
木
器
が
使
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

る。

は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ

第
一
節

縄

文

土

器

市
内
の
縄
文
土
器
を
出
土
す
る
遺
跡
地
と
し
て
は
、
現
在
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
八

O
個
所
以
上
に
の
ぼ
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
、
赤
城
山
麓
に
あ
た
る
地
帯
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
ま
だ
旧
上
川
淵
、
旧
下
川
淵
両
村
に
も
あ
る
で
あ
ろ
う
し
、

芳
賀
の
金
丸
地
区
に
も
見
出
だ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
宮
城
、
大
胡
、
富
士
見
、
北
橘
な
ど
の
勢
多
郡
の
町
村
で
、
前
橋
の
周
辺
に

第
一
章

古
代
人
の
生
活

九
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編

古

上

伐

。早期

・前期

‘ 中期
・後期l
ロ晩1目
X 不明

。

一三
O

繋
が
る
地
帯
を
も
あ
わ
せ
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

古

代

人
の
生
活
が
、
現
在
の
行
政
区

画
で
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る。

前橋市縄文土器分布図

市
内
の
縄
文
文
化
の
遺
跡
地

の
う
ち
で
、
発
掘
調
査
さ
れ
た

と
こ
ろ
は
、
総
社
町
総
社
の
産

業
道
路
西
遺
跡
、
同
東
遺
跡
、

第23図

小
神
明
町
の
敷
石
住
居
跡
、
気

井
町
八
日
市
の
究
井
遺
跡
の
四

個
所
だ
け
で
あ
り
、
覧
井
遺
跡

は
完
全
発
掘
は
な
さ
れ
ず
、
他

の
一
二
遺
跡
の
み
が
群
馬
大
学
史

学
研
究
室
に
よ
っ
て
、
辛
う
じ

て
学
術
的
発
掘
調
査
を
経
て
い

る
。
な
お
、
幸
塚
町
の
北
部
白
川
右
岸
の
水
田
地
帯
で
、
土
地
改
良
工
事
中
、
多
数
の
土
器
片
や
石
器
の
出
土
を
見
た
。
土
器
は
主

と
し
て
縄
文
後
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
精
巧
な
耳
飾
り
も
あ
り
、
そ
こ
は
利
根
川
の
旧
流
路
の
一
つ
で
あ
る
桃
ノ
木
川
に
も
近
く
、

る
し
、
住
居
跡
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。

低
地
で
あ
る
の
で
、
そ
の
遺
跡
の
性
格
は
判
断
し
が
た
い
。
白
川
の
流
れ
に
よ
る
漂
流
物
に
し
て
は
狭
い
範
囲
に
多
数
出
土
し
て
い

ま
た
旧
高
田
町
字
林
(
現
在
の
文
京
町
三
丁
目
)
に
は
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
、
中
期
の
土
器
を
含
み
、
炉
跡
も
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

い
る
。
白
川
沿
岸
の
沖
積
地
と
ち
が
っ
て
、

て
い
る
。
こ
の
遺
跡
の
発
見
さ
れ
た
場
所
は
、
洪
積
台
地
の
上
で
、
旧
利
根
川
の
流
路
に
あ
た
る
広
瀬
川
の
岸
の
崖
上
に
あ
た
っ
て

洪
積
紀
に
積
も
っ
た
地
層
か
ら
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
台
地
上
か
ら
は
細

文
文
化
の
遺
跡
が
さ
ら
に
発
見
さ
れ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
土
師
器
使
用
の
遺
跡
が
諸
方
に
発
見
さ
れ
て
い
る
の
に
比
べ
て
、

本
市
に
お
け
る
縄
文
土
器
出
土
地
は
次
表
の
よ
う
で
あ
る
。

右
の
遺
跡
以
外
は
目
下
の
と
こ
ろ
見
聞
し
て
い
な
い
。
住
居
の
占
地
に
つ
い
て
差
異
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

早
期

五
個
所

富
田
町
上
富
田

11 

高
石

1/ 

中
富
田

1/ 

中
前

今
井
町
道
上

前
期

二
二
個
所
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古

代

土

田
口
町
岡
市

11 

入
国

11 

天
神
窪

日
輪
寺
町
諏
訪

上
細
井
町
正
問
久
保

11 

丑
子
塚

嶺
町
桂
正
田

11 

東
公
団

小
坂
子
町
四
門
戸

11 

十

亀
泉
町
如
意
寺
西

江
木
町
農
業
試
験
場
付
近

富
田
町
吹
地

11 

中
富
田

11 

高
石

11 

中
前

今
井
町
道
上

下
大
屋
町
八
光

11 

大
正
用
水
北

西
大
室
町
五
料
山

荒
子
町
舞
台

飯
土
井
町
二
ノ
堰

中
期

五
九
個
所

田
口
町
岡
市
・
橘
山

11 

入
国

1/ 

天
神
窪

1/ 

千
手
堂

青

柳

町

上
細
井
町
新
田

11 

正
問
久
保

1/ 

荒
屋
敷

1/ 

田
ノ
ロ

勝
沢
町
高
鼻

1/ 

番
城

嶺
町
八
幡
前
・
藤
小
暮

1/ 

十
二
原
・
入
替
戸

w 

東
公
団
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三
四

古

代

上

" 

桂
正
田

" 
東
公
田

鳥
取
町
北
原

11 

宮
原
・
藤
塚
・
庚
申
塚

" 
前
原

" 
東
原

端
気
町
後
原

五
代
町
大
日

" 

中
原
・
芝
久
保
山
街
道

" 

江
戸
屋
敷

小
坂
子
町
白
鳥

" 
下
大
平

" 
壱
町
田
・
釜
の
口
・
鍛
治
皆
戸

" 

四
門
戸

上
泉
町

江
木
町
県
立
保
養
所
北

亀江
泉木
町町

望雲
寺試
西験
場
付
近

富
田
町
吹
地

11 

中
前

荒
口
町
前
回

二
之
宮
町
千
足

" 
新
土
塚
・
前
原

" 
萩
原

泉
沢
町
中
島

下
大
屋
町
八
光

" 
大
正
用
水
北

西
大
室
町
小
稲
荷

" 
大
稲
荷

" 
二
子
山

" 
五
料
山

荒
子
町
阿
久
山
・
舞
台

" 
新
屋

飯
土
町
樋
口

" 
ニ
ノ
堰

後
期

五
三
個
所

総
社
町
高
井
字
膏
薬

第
一
章

古
代
人
の
生
活

二
二
五
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一一一一士山

伐

上

総
社
町
総
社
大
屋
敷

田
口
町
岡
市
・
橘
山

" 
入
国

" 

天
神
窪

" 
千
手
堂

日
輪
寺
町
諏
訪

上
細
井
町
天
王
・
天
王
浦

" 
荒
屋
敷

勝
沢
町
高
鼻

11 

新
次
郎

" 
番
城

嶺
町
八
幡
前
・
藤
小
暮

" 
大
林
下

11 

十
二
原
・
入
替
戸

" 
東
公
団

" 

桂
正
田

小
神
明
町

鳥
取
町
北
原

" 
宮
原
・
藤
塚
・
庚
申
塚

11 

前
原

11 

東
原

五
代
町
大
日

" 
中
原
・
芝
久
保
山
街
道

11 

江
戸
屋
敷

小
坂
子
町
白
鳥

" 

下
大
平

11 

壱
町
田
・
釜
ノ
口
・
鍛
治
皆
戸

" 

四
門
戸

上
泉
町

亀
泉
町
如
意
寺
西

江
木
町
農
業
試
験
場
付
近

富
田
町
吹
地

党
井
町
八
日
市

荒
口
町
前
田

下
大
屋
町
八
光

" 

大
正
用
水
北

荒
子
町
中
鶴
ケ
谷

" 
下
鶴
ケ
谷

第
一
章

古
代
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の
生
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編

古

代

上

飯
土
井
町
下
天
神

11 

二
ノ
堰

二
之
宮
町
新
土
塚
・
前
原

11 

荻
原

晩
期

六
個
所

総
社
町
高
井
字
下
道

勝
沢
町
新
次
郎

嶺
町
大
林
下

11 

十
三
原
・
入
替
戸

小
坂
子
町
四
門
戸

1 

筑

井

遺

跡

-
三
八

気
井
町
字
八
日
市
に
あ
る
遺
跡
で
、
そ
の
地
は
利
根
川
の
旧
流
路
と
荒
砥
川
の
合
流
点
に
、
両
川
が
削
り
あ
げ
た
三
角
尖
り
状
の

低
台
地
の
突
端
近
く
に
位
置
し
て
い
る
。
大
正
十
五
年
二
月
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
早
く
か
ら
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
た
け
れ
ど

も
、
学
術
的
に
発
掘
調
査
を
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
現
在
は
そ
の
ま
ま
埋
填
さ
れ
て
畑
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
柴
田
常
恵
、
谷
川
磐
雄
共
著
の
『
石
器
時
代
の
住
居
跡
』
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
開

墾
の
結
果
と
し
て
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
石
を
も
っ
て
囲
め
る
炉
の
工
合
な
ど
は
、
滝
沢
の
も
の
と
殆
ん
ど
同
様
な
る
が
、
床
に

は
石
が
敷
か
れ
て
居
っ
て
、
宮
崎
ケ
坂
に
於
け
る
と
同
じ
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。
高
ケ
坂
と
は
こ
の
報
告
の
写
真
を
見
る
と
、
石
は
い

ず
れ
も
河
原
石
、
炉
は
五
角
形
で
、
石
材
を
平
ら
に
使
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
住
居
の
規
模
、
柱
穴
、
伴
出
遺
物
等
は
不

明
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
荒
井
遺
跡
は
敷
石
住
居
跡
と
み
ら
れ
る
が
、
時
期
を
判
定
す
る
材
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
敷
石

住
居
跡
で
あ
る
点
で
は
時
期
が
限
定
さ
れ
て
く
る
し
、
炉
の
形
、
そ
の
石
材
の
使
用
法
か
ら
み
て
、
本
県
地
方
で
は
、
敷
石
住
居
跡

の
時
期
の
後
半
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
縄
文
文
化
後
期
の
前
半
と
み
ら
れ
よ
う
。

2 

小
神
明
遺
跡

小
神
明
町
に
あ
る
遺
跡
で
、
こ
こ
は
赤
城
山
南
麓
の
西
に
よ
っ
た
裾
野
の
傾
斜
地
に
位
置
し
て
い
る
。
付
近
を
藤
沢
川
が
流
れ
、

固
い
炉
と
敷
石
を
清
掃
し
、
住
居
跡
の
規
模
を
確
か
め
て
実
測
さ
れ
た
も

そ
の
右
岸
に
あ
た
る
。
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
一
日
と
同
十
八
日
の
両
日
に
、
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
開
田
作
業
の
た
め
露
出
し
た
石

の
で
あ
る
。

炉
は
直
径
七

O
棺
炉
の
円
形
の
石
田
い
炉
で
あ
る
。

円
形
と
い
っ
て

も
、
河
原
石
で
六
角
形
に
囲
っ
て
炉
を
造
っ
て
い
る
。
敷
石
は
そ
の
炉
縁

を
延
長
し
た
よ
う
に
東
や
や
南
の
方
向
に
、
幅
約
一
M
M
、
長
さ
二

M
二
O

で
、
先
端
が
少
し
細
く
な
る
よ
う
に
、
河
原
石
が
敷
か
れ
て
い
た
。
こ

の
敷
石
は
そ
の
縁
石
の
縁
を
意
識
し
て
置
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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こ
の
炉
及
び
敷
石
を
基
準
に
し
て
み
る
と
、
炉
縁
か
ら
北
へ
五

O
吟
伊
及
び
一
八

O
樗
炉
の
と
こ
ろ
に
穴
が
あ
り
、
後
者
は
直
径

二
五
吟
炉
、
深
さ
三
六
吟
炉
で
あ
る
。
ま
た
、
炉
の
西
と
南
に
も
炉
縁
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
五

O
棺
炉
、

一
六

O
樗
炉
離
れ
、
径
二
五

品
川

M
M
M
、
深
さ
一
三
符
げ
と
径
四

O
棺
炉
、
深
四
九
棺
炉
の
穴
が
あ
る
。
東
側
は
開
田
作
業
の
た
め
撹
乱
さ
れ
て
お
り
、

明
確
に
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
炉
縁
か
ら
距
離
が
ほ
ぼ
等
し
く
、
柱
穴
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
柱
穴
と
す
る
な
ら
ば
、

住
居
の
形
状
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
が
、
敷
石
と
も
考
え
あ
わ
せ
て
、
そ
の
住
居
跡
の
規
模
は
直
径
五

M
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。

炉
は
深
さ
三
五
吟
炉
、
安
山
岩
の
河
原
石
を
平
ら
に
使
用
し
て
お
り
、
炉
の
内
側
は
撹
乱
さ
れ
て
い
た
が
、
多
少
焼
土
も
残
っ
て

お
り
、
炉
縁
の
石
に
も
火
熱
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
た
。
出
土
遺
物
に
は
石
器
は
認
め
ら
れ
ず
、
土
器
破
片
だ
け
で
、
そ
れ
も
数
が
少

な
い
。
敷
石
の
近
く
の
凹
状
の
穴
か
ら
出
土
し
た
破
片
が
四
片
の
み
で
あ
る
。

一
片
は
口
縁
部
破
片
で
、
渦
巻
状
の
弱
い
隆
起
文
が

施
文
し
て
あ
り
、
他
の
破
片
に
は
地
文
の
縄
文
を
磨
り
消
し
、
そ
の
上
に
沈
線
文
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
遺
跡
は
概
略
右
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
が
、
敷
石
は
縁
石
の
使
用
法
か
ら
み
て
、
炉
を
中
心
と
し
た
周
囲
全
体
に
あ
っ
た
と

は
見
ら
れ
な
い
し
、
さ
ら
に
東
方
に
延
び
て
い
る
も
の
と
も
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
敷
石
に
似
た
敷
石
遺
構
は
寸
嵐
遺
跡
(
組
問
)
や
小

室
遺
跡
(
鳩
一
賂
)
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
炉
を
中
心
と
し
た
敷
石
住
居
跡
に
さ
ら
に
柄
鏡
の
柄
の
よ
う
に
造
り
出
し

た
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
比
較
す
る
に
、
小
神
明
遺
跡
の
敷
石
部
分
は
炉
か
ら
直
接
造
り
出
し
た
感
じ
が
す
る
。

ま
た
、
こ
の
遺
跡
に
は
柱
穴
と
見
ら
れ
る
穴
が
三
個
あ
り
、
東
側
は
調
査
不
能
で
あ
っ
た
が
、
三
個
の
柱
穴
か
ら
み
る
な
ら
ば
、

上
屋
が
そ
の
構
造
は
兎
も
角
構
架
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
推
定
さ
れ
、
炉
は
使
用
さ
れ
た
痕
跡
が
見
ら
れ
、
住
居
の
機
能
を
は
た
し
得

た
遺
構
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
小
神
明
住
居
跡
と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
他
の
当
時
の
一
般
の
住
居
跡
と
比
較
し
た

一
部
に
の
み
特
殊
な
敷
石
を
有
す
る
こ
と
は
異
例
で
あ
る
。
小
室
遺
跡
に
お
い
て
は
、

場
合
、

そ
の
造
り
出
し
部
の
端
の
前
方
に
蜂

巣
石
を
石
組
み
で
囲
っ
た
遺
構
が
あ
り
、
特
殊
な
通
路
と
見
た
が
、
小
神
明
遺
跡
に
お
い
て
は
住
居
の
内
に
包
括
さ
れ
る
部
分
で
あ

り
、
通
路
と
は
し
が
た
い
。
し
か
し
、
屋
内
に
あ
っ
て
も
、
宗
教
的
な
特
殊
な
場
で
あ
り
、
あ
る
い
は
神
事
執
行
の
た
め
の
通
路
で

あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
遺
跡
は
敷
石
を
有
す
る
点
、
炉
の
形
状
及
び
そ
の
石
材
の
使
用
法
等
が
、
究
井
遺
跡
、
築
瀬
遺
跡
(
械
中
)
等
に
類
似
し
て
い

る
こ
と
と
、
出
土
遺
物
等
か
ら
み
て
、
縄
文
文
化
後
期
前
半
と
考
え
ら
れ
る
。

3 

産
業
道
路
東
遺
跡

総
社
町
総
社
丁
間
稲
荷
の
北
に
あ
る
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
地
は
榛
名
山
東
麓
か
ら
続
く
緩
傾
斜
地
の
東
縁
が
浸
蝕
さ
れ
て
幅
広
い

水
団
地
帯
を
作
り
、
そ
の
上
に
、
緩
傾
斜
地
の
東
縁
が
東
流
す
る
八
幡
川
、
滝
川
な
ど
の
小
河
流
に
よ
っ
て
、
開
析
さ
れ
た
と
こ
ろ

の
低
台
地
の
南
端
に
あ
た
っ
て
い
る
。
水
団
地
帯
か
ら
比
高
二
J
三
M
で
あ
る
。
こ
の
中
央
を
ほ
ぼ
南
北
に
産
業
道
路
が
新
設
さ

れ
、
そ
の
道
路
敷
に
面
し
た
遺
跡
地
の
東
側
で
土
取
り
作
業
が
始
め
ら
れ
、
石
囲
い
の
炉
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
四
十
一

年
七
月
二
、
三
日
の
二
日
間
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

遺
跡
付
近
の
地
層
は
、
上
部
ロ
l
ム
層
の
上
に
さ
ら
に
堆
積
層
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
遺
跡
地
で
は
、
小
河
流
の
漫

蝕
、
新
堆
積
な
ど
に
よ
っ
て
、
局
部
的
に
異
な
っ
て
お
り
、

ロ
ー
ム
層
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
地
層
の
状
態
は
、
土
取
り
作

業
に
よ
る
破
壊
と
相
倹
っ
て
、
住
居
跡
の
床
面
の
周
縁
ま
た
は
壁
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
炉
を
中
心
と
し
た
径
六

同
州
の
範
囲
が
調
査
さ
れ
た
が
、
大
小
の
穴
が
多
数
存
在
し
て
、

し
‘
炉
か
ら
二
対
五

O
の
付
近
に
、

い
ず
れ
が
住
居
の
柱
穴
で
あ
る
の
か
決
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か

う
ち
の
り

土
の
硬
さ
や
色
の
相
違
の
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
内
方
で
の
穴
の
存
在
も
限
ら
れ
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ぎ
な
か
っ
た
が
、

い
ず
れ
も
地
文
の
縄
文
に
沈
線
を
施
し
た
も
の
と

そ
の
沈
線
の
聞
を
磨
消
し
た
も
の
で
、

縄
文
文
化
中
期
後

第
二
編

古

代

上

四

る
の
で
、
床
面
を
推
定
し
、
こ
の
住
居
跡
は
径
五
げ
程
度
と
考
え
ら
れ
る
。

炉
は
石
で
囲
わ
れ
、

東
側
西
側
と
も
に
二
石
、

南
側
は
一
石
で
、

間
隔
を
と
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
北
側
は
石
を
置
い
た
痕
跡

が
あ
っ
た
。

そ
の
規
模
は
南
北
で
八

O
吟
炉
、
東
西
で
五

O
吟
炉
の
長
方
形
で
あ
る
。
出
土
遺
物
は
縄
文
土
器
破
片
が
十
数
片
に
す

半
、
南
関
東
の
編
年
の
加
曾
利
E
式
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
住
居
の
形
、

規
模
、

柱
穴
等
明
確
に
は
し
が
た
い
が
、
炉
を
中
心
と
す
る
径
五

M
程
度
の
縄
文
文
化
中
期
後
半

の
住
居
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

4 

産
業
道
路
西
遺
跡

総
社
町
総
社
二
八
八
回
、

三
八
八
五
番
地
に
ま
た
が
る
遺
跡
で
あ
る
。

産
業
道
路
東
遺
跡
の
西
北
方
約
一
五

M
の
低
台
地
の
ほ
ぼ

中
央
、
産
業
道
路
の
西
側
に
あ
る
。
こ
の
遺
跡
も
土
取
り
作
業
中
に
石
固
い
の
炉
が
発
見
さ
れ
、
調
査
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

す
で
に
炉
の
面
ま
で
掘
り
進
め
ら
れ
、
炉
内
の
埋
設
土
器
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

床
面
も
確
認
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い

た
。
炉
か
ら
南
の
畑
は
所
有
者
が
異
な
り
、
急
な
調
査
に
は
間
に
合
わ
ず
、
発
掘
調
査
は
さ
れ
て
い
な
い
。

遺
跡
付
近
の
地
層
は
東
遺
跡
と
同
様
で
あ
る
。
土
取
り
作
業
に
よ
る
地
層
の
断
面
か
ら
見
る
と
、
上
か
ら
第
一
層
は
浮
石
混
り
の

耕
作
土
、
第
二
層
は
や
や
黒
味
を
お
び
た
土
層
、
第
三
層
は
茶
色
の
土
層
、
第
四
層
は
硬
い
茶
褐
色
土
層
、
第
五
層
は
ロ

l
ム
層
と

な
っ
て
い
る
。
炉
縁
の
石
か
ら
み
る
と
第
四
層
の
上
面
を
床
面
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
断
面
か
ら
す
る
と
、
住
居

の
掘
り
込
み
は
認
め
ら
れ
ず
、
平
地
式
の
住
居
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
住
居
の
周
縁
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
、
炉
を
中
心
に

し
て
、
東
二

M
六
O
、
東
や
や
北
二

M
七
O
、
西
や
や
北
二

M
六
O
の
と
こ
ろ

に
穴
が
あ
り
、
主
柱
穴
と
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
か
ら
推
測
す
る
と
、

一
辺
が
六

同
州
前
後
の
規
模
と
考
え
ら
れ
る
。

炉
は
方
形
の
石
固
い
炉
で
、
外
側
幅
八

O
A
G
Y
×
九
O
吟
炉
、
内
側
方
五

O

ft 
F 

深
さ
は
床
面
か
ら
二
五
符
伊
で
、
炉
内
に
は
土
器
が
埋
設
さ
れ
て
い

産業道路西遺跡炉跡

た。

一炉
は
玉
石
で
構
成
さ
れ
て
あ
り
、
石
材
を
縦
ま
た
は
横
に
使
用
し
、
二
隅

に
は
補
助
石
を
あ
て
て
い
る
。
炉
縁
は
床
面
か
ら
七
乃
至
一

O
符
伊
高
い
。
炉

内
は
埋
設
土
器
を
取
り
上
げ
る
際
に
、
撹
乱
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ

第25悶

た
が
、
隅
に
焼
土
が
残
存
し
、
炉
縁
の
石
も
加
熱
の
た
め
の
割
れ
目
や
剥
離
痕

が
認
め
ら
れ
た
。

出
土
遺
物
と
し
て
は
炉
内
の
埋
設
土
器
が
あ
る
。
こ
の
土
器
は
口
縁
が
聞
く

深
鉢
型
で
、
底
部
は
欠
損
し
て
い
る
が
、

口
縁
径
一
六
樗
炉
、
現
存
高
一
四

品
作
炉
で
あ
る
。
そ
の
文
様
は
、
頚
部
に
半
裁
竹
管
状
の
弱
い
沈
線
と
、
爪
型
文

状
の
刺
突
文
が
あ
り
、
頚
部
か
ら
上
は
無
文
、
下
部
は
櫛
目
文
状
の
弱
い
沈
線

を
地
文
に
し
て
、

そ
の
上
に
、
半
裁
竹
管
に
よ
る
横
の
大
き
な
四
条
の
波
状
文
を
施
し
て
い
る
o

口
縁
部
付
近
に
は
加
熱
の
た
め
の

剥
離
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も
二
、
三
の
土
器
片
が
発
見
さ
れ
た
。

J
V
』

Lι

，、

こ
の
炉
内
の
埋
設
土
器
は
縄
文
文
化
の
中
期
以
後
の
住
居
跡
に
発
見
さ
れ
る
も
の
で
、
「
五
徳
」
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
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見
ら
れ
る
o

こ
の
上
に
、
浅
鉢
型
、
査
型
、
鉢
型
な
ど
の
土
器
を
置
き
、
煮
沸
に
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
炉
の
形
状
、

炉
内
の
埋
設
土
器
か
ら
見
て
、
縄
文
文
化
後
期
前
半
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
土
取
り
作
業
が
西
方
に
進
み
、

さ
ら
に
炉
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
総
社
町
の
新
井
哲
夫
氏
の
報
せ
に
よ
り
、

E

昭
和
四
十
四

年
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で
調
査
が
実
施
さ
れ
た
が
、
す
で
に
炉
は
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
土
器
が
設
置
さ
れ
て
い

ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
続
い
て
同
時
期
の
住
居
が
隣
接
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

て
、
周
囲
に
大
小
の
穴
が
発
見
さ
れ
、
新
井
氏
撮
影
の
写
真
と
照
合
し
て
、
石
材
を
横
に
使
用
し
た
石
囲
い
炉
が
あ
っ
た
こ
と
が
知

第
二
節

弥

生

土

器

市
内
で
弥
生
文
化
に
関
す
る
遺
跡
が
発
掘
調
査
さ
れ
た
の
は
、
荒
口
町
と
総

社
町
の
二
個
所
の
み
で
あ
り
、
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
は
鳥
羽
町
、
六
供

町
、
及
び
下
川
淵
地
区
等
の
数
個
所
に
す
ぎ
な
い
。
荒
口
町
で
発
掘
調
査
さ
れ

た
住
居
跡
か
ら
出
土
の
土
器
は
、
こ
の
地
方
で
の
弥
生
土
器
と
し
て
は
古
い
も

の
で
あ
る
が
、
総
社
町
で
の
住
居
跡
そ
の
他
の
地
域
で
発
見
の
土
器
は
、
樽
式

土
器
と
特
に
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、
弥
生
土
器
の
末
期
に
あ
た
る
も
の
で
あ

る。
樽
式
土
器
は
勢
多
郡
赤
城
村
大
字
樽
か
ら
は
じ
め
て
発
見
さ
れ
た
の
で
、
杉

原
荘
介
氏
に
よ
っ
て
樽
式
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
土
器
の
最
初
の
発
見
地
は

産業道路西遺跡出土縄文土器第26図

赤
城
山
の
西
麓
で
、
利
根
川
の
左
岸
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
土
器
は
利
根
川
右
岸
の
山
間
地
で
多
く
発
見
さ
れ
る
も
の
で
、
赤
城

限
っ
て
、

山
南
麓
以
東
で
の
発
見
例
は
極
く
稀
で
あ
る
。
本
市
で
も
総
社
町
、
鳥
羽
町
な
ど
、
榛
名
山
の
東
南
麓
の
伏
流
の
湧
出
地
帯
の
線
を

そ
れ
よ
り
平
坦
地
側
か
ら
は
わ
ず
か
に
六
供
町
及
び
下
川
淵
地
区
な
ど
の
本
市
南
部
地
域
に
点
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ

の
地
域
か
ら
東
方
の
朝
倉
、
後
閥
、
山
王
の
諸
町
の
地
域
に
は
土
師
器
の
古
い
型
と
い
わ
れ
る
石
田
川
系
統
の
も
の
が
分
布
し
て
い

に
併
存
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
そ
う
に
も
見
え
る
が
、

る
。
赤
城
山
南
麓
の
地
域
に
も
こ
の
分
布
が
見
出
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
弥
生
土
器
と
古
式
の
土
師
器
と
が
、
同
一
地
域

ま
だ
断
定
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
調
査
が
す
す
ん
で
い
な
い
。

い
わ
ゆ
る
樽
式
土
器
の
う
ち
に
は
縄
文
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
吾
妻
都
中
之
条
町
大
字
上
沢
渡
の
有
笠
山
洞
窟
出
土

の
聾
型
土
器
に
至
つ
て
は
、
縄
文
が
残
存
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
形
も
か
な
り
縄
文
的
で
、
他
の
地
域
出
土
の
樽
式
土
器

と
差
異
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
土
器
と
伴
出
し
た
も
の
に
境
型
土
器
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
群
馬
郡
倉

淵
村
の
水
沼
遺
跡
や
高
崎
市
の
幅
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
類
似
で
、
後
の
土
師
器
に
つ
な
が
り
を
持
つ
も
の
の
よ
う
に
も
考
え

か
ろ
う
か
。

ら
れ
る
。
こ
う
い
う
現
象
は
こ
の
地
に
お
い
て
は
、
弥
生
土
器
使
用
の
年
代
が
あ
ま
り
長
く
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
は
な

l 

荒
口
前
原
遺
跡

荒
口
町
字
前
原
に
あ
る
遺
跡
で
、
こ
こ
は
荒
砥
川
左
岸
の
地
に
あ
た
る
。
藤
生
正
雄
氏
宅
地
内
に
発
見
さ
れ
た
た
め
に
、
昭
和
三

十
二
年
一
月
に
は
完
全
な
発
掘
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
住
居
跡
と
認
定
さ
れ
る
も
の
の
西
北
隅
の
一
部
が
調
査
さ
れ
た
だ
け

第

章

古
代
人
の
生
活

で
あ
っ
た
o

こ
の
よ
う
な
狭
い
範
囲
で
あ
っ
た
が
、
土
器
類
は
完
形
な
も
の
が
あ
り
壷
型
土
器
一

O
個
、
聾
型
土
器
五
個
の
ほ
か
、

一
四
五
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古

代

上

高
杯
な
ど
数
も
比
較
的
多
く
出
土
し
た
。
昭
和
四
十
四
年
八
月
に
再
度
発
・掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、

ほ
ぼ
住
居
跡
の
規
模
を
知
る
こ
と

一
四
六

が
で
き
た
。
住
居
跡
は
方
四

M
六
O
の
竪
穴
式
住
居
跡
で
あ
り
、
炉
跡
と
見
ら
れ
る
個
所
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

、ーフ

壷
型
土
器
に
は
主
と
し
て
館
描
き
の
幾
何
学
的
な
文
様
が
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
頚
部
に
櫛
目
の
簾
状
文
が
加
え
ら
れ
、
あ
る

い
は
胴
部
に
縄
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。
土
器
の
写
真

ω、
ω、
ωに
見
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
、
胴
部
の
最
大
径
の
部
分
は
中
位
に

あ
る
が
、

ωの
如
き
は
無
文
で
赤
色
の
塗
彩
が
あ
り
、
胴
部
の
最
大
径
は
下
位
に
あ
る
。
整
型
土
器
は
大
体
縄
文
あ
る
い
は
櫛
目
文

が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
小
型
の
も
の
に
コ
字
状
の
箆
描
き
文
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
土
器
は
そ
れ
ぞ
れ
特
種
な
様
相
を
示
し
て
お
り
、
周
囲
の
諸
地
方
の
出
土
土
器
と
各
共
通
点
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
木
県
に
お
い
て
は
群
馬
郡
倉
淵
村
の
上
ノ
久
保
、
碓
氷
郡
松
井
田
町
の
上
人
見
、
吾
妻
郡
吾
妻
町
の
鷹
之
巣
洞
窟
、
勢
多
郡

あ
る
。

大
胡
町
の
金
丸
等
の
遺
跡
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
、
弥
生
土
器
の
古
い
部
類
に
入
り
、
二
世
紀
乃
至
三
世
紀
こ
ろ
に
置
き
得
る
も
の
で

前原遺跡土提出土状態

璽軍駐
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第
一
章

古
代
人
の
生
活

2 

桜
が
丘
遺
跡

総
社
町
植
野
の
桜
が
丘
団
地
に
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
樽
式
土
器

使
用
の
住
居
跡
で
あ
る
が
、
団
地
造
成
の
た
め
破
壊
さ
れ
、

そ
の
一
部
が

調
査
さ
れ
得
た
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
浅
間
山
噴

火
に
よ
る
浮
石
層
が
、
住
居
跡
を
埋
め
た
土
の
層
の
断
面
か
ら
検
出
さ
れ

た
こ
と
は
、
群
馬
郡
倉
淵
村
の
水
沼
遺
跡
の
樗
式
土
器
使
用
住
居
跡
の
同

)
 
1
 
(
 

(3) 前原遺跡出土の土器第28図

(2) 

但)

四
七
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古

上

様
の
断
面
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
住
居
廃
棄
後
間
も
な
く
の
堆
積
と
認
め
ら
れ
、
す
で
に
地
学
の
研
究
に
お
い
て
こ

か
な
り
確
実
な
年
代
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
考
古
学
の
み
な
ら
ず
、
地

代

四
八

の
浮
石
層
を
ス
コ

1
リ
ア
と
よ
ば
れ
て
い
た
の
に
対
し
、

学
の
研
究
の
上
で
も
重
要
な
基
準
を
得
た
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
上
、
別
章
の
よ
う
に
、
こ
の
浅
間
山
噴
火
の
浮
石
層
の
直
上
に
前

橋
の
後
閑
天
神
山
古
墳
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
の
発
見
に
よ
っ
て
、
弥
生
土
探
使
用
の
時
代
と
古
墳
築
造
の
時
代
と
が
、
こ
の
浮
石

層
の
直
下
と
直
上
で
あ
る
と
い
う
重
要
な
区
分
の
境
界
線
が
求
め
得
ら
れ
た
の
で
、
非
常
に
重
要
な
調
査
と
な
っ
た
。

3 

樽
式
土
器
の
整
棺

後
閑
町
の
広
瀬
団
地
付
近
で
、
宅
地
造

成
中
に
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

聖
棺
は
身
と
蓋
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。

身
は
頚
部
に
波
状
の
櫛
目
文
を
も
っ
て
い

る
樽
式
土
器
の
査
で
あ
り
、

そ
の
頚
部
か

ら
上
を
取
り
去
っ

て
い
る
。
文
様
は
頚
部

以
外
に
は
な
い
。
蓋
は
破
損
し
て
い
た
。

写
真
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
身
の
下
半

部
と
比
較
し
て
、

か
な
り
ふ
く
ら
み
が
あ

り
、
そ
の
形
か
ら
推
定
す
る
と
、
土
師
器

の
石
田
川
式
土
器
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

(上)後日付IUJ出土弥生誕蓋
(下)同 弥生誕第29図

こ
の
聾
棺
の
出
土
状
態
は
不
明
で
あ
る
。
身
の
方
の
査
も
上
半
部
に
は
か
な
り
の
ふ
く
ら
み
が
あ
り
、
櫛
目
文
の
置
き
方
も
頚
部

に
よ
っ
て
で
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

の
一
部
に
と
ど
ま
り
、
胴
部
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
弥
生
土
器
の
最
末
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る

い
は
石
田
川
式
土
器
と
の
接
触

こ
の
後
閑
町
付
近
に
は
、
土
師
器
の
こ
の
地
方
で
の
最
初
の
型
で
あ
る
石
田
川
式
土
器
が
出
土
し
、
後
述
の
よ
う
に
、
後
閑
町
の

天
村
山
古
墳
や
朝
倉
町
の
朝
倉
目
号
古
墳
の
墳
丘
に
は
、
石
田
川
式
土
器
を
す
で
に
仮
器
(
儀
器
)
に
転
用
し
て
、

後
の
埴
輪
円
筒

列
の
よ
う
に
配
列
し
て
い
る
。
ま
だ
樽
式
土
器
の
よ
い
発
見
例
が
な
い
。
朝
倉
町
の
西
方
六
供
町
か
ら
は
、
や
は
り
宅
地
造
成
に
よ
っ

て
、
土
器
類
の
破
片
が
掘
り
出
さ
れ
地
上
に
散
乱
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
に
多
少
樽
式
土
器
が
ま
じ
っ
て
い
た
。
今
の
と
こ
ろ
、
榛

る。名
山
競
の
樽
式
土
器
分
布
の
東
辺
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、

第
三
節

さ
ら
に
、

そ
の
東
方
に
こ
の
霊
棺
が
出
土
し
た
の
は
、
珍
し
い
例
で
あ

土
師
器
の
初
現

土
師
器
は
一
般
に
、
古
墳
の
築
造
と
同
時
に
使
用
が
は
じ
ま
る
と
、
従
来
説
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
本
市
に
お
け
る
調
査
か
ら
厳

の
古
墳
と
認
定
さ
れ
た
も
の
よ
り
も
、

密
に
言
え
ば
、
土
師
器
の
使
用
は
古
墳
の
築
造
よ
り
も
少
し
前
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
比
較
の
問
題
で
あ
っ
て
、
現
在
最
古

そ
れ
は
古
墳
と
は
言
え
な
い
と
い

さ
ら
に
古
い
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、

第
一
章

古
代
人
の
生
活

う
よ
う
な
事
情
も
か
ら
ん
で
く
る
と
、
容
易
に
き
め
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
o

大
局
か
ら
み
て
、
従
来
の
考
え
方
に
一
応
従
っ
て

四
九
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一
五

O

し
か
し
、
研
究
者
に
と
っ
て
は
重
大
な
問
題
で
あ
る
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
調
査
さ
れ
検
討
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
は
あ
る
。

土
師
器
の
う
ち
最
も
古
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
石
田
川
式
土
器
で
あ
る
。
昭
和
二
十
七
年
三
月
に
太
田
市
大
字
米
沢
の

石
田
川
左
岸
で
は
じ
め
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
松
島
栄
治
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
世
に
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
種
の
土
器
は
そ
の
後
、

烏
川
沿
岸
の
高
崎
市
倉
賀
野
町
、
佐
波
郡
玉
村
町
等
で
発
見
さ
れ
、
本
市
で
も
朝
倉
町
、
後
閑
町
、
荒
子
町
、
総
社
町
等
で
発
見
さ

れ
て
い
る
。
倉
賀
野
町
で
は
大
応
寺
古
墳
と
よ
ん
で
い
る
墳
丘
の
な
い
小
石
榔
を
造
り
込
ん
だ
当
時
の
地
表
面
か
ら
発
見
さ
れ
て
お

り
、
玉
村
町
で
は
横
穴
式
古
墳
の
石
室
床
面
下
の
住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
。
朝
倉
町
で
は
朝
倉

E
号
古
墳
の
墳
丘
上
に
配
列
さ
れ
て

か
っ
そ
の
付
近
の
地
表
下
の
浮
石
層
の
下
か
ら
出
土

い
た
の
で
あ
り
、
後
閑
町
で
は
天
神
山
古
墳
の
墳
丘
上
に
配
列
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
土
器
を
使
用
し
て
い
た
住
居
跡
が
発
掘
、
調
査
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

し
て
い
る
。
荒
子
町
及
び
総
社
町
で
は
井
上
唯
雄
氏
に
よ
っ
て
、

こ
の
天
神
山
古
墳
、
朝
倉

H
号
古
墳
の
墳
丘
上
に
埴
輪
円
筒
列
の
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

そ
の
墳
丘
が
浅
間
山
の
噴

火
に
よ
る
浮
石
層
の
直
上
に
構
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
こ
の
浮
石
層
の
下
か
ら
石
田
川
式
土
器
が
出
土
し
た
こ
と
と
に
よ
っ
て
、
石

田
川
式
土
器
は
当
然
こ
れ
ら
の
古
墳
に
先
立
っ
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
と
同
時
に
、
こ
の
浮
石
層
は
石
田
川
式
土

ま
た
、

」
の
浮
石
層
は
総

器
が
使
用
さ
れ
て
い
る
期
間
の
あ
る
一
時
期
に
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

社
町
の
桜
が
丘
団
地
に
お
い
て
は
、
弥
生
土
器
の
樽
式
土
器
使
用
の
住
居
跡
を
埋
め
て
い
た
土
の
聞
に
挟
ま
っ
て
堆
積
し
て
い
た
。

こ
の
状
況
は
群
馬
郡
倉
淵
村
の
水
沼
遺
跡
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
末
期
の
弥
生
土
器
を
使
用
し
て
い
た
住
居
が
廃
棄
さ
れ
て
、

あ
ま
り
年
を
経
な
い
こ
ろ
に
浮
石
層
、
が
堆
積
し
た
の
で
あ
る
。
古
墳
の
墳
丘
の
直
下
に
あ
る
浮
石
層
と
同
じ
で
あ
り
、
古
墳
は
浮
石

っ
た
も
の
の
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。

1 

大
室
小
学
校
々
庭
第
二
遺
跡

古

代

層
が
で
き
て
間
も
な
く
築
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
浮
石
層
が
境
と
な
っ
て
、
弥
生

大室小学校庭第二遺跡土提出土状態

土
器
使
用
時
期
と
古
墳
構
築
時
期
と
が
は
っ
き
り
と
区
切
ら
れ
る
が
、

そ
の
聞
に
は
時

置
く
こ
と
が
混
乱
が
起
こ
ら
な
い
。

の
経
過
が
あ
ま
り
多
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
樽
式
土
器
と
石
田
川
式
土
器
と
が
一
時
期
に
併
存
し
て
い
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
市
と
高
崎
市
を
結
ぶ
線
か
ら
東
に
は
、
樽
式
土
器
は
極
〈
稀

で
、
石
田
川
式
土
器
が
諸
所
に
発
見
さ
れ
て
お
り
、
す
な
わ
ち
こ
の
地
区
は
い
わ
ゆ
る

平
坦
地
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
線
か
ら
西
の
山
間
部
に
は
樽
式
土
器
が
到
る

所
に
発
見
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
樽
式
土
器
よ
り
も
古
い
と
考
え

第30図

ら
れ
て
い
る
弥
生
土
器
も
そ
の
多
く
は
右
の
線
上
及
び
そ
れ
よ
り
西
の
山
間
部
に
発
見

さ
れ
て
お
り
、
荒
口
町
前
原
の
発
見
例
は
平
坦
地
側
と
し
て
は
稀
な
例
で
あ
る
。
こ
の

事
か
ら
す
る
と
、
こ
の
地
方
で
は
、
水
回
耕
作
は
石
田
川
式
土
器
使
用
に
伴
っ
て
起
こ

大
室
小
学
校
は
も
と
の
荒
砥
村
東
小
学
校
の
こ
と
で
、

そ
の
校
庭
で
昭
和
二
十
七
年
に
土
師
器
使
用
の
住
居
跡
を
発
掘
し
、
こ
れ

を
荒
砥
村
東
小
学
校
々
庭
遺
跡
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
同
じ
校
庭
で
、
昭
和
三
十
二
年
七
月
に
や
は
り
士
師
器
使
用
の
住
居
跡
が

第

章
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活

発
掘
さ
れ
た
が
、
こ
の
方
は
前
者
よ
り
も
編
年
上
ず
っ
と
古
く
、
石
田
川
式
土
器
に
属
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
出
土
品
は
萱
の
底

五



新屋遺跡土器出土状態

第

編

古

上

代

部
、
高
杯
の
破
片
な
ど
で
小
規
模
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
土
器
は
石
田
川
式
土
器
関
係
の
も
の
で
、

れ
て
い
る
。

2 

新

屋

遺

跡

一五

五
世
紀
末
ご
ろ
の
も
の
と
推
定
さ

幅
-
背
ト
ル
ほ
ど
の
舌
状
台
地
上
に
あ
た
っ
て
い
る
。

荒
子
町
字
新
屋
甲
八
一
五
番
地
に
あ
っ
た
住
居
跡
で
あ
る
。
新
屋
部
落
の
西
端
に
位
置
し
て
、
.
荒
砥
川
の
支
流
が
開
析
し
た
東
西

住
居
跡
の
形
は
長
方
形
で
、
そ
の
中
軸
線
は
北
四
七
度
東
で
あ
り
、
東
西
幅
三
日
新
九

。
、
南
北
幅
三
対
一
九
で
あ
る
。
炉
の
位
置
は
中
央
西
寄
り
で
、
西
南
隅
に
貯
蔵
穴
が

あ
り
、
柱
穴
は
七
個
で
あ
っ
た
。
床
面
は
比
較
的
整
っ
て
お
り
、
炉
は
四
本
の
主
柱
穴

の
中
央
に
あ
り
、
炉
の
脇
に
上
面
が
磨
滅
し
た
長
径
三

O
作
炉
ほ
ど
の
平
石
一
個
が
掘

え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
す
ぐ
そ
ば
か
ら
煮
沸
用
の
脚
付
聾
型
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

炉
の
西
北
部
か
ら
脚
付
聾
型
土
器
、
地
、
査
等
が
か
た
ま
っ
て
出
土
し
、
貯
蔵
穴
の
周

辺
か
ら
高
杯
、
萱
等
が
見
出
だ
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

四
個
の
主
柱
穴
は
住
居
跡
平
面

に
お
い
て
や
や
西
に
偏
し
て
い
た
。
生
活
上
の
必
要
か
ら
炉
を
西
に
か
た
よ
ら
せ
、
そ

の
上
部
に
母
屋
を
設
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

3 

稲
荷
塚
北
遺
跡
一
号
住
居
跡

る
も
の
で
あ
る
。
東
方
約
一
色
h
に
利
根
川
が
流
れ
、

総
社
町
総
社
字
稲
荷
塚
北
に
あ
る
土
師
器
使
用
住
居
跡
の
集
ま
っ
て
い
る
地
で
、
五
個
の
住
居
跡
の
発
掘
の
結
果
の
一
号
に
あ
た

そ
の
右
岸
の
低
台
地
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
縄
文
、
弥

生
、
土
師
器
片
が
多
く
散
布
し
て
い
る
。

一
号
住
居
跡
は
東
半
部
が
破
壊
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
西
半
部
の
み
が
調
査
さ
れ
た
。
形
は
隅
丸
の
方
形
で
、

そ
の
上
部
に
茅
の
よ
う
な
炭
化

西
壁
の
辺
長
三

M
二
O
、
主
軸
の
方
向
は
北
五

O
度
東
で
あ
る
。
壁
近
く
の
床
面
が
相
当
広
範
囲
に
焼
け
て
お
り
、

ろ
が
あ
り
、

物
が
三
内

U
Vほ
ど
の
厚
さ
で
堆
積
し
て
い
た
。
南
壁
に
近
く
、
西
角
か
ら
一

M
東
寄
り
に
、
粘
土
を
意
識
的
に
つ
き
か
た
め
た
と
こ

一
辺
一

M
五
O
の
方
形
の
造
り
出
し
状
で
あ
る
。
何
に
使
用
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。
遺
物
は
西
の
角
部
を
中
心
に
柑

三
個
、
高
杯
脚
三
個
、
小
差
一
個
、
石
製
模
造
品
一
個
が
出
土
し
た
。

第
四
節

土
師
器
と
生
活

1 

土
師
器
の
使
用

本
県
の
土
師
器
は
古
墳
の
項
で
記
し
た
よ
う
に
石
田
川
式
土
器
か
ら
は
じ
ま
る
。
こ
の
土
器
が
常
用
の
も
の
か
ら
儀
式
的
な
も
の

に
な
っ
た
り
、
形
や
器
種
や
使
用
法
な
ど
に
多
少
の
変
化
が
あ
っ
た
り
、
年
代
が
経
つ
と
と
も
に
、

同
じ
土
師
器
で
も
新
し
い
形
の

式
土
器
も
加
え
て
次
の
六
種
に
わ
け
て
い
る
。

も
の
な
ど
が
他
か
ら
入
っ
て
き
た
り
し
て
、
形
式
の
上
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
に
変
わ
っ
て
き
た
。
こ
の
変
化
を
井
上
唯
雄
氏
は
石
田
川

第
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二
編

上

-
五
凶

古

代

1 

四
世
紀
か
ら
五
世
紀
初
め
ま
で
(
石
田
川
式
)

2 

四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
末
ま
で
(
第
一
型
式
)

3 

六
世
紀
初
め
か
ら
六
世
紀
末
ま
で
(
第
二
型
式
)

4 

六
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
七
世
紀
末
ま
で
(
第
三
型
式
)

5 

七
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
八
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
(
第
四
型
式
)

6 

八
世
紀
初
め
か
ら
一

O
世
紀
ま
で
(
第
五
型
式
)

こ
の
わ
け
方
が
も
ち
ろ
ん
き
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
研
究
で
か
わ
っ
て
ゆ
く
か
も
知
れ
な
い
が
、
現
在
の
段
階
で

は
穏
当
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
区
分
に
従
っ
て
説
明
す
る
こ
と
に
す
る
。

土
師
器
は
古
墳
と
と
も
に
は
じ
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
前
方
後
円
墳
で
最
も
古
い
も
の
は
後
閑
天
神
山
古
墳
で
あ
る
が
、
こ

の
古
墳
の
墳
丘
上
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
石
田
川
式
土
器
に
は
、
壷
の
底
部
に
孔
が
あ
け
ら
れ
て
い
て
、
儀
式
用
に
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

日
常
生
活
の
器
が
儀
式
用
に
も
あ
て
ら
れ
て
、

さ
ら
に
作
る
時
に
儀
式
用
に
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
す

で
に
そ
れ
以
前
に
そ
の
形
式
の
壷
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
本
市
の
後
閑
天
神
山
古
墳
の
築
造
と
同
じ
こ
ろ
の
墳
墓
と

見
ら
れ
る
高
崎
市
倉
賀
野
町
の
大
応
寺
古
墳
か
ら
も
、
石
田
川
式
土
器
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、
墳
丘
を
も
た
な
い
墳
墓
で
も
、
榔

が
墳
丘
の
あ
る
も
の
と
閉
じ
傾
向
の
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
古
墳
と
言
っ
て
差
支
え
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
石
田
川
式

土
器
は
古
墳
と
同
時
ご
ろ
に
起
こ
っ
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

石
田
川
式
土
器
に
つ
い
て
は
、
序
章
五
に
も
述
べ
て
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
五
世
紀
か
ら
七
世
紀
ま
で
の
問
、
土
師
器
が
日
常
の

器
と
し
て
、
階
級
の
上
下
の
区
切
な
く
、
最
も
ら
J

く
用
い
ら
れ
た
時
代
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
の
期
間
内
に
は
、
新
し
く
須
恵
器
が
伝
え
ら
れ
て
、
土
師
器
と
一
緒
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
須
恵
器
は
斎
部

(
祝
部
|
い
わ
い
べ
〉
土
器
と
も
言
わ
れ
、

は
じ
め
は
、
祭
礼
用
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
次
第
に
一
般
化
し
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
須
恵
器
は
形
な
ど
で
土
師
器
に
影
響
を
与
え
、
八
世
紀
ご
ろ
か
ら
は
だ
ん
だ
ん
焼
き
方
な
ど
に
も
変
化
を
さ
せ
て
い

く
の
で
あ
る
。
須
恵
器
は
は
じ
め
「
す
え
の
う
つ
わ
」
と
よ
ん
で
い
た
。
本
来
の
文
字
は
「
陶
器
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
「
す
え
の

よ

す

う
つ
わ
」
と
訓
み
を
つ
け
た
の
は
、
墳
墓
〈
古
墳
)
の
前
や
、
そ
の
石
室
の
中
に
「
据
え
」
た
こ
と
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

す

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
土
師
器
も
据
え
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
「
す
え
も
の
」
と
も
よ
ん
で
い
る
か
ら
、
そ
う
い
う
言
葉
か

ら
移
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
酒
聾
な
ど
は
、
は
じ
め
は
土
師
器
で
あ
っ
た
の
が
、
須
恵
器
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
も
っ
ぱ
ら
須
恵
器
が

使
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

本
県
の
古
墳
か
ら
は
、
竪
穴
式
古
墳
の
墳
丘
に
つ
い
て
出
土
す
る
も
の
は
、
皆
、
土
師
器
で
あ
り
、
榔
の
中
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
土

器
は
出
て
い
な
い
。

一
例
だ
け
、
前
橋
の
後
閑
天
神
山
古
墳
の
大
粘
土
橋
の
中
か
ら
出
土
し
た
、
こ
れ
は
染
料
の
よ
う
な
も
の
が
入
れ

ら
れ
て
、
納
入
さ
れ
て
い
た
o

横
穴
式
古
墳
で
は
、
墳
丘
に
つ
い
て
は
や
は
り
お
も
に
土
師
器
で
あ
る
。
し
か
し
例
外
と
し
て
須
恵

器
の
大
聾
が
墳
頂
や
、
基
塩
面
か
ら
出
て
い
る
。
壇
塚
古
墳
(
椴
品
川
)
の
前
庭
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
の
破
片
は
、
八
世
紀
ご
ろ
に

骨
壷
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
石
室
の
中
か
ら
出
土
す
る
器
は
須
恵
器
の
み
で
、
例
外
と
し
て
、
西
大
室
町
の
前

二
子
古
墳
の
石
室
か
ら
は
、
須
恵
器
に
ま
じ
っ
て
、
土
師
器
の
高
杯
が
出
て
い
る
。
前
二
子
古
墳
は
六
世
紀
の
末
に
造
ら
れ
た
も
の

で
、
横
穴
式
の
前
方
後
円
墳
で
は
は
じ
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
古
墳
に
土
師
器
を
使
う
習
慣
が
、
竪
穴
式
古
墳
か
ら
受
け
つ
が

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

古
墳
の
こ
ろ
の
住
居
跡
か
ら
は
、

ほ
と
ん
ど
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
。
中
に
は
少
量
の
須
恵
器
が
ま
じ
っ
て
い
る
も
の
も
あ
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一
五
六

古

代

上お
も
に
土
師
器
を
使
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
須
恵
器
は
横
穴
式
石
室
に
納
れ
る
が
、
そ
の
ほ
か
特
別
な

こ
と
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
o

横
穴
式
石
室
に
納
入
さ
れ
た
須
恵
器
は
、
そ
の
石
室
内
の
配
列
の
状
態
か
ら
見
る
と
、
献
供

る。

一
般
の
住
居
で
は
、

用
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
死
者
を
守
る
児
術
用
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
宝
器
的
な
も
の
と
し
て
置
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
土
師

器
は
墳
丘
の
外
面
か
ら
出
土
す
る
も
の
に
は
、
植
輸
列
と
と
も
に
配
列
さ
れ
て
い
る
の
も
あ
る
が
、
前
庭
か
ら
出
土
す
る
も
の
は
、

墓
前
祭
に
使
用
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
土
師
器
は
日
常
使
用
の
器
と
見
ら
れ
よ
う
。
こ
の
ほ
か
に
木
器
も
あ
っ

た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
住
居
跡
か
ら
は
ま
だ
出
土
し
て
い
な
い
。

住
居
跡
か
ら
出
る
土
師
器
は
、
そ
の
使
用
法
に
し
た
が
っ
て
、
配
置
さ
れ
て
い
る
場
所
が
大
体
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
の
土
師

す
い
は
ん

器
の
住
居
跡
に
は
竃
跡
が
つ
い
て
い
る
。
竃
跡
の
付
近
に
は
や
は
り
炊
飯
用
の
器
が
多
い
。
湯
を
わ
か
す
長
め
の
窪
や
、
そ
の
上
に

の
せ
て
穀
物
を
蒸
す
こ
h
rど
で
あ
る
。
貯
蔵
穴
と
い
わ
れ
る
穴
の
中
や
そ
の
近
く
か
ら
は
、
聾
や
高
杯
や
杯
が
出
土
す
る
。
大
体
こ

の
二
個
所
に
出
土
例
が
多
い
。

そ
の
土
師
器
の
器
種
は
弥
生
土
器
に
く
ら
べ
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
弥
生
土
器
の
終
わ
り
ご
ろ
に
は
饗
型
、
査
型
、
脚
台
付
聾

型
、
手
あ
ぶ
り
型
な
ど
の
土
法
と
、
椀
、
片
口
、
甑
が
加
わ
っ
て
い
た
の
が
、
土
師
器
の
石
田
川
式
土
器
で
は
手
あ
ぶ
り
型
土
器
や
甑
、

-』

'u--

ふ
た
た
び
慨
が
出
て
く
る
。
や
が

片
口
が
見
え
ず
、

高
杯
や
器
台
が
あ
ら
わ
れ
、

そ
の
後
の
土
師
器
で
は
大
体
器
台
が
な
く
な
り
、

て
脚
台
付
護
型
土
器
も
消
滅
す
る
。
ま
た
、
石
田
川
式
土
器
な
ど
は
じ
め
の
こ
ろ
の
も
の
に
は
、
小
さ
い
器
で
も
平
底
に
な
っ
て
い

る
の
が
多
か
っ
た
が
、

だ
ん
だ
ん
丸
底
の
も
の
が
ふ
え
て
き
て
い
る
。
石
田
川
式
土
器
に
大
型
な
脚
台
付
聾
型
土
器
の
あ
る
の
は
、

弥
生
土
器
の
名
残
り
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
も
の
に
次
第
に
こ
れ
が
見
え
な
く
な
り
、
大
形
の
甑
が
出
て
く
る
こ
と
は
炊
飯
の
方
法

に
家
化
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

か
ゆ

脚
台
付
聾
型
土
器
は
炊
飯
用
器
で
あ
り
、
平
土
間
に
置
い
て
、
周
囲
か
ら
火
を
焚
き
、
粥
、
あ
る
い
は
固
い
粥
(
飯
〉
を
作
っ
た

と
わ
め
し

よ
う
で
あ
る
。
甑
を
使
用
し
た
強
飯
と
は
ち
が
っ
て
い
る
。
曹
の
字
も
「
か
ゆ
」
の
意
味
が
あ
り
、
本
来
、
「
か
ゆ
」
は
こ
の
文
字

と
い
わ
れ
、
粥
は
俗
に
用
い
ら
れ
た
も
の
の
由
で
あ
る
。
粥
の
文
字
は
聾
に
米
を
入
れ
た
形
で
あ
り
、
裏
の
形
を
り
で
あ
ら
わ
し
、
左

か

な

え

ふ

く

右
を
弓
の
文
字
に
置
き
替
え
た
も
の
で
あ
る
。
一
同
は
音
が
「
レ
キ
」
で
鼎
、
復
と
か
い
う
意
味
で
あ
り
、

一
般
に
鼎
は
三
本
脚
、
銀

は
い
わ
ゆ
る
脚
台
付
き
の
も
の
で
、
湯
を
沸
か
す
の
に
用
い
ら
れ
る
。
脚
台
付
聾
型
土
器
は
鍍
に
似
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

曹
の
文
字
は
鼎
ま
た
は
鎮
の
上
に
米
の
入
っ
た
甑
を
の
せ
た
形
で
あ
り
、
「
か
ゆ
」
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ

「強
飯
」
を
作
る
こ
と

び
し
申
〈

日
本
訳
で
は
こ
れ
を
「
か
ゆ
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
「
欝
粥
」
を
「
か
ゆ
」
と
し
て

を
表
わ
し
た
よ
う
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

い
る
。
要
す
る
に
炊
飯
に
は
二
様
あ
っ
て
、

一
は
米
と
水
と
を
一
緒
に
入
れ
て
煮
る
の
で
あ
り
、
二
は
米
と
水
と
を
別
に
し
て
蒸
す

方
法
で
あ
る
o

脚
台
付
整
型
土
器
は
前
者
に
使
用
さ
れ
、
甑
は
後
者
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
字
の
翻
訳
に
ず
れ
が
あ
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

か
ま
E

甑
は
は
じ
め
小
形
で
あ
っ
た
が
、
六
世
紀
ご
ろ
か
ら
大
型
の
も
の
も
出
て
く
る
。
そ
れ
に
つ
れ
て
植
が
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
形
は

い
わ
ゆ
る
長
聾
の
形
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
湯
を
わ
か
す
土
器
も
大
形
で
長
く
、
こ
れ
を
長
聾
(
ま
た
は
長
鍋
〉
と
言
っ
て
い
る
。

こ
の
長
聾
を
使
用
す
る
に
は
篭
が
必
要
で
あ
り
、
恐
ら
く
、
電
と
長
整
は
一
緒
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
の
土

師
器
使
用
の
住
居
跡
に
は
、

ほ
と
ん
ど
竃
が
つ
い
て
い
る
。

土
師
器
使
用
の
住
居
跡
は
正
方
形
の
も
の
が
多
い
。
住
居
跡
に
は
大
小
が
あ
る
が
、
困
対
乃
至
六
対
四
方
の
も
の
が
一
般
的
で
あ

た
る
き

る
。
生
活
し
て
い
る
地
面
か
ら
約
五

O
持
炉
掘
り
下
げ
、
こ
の
中
に
四
本
の
掘
立
柱
を
立
て
て
梁
で
つ
な
ぎ
極
を
掘
り
型
か
ら
外
へ

下
ろ
し
て
、
地
面
へ
さ
し
込
み
、

そ
の
上
に
萱
や
葦
な
ど
の
草
類
で
ふ
き
お
ろ
し
、
上
に
小
形
の
破
風
を
作
っ
て
あ
げ
た
も
の
で
あ

第
一
章

古
代
人
の
生
活

一
五
七



第
二
編

古

代

上

一
五
八

ろ
う
。
こ
の
形
は
入
野
遺
跡
(
務
縮
)
で
、
家
が
や
け
て
、
屋
根
が
床
面
に
落
ち
て
お
り
、
掘
り
方
の
外
ま
で
種
が
つ
づ
い
て
、
そ

の
終
わ
り
に
さ
し
込
ん
だ
穴
が
一
列
に
並
ん
で
い
た
の
を
見
た
の
で
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

2 

土
師
器
の
遺
跡
の
分
布

土
師
器
の
遺
跡
の
分
布
は
密
で
あ
り
、
広
範
で
あ
る
。
至
る
と
こ
ろ
に
土
師
器
の
破
片
が
見
出
せ
る
し
、
住
居
跡
が
あ
る
。
土
師

い
わ
ゆ
る
「
か
わ
ら
け
」
の
破
片
と
し
て
注
意
さ
れ
な
か
っ
た
。
近
ご
ろ
で
も
一
般

器
に
は
珍
奇
な
模
様
が
つ
い
て
い
な
い
の
で
、

に
は
完
形
品
が
出
土
す
る
と
、
珍
ら
し
い
も
の
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
が
、
破
片
で
は
一
向
に
顧
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
県
で
は

調
査
も
遅
れ
て
お
り
、
研
究
も
不
充
分
で
あ
る
。
そ
の
聞
に
も
、
松
島
栄
治
氏
や
井
上
唯
雄
氏
な
ど
が
研
究
の
成
果
を
あ
げ
て
き
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
発
掘
調
査
と
表
面
採
集
に
よ
る
分
布
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
市
内
の
状
況
を
み
る
と
次
表
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ

し
次
表
は
昭
和
三
十
六
、
七
年
に
か
け
て
調
査
さ
れ
、
昭
和
三
十
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
群
馬
県
遺
跡
台
帳
作
成
委
員
会
編
集
の
『
群

馬
県
の
遺
跡
』
か
ら
摘
録
し
た
も
の
に
、
多
少
他
の
調
査
を
加
え
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
二
表

分

師

器

布

覧

土

遺

跡

烏 有称?t
I! 手干F司士 市持

羽 町社|三

染害染
谷グ鍛谷

主治組
吾妻岸

津
組

観
音
の

帯

町元
総
社

元
総
社

大

友

後

関

育日
輪
寺

関

根
田

口

上
細
井

上

沖

所

在

刀て

表

" 

北
側
の
畑
地
一
帯

元
総
社
町
|
総
社
町
、
元
総
社
町
l
群
馬
町
東
国
分
の
聞
の
畑

及
び
水
田

二
四

O
六
番
地
元
総
社
小
学
校
校
庭
等

同
一
道
前
橋
1
l
安
中
線
の
北
側
の
元
総
社
町
大
友
町
に
が
け
て
の

天
神
山
古
墳
南

初l

字
宿
上

11 

字
宿
上
八
七
一

・

I! I! " 1/ " 

字
神
明
神
明
宮
の
丘
の
北
斜
面

字
諏
訪
、
日
輪
寺
東
の
高
台

字
寄
井
、
赤
城
神
社
東
の
畑

字
岡
市
、
橘
山
南
斜
面
の
下
端

字
灰
俵

{
子
田
ノ
口

字
西
国
/
口

字
丑
子
塚
細
井
神
社
東
一
帯

字
南
田
ノ
ロ

字
荒
屋
敷

字
定
福
、
勢
多
郡
富
士
見
村
と
の
境
界
地
域

字
正
問
久
保
、
富
士
見
村
か
ら
延
び
る
丘
陵
の
先
端
部

字
西
堀
、
鎌
倉
坂
北
側
一
帯

上
沖
神
明
宮
一
一
表
畑
地
一
帯
、
北
方
は
小
神
明
町
、
東
方
は
谷
ま
で

第

章

古
代
人
の
生
活

表
冒一

桑 |現
か 畑畑 |
畑 |状

-一
平台 |地

畑
水

田

小
学
校
政

I! 1/ 1/ 1/ 

地 地 |形

婆須 |備
、恵

脚器
付混
~入
出
土

中i芭

簡畑
穿

平
1/ 1/ 

住
居
跡
、
須
恵
器

伴
出
住
居
跡
、
昭
三
七

群
大
調

畑

傾
斜
地

住

居

跡

須
恵
器
、
古
瓦
、

混
入
住
居
跡
十
数
戸
分

須
恵
器
混
入

地

石
組
篭
、
婆
出
土

1/ 

11 

住
居
跡

住
居
跡

住
居
跡
、
石
組
竃

古
い
形
式

1/ 1/ 1/ 

平傾台傾平台
。斜斜グ
地地地地地地

11 /1 1/ 1/ 11 1/ 11 1/ 

台 丘傾
グ グ斜。
地陵地

1/ 1/ 1/ 

考

第
五
型
式
(
相
分
)

第
四
型
式

第
三
型
式

一
五
九



端小
神
明" 

上江女東二下小
大グ之グ大島
室宮屋田" 

西
大
室

荒飯
土グ
口井子

荒

第
二
編

古

代

上

気

虚
空
蔵
東

字
端
気
前
、
利
根
川
旧
流
路
に
面
し
た
台
地
上

字
堤
下

小
神
明
遺
跡

泉

字
西
久
保
、
玉
泉
寺
裏
の
段
丘
上
の
畑
地

木

正
円
寺
南

屋

桃
ノ
木
川
東
岸

" 

万
福
寺
前
の
畑
、
利
根
川
旧
流
路
に
面
し
た
段
丘
上
、
広
範
囲

前
橋
|
産
泰
線
の
南
側

字
八
光
、
付
近
に
「
カ
ハ
ラ
ケ
沼
」
標
高
一
回

O
m

字
八
王
寺
、
新
聞
用
水
北
側
台
地
上
標
高
八

O
m

字
谷
地

字
八
反
田
、
大
室
小
学
校
西
側
農
場

字
八
反
田
、
大
室
小
校
庭

字
七
ツ
石

字
二
児
山
、
二
子
山
南
畑
地

I! 

字
稲
荷
山
、
西
は
水
田
地
帯
を
ひ
か
え
た
台
地
西
斜
面

" I! 

荒
子
小
学
校
の
庭
、
西
水
回
と
の
比
高
七

m
の
台
地
西
斜
面

字
頭
無
、
中
学
校
北
の
台
地

字
二
之
纏
、
神
沢
川
右
岸
台
地
上
の
桑
畑

字
諏
訪
西
、
荒
砥
川
左
岸
低
台
地
上

赤
城
神
社
境
内
、
荒
砥
川
左
岸
低
台
地
上

字
寺
畑
、
荒
砥
川
左
岸
低
台
地
上

字
小
塚
、
荒
砥
川
左
岸
低
台
地
上

字
前
回
、
荒
砥
川
左
岸

I! 11 

示
し
て
い
る
。

な
お
、
芳
賀
地
区
に
つ
い
て
は
、

『
芳
賀
村
誌
』
に
お
い
て
、
小
暮
邦
雄
氏
が
土
師
器
及
び
須
恵
器
の
出
土
地
を
次
の
よ
う
に
表

神
明

端
気

小
塚
子

五
代

鳥
取
嶺

堤
下

後
原
、
端
気
前

四
門
戸
、
鍛
冶
皆
戸
、
下
大
平
、
白
鳥
、
お
く
ま
ん

芝
久
保
、
中
原
、
大
目
、
江
戸
屋
敷

庚
申
塚
、
前
原
、
北
原
、
東
原

東
公
団
、
桂
正
回
、
西
笹
原
、
大
林
下
、
十
二
原

I! 
地

須
恵
器
混
在

二ハ
O第

一
型
式
後
半

第
二
型
式

第
二
|
一
一
一
型
式

wt' 

南
橘
地
区
に
つ
い
て
は
、
可
南
橘
村
誌
』
に
お
い
て
、
松
島
栄
治
氏
が
土
師
器
及
び
須
恵
器
の
出
土
地
を
次
の
よ
う
に
表
示
し
て

、'
3
0

・v、du‘
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水

田

傾
斜
地

住
居
跡
、
比
較
的

古
い
形
式

査
、
愛
、
端
、
高

町
仲
畑
皿
等
出
土

比
較
的
新
し
い
形

式住
居
跡

地

努
、
愛
、
銀
出
土

〆、

H 

I! 

I! 

I! 

畑

平段
丘
上

水

田
「
耕
地
J

F

整
理
」

桑

畑
耕
地
整

理
中畑

宅

地

(
校
庭
〉
畑
山

林

平傾
斜
地

平台平

地地
I! " 

ぷa、
口

I! 

畑畑
宅 ~SÞ.

H 畑回 国グ畑 EE-
地 e地
低 台

必~ " " 
地 地

地

須
恵
器
伴
出

地

祭
相
遺
跡
?

祭
紀
遺
跡
?

住
居
跡

住
居
跡
、
集
落
遺

跡祭
租
遺
跡

I! I! 

住
居
跡

11 

後
期
中
期
頃

住
居
跡

後
則
前
半

住
居
跡

住
居
跡
、
米
期

古
式
土
師
器

土
師
器
中
期

" 



第

nu 

古

上

-占ハ

代

上
制
井

凶
姻
、
灰
依
、
荒
屋
敷
、
西
田
ノ
口
、
田
ノ
口
、
定
福
、
正
問
久
保
、
丑
子
塚
、
南
田
ノ
ロ
、
薬
師

育
相H

街
上

川
端

日
輪
寺
東

凶
口

千
子
堂
、
一
大
柳
窪

右
の
う
ち
住
居
跡
の
発
見
さ
れ
た
も
の
は
、

岨
且
ノ
口
、

ー

ー

丑
子
塚
、
宿
上
で
あ
り
、
分
布
範
囲
が
比
較
的
広
い
も
の
は
、
正
問
久

保
、
千
手
並
で
あ
る
。
ま
た
、

国
ノ
口
に
は
祭
紀
遺
跡
が
あ
り
、
石
製
鍛
造
の
玉
紺
酬
が
発
見
さ
れ
、
定
福
か
ら
は
紡
錘
車
が
出
土
し

て
い
る
。

『総
社
町
誌
』
で
は
土
師
器
に
つ
い
て
記
載
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
図
版
の
写
真
に
見
え
て
い
る
出
土
日
間
中
に
は
土
師
器
の
聾
が

二
個
あ
り
、
総
社
町
総
社
の
作
兵
衛
塚
出
土
の
土
一
師
器
腺
の
実
測
図
も
載
せ
て
あ
る
。
『
元
総
社
村
誌
』
に
は
「
赤
茶
色
の
土
師
式

土
器
の
破
片
、
鼠
色
の
硬
い
陶
式
土
器
の
破
片
な
ど
が
多
く
出
土
し
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
両
町
で
の
土

師
器
の
出
土
例
は
お
び
た
だ
し
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
下
川
淵
に
も
多
く
、
昭
和
三
十
七
年
以
降
に
発
見
、
発
掘
さ
れ
た
山
王
町
、
後
閑
町
、
朝
倉
町
等
の
古
墳
群
地
帯
内

及
び
六
供
町
出
土
の
も
の
、
総
社
町
、

大
友
町
、
元
総
社
町
に
か
け
て
の
も
の
、

鳥
羽
町
、
江
田
町
の
も
の
、
各
地
の
古
墳
出
土
の

も
の
等
を
加
え
る
と
お
び
た
だ
し
い
数
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
は
道
路
構
築
、
団
地
造
成
、
地
区
改
良
等
に
よ
る
土
地
開
発
事
業
の
だ

め
に
消
滅
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
調
査
さ
れ
ず
に
、
記
録
も
な
く
、
知
ら
れ
な
い
う
ち
に
破
壊
、
放
棄
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
た
、
だ
、
後
に
話
を
聞
く
の
み
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
で
も
多
少
調
査
で
き
た
も
の
も
あ
る
。

今
ま
で
に
調
査
さ
れ
て
き
た
も
の

を
F

そ
の
報
告
書
か
ら
摘
録
し
て
み
る
と
次
の
と
お
り
で
、
こ
れ
ら
は
大
部
分
群
馬
大
学
史
学
研
究
室
に
よ
っ
て
、
発
掘
調
査
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

)
 

唱
E
ム

〆

''h
、

東

部

地

区

い
わ
ゆ
る
城
南
地
区
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
昭
和
四
十
四
年
に
荒
砥
史
談
会
発
行
の
井
上
唯
雄
氏
著
『
前
橋
市
城
南
地
区
の
土
師
器

使
用
遺
跡
』
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
『
勢
多
郡
誌
』
に
尾
崎
喜
左
雄
稿
「
古
墳
築
造
頃
の
住
居
」
の
中
に
「
荒
砥
村
東
小
学
校
々
庭

遺
跡
」

と
し
て
、

大
室
小
学
校
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
あ
げ
ら
れ
で
あ
る
。

な
お
、

同
書
に
は
荒
砥
小
学
校
農
場
遺
跡
、
荒
口
遺

跡
、
荒
口
神
社
遺
跡
等
が
列
挙
さ
れ
て
あ
り
、
土
師
器
の
出
土
地
と
し
て
は
、
荒
子
、

二
之
宮
、
今
井
、
女
屋
等
の
諸
町
と
前
二
子

古
墳
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑦ 

荒
砥
村
東
小
学
校
々
庭
遺
跡

西
大
室
町
二
八
一
七
番
地
の
現
大
室
小
学
校
の
校
庭
に
あ
る
o

昭
和
二
十
七
年
八
月
に
群
大
史
学
研
究
室
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が

行
な
わ
れ
た
。
発
見
の
動
機
は
、

運
動
会
の
準
備
に
、

そ
の
場
に
、
杭
の
穴
を
掘
り
下
げ
、
偶
然
、
土
器
の
出
土
を
見
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
時
た
ま
た
ま
、
群
大
史
学
研
究
室
で
、
前
二
子
古
墳
実
測
の
た
め
の
宿
舎
の
交
渉
に
行
き
発
見
に
至
っ
た
も
の

で、

発
掘

の
結
果
は
三
個
の
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
ほ
か
に
も
一

O
数
個
所
指
摘
し
得
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
態
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
校
庭
の
現
在
面
は
、
住
居
使
用
当
時
の
生
活
面
で
は
な
い
。

北
方
か
ら
延
び
て
き
て

い
る
舌
状
台
地
面
を
削
り
と
っ
て
、
他
方
を
埋
め
た
て
た
の
で
あ
り
、
そ
の
削
り
と
っ
た
場
所
か
ら
、
上
部
を
半
削
り
さ
れ
た
住
居

跡
が
発
見
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
i

の
三
個
の
住
居
跡
の
う
ち
、
二
個
は
生
活
用
の
土
器
類
や
竃
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
土
、
小
形
で
あ
る
の
で
、
何
に
使
用
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。
最
大
の
も
の
の
東
北
隅
を
切
っ
個
か

ら
は
全
く
出
土
日
聞
は
な
く
、

第

章

古
代
人
の
生
活

占ノ、
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て
、
最
小
の
も
の
が
床
面
を
同
高
に
造
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

A
、

B
と
し
、
他
の
一
個
は
最
大
の
も
の
に
半
分
重
な
っ
て
、
東
方

代

に
は
み
出
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を

C
と
し
た
。

，、
四

荒砥東小学校庭遺跡AB号住居跡

A
住
居
跡

規
模
は
相
対
す
る

辺
が
各
四

MMAび

四
M
M
一
五
で
、
ほ

ぼ
正
方
形
で
あ

り
、
四
M
川
一
五
の

辺
が
西
南
に
両
し

上

て
い
る
。
中
央
で

は
四

M
一一一

O
及
び

|司

四
M
M
四

O
で
、
刻

状
で
州
怖
さ
四

O

第37図

第33図

拘
WVJで
あ
り

O
品目M
M
M
ぐ
ら
い
削

り
と
ら
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
四
隅
は

弧
を
な
し
て
、
い

わ
ゆ
る
隅
丸
で
あ

6
、
そ
の
弧
の
半
径
は
二
五
乃
至
三

O
吟
炉
で
あ
る
。

こ
の
住
居
跡
に
は
、
東
北
壁
の
中
央
や
や
東
寄
り
に
、
壁
を
く
り
ぬ
い
て
造
っ
た
竃
が
あ
っ
た
。
壁
か
ら
住
居
の
床
に
張
り
出
し
て
お
ら
ず
、

煮
沸
用
器
は
壁
の
上
面
に
か
け
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
奥
に
煙
道
が
つ
い
て
お
り
、
屋
外
に
ぬ
け
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
竃
の
中
心
に
は
、
煮

訓
帥
用
器
の
底
を
受
け
る
柄
状
の
土
の
焼
け
た
の
が
立
っ
て
い
た
。
こ
の
竃
の
燃
口
の
前
の
左
右
の
壁
に
つ
い
た
床
面
に
、
い
わ
ゆ
る
長
鍋
と
い
わ

れ
る
饗
型
土
器
が
う
つ
ぶ
せ
に
立
て
ら
れ
て
い
て
、
向
か
っ
て
右
側
の
完
形
の
方
は
中
が
空
に
な
っ
て
お
り
、
他
方
は
破
損
し
て
い
て
土
砂
が
つ

ま
っ
て
い
た
。
燃
口
の
設
備
で
は
な
く
、
使
用
し
な
い
時
に
は
か
よ
う
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
南
の
部
分
の
西
南
壁
寄
り
に
、
長

径
二

O
吟
M
M
の
軽
石
が
五
個
、
放
射
状
に
か
た
め
て
置
か
れ
て
い
た
。
祭
杷
的
な
意
味
を
も
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

出
土
の
土
器
は
前
述
煮
沸
用
墾
型
土
器
が
完
形
で
あ
っ
た
ほ
か
は
、
全
部
破
片
で
、
整
型
土
器
、
壷
形
土
器
、
亦
等
が
あ
る
。
完
形
の
翠
型
土

吟
炉
、
胴
径
二
五
H
M炉
で
、

口
径
は
欠
け
て
不
明
で
あ
る
。

器
は
高
さ
二
七
吟
ゲ
五
、
口
径
一
七
符
炉
二
、
復
元
で
き
た
界
は
口
径
一
二
符
炉
三
、
高
さ
四
吟
炉
五
、
大
壷
は
高
さ
二
八
吟
炉
、
頚
径
一
四

B
住
居
跡
、

A
住
居
跡
の
東
隅
を
切
っ
て
、
一
辺
二

M
の
四
角
で
、
深
さ
残
存
四
二
吟
炉
、

A
住
居
跡
と
同
一
レ
ベ
ル
の
床
面
を
も
っ
た
も

の
で
、
柱
穴
と
認
め
ら
れ
る
も
の
一
個
の
み
。
東
北
寄
り
の
床
面
に
焼
け
た
部
分
が
あ
る
の
み
で
、
土
器
の
出
土
は
な
か
っ
た
。
人
が
住
ん
だ
で

あ
ろ
う
と
は
推
定
で
き
る
が
、
何
に
用
い
ら
れ
た
か
は
っ
き
り
し
な
い
。

A
住
居
跡
よ
り
後
に
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
床
面
が
連
絡
し
て
い
る
の

で
、
あ
る
い
は
A
住
居
に
造
り
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
ろ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

C
住
居
跡

一
辺
三
凶
の
正
方
形
で
、
そ
の
対
角
線
が

A
住
居
跡
の
東
南
辺
に
あ
た
る
。

対
角
線
か
ら
西
北
半
は
A
住
居
跡
の
上
に
重
な

り
、
東
南
半
ほ
自
然
堆
積
土
の
上
に
造
ら
れ
て
い
る
。
竃
は
俊
一
に
つ
い
て
床
面
に
造
ら
れ
て
お
り
、
粘
土
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
出
土
土
器
は
土
師
器
の
椀
と
加
納
の
城
と
で
あ
る
。
土
師
器
椀
は
平
成
で
、

口
縁
部
が
外
方
に
わ
ず
か
に
反
っ
た
高
さ
四
吟
炉
、

口
径

二
、
そ
の
径
八
吟
伊
八
で
あ
る

二
吟
炉
、
底
面
径
七
品
目
M
M
M
の
も
の
で
あ
り
、
施
利
椀
は
大
型
で
高
さ
七
拘
W
M
M
二、

第
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口
径
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、
高
台
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高
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一
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炉
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こ
の
施
糊
擁
は
精
巧
な
製
品
で
、
磁
器
の
よ
う
な
白
色
胎
土
で
、
堅
く
焼
き
し
め
で
あ
り
、
須
恵
質
の
白
色
焼
成
の
も
の
に
施
紬
し
た
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
糊
は
灰
糊
で
、
刷
毛
で
幅
広
く
さ
っ
と
か
け
、
緑
色
に
焼
き
あ
が
っ
て
い
る
。
極
め
て
豪
荘
な
感
じ
の
す
る
も
の
で
あ
る
。
瀬
戸

市
で
滝
本
知
二
氏
が
「
弘
仁
年
聞
に
焼
き
は
じ
め
ら
れ
、
天
慶
の
乱
ご
ろ
ま
で
東
国
へ
送
っ
て
い
た
」
と
考
え
て
い
る
も
の
に
当
た
る
。
氏
は
弘

仁
資
器
と
名
づ
け
て
い
る
。

こ
の

A
、
C
両
住
居
跡
は
重
な
っ
て
お
り
、

唯
雄
氏
の
群
馬
県
の
編
年
に
よ
れ
ば
第
三
型
式
に
属
し
、
六
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
七
世
紀
末
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

C
の
土
師
器

C
住
居
跡
は

A
住
居
跡
に

C
が
上
で
あ
り
、

A
が
埋
ま
っ
た
後
に

C
が
造
ら
れ
て
い
る
。

A
の
土
様
類
は
井
卜

は
同
じ
く
第
五
型
式
仁
属
し
、

八
世
紀
初
頭
か
ら

一
O
世
紀
ご
ろ
ま
で
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

つ
い
で
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

A
住
居
跡
が
域
没
し
た
後
で
あ
り
、
両
者
の
聞
に
は
そ
の
期
聞
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
地
は
季
節
風
に
よ
っ
て
土
砂
が
運
ば
れ
、

か
な
り
埋
没
の
速
度
は
急
速
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
八
世
紀
の
初
頭
ま
で

に
A
住
居
跡
が
埋
ま
り
一

O
世
紀
に

C
住
居
跡
が
造
ら
れ
た
と
言
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

A
住
居
跡
を
七
計
一
紀
末
と
す
れ
ば
、

C 

穏
当
で
あ
ろ
う
。

住
居
跡
は
八
乃
至
九
世
紀
ご
ろ
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
o

そ
の

C
住
居
跡
に
い
わ
ゆ
る
弘
仁
愛
器
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

② 

荒
砥
東
小
学
校
農
場
遺
跡

こ
の
農
場
は
大
室
小
学
校
の
西
に
接
し
て
い
る
が
、
校
舎
及
び
旧
校
庭
は
西
大
室
町
で
あ
り
な
が
ら
、
農
場
は
東
大
室
に
属
し
て
そ
れ

い
る
。
現
在
は
校
庭
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
七
年
十
月
に
一
個
の
住
居
跡
が
発
掘
さ
れ
た
。
農
場
に
さ
れ
る
時
か
、

以
前
か
、
開
墾
の
際
に
土
地
の
上
面
が
削
り
と
ら
れ
た
た
め
に
、
深
さ
の
残
存
部
分
は
三

O
吟
炉
ぐ
ら
い
で
、
竃
も

K
部
は
削
り
と

ら
れ
て
い
た
。
竃
は
石
を
用
い
ず
、
粘
土
の
み
で
築
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
出
土
遺
物
は
綜
、
長
奏
、
小
童
等
で
、
七
世
紀
中

ご
ろ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

③ 

寺
畑
遺
跡

荒
口
町
字
寺
畑
に
あ
っ
た
も
の
で
、
昭
和
三
十
年
十
一
月
二
十
三
日
に
、
調
査
さ
れ
た
。

荒
砥
川
左
岸
の
低
い
段
丘
上
に
あ
っ

て
、
赤
城
神
社
境
内
、
諏
訪
西
、
小
塚
な
ど
の
遺
跡
が
北
に
連
な
っ
て
い
る
台
地
の
先
端
部
で
あ
る
o

こ
こ
で
は
住
居
跡
一
伺
と
そ

の
西
北
四
半
部
の
下
に
重
な
る
住
居
跡
の
一
部
と
が
発
掘
さ
れ
た
。
上
部
の
住
居
跡
は
方
形
で
、
東
西
五

M
九
五
、
南
北
五

M
三
O

中
軸
線
の
方
向
は
北
三

O
度
東
で
あ
る
。
柱
穴
六
個
が
数
え
ら
れ
、
東
壁
の
中
央
南
寄
り
に
竃
が
あ
り
、
竃
の
開
口
方
向
は
壁
に
直

に
偏
し
て
、
粘
土
で
造
っ
た
長
窪
の
底
を
受
け
る

角
で
は
な
い
。
そ
の
焚
口
は
五
個
の
長
璽
で
鳥
居
状
に
組
ま
れ
て
い
た
。
過
は
幅
五

O
持
炉
、
奥
行
七

O品
目

U
Yで
、
そ
の
中
央
や
や
北

装
置
が
あ
る
。
そ
の
位
置
か
ら
し
て
恐
ら
く
二
個

前
後
に
並
ん
で
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
竃
の
南
に

四
七
吟
グ
に
六

O叫
MMY
の
方
形
の
貯
蔵
穴
が
あ

り
、
深
さ
は
五
二
吟
炉
で
あ
る
。
こ
の
貯
蔵
穴
の

北
東
隅
に
か
か
っ
て
、
小
形
整
型
土
器
二
個

、

町

一
個
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
あ
り
、

ま
た
、
貯
蔵
穴

に
す
べ
り
込
ん
だ
状
態
で
、
脚
付
整
型
土
器
の
小

形
の
も
の
、
杯
、
長
窪
な
ど
が
出
土
し
た
。

南
壁
中
央
に
は
、
住
居
内
に
入
り
込
ん
で
、
壁

第
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第34図

第35図
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に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

@ 

諏
訪
西
遺
跡

荒
口
町
字
諏
訪
西
に
発
見
さ
れ
、
昭
和
三
十
一
年
六
月
十
五
日

J
十
八
日
に
、
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
o

こ
の
地
は
荒
砥
川
左
岸

そ
れ

前回遺跡趨術鰍

一
六
八

第36図

に
つ
い
て
幅
二

M
六

O
、
先
は
一
対
八

O
の
造
り

出
し
部
が
あ
り
、
小
さ
い
河
原
石
を
敷
い
た
よ
う

な
状
態
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
、

そ
の
上
面
か

住居跡竃

ら
焼
土
、
炭
化
物
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
辺
か

ら
、
竃
前
面
ま
で
踏
み
か
た
め
ら
れ
て
固
く
し
ま

っ
て
い
た
。
住
居
の
出
入
部
と
考
え
ら
れ
る
。
四

向上第37図

北
四
半
部
に
重
な
っ
て
い
る
住
居
跡
は
、

そ
の
重

複
部
分
が
、
前
の
住
居
跡
か
ら
一

O
吟
炉
下
が
っ

て
い
て
、

そ
の
と
こ
ろ
か
ら
既
出
の
牽
や
杯
か
ら

見
て
、
こ
の
下
位
の
住
居
跡
は
上
の
も
の
よ
り
先

の
台
地
上
に
あ
っ
て
、
寺
畑
遺
跡
か
ら
北
へ
遺
跡
、地
が
続
い
て
い
る
そ
の

一
つ

で
あ
る
o

住
開
跡
は
一
個
は
確
認
さ
れ
た
が
、

に
複
合
し
た
も
の
の
一
部
が
発
掘
調
査
さ
れ
た
o

出
土
遺
物
は
杯
、
整
型
土
擦
な
ど
で
、
荒
一
子
神
社
境
内
遺
跡
、
荒
子
町
の
荒
砥
保

育
園
遺
跡
、
荒
口
町
の
前
回
遺
跡
、
同
大
室
町
の
石
原
遺
跡
な
ど
と
共
通
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
井
上
唯
雄
氏
の
群
馬
県
に
お
け

る
士
一
師
器
の
編
年
で
は
第
二
型
式
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
六
世
紀
初
期
か
ら
そ
の
末
期
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

⑤ 

前
田
遺
跡

荒
口
町
字
前
田
一
五

O
、

一
五
一
番
地
俗
称
舞
台
所
在
の
も
の
で
、
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
に
調
査
さ
れ
た
。
調
査
の
結
果
は
、

こ
L
量、

住
居
跡
を
発
掘
し
、
竃
及
び
そ
の
周
辺
に
査
、
版
、
杯
な
ど
を
発
見
し
て
い
る
。
こ
の
土
器
類
は
第
二
型
式
の
後
半
に
あ
た
る
。
竃

の
内
径
奥
行
四
一
棺
炉
、
幅
三
九
吟
炉
五
、
中
央
右
寄
り
に
支
石
が
あ
り
、
右
寵
壁
と
の
間
隔
二
三
吟
炉
五
、
深
さ
二
六
品
目
以
炉
、
燃

口
は
高
さ
二

O
吟
炉
、
石
組
み
で
あ
る
。

⑥ 

荒
子
小
学
校
々
庭
遺
跡

荒
子
町
一
二
四
六
番
地
の
一
に
あ
た
る
o

昭
和
三
十
八
年
四
月
一
一
日

1
五
日
に
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
は
す
で
に
昭

一
度
調
査
さ
れ
「
荒
砥
北
小
学
校
遺
跡
」
と
称
さ
れ
て
い

和
二
十
七
年
五
月
二
十
一
日
に
、
土
師
器
須
恵
探
使
用
住
居
跡
と
し
て
、

た
。
二
十
七
年
の
調
査
で
は
住
居
跡
一
個
所
を
確
認
し
、

は
住
居
跡
五
個
所
と
特
殊
な
穴
窯
一
個
所
と
が
調
査
さ
れ
た
。 そ
の
一
部
の
石
敷
き
構
造
物
を
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
三
十
八
年
に

の
西
端
に
位
置
し
、

こ
の
遺
跡
は
赤
城
山
南
麓
の
舌
状
台
地
が
南
北
に
走
っ
て
い
る
も
の
の

一
つ
で
、
荒
口
町
か
ら
中
鶴
谷
へ
か
か
る
台
地
の
中
ほ
ど

そ
れ
が
ち
ょ
う
ど
荒
子
小
学
校
の
校
庭
に
あ
た
っ
て
い
る
。
校
庭
は
そ
の
整
地
の
際
表
面
を
七

O
吟
炉
ほ
ど
削

平
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ロ
ー
ム
面
以
下
に
及
ん
で
お
り
、

そ
の
面
を
切
り
込
ん
で
つ
く
ら
れ
た
竪
穴
の
住
居
跡
は
埋
没
し
た
ま
ま
上

部
が
削
り
と
ら
れ
、
住
居
跡
に
堆
積
し
て
い
る
黒
色
士
が
、

そ
の
結
果
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

雨
後
な
ど
に
は
、
校
庭
面
に
方
形
の
模
様
を
現
出
し
て
い
た
。
こ
れ
が

発
掘
調
査
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

第
一
号
住
居
跡

';r，~ 
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古

代

上

規
模
は
東
西
三
対
八
四
、
南
北
三

M
六
三
の
ほ
ぼ
正
方
形
で
、
主
軸
の
方
向
は
北
三
二
度
西
、
床

面
は
現
状
で
深
さ
一
五
曲
作
炉
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
壁
に
沿
っ
て
周
濠
が
あ
り
、
柱
穴
は
認
め
ら
れ
な

い
。
北
壁
中
央
の
側
の
床
面
に
長
径
一
五
吟
炉
内
外
の
細
長
い
浮
石
(
軽
石
)
の
転
石
を
、
上
回
を

第38図

そ
ろ
え
で
ほ
ぼ
方
形
に
、
石
壇
状
の
も
の
が
築
か
れ
て
い
た
。
東
壁
の
南
寄
り
の
と
こ
ろ
に
泡
が
造

第 l住居助;

り
つ
け
ら
れ
て
、
壁
の
外
側
ま
で
掘
り
込
ん
で
あ
り
、
幅
は
二
五
符
炉
、
奥
行
五
O
H
W
K
F
で
、
焚
口

に
は
U
K
裂
を
う
つ
ぶ
せ
に
立
て
で
あ
っ
た
。
土
器
と
し
て
は
長
慈
の
破
片
と
須
恵
器
と
が
出
て
い

荒子小学校庭遺跡

る

こ
の
也
の
焚
口
に
長
窪
の
土
器
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
荒
砥
東
小
学
校
(
大
室
小
)
庭
遺
跡

や
十
寸
畑
地
跡
に
も
見
ら
れ
、
多
野
郡
吉
井
町
の
入
野
遺
跡
の
第
二
号
住
居
跡
も
こ
の
類
例
で
あ
り
、

こ
れ
は
石
を
鳥
居
状
に
組
ん
だ
も
の
か
ら
の
変
形
と
見
ら
れ
る
。
石
一
壇
状
の
も
の
は
昭
和
二
十
七
年

と

こ

ね

の
発
掘
に
も
注
意
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
入
野
遺
跡
で
は
こ
の
構
造
物
の
近
く
か
ら
手
担
の
粗

製
土
保
が
出
土
し
て
お
り
、
新
田
郡
新
聞
町
木
崎
中
学
校
ー
妊
遺
跡
で
は
そ
の
構
造
物
の
上
か
ら
壊
れ
た
裂
が
川
て
、
さ
ら
に
強
く
焼
け
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
祭
紀
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

第
二
号
住
居
跡

規
棋
は
東
西
コ
一
均
八
二
、
南
北
四

M
六
七
で
不
正
、の
方
形
で
あ
り
、

主
軸
の
万
山
は
北
二
六
度
束
、
床
而
の
深
さ
は
約

二一
拘
W
Vで
あ
る
。
第

三
号
住
居
跡
と
重
複
し
て
い
て
、
柱
穴
は
認
め
ら
れ
な
い
。
市
は
束
援
の
南
寄
り
に
痕
跡
が
あ
り
、
削
一
千
さ
れ
て
い
て
不
詳
で
あ
る
が
、
馬
蹄
型

に
ロ
ー
ム
を
切
り
込
み
、
粘
土
を
は
っ
た
も
の
で
あ
る
。
出
土
土
器
は
土
師
団
怖
と
須
恵
器
の
破
片
の
み
で
あ
っ
た
。

第
三
号
住
居
跡

規
模
は
東
西
三
以
六

O
、
南
北
四

M
七

O
で
第
二
号
住
居
跡
に
似
て
お
り
、
主
軸
の
方
向
も
北
二
八
度
閥
、
床
面
深
さ
も
一
二
句
炉
内
外
で
あ

る
。
第
二
号
が
第
四
号
住
居
跡
と
三
重
に
な
っ
て
お
り
、
第
二
号
が
上
層
、
第
四
号
が
下
胤
で
、
第
一
一
一
号
は
中
伎
に
あ
る
。
前
も
束
壁
の
南
寄
り

に
跡
が
あ
り
、
削
平
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
ロ
ー
ム
を
切
り
込
ん
で
、
粘
土
を
は
っ
た
い
わ
ゆ
る
粘
土
か
ま
ど
で
あ
る
。
柱
穴
は
認
め
ら
れ

な
い
。
尚
台
付
の
須
市
山
川
市
の
腕
が
出
土
し
て
い
る
。

第
四
号
住
居
跡

糾
棋
は
東
西
=
一M
七
七
、
南
北
五

M
五
七
で
、
や
は
り
、
不
正
な
方
形
で
あ
る
。

主
軸
の
方
向
は
北
三
三
度
束
、
床
面
の
深
さ
三
七
曲
作
伊
で
、

第
三
号
住
居
跡
の
下
層
位
に
重
複
し
て
い
る
。
柱
穴
は
認
め
ら
れ
な
い
。
泡
は
東
壁
の
南
寄
り
に
あ

っ
て
、
い
胸
囲
七
符
炉
、
奥
行
七

O
吟
グ
で
、

そ
の
中
山
火
床
部
に
文
石
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
長
程
一ん
を
泡
に
か
け
る
時
、
そ
の
底
部
を
受
け
る
の
が
支
石
で
あ
る
。
ま
た
、
長
者
を
利
用
し
た
煙

道
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
出
土
土
器
と
し
て
は
高
台
付
の
須
恵
訴
の
腕
二
間
と
長
饗
型
土
器
と
そ
の
他
須
恵
器
、
土
師
器
の
破
片
で
あ
っ
た
。

こ
の
市
の
煙
道
に
長
一
殺
を
立
て
る
例
は
、
下
触
遺
跡
(
純
一
締
)
で
そ
の
完
全
な
も
の
が
調
査
せ

ら
れ
、
機
能
的
に
見
て
す
ぐ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
支
石
の
あ
る
例
は
県
下
に
す
こ
ぶ
る
多

第四号住居跡m土i砕を煙;:lliに利m

、

く
、
土
師
器
使
用
期
の
中
期
後
半
以
降
に
お
い
て
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
。

第
五
号
住
居
跡

規
模
は
東
西
三

M
三

O
、
南
北
三

M
八
五
の
ほ
ぼ
正
方
形
で
、
主
軸
の
方
向
は
北
三
二
度
東

で
あ
り
、
床
而
の
深
さ
は

一一
九
作
炉
内
外
で
あ
る
。
盛
下
に
周
織
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
市
は
東

壁
雨
寄
り
に
、
蛍
の
奥
に
造
り
込
ん
で
お
り
、
ほ
ぼ
馬
蹄
形
に
ロ

l
ム
を
掘
り
込
ん
で
、
そ
の
内

側
に
粘
土
を
は
っ
た
も
の
で
、
い
る
ゆ
る
粘
土
か
ま
ど
で
あ
る
。
そ
の
幅
四

O
吟
炉
、
奥
行
七

Q

~139図

号
炉
で
あ
る
。
こ
の
前
回
に
遺
物
が
多
く
存
在
し
て
い
た
。
土
師
器
と
須
恵
器
の
破
片
で
あ
る
。

あ
の
五
仰
の
住
居
跡
は
、
長
裂
と
一品
台
制
批
判
型
土
器
と
を
ほ
ぼ
共
通
し
て
山
土
し
て
い
る
。
長

首T
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上

七

五品目
W
M
Y
、
奥
行
四
五
吟
炉
、
深
さ
一
ニ
ウ
炉
、
燃
焼
室
は
間
口
七

O
吟
炉
、
奥
行
一

M
二
O
、
分
焔
柱
ま
で
八

O
吟
炉
、
深
さ
八

O
作
炉
、
灰
原 須恵告書窯跡正面分焔柱及びその奥部

占

調
官
は
創
部
に
不
明
瞭
な
段
を
有
し
て
、
水
平
に
口
唇
部
を
川
く
も
の
と
、
第

一
号
に
見
ら
れ
る
ず
ん

胴
型
に
、
水
平
に
開
く
口
一
縁
部
を
付
し
た
も
の
と
の
二
類
型
あ
る
が
、
後
者
が
前
者
よ
り
や
や
古
い

時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
高
台
付
椀
型
土
器
は
糸
切
底
で
、
付
け
高
台
を
施
し
、
器
体

部
は
丸
味
を
以
て
内
問
し

日
縁
は
小
さ
く
外
以
す
る
。
各
部
の
整
形
は
鋭
さ
に
欠
け
て
お
り
、
時

北
季
節
風
を
考
え
て
造
ら
れ
て
い
る
。

は
間
口

一
M
O五
、
深
さ
八
四
符
炉
、
奥
行
不
詳
で
あ
る
。
主
軸
の
方
向
は
ほ
ぼ
東
西
で
あ
り
、
後
口
は
西
に
開
き
、
こ
の
地
域
の
卓
越
し
た
西 第40図

代
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
主
軸
の
方
向
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
を
除
い
て
大
体

定
し
て
お
り
、
形
状
も
南
北
軸
が
東
西
軸
に
比
べ
て
長
い
こ
と
な
ど
共
通
点
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
し
て
住
居
の
重
複
な
ど
が
あ
っ
て
、
多
少
前
後
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
大
体
八
世
紀

の
中
葉
ご
ろ
と
見
ら
れ
、
第
一
号
だ
け
が
そ
れ
よ
り
や
や
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
あ
る
う
。

須
恵
器
窯
跡

第
四
号
住
居
跡
の
南
側
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
完
掘
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
主

あ
な
か
ま
ど

休
部
の
み
は
大
体
確
認
さ
れ
て
い
る
。
形
式
は
小
規
模
な
容
窯
で
あ
り
、
焼
成
室
は
現
状
で
間
口
五

灰
原
に
は
、
最
上
層
に
八
吟
炉
ほ
ど
の
焼
け
土
混
り
の
粘
土
層
、
次
層
が
四
吟
げ
の
陥
褐
色
土
層
、

維
灰
層
が
認
め
ら
れ
た
。
造
物
は
第
四
層
か
ら
須
恵
器
片
が
出
土
し
た
が
、
量
は
ご
く
少
な
い
。
燃
焼
部
は
、
出
陣
而
が
非
常
に
強
く
焼
け
、
掘
り

さ
ら
に
四
吟
炉
の
焼
土
層
、
中
ハ
内

M
Vの
繊

込
み
に
な
っ
て
お
り
、
ゆ
る
い
傾
斜
を
も
っ
て
分
焔
柱
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
分
焔
柱
は
二
石
あ
り
、
南
壁
か
ら

一
四
符
炉
、
北
壁
か
ら
一

O

内
M
Vの
も
の
で
、
そ
の
石
の
問
は
一
一
ウ
V
と
大
体
等
間
隔
で
あ
る
。
壁
は
赤
く
焼
け
、
壁
の
上
面
に
は
す
す
混
り
の
粘
土
が
認
め
ら
れ
、
天
井

を
構
成
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
焼
成
部
は
現
状
で
二
段
認
め
ら
れ
、
燃
焼
部
か
ら
二
入
品

FVV上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
一
段
、
そ
こ
か
ら
さ
ら

に
一
五
H
W
M
M
上
が
っ
て
も
う
一
段
あ
る
。
上
段
の
方
に
は
須
恵
器
片
が
多
数
散
積
さ
れ
て
い
た
。
遺
物
は
ほ
と
ん
ど
小
片
で
あ
り
、
完
形
を
知
り

得
る
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
糸
切
底
、
高
台
な
ど
の
特
徴
か
ら
、
時
代
的
に
は
か
な
り
下
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

う
以
上
の
分
焔
柱
、
壁
面
の
轡
曲
か
ら
焔
返
し
の
様
相
が
推
察
さ
れ
、
遺
物
と
考
え
合
わ
せ
て
、
恐
ら
く
し
平
安
中
期
ご
ろ
の
も
の
と
比
定
で
き
よ

あ
れ
悩
か
ま
ど

な
お
、
こ
の
須
恵
器
窯
は
平
地
に
築
造
さ
れ
て
い
る
空
白
曜
端
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

⑦ 

荒
砥
保
育
所
遺
跡

荒
子
町
一

O
一
九
番
の
二
に
所
在
し
て
い
る
。
そ
の
庭
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
は
旧
荒
砥
村
役
場
の
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
、
南
北
に
走
る
舌
状
低
台
地
の
西
端
に
位
置
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
に
井
上
唯
雄
氏
が
県
立
伊
勢
崎
東
高
等
学

あ
っ
た
が
、
東
壁
中
央
か
ら
南
側
の
部
分
に
か
け
て
、

校
郷
土
研
究
部
を
中
心
に
し
て
調
査
さ
れ
た
。
遺
跡
地
の
西
側
は
生
垣
の
た
め
、
住
居
跡
は
そ
れ
に
か
か
り
、
東
半
の
み
の
調
査
で

て
い
た
。

ほ
ぼ
完
全
な
土
器
セ
ッ
ト
が
見
出
さ
れ
、
遺
構
の
内
部
も
比
較
的
と
と
の
つ

三
層
が
厚
さ
三
五
品
川

W
V
で
、
比
較
的
細
か
い
砂
で
あ
り
、
小
さ
い
浮
石
を
多
量
に
含
み
、

遺
構
の
土
層
は
、
上
か
ら
第
一
層
が
厚
さ
二
六
品
目
以
炉
の
表
土
、
第
二
層
が
厚
さ
一
七
品
目

M
Fで
、
浮
石
を
多
少
含
む
黒
色
土
層
、
第

か
つ
粘
性
を
欠
い
て
い
る
。
こ
の
下
層
は

ロ
ー
ム
で
あ
る
。
こ
の
第
三
層
の
上
面
か
ら
遺
構
は
掘
り
込
ん
で
あ
り
、
こ
の
中
を
組
め
て
い
る
土
は
一
様
で
あ
り
、
水
に
よ
り
急

激
に
埋
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

佳
居
跡
は
東
西
四

M
二
二
、
南
北
コ
一

M
五

O
の
長
方
形
で
、
中
軸
線
の
方
向
は
北
一
六
度
西
で
あ
る
。
柱
穴
は
対
角
線
上
に
コ
一
例

認
め
ら
れ
、
東
壁
の
中
央
よ
り
南
寄
り
に
竃
が
あ
り
、
東
街
隅
に
貯
蔵
穴
が
造
ら
れ
て
い
た
。
柱
穴
は
西
北
の
も
の
が
は
っ
き
り
し

第

章

古
代
人
の
生
活
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二
編

古

，七
凶

代

上

な
い
が
、
他
の
三
個
は
径
二

O
吟
炉
内
外
、
深
さ
三

O
吟
炉
ほ
ど
で
、
直
に
掘
り
込
ん
で
あ
っ
た
。
竃
は
住
居
内
に
張
り
出
し
て
敷

設
さ
れ
て
お
り
、
燃
口
の
部
分
は
ほ
と
ん
ど
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
粘
土
で
造
ら
れ
て
い
て
、
石
の
使
用
は
認
め
ら
れ
な
い
。
腕
土
の

量
か
ら
見
て
、

か
な
り
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
o

同
時
期
の
こ
の
地
域
に
見
ら
れ
る
例
か
ら
す
れ
ば
、
長
大
な
も
の
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
貯
蔵
穴
は
径
九
O叫
ん

by、
深
さ
三
二
品
目

hyで
、
中
に
遺
物
が
落
ち
込
ん
で
い
た
。

床
面
に
は
浮
石
が
密
着
し
て
相
当
量
散
布
し
て
お
り
、
埋
土
の
里
山
色
土
に
も
多
量
に
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
浮
石
は
七
世
紀
初
頭

の
榛
名
山
二
ツ
岳
の
爆
裂
に
よ
り
噴
出
、
降
下
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
。
ミ
の
住
居
の
廃
楽
と
浮
石
の
降
下
と
は
、
さ
し
て
年
代
の

聞
き
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

遺
物
は
竃
周
辺
と
貯
蔵
穴
に
落
ち
込
ん
で
い
た
も
の
が
主
で
あ
る
。
寵
周
辺
か
ら
出
土
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
竃
の
破
片
で
あ
り
、

貯
蔵
穴
か
ら
は
竃
の
口
縁
部
二
、
高
杯
の
完
形
品
一
六
盤
、
杯
等
が
見
出
さ
れ
た
o

お
そ
ら
く
壁
近
く
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
が
、

な
だ
れ
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
他
に
は
西
壁
の
側
か
ら
高
杯
、
担
が
出
て
お
り
、
貯
蔵
穴
の
す
ぐ
西
傍
に
多
量
の
白
色
粘
土
の
か

た
ま
り
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
表
面
は
平
ら
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
土
器
を
固
定
さ
せ
る
た
め
の
台
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
土
器
類
か
ら
す
れ
ば
、
比
較
的
古
式
の
要
素
を
残
存
さ
せ
な
が
ら
、
土
師
器
盛
行
期
へ
の
過
渡
的
な
様
相
が

う
か
，
か
え
る
。

住
居
跡
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
住
居
跡
の
形
快
、
粘
土
の
み
を
素
材
と
し
た
電
、

そ
の
竃
の
位
置
が
東
壁
中
央
で
あ
る
こ
と
が
推

定
の
基
準
と
な
ろ
う
。
土
師
器
使
用
期
の
当
初
に
は
、
住
居
の
形
は
隅
丸
方
形
が
多
い
が
、

や
が
て
隅
が
直
角
に
な
る
例
が
一
般
的

に
な
り
、

ま
た
終
末
期
に
は
附
丸
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
竃
の
素
材
が
粘
土
の
み
使
用
し
て
い
る
の
は
、
機
能
的
な
面
か
ら
竃
の
祖

形
と
考
え
ら
れ
る
。
次
第
に
石
を
焚
口
や
支
石
に
使
用
し
た
り
し
て
、
長
率
置
を
利
用
す
る
も
の
が
出
現
す
る
。
こ
の
遺
跡
は
そ
う
し

た
素
材
が
一
般
に
利
用
さ
れ
る
以
前
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
竃
が
壁
か
ら
離
れ
て
住
居
内
に
全
体
の
部
分
を
は
り
出
し
て

設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
住
居
の
利
用
の
面
か
ら
も
進
ん
だ
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

次
に
住
居
の
床
面
に
見
出
さ
れ
た
二
ツ
岳
の
浮
石
は
、
自
然
的
な
条
件
で
時
期
を
比
定
す
る
主
に
一
つ
の
手
が
か
り
を
与
え
て

く
れ
る
。
す
な
わ
ち
床
面
に
相
当
密
に
、

し
か
も
間
層
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
で
住
居
を
理
め
て
い
る
事
実
は
、
こ
の
住
居
の
廃
棄

の
時
期
を
、
こ
の
浮
石
の
降
下
則
直
前
に
お
か
ざ
る
を
併
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
諸
点
か
ら
、
こ
の
住
民
跡
の
時
期
は
六
世
紀
後
半
の
も
の
に
比
定
で
き
る
ο

(2) 

北

部

地

区

① 

青
柳
遺
跡

青
柳
町
宿
上
八
七

一
番
地
に
発
見
さ
れ
た
住
居
跡
で
、
昭
和
三
十
七
年
三
月
十
凶
日
か
ら
同
月
二
十
日
ま
で
の
七
日
間
に
、
発
掘

調
査
が
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
規
模
は
東
西
三

M
七

O
、
南
北
四

M
七
五
の
長
方
形
の
竪
穴
住
居
跡
で
、
主
軸
の
方
向
は
南
中
線
と

一
致
す
る
。
深
さ
は
三

O
内

uy内
外
で
あ
る
。
東
壁
の
中
央
に
い
わ
ゆ
る
粘
土
か
ま
ど
が
付
設
さ
れ
て
あ
り
、

そ
の
焚
口
の
幅
四

O
作
炉
、
竃
の
奥
行
一

O

O
品目b
M
M
の
長
大
な
も
の
で
あ
る
。
竃
は
二
次
的
な
補
修
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
長
期
使
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
竃
に

向
か
っ
て
右
側
に
貯
蔵
穴
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
遺
物
に
は
完
形
ロ
問
は
な
く
、
整
、
杯
等
の
破
片
の
み
出
土
し
て
い
る
o

土
師
器
の

第
三
型
式
に
あ
た
る
。

な
お
、
己
陶
橘
村
誌
』
に
は
右
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
遺
跡
が
記
さ
れ
て
い
る
。

卯
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第
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編

上

一
七
六

古

代

⑨ 

上
細
井
町
西
国
ノ
ロ
遺
跡

昭
和
二
十
九
年
二
月
、
上
細
井
の
畑
で
発
見
さ
れ
た
住
居
跡
で
あ
る
o
i
地
下
約
一
一
郊
の
と
こ
ろ
か
ら
、
多
数
の
土
師
出
怖
が
出
土

し
、
住
居
の
床
面
が
認
め
ら
れ
た
が
、
耕
作
地
の
関
係
上
、
完
掘
さ
れ
ず
、
従
っ
て
住
居
跡
の
規
模
は
不
明
で
あ
る
。

出
土
土
器

は
重
、
壷
、
地
、
器
台
、
高
杯
、
施
な
ど
で
、
多
様
な
器
形
の
組
合
わ
せ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
器
形
中
、
特
に
目
立
つ
こ
と
は
、

査
が
多
数
で
あ
る
こ
と
と
、
地
の
口
縁
部
の
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
器

台
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
饗
は
飯
炊
用
で
あ
る
が
、

口
が
や
や
聞
き
、
底
部
は
不
完
全
で
、
器
体
全
体
を
完
全
に
支
え
る

と
と
が
で
き
な
い
の
で
、
竃
に
か
け
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
聾
を
飯
炊
用
と
見
れ
ば
、
置
は
貯
蔵
用
、
地

は
液
体
の
容
探
、
器
台
は
丸
底
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
柑
を
の
せ
る
に
用
い
、
高
杯
や
坊
は
盛
り
訴
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
組
合
わ
せ
は
土
師
器
の
初
期
の
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
竃
の
使
用
以
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
土
師
器
の

第
一
型
式
と
考
え
ら
れ
る
。

① 

青
柳
町
宿
上
遺
跡

昭
和
二
十
七
年
春
、
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
地
上
約
八

O
吟
炉
の
住
居
跡
の
床
面
か
ら

一
括
出
土
し
た
。
土
師
器
の
聾
五
個

分
〈
う
ち
完
形
二
個
)
、
土
師
器
の
杯
四
個
分
(
う
ち
完
形
三
個)、

須
恵
器
の
大
形
の
査
一
側
分
、
須
恵
器
の
提
瓶

一
個
、

ま
ih'

こ

』

t
b
v

石
製
模
造
品
の
小
玉
二
個
な
ど
で
あ
る
。

土
師
器
の
裂
は
い
わ
ゆ
る
長
整
で
あ
り
、
竃
に
か
け
て
飯
炊
用
ハ
煮
沸
用
)

に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、

そ
の
外
面
に
は
す
す
が
付

着
し
て
い
る
o

第
四
型
式
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
須
恵
器
の
提
瓶
は
肩
部
に
相
対
し
て
あ
る
環
状
の
把
手
を
欠
い
て
い
る
の
で
退

化
的
な
も
の
と
見
ら
れ
る
。
七
世
紀
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
る
。

④ 

上
細
井
町
丑
子
塚
遺
跡

昭
和
二
十
九
年
春
、
発
見
さ
れ
、
当
時
衝
の
調
査
の
み
が
行
な
わ
れ
た
。
竃
は
現
地
表
面
か
ら
約
九

O
吟
炉
下
の
床
面
と
ほ
ぼ
同

じ
位
置
に
底
部
が
見
出
さ
れ
た
。
住
居
跡
の
東
側
の
壁
を
掘
り
込
ん
で
造
ら
れ
た
も
の
で
、

そ
の
掘
り
込
み
に
沿
っ
て
礁
を
縦
に
並

ベ
、
そ
の
石
の
聞
に
は
粘
土
を
め
じ
と
し
、

そ
の
石
の
列
の
上
に
粘
土
を
は
り
め
ぐ
ら
し
て
、
形
を
造
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
規

棋
は
焚
口
の
幅
六

O
吟
炉
、
奥
行
約
一

M
で
、
高
さ
は
現
存
で
四

O
乃
至
五

O
吟
伊
で
あ
る
。

伴
出
の
土
器
は
い
わ
ゆ
る
は
が
ま
状
の
破
片
と
糸
切
底
の
肌
状
の
も
の
で
あ
る
。
は
が
ま
状
の
破
片
は
平
底
が
つ
い
て
お
り
、
八

乃
至
九
世
紀
ご
ろ
の
飯
炊
用
具
で
あ
り
、
糸
切
底
の
皿
も
同
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤ 

関
根
町
寄
居
遺
跡

昭
和
二
十
四
年
に
関
根
町
字
容
居
の
赤
城
神
社
東
の
畑
地
で
発
見
さ
れ
た
。
土
師
器
の
杯
と
聾
と
で
あ
る
。
発
見
者
の
話
で
は
こ

の
ほ
か
に
い
わ
ゆ
る
は
が
ま
状
の
土
器
の
破
片
も
山
土
し
、
こ
れ
ら
土
器
の
埋
没
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
は
床
面
状
の
部
分
が
み
と
め

ら
れ
、

そ
の

一
部
に
は
腕
土
の
堆
積
と
焼
け
た
石
と
が
あ
っ
た
由
で
、
住
跡
と
推
定
さ
れ
、
住
居
跡
と
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
丑

子
塚
遺
跡
と
同
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
ほ
か
に
土
帥
泌
破
片
の
分
布
地
と
し
て
特
に
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
も
の
は
田
口
の
千
手
堂
地
域
で
あ
る
。
こ
の
地
域
出

土
の
土
問
帥
は
比
較
的
古
い
も
の
が
多
く
、
四
回
ノ
口
遺
跡
に
近
似
で
あ
る
。
こ
こ
に
大
集
落
が
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想

像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
は
利
根
川
の
旧
流
路
が
赤
城
山
麓
の
端
を
削
り
取
っ
て
崖
と
し
た
上
面
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
関
恨
町
地
域
は
地
形
及
び
地
質
の
上
か
ら
言
っ
て
も
、
も
と
利
根
川
の
河
原
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
土
師
器
の
分
布
に
よ

り
、
土
地
の
開
発
も
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

五
世
紀
乃
至
八
世
紀
の
聞
に
お
け
る
利
根
川
の
流
路
の
変
化
も
考
え
ら
れ
る
わ
け

首1
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代

上

一
七
八

古

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
若
宮
町
の
群
馬
大
学
付
属
小
学
校
校
舎
改
築
の
際
、

そ
の
敷
地
出
土
の
土
師
器
及
び
そ
の
出
土
状
態
、
三
俣
町
の
上
毛

電
鉄
三
俣
駅
付
近
の
畑
地
出
土
の
土
師
器
、
東
片
貝
町
の
片
貝
神
社
東
北
地
帯
の
土
地
改
良
工
事
の
際
、
地
下
二

M
の
粘
土
の
厚
層

の
下
部
出
土
の
土
師
器
等
の
出
土
状
態
を
あ
わ
せ
み
る
な
ら
ば
、
利
根
川
の
流
路
の
複
雑
さ
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
o

こ
の
点
に

つ
い
て
は
な
お
多
く
の
出
土
例
を
必
要
と
す
る
。

し
か
し
、
当
時
の
住
民
は
利
根
河
原
を
開
発
し
て
次
第
に
そ
の
地
域
へ
高
台
か
ら

移
っ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
o

ま
た
、
南
部
の
土
地
改
良
等
で
掘
返
え
さ
れ
て
い
る
地
域
に
も
〉
全
面
に
わ
た
っ
て
土
師
器
の
出
土

が
み
ら
れ
、
上
佐
鳥
町
の
一
本
杉
付
近
か
ら
は
、
土
器
表
面
に
朱
を
塗
っ
て
焼
い
た
破
片
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

(3) 

西

部

地

区

利
根
川
左
岸
の
総
社
、
元
総
社
を
中
心
と
し
た
地
帯
を
意
味
す
る
o

こ
の
地
区
で
は
、
近
年
地
区
改
良
の
工
事
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
、
発
掘
調
査
に
い
た
っ
た
も
の
が
多
い
o

土
師
器
片
の
散
布
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
注
目
さ
れ
て
は
い
る
が
、
学
術
的
発
掘
を
経
た

も
の
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

①
 
稲
荷
塚
北
遺
跡

総
社
町
総
社
字
稲
荷
塚
北
の
地
内
で
調
査
さ
れ
た
五
個
所
の
住
居
跡
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
第
一
号
住
居
跡
は
五
世
紀
前
半
と
考
え
ら
れ
る
も
の

で
、
石
田
川
式
土
器
を
出
土
し
て
い
る
の
で
、
古
代
上
第

一
章
第
三
節
で
既
述
し
た
。
第
三
乃
至
五
号
住
居
跡
は
八
世
紀
ご
ろ
の
も
の
で
あ
り
、

第
二
号
住
居
跡
は
九
世
紀
前
半
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
第
二
、
第
三
、
第
四
号
住
居
跡
は
第
四
号
を
最
下
層
と
し
て
第
三
号
、
第
一
号
と
順
次

上
に
重
な
っ
て
、
三
重
に
重
複
し
て
お
り
、
土
師
器
の
編
年
及
び
竃
の
変
化
を
知
る
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
号
住
居
跡

規
模
は
東
西
二

M
五
O
、
南
北
三

M
六
O
の
長
方
形
で
、
主
軸
の
方
向
は
北
八
度
四
で
あ
る
。
床
面
は
東
北
部
が
荒
れ
て
お
り
、
そ
こ
は
他
よ

り
も
凹
乃
至
五
吟
炉
低
く
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
付
近
か
ら
高
台
付
の
椀
や
河
原
石
が
出
土
し
た
。
東
壁
南
寄
り
に
焼
土
の
堆
積
や
焼
け
石
が

認
め
ら
れ
、
簡
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。
造
物
は
前
記
批
判
の
ほ
か
に
皿
が
出
土
し
て
い
る
。
九
世
紀
前
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
号
住
居
跡

第
二
号
住
居
跡
の
下
層
に
あ
っ
て
、
床
商
の
レ
ベ
ル
差
は
一

O
片
W
M
V
で
あ
る
。
東
西
三
M
州
、
南
北
四
日
M
二
O
の
長
方
形
で
、
主
軸
方
向
は
北
四

二
度
東
で
あ
る
。
出
壁
の
中
央
に
亀
か
設
世
さ
れ
て
お
り
、
墜
を
わ
ず
か
に
切
り
込
ん
で
い
て
、
焚
口
に
は
輝
石
安
山
岩
と
、
凝
灰
岩
と
を
組
み
立

て
、
粘
土
を
積
ん
で
い
た
。
そ
の
内
部
の
中
央
に
は
支
石
が
置
い
て
あ
り
、
後
日
幅
五
四
吟
炉
、
篭
奥
行
五

O
H
W
Vで
馬
蹄
形
に
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
か
ら
は
神
子
の
長
築
が
お
し
つ
ぶ
さ
れ
て
山
土
し
、
竃
に
か
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
竃
の
周
辺
か
ら
は
、
灰
及
び
木
炭
の
堆
積

が
認
め
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
篭
底
の
腕
け
方
は
あ
ま
り
強
く
な
く
、
住
居
の
使
用
期
間
の
長
く
な
い
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。
柱
穴
は
東
壁
か
ら

M
M
二
O
、
南
壁
か
ら
八

O
吟
炉
の
位
置
に
径
二
六
H
h
p
、
深
さ
三
八
吟
炉
の
も
の
一
個
所
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
他
は
不
明
で
あ
る
。

第
四
号
住
居
跡

第
三
号
住
居
跡
の
下
層
に
あ
っ
て
、
各
五
軌
の
長
さ
五
一
財
人

O
で
は
あ
る
が
、
対
角
線
の
差
が
一

M
も
あ
る
や
や
ゆ
が
ん
だ
方
形
で
あ
り
、
主

軸
の
方
向
は
北
二
ハ
度
東
で
あ
る
。
三
仙
の
住
居
跡
の
う
ち
、
規
模
も
最
も
大
で
、
し
か
も
、
全
貌
を
明
ら
か
に
し
得
た
も
の
で
あ
る
。

衝
は
京
壁
や
や
南
寄
り
に
認
め
ら
れ
、
同
盟
に
寄
せ
か
け
た
急
勾
配
な
上
り
で
、
そ
の
規
模
は
前
幅
六

O
吟
炉
、
奥
行
一

M
四
O
で
あ
り
、
砲
弾

の
形
の
よ
う
な
長
大
な
も
の
で
あ
る
。
素
材
は
粘
土
の
み
で
石
の
使
用
は
認
め
ら
れ
な
い
。
竃
の
底
、
壁
と
も
に
強
く
焼
け
て
お
り
、
長
期
間
使

用
さ
れ
た
か
、
特
種
な
使
用
に
宛
て
ら
れ
た
か
で
あ
ろ
う
。
焚
口
前
に
は
炭
化
物
や
土
器
片
が
堆
積
し
て
い
た
。
ま
た
、
住
居
の
中
央
に
は
径

日
付
州
ほ
ど
の
円
形
の
く
.
は
み
が
あ
り
、
中
に
灰
が
堆
積
し
て
お
り
、
こ
の
中
か
ら
は
土
器
片
と
と
も
に
桃
核
一
個
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

柱
穴
は
住
居
跡
平
面
の
各
対
角
線
上
に
四
倒
認
め
ら
れ
、
そ
の
各
々
は
径
二
人
乃
至
三
五
吟
炉
、
深
さ
三
六
乃
至
五
人
向
U
Vで
あ
る
。
造
物
は

第

一
章

古
代
人
の
生
訴

七
九
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1-1 

亡D

古

代

上

一八

O

準
型
土
探
と
亦
の
未
完
形
品
が
竃
前
か
ら
見
出
さ
れ
た
3

他
の
多
く
は
小
破
片

で
あ
る
。
八
世
紀
初
め
ご
ろ
の
住
居
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

第l号住居跡出土土器

第
五
号
住
居
跡

5-4 

-ーー---O. 50.' 

第41図稲佑塚北遺跡

竃
と
北
壁
の
一
部
を
調
査
し
た
の
み
で
あ
る
。
北
壁
の
一
部
を
掘
り
込
み
、

竃
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
煙
道
部
は
屋
外
へ
、
主
体
は
内
部
の
床
面
へ
延
び

て
い
る
の
で
あ
り
、
素
材
は
粘
土
で
あ
っ
て
、
煙
道
部
と
主
体
部
と
の
境
は
は

っ
き
り
し
な
い
。
底
部
及
び
壁
は
ま
っ
赤
に
焼
け
て
い
る
。
前
閥
四

O
持
M
M
M
、

焚
口
か
ら
奥
へ
七

O
吟
げ
の
と
こ
ろ
で
最
大
幅
と
な
っ
て
四
人
符
炉
あ
り
、
奥

幅
二
九
符
炉
、
全
長

一
財
五
五
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
煙
道
部
長
は
ほ
ぼ
七

O品
G
Vで
あ
る
。

焚
口
は
細
長
い
安
山
岩
の
河
原
石
を
両
側
に
立
て
、
そ
の
上
に
二
個
の
長
発

型
土
器
を
組
み
合
わ
せ
て
、
鳥
居
状
に
渡
し
て
い
る
。
焚
口
か
ら
五

O
符
グ
奥

の
中
央
に
、
炊
飯
用
に
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
や
や
小
形
の
長
袈
型
土
器
が

東
方
へ
倒
れ
か
か
っ
て
出
土
し
て
い
た
が
、

支
石
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ

の
小
形
長
袈
型
土
器
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
ニ

O
片
山
炉
奥
で
、
壁
か
最
大
に
広
が

り
、
竃
の
底
面
は
全
体
的
に
五
度
傾
斜
し
で
い
る
。
熱
効
率
を
よ
く
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
焚
口
前
に
は
炭
化
物
が
堆
積
し
て

い
た
。

3-2 

出
土
土
器

な
お
、
東
西
軸
の
方
向
は
西
二

O
度
南
で
あ
り
、
住
居
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
。

第
一
号
住
居
跡

第
二
号
住
居
跡

一一
e
|
一一一

第
三
号
住
居
跡

第
五
号
住
居
跡

五五

② 

柑
へ
胎
土
焼
成
、
整
形
良
、
黄
褐
色
)

高
界
脚
(
黄
褐
色
)

皿
(
糸
切
底
、
赤
褐
色
、
土
師
器
)

椀
底
部
(
は
り
つ
け
高
台
、
暗
灰
色
、
須
恵
器
)

小
形
饗
型
土
器
(
赤
褐
色
、
薄
手
土
師
器
)

皿

(
褐
色
、
成
製
上
)

皿
(
糸
切
底
、
ろ
く
ろ
痕
、
暗
灰
色
、
須
恵
器
)

長
距
笥
捌
土
保
(
竃
に
か
か
っ
て
出
土
、
赤
国
間
色
、
細
砂
を
含
む
胎
土
、
薄
手
)

長
護
型
土
川
市
(
焚
口
に
鳥
居
状
に
わ
た
っ
て
い
た
も
の
、
廃
棄
さ
れ
た
も
の
の
利
用
で
あ
ろ
う
か
、
二
は
口
縁
部
、
三

国
府
跡
調
査
に
伴
い
発
見
の
住
居
跡

は
下
半
」部
を
欠
い
て
結
合
し
て
い
る
。
厚
手
)

上
野
国
府
跡
の
調
査
は
、
昭
和
三
十
六
年
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
土
師
器
使
用
の
住
居
跡
の
調
査
の
実
施
が
き
っ
か

け
で
、
思
い
が
け
な
く
国
府
跡
調
査
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
六
年
に
、
元
総
社
小
学
校
々
庭
に
、
土
師
器
が
発
見
さ
れ
て
、
校
長
等
の
援
助
に
よ
っ
て
、
土
師
器
使
用
住
居
跡
の
発

第

章

掘
が
は
じ
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
、

古
代
人
の
生
活

た
ま
た
ま
古
建
築
遺
構
に
あ
た
り
、
こ
れ
が
八
世
紀
ご
ろ
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
上
野

八



年
代
も
推
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
国
府
跡
推
定
地
の
発
掘
調
査
が
昭
和
田
十
二
年
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
、

い
ず
れ
の
調
査
現

第
二
編

古

代

上

八

国
府
に
関
係
あ
る
遺
構
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
土
師
器
使
用
住
居
跡
よ
り
も
む
し
ろ
こ
の
古
建
築
遺
構
の
方
が
重

要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
士
師
器
使
用
住
居
跡
と
古
建
築
遺
構
と
の
重
複
の
工
合
か
ら
、
古
建
築
遺
構
の

地
で
も
、
こ
の
重
複
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

国
府
跡
の
推
定
地
と
し
て
は
、
元
総
社
町
の
総
社
神
社
の
参
道
の
線
を
西
端
と

し
、
大
友
町
の
大
友
神
社
か
ら
南
へ
真
直
ぐ
に
延

び
て
い
る
道
路
及
び
田
園
の
境
界
線
を
束
限
と
し
、
北
は
大
友
神
社
か
ら
西
へ
引
い
た
境
界
線
、
。
南
は
前
橋
安
中
線
の
道
と
一
応
考

え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
ほ
ぼ
八
町
の
中
に
、
国
庁
跡
を
求
め
て
七
回
、

一
O
個
所
の
発
掘
が
行
な
わ
れ
た
。
い
ず
れ
の
と
こ
ろ
で
も
、

皆
、
土
師
器
の
出
土
を
見
、
あ
る
い
は
土
師
探
使
用
の
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
多
い
と
こ
ろ
で
は
一

O
数
個
の
住
居
跡
が
散
在

し
、
ま
た
は
重
複
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
土
師
器
の
型
式
に
し
て
も
、
石
田
川
式
か
ら
第
一
型
式
乃
至
第
五
型
式
に
わ
た
り
、

か
つ
緑
制
灰
軸
の
か
か
っ
た
須
恵
質
の
椀
の
破
片
も
各
所
に
見
出
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
六
・
七
年
発
掘
元
総
社
小
学
校
々
庭
遺
跡

昭
和
三
十
六
年
に
元
総
社
小
学
校
々
庭
に
お
い
て
、
そ
の
表
面
に
埋
設
し
て
い
た
土
師
器
が
発
見
さ
れ
、
群
馬
大
学
学
芸
学
部
史
学
研
究
室
に

通
報
さ
れ
た
。

土
師
器
使
用
の
住
居
跡
の
存
在
を
予
想
し
て
、
同
年
十

一
月
に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
八
世
紀
と
推

定
さ
れ
る
建
築
造
構
の
柱
列
痕
が
発
見
さ
れ
た
た
め
に
¥
土
師
器
使
用
住
居
跡
の
精
査
に
は
手
が
及
ば
ず
、
翌
三
十
七
年
の
調
査
に
引
き
継
が
れ

た。
昭
和
三
十
七
年
八
月
、
右
の
建
築
遺
構
の
確
認
と
土
師
器
使
用
住
居
跡
の
精
査
が
実
施
さ
れ
た
。
土
師
器
使
用
住
居
跡
は
七
・
八
戸
分
の
痕
跡

を
認
め
得
ら
れ
た
が
、
重
複
あ
る
い
は
撹
乱
が
あ
っ
て
、
完
全
な
住
居
跡
は
一
戸
も
残
存
し
て
お
ら
ず
、
出
土
遺
物
も
比
較
的
少
量
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
建
築
遺
構
と
し
て
の
掘
立
柱
の
痕
跡
が
、
住
居
跡
の
床
面
を
切
り
込
ん
で
い
た
の
で
、
土
師
器
使
用
住
居
跡
よ
り
も
、
建
物
遺
構
の
方
が

新
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
土
師
器
は
ほ
ぼ
第
四
乃
至
五
型
式
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
建
物
遺
構
も
八
・
九
世
紀
ご
ろ
の
も
の
と
考

え
ら
れ
た
。

昭
和
四
十
年
発
掘
大
友
町
村
山
遺
跡

こ
の
調
査
で
は
、
建
築
造
構
と
し
て
は
国
府
庁
の
倉
庫
の
掘
立
柱
と
考
え
ら
れ
る
痕
跡
群
が
発
見
さ
れ
た
が
、
そ
の
柱
痕
は
七
世
紀
初
頭
の
榛

名
山
の

二
ど
加
の
爆
裂
に
よ
る
浮
石
(
軽
石
)
を
混
じ
た
黒
褐
色
土
の
堆
積
層
の
上
面
か
ら
切
り
込
ん
で
あ
り
、
そ
の
上
に
は

一
一
一
一
世
紀
(
一
一
一

八
一
)
の
浅
間
山
噴
出
の
浮
石
を
混
じ
た
層
が
堆
積
し
て
お
り
、
そ
の
土
に
表
土
が
の

っ
て
い
た
。

ニ
ツ
岳
の
浮
石
混
入
の
層
の
上
国
に
は
、
柱

痕
以
外
の
竹
垣
、
縁
束
等
の
痕
跡
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
当
時
の
生
活
面
を
示
し
、
遺
物
と
し
て
は
灰
利
を
か
け
白
色
の
胎
土
で
硬
質
に
焼

成
さ
れ
た
椀
(
い
わ
ゆ
る
弘
仁
釜
器
)
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
生
活
面
か
ら
倉
庫
の
周
濠
と
見
ら
れ
る
掘
込
み
が
あ
り
、
こ
の
掘
込
み

に
よ
っ
て
、
こ
の
生
活
面
の
下
層
の
ロ
ー
ム
層
に
造
ら
れ
て
い
た
土
師
器
使
用
の
住
居
跡
が
切
断
さ
れ
て
い
た
。
粘
土
で
造
ら
れ
た
竃
が
発
見
さ

れ
、
伴
出
の
土
器
は
第
三
型
式
と
見
ら
れ
る
。

昭
和
四
十
一
年
発
掘
の
村
山
の
雲
雀
街
道
遺
跡

と
の
凶
府
跡
一調
査
に
お
い
て
も
、
僚
名
山
ニ
ァ
岳
噴
山
の
浮
石
混
り
の
層
の
上
面
が
生
活
商
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
相
浜
そ
の
他
が
発
見
さ
れ

た
。
そ
の
胞
の
下
部
か
ら
古
式
の
土
師
黙
が
一
個
体
分
発
見
さ
れ
、
そ
の
周
囲
は
竪
穴
式
住
居
跡
と
見
ら
れ
る
が
、
す
で
に
上
層
堆
積
以
前
に
撹

乱
さ
れ
た
形
跡
が
あ
り
、
住
居
跡
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。
土
器
は
石
田
川
式
系
統
の
も
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
一
年
発
掘
の
元
総
社
小
学
校
々
庭
遺
跡

元
総
社
小
学
校
々
舎
改
築
の
た
め
、
急
逮
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
校
庭
遺
跡
の
北
に
接
し
て
い
る
の
で
、
昭
和
三
十
六
・
七
年
調
査
の
建

築
造
構
の
連
続
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
柱
痕
群
は
多
数
発
見
さ
れ
た
も
の
の
、
一
建
造
物
と
し
て
関
係
が
明
ら
か
に
し
が
た

く
、
む
し
ろ
、
土
師
器
使
用
の
竪
穴
式
住
居
跡
の
大
型
な
も
の
及
び
こ
れ
に
重
複
す
る
も
の
、
そ
の
他
の
発
見
が
な
さ
れ
た
。
特
に
注
目
さ
れ
た

の
は
高
停
の
大
形
の
も
の
が
出
土
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
型
式
と
認
め
ら
れ
3
3
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昭
和
四
十
二
年
第
一
次
発
掘
の
昌
楽
寺
北
遺
跡

総
社
町
総
社
字
閑
泉
樋
南
に
あ
た
る
土
地
で
あ
る
。
日
回
楽
寺
の
北
方
で
、
畑
地
で
あ
る
が
、
近
来
、
宅
地
化
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
村
山
地
区

の
調
査
結
果
が
国
府
跡
と
認
定
さ
れ
る
も
の
が
な
い
の
で
、
こ
の
地
を
村
山
地
区
第
二
次
の
調
査
に
併
行
し
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
は
、
八

世
紀
と
舵
定
さ
れ
る
建
築
造
構

一
棟
が
発
見
さ
れ
た
が
、
同
時
に
土
師
器
使
用
の
住
居
跡
一

O
数
戸
の
調
査
も
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
一

O
数
戸
は

ほ
と
ん
ど
詮
復
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
さ
ら
に
建
築
造
機
で
あ
る
柱
穴
が
掘
り
込
ま
れ
て
い
た
。

昭
和
四
十
三
年
第
二
・
三
次
発
掘
の
畠
楽
寺
北
遺
跡

昌
楽
寺
北
遺
跡
第

一
次
発
摘
の
地
域
の
問
に
抜
し
た
地
域
の
調
査
が
第
二
次
で
あ
り
、
第
一
次
の
北
及
び
西
に
払
娠
し
た
の
が
第
三
次
で
あ

る
。
こ
の
訓
交
に
お
い
て
は
と
も
に
土
師
訴
使
用
の
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
土
師
器
は
い
ず
れ
も
第
三
乃
至
第
五
型
式
の
も
の
で
、
七
・

八
世
紀
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

総
社
小
学
校
か
ら
北
へ
日
日
楽
寺
、

以
上
七
回
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
こ
の
地
帯
は
大
体
七
・
八
世
紀
の
土
師
器
使
用
住
居
の
集
落
地
と
見
ら
れ
た
。
こ
と
に
、
元

さ
ら
に
そ
の
延
長
の
低
台
地
は
集
落
が
相
当
長
く
継
続
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
で
も
そ
の
地
域

か
ら
西
に
、

元
総
社
の
住
家
が
有
在
し
て
い
る
。
そ
の
地
に
、

八
乃
至
九
世
紀
ご
ろ
の
建
築
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

ま
た
、

そ
の
建
築
遺
構
は
官
術
的
な
性
格
を
も
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
ほ
か
昭
和
四
十
四
年
か
ら
上
野
国
分
尼
寺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
四
十
五
年
四
月
に
は
付
近
で
住
居
跡
が
発

見
さ
れ
た
。

① 

そ

の

他

右
に
あ
げ
た
の
は
遺
跡
地
と
し
て
あ
る
程
度
の
調
査
が
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
出
土
品
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
o

ア

昭
和
三
十
七
年
十
一
月
に
、
総
社
町
高
井
の
畑
か
ら
耕
作
中
に
出
土
し
た
土
師
器
の
脚
台
付
案
型
土
器
で
、

す
で
に
脚
は

失
わ
れ
て
い
た
が
、

現
在
高
一
四
衿
炉
余
、

口

径

一
吟
炉
一
、
最
大
胴
径
二
一
吟
炉
一
、

脚
の
つ
け
根
径
四
吟
炉
五
で
、
最

大
径
は
上
部
に
あ
っ
て
、
尻
す
ぼ
み
の
形
の
も
の
、
頚
部
に
指
で
お
さ
え
て
一
周
さ
せ
た
太
い
沈
紋
が
入
っ
て
い
る
。
胎
土
も
焼

成
も
良
好
で
、
色
は
こ
げ
茶
色
で
あ
る
。
内
部
は
櫛
目
で
整
形
し
て
あ
る
。
こ
の
聾
型
土
器
に
は
外
面
に
す
す
が

一
面
に
付
着

し
て
い
た
。
小
さ
な
こ
の
十
一
器
で
も
脚
台
が
つ
い
て
お
り
、
煮
沸
用
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
土
器
は
土

師
抹
の
第
二
割
式
と
見
ら
れ
、
六
世
紀
ご
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

イ

附
和
三
十
八
年
四
月
二
十
日
、
総
社
町
高
井
と
総
社
町
総
社
の
境
に
あ
る
日
新
電
機
構
内
の
中
央
商
寄
り
の
地
点
で
、
水
道

の
配
管
工
事
中
出
土
し
た
。
表
土
而
か
ら
四

O
乃
至
五

O
吟
炉
の
下
部
で
杯
と
棄
と
の
二
個
体
で
あ
る
。
第
三
型
式
に
あ
た

。
る

ウ

昭
和
三
十
八
年
九
月
に
、
石
倉
町
の
利
根
橋
か
ら
最
初
の

三
差
路
の
角
か
ら
北
へ

一
O
M
の
道
路
上
で
、
水
道
の
配
水
管
工

事

地
下
五

O
乃
至
六

O
符
炉
の
地
点
か
ら
出
土
し
た
。
小
形
脚
台
付
整
型
土
椋
と
脚
台
付
整
型
イ
様
の
脚
台
部
で
あ
る
。

地
層
は
ロ

l
ム
層
よ
り
や
や
上
部
の
黒
色
土
層
で
あ
る
。
十
一師
器
の
第
二
型
式
で
あ
る
。

ニL

昭
和
四
十
三
年
ご
ろ
に
、
総
社
町
総
社
の
山
王
地
区
の
南
方
、
元
総
社
町
に
通
じ
る
道
路
の
傍
ら
か
ら
、
水
道
管
設
置
作
業

の
際
出
土
し
た
も
の
で
、
前
橋
市
水
道
局
工
務
課
か
ら
届
け
ら
れ
た
。
土
師
器
の
擁
で
第
三
型
式
に
あ
た
る
。

オ

昭
和
四
十
五
年
二
月
に
、
総
社
町
の
問
屋
団
地
で
出
土
し
た
も
の
で
、
土
師
器
の
歪
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
型
式
に
あ
た
る
。

こ
れ
ら
は
最
近
の
数
例
を
あ
げ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
総
社
町
、

一
克
総
社
町
、
大
友
町
、
石
倉
町
の
地
帯
は
、

ほ
と
ん
ど
全
面
的
に

土
師
器
使
用
の
住
居
跡
が
分
布
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
、
土
師
器
使
用
時
代
に
お
け
る
集
落
の
存
在
を
推
定
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
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る
。
こ
の
地
帯
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
土
器
の
使
用
者
た
ち
は
、
多
く
が
農
業
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
住
居
の
立

一
方
に
お
い
て
は
国
府
内
及
び
そ
の
周
辺
の
住
民
と
し
て
、
他

地
等
か
ら
し
て
耕
団
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
わ
せ
考
え
ら
れ
る
。

方
に
お
い
て
は
、
総
社
町
に
残
存
す
る
七
・
八
世
紀
の
大
古
墳
や
山
王
廃
寺
等
の
大
建
築
を
造
り
あ
げ
た
豪
族
の
被
支
配
者
と
し

て
、
こ
の
地
を
選
び
こ
こ
に
住
ん
で
生
活
を
営
ん
で
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
章

豪
族
の
支
配
と
古
墳
の
築
造

序

節

本
市
内
に
は
、
最
近
ま
で
古
墳
が
お
び
た
だ
し
く
存
在
し
て
い
た
。
古
墳
は
言
う
ま
で
も
な
く
墳
墓
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
に
埋
め

ら
れ
て
い
る
人
、

開
め
た
人
が
多
数
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
県
下
の
他
の
地
域
と
比
較
し
て
も
、
数
と
い
い
、
質
と
い
い
、
他

を
は
る
か
に
し
の
い
だ
も
の
が
多
い
。
古
墳
築
造
の
こ
ろ
の
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
o

本
県
は
古
く
は
以
引
制
限
醍
と
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
藤
原
宮
跡
(
娘
一
時
剛
現
時
錦
統
)
出
土
の
木
簡
に
よ
る
と
、
た
し
か
に

し
か
し
、

『
日
本
書
紀
』
で
は
ほ
と
ん
ど
上
野
国
と
記
し
で
あ
っ
て
、
上
毛
野
閣
と
あ
る

そ
の
こ
ろ
は
上
毛
野
固
と
言
っ
て
い
た
。

の
は
安
閑
天
皇
と
斉
明
天
皇
の
両
紀
に
各
一
個
所
ず
つ
だ
け
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

い
つ
か
ら
上
毛
野
固
と
言
わ
れ
た
の
か
は

っ
き
り
し
な
い
。

ま
た
、
こ
の
地
方
を
支
配
し
て
い
た
の
は
上
毛
野
君
と
い
う
氏
族
で
あ
っ
て
、

す

じ

ん

・

と

よ

き

い

り

ひ

こ

町

み

と

k

そ
の
祖
先
は
崇
神
天
皇
の
皇
子
豊
城
入
彦
命
で
あ

る
と
こ
一
日
わ
れ
て
い
る
。
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
豊
城
入
彦
命
が
天
皇
の
命
令
で
、
東
国
を
治
め
し
め
ら
れ
た
と
記
し
て
あ
り
、
上
毛

野
君
の
祖
と
な
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
上
毛
野
君
と
は
っ
き
り
記
し
て
あ
る
の
は
安
閑
天
皇
紀
の
上
毛
野
君
小
熊
が
は
じ
め
て
で

あ
り
、

そ
れ
以
前
に
は
必
ず
祖
と
な
っ
て
い
る
。
い
つ
か
ら
上
毛
野
君
と
言
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

本
県
の
大
古
墳
は
、
大
豪
族
が
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
地
方
の
支
配
者
が
築
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
推
定
で
き
よ
う

が
、
そ
れ
を
直
ち
に
上
毛
野
君
の
境
墓
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
古
墳
に
は
年
代
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん

ど
無
い
か
ら
、

い
つ
ご
ろ
の
も
の
で
あ
る
か
研
究
し
た
結
果
か
ら
見
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
の
内
容
も
、

伝
説
や

神
話
的
な
部
分
が
多
い
か
ら
、
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
上
毛
野
君
」
と
い
う
の
は
は
じ
め
は
上
毛
野
地
方
の
支
配
者
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
上
毛
野
国
造
が
任
命
さ
れ
る
と
、

そ

の
時
上
毛
野
君
で
あ
っ
た
豪
族
が
国
造
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
豪
族
を
引
き
続
き
上
毛
野
君
と
よ
ん
だ
よ
う
で
あ
る
o

そ
れ
以
後
は

か
ば
ね

そ
の
豪
族
の
子
孫
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
姓
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
造
に
な
っ
た
時

上
毛
野
君
と
い
え
ば
、

の
上
毛
野
君
で
あ
っ
た
豪
族
が
、

そ
れ
以
前
に
一
系
の
血
統
で
上
毛
野
君
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
本
県
下
に
古
い
大

前
方
後
円
墳
が
、
前
橋
市
、
高
崎
市
、
藤
岡
市
、
伊
勢
崎
市
、
太
田
市
等
に
あ
っ
て
、
前
橋
市
の
が
最
も
古
く
、
太
田
市
、
高
崎
市

か
ぱ
担

伊
勢
崎
市
、
藤
岡
市
の
と
順
次
、
新
し
い
も
の
が
出
て
き
て
い
る
と
し
て
も
、
上
毛
野
君
と
い
う
姓
の
豪
族
の
祖
先
が
、
そ
の
地
を

一
巡
し
て
住
ん
で
い
た
と
き
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

前
橋
市
に
最
も
古
い
古
墳
が
あ
り
、
藤
岡
市
に
他
に
比
し
て
新
し
い
も
の
が
あ
っ
て
も
、
他
の
三
市
に
は
大
体
同
じ
こ
ろ
の
も
の

が
あ
り
、
太
田
市
に
は
数
も
多
い
。

そ
の
地
ご
と
に
順
次
大
古
墳
を
造
っ
た
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に
大

豪
族
が
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
一
系
で
あ
っ
た
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
他
の
豪
族
が
代
っ
て
そ
の
地
位
を
得
た
も

第
二
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の
も
あ
ろ
う
。
上
毛
野
地
方
の
支
配
者
と
い
う
意
味
の
上
毛
厨
君
は

一
豪
族
一

系
で
あ
っ
た
と
き
め
て
し
ま
え
な
い
。

し
た
が
っ

て
、
『
日
本
書
紀
』
に
上
毛
野
君
と
い
う
姓
の
豪
族
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
豪
族
が
最
初
か
ら
上
毛
野
地
方
を
支
配
し
て
い

た
も
の
と
し
て
、
古
墳
の
新
古
の
順
序
に
従
っ
て
、
前
橋
市
、
太
田
市
、
高
崎
市
等
の
地
域
に
順
次
移
り
住
ん
だ
も
の
と
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
国
造
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
上
毛
野
君
が
国
造
に
任
命
さ
れ
た
。
従
来
の
支
配
の
ま
ま
に
国
造
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
国
造
を
置
く
と
い
う
こ
と
は
、
大
君
の
統
治
に
編
入
さ
れ
、
組
織
化
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
東
国
を
入
れ
た
統
一
国

家
の
確
立
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
く
に
」
と
い
う
言
葉
の
成
立
後
で
あ
り
、
「
く

に
」
と

「
み
や
っ
こ
」
と
い
う
両
語
を
結
び
合
わ
せ
る
の
に
、

「
の
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
六
世
紀
ご
ろ
の

こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
上
毛
野
国
造
は
そ
れ
以
後
は
上
毛
野
君
の
一
豪
族
に
よ
っ
て
世
襲
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、

七

世
紀
の
中
ご
ろ
の
大
化
改
新
以
後
、
中
央
に
移
っ
て
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

す
で
に
天
智
天
皇
治
惟
の
始
め
に
は
、
上
毛
野
岩
船
手
は
新
羅
征
伐
に
お
も
む
き
、
天
武
天
皇
九
年
(
六
八
ご
に
は
、
上
毛
野

か
ば
ね

君
一
ベ
一
品
川
は
歴
史
編
修
事
業
に
関
係
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
天
武
天
皇
十
三
年
(
六
八
五
〉
に
は
新
制
定
の
姓
の
う
ち
、
第
二

か
み
つ
け
白
の
あ
そ
み

位
の
斡
臥
を
上
毛
野
君
に
与
ドえ
ら
れ
て
、
そ
れ
以
後
は
上
毛
野
朝
臣
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
上
毛
野
君
と
い
う
姓
が
上

毛
野
と
君
と
に
分
離
さ
れ
て
、
君
の
代
り
に
朝
臣
と
い
う
新
制
の
姓
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
上
毛
野
と
い
う
氏
が
起
こ
る
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
朝
臣
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、
上
毛
野
君
を
称
す
る
一
族
全
部
で
は
な
い
。
特
定
の
個
人
及
び
そ
の
子
孫
を
対
象
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
八
世
紀
中
ご
ろ
に
な
っ
て
も
上
野
固
に
上
毛
野
君
を
称
す
る
も
の
が
お
り
、
そ
の
使
用
は
特
に
賜

姓
さ
れ
な
く
と
も
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
天
平
十
三
年
(
七
四
一
)
に
は
多
例
都
八
田
郷
に
上
毛
野
朝
臣
甥
と
い
う
の
が
お
り

(諒

鴻

鵠

)

、
天
平
勝
宝
元
年
に
は
勢
多
郡
少
領
刊
に
上
毛
野
朝
臣
足
人
と
い
う
名
が
見
え
て
い
る
(
諮
)

0

こ
れ
ら
は
天
武
天

皇
代
の
賜
姓
後
の
分
家
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
遡
る
こ
と
あ
ま
り
遠
く
な
い
こ
ろ
の
分
派
で
あ
ろ
う
。

大
古
墳
は
た
い
て
い
小
、
中
古
墳
と
と
も
に
古
墳
群
を
形
成
し
て
い
る
。
古
墳
の
中
に
は
竪
穴
式
古
墳
と
横
穴
式
古
墳
と
が
あ

り
、
前
者
は
六
世
紀
終
わ
り
ご
ろ
ま
で
、
後
者
は
六
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
八
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
続
い
て
い
る
。
た
だ
し
、

七
世
紀
中
ご

ろ
以
後
は
築
造
の
数
も
少
な
く
、
墳
氏
の
規
模
は
小
型
に
な
る
が
、
内
部
の
構
造
は
豪
華
と
な
る
。
特
定
の
豪
族
に
の
み
、
構
築
す

る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仙
穴
式
古
墳
の
築
造
の
最
盛
期
は
七
世
紀
前
半
で
あ
り
、
大
前
方
後
円
墳
か
ら
小
円
墳
ま

で
累
々
と
造
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
比
例
穴
式
古
墳
は
小
円
墳
で
も
相
当
の
財
力
と
技
術
と
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
数

と
、
古
墳
群
の
分
布
と
、
人
口
及
び
郷
数
、
地
形
等
か
ら
推
定
す
る
と
、
特
定
の
豪
族
層
に
よ
っ
て
の
み
築
造
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
か
な
り
一
般
的
で
あ
っ
て
、
作
令
制
の
こ
ろ
の
い
わ
ゆ
る
郷
戸
層
よ
り
も
さ
ら
に
下
層
に
ま
で
及
ん
で
い
た
も
の
と
見
ら
れ

る。
大
古
墳
の
分
布
は
、
思
穴
式
古
墳
は
平
坦
地
の
水
辺
地
帯
で
あ
り
、
横
穴
式
古
墳
に
な
っ
て
山
畿
地
叫
に
も
移
り
、

さ
ら
に
七
位

紀
後
半
か
ら
八
世
紀
に
な
る
と
、
主
と
し
て
平
坦
地
及
び
そ
の
付
近
に
認
め
ら
れ
る
。
土
師
器
の
分
布
も
古
墳
の
分
布
に
応
じ
、

さ

ら
に
古
墳
の
分
布
を
見
な
い
地
域
に
も
発
展
し
て
お
り
、
須
恵
器
は
六
世
紀
後
半
か
ら
横
穴
式
古
墳
に
伴
っ
て
多
く
発
見
さ
れ
る
。

須
恵
器
を
混
じ
え
た
土
師
器
使
用
の
住
山
跡
も
そ
の
こ
ろ
以
後
に
多
い
。
こ
の
大
古
墳
の
分
布
は
、

そ
れ
ら
が
属
す
る
古
墳
群
の

中
、
小
古
墳
に
も
見
ら
れ
、
山
麓
地
帯
の
古
墳
は
横
穴
式
の
も
の
が
絶
対
に
多
い
。
平
知
一
地
に
あ
っ
て
は
、
間
mr
穴
式
、
棋
穴
式
が
混

在
し
て
い
る
。

第
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族
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築
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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
古
墳
の
始
め
の
こ
ろ
は
水
辺
地
荷
で
、
ご
と
に
悦
水
池
同
辺
の
自
然
瀧
慨
に
よ
る
水
田
耕
作
が
行
な
わ
れ
、

次
い
で
山
の
傾
斜
地
を
流
下
す
る
水
の
利
用
に
よ
る
水
田
開
墾
が
は
じ
ま
り
、
や
が
て
平
畑
一
地
に
用
水
濠
に
よ
る
引
水
の
利
用
が
起

こ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
濯
、
飢
用
水
の
方
法
は
順
次
受
容
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
流
下
水
の
利
用
は
六
世
紀
中
ご
ろ
、

の
時
は
、

用
水
濠
の
利
用
は
七
世
紀
後
半
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
利
用
に
よ
っ
て
新
し
い
水
田
の
開
発
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ

旧
方
法
に
よ

っ
て
い
た
全
農
民
が
新
地
域
に
移
動
し
た
も
の
で
は
な
く
、
他
よ
り
移
動
に
よ
る
人
口
の
増
加
に
伴

っ
て
新

地
域
が
開
拓
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
新
地
域
は
や
が
て
、

地
域
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
生
産
が
他
を
凌
い
だ
も
の
と
見
ら
れ
、
大
古
墳
の
築
造
が
新

こ
の
こ
と
は
県
下
全
般
に
つ
い
て
も
言
い
得
る
の
で
あ
る
が
、
こ
と
に
前
橋
市
内
で
は
、
前
述
の
と
お
り
後
閑
町
に
最
古
の
天
神

山
古
墳
が
あ
り
、
隣
接
し
て
そ
れ
に
次
ぐ
朝
倉
町
の
八
幡
山
古
墳
が
あ
る
。
六
世
紀
後
半
か
ら
の
も
の
は
、
西
及
び
東
大
室
町
に
わ

た
る
前
二
子
、
中
二
子
、
後
二
子
の
三
古
墳
が
あ
り
、

七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
の
も
の
と
し
て
、
総
社
町
に
宝
塔
山
、

蛇
穴
山
の
両
古
墳
が
あ
る
。
ま
た
、
文
京
町
三
丁
目
に
は
前
橋
二
子
山
、
総
社
町
に
は
総
社
二
子
山
の
各
大
前
方
後
円
墳
が
あ
り
、

七
世
紀
前
半
の
も
の
と
見
ら
れ
、
朝
倉
付
近
で
は
引
き
続
き
、
総
社
町
で
は
そ
の
こ
ろ
か
ら
豪
族
の
居
住
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ

か
み
つ
け
白
の
き
み
あ
さ
〈
ら
の
き
み
あ
り
ま
の
き
み

る
。
そ
の
豪
族
と

し
て
は
三
上
毛
野
治
、
朝
倉
君
、
有
馬
君
(
阿
利
真
公
)
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

特
に
旧
荒
砥
地
区
の
、
東
西
大
室
町
地
帯
は
六
世
紀
後
半
に
お
け
る
大
豪
族
の
居
住
を
意
味
す
る
も
の
で
、
こ
の
大
豪
族
は、

そ

の
こ
ろ
、
祖
先
を
豊
城
入
彦
命
、
崇
拝
神
を
赤
城
と
し
た
上
毛
野
刑
判
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

そ
の
一
族
が
勢
多
郡
の
郡
司
で
あ

る
こ
と
も
、
こ
の
地
帯
で
の
居
住
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
古
墳
築
造
の
こ
ろ
に
な
っ

て
、
は
じ
め
て
豪
族
の
支
配
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
。

第
一
節
古
墳
の
分
布

本
市
に
お
け
る
古
墳
の
分

布
は
目
利
根
川
の
左
右
沿
岸

地
帯
と
、
荒
砥
川
左
岸
及
び

旧
荒
砥
村
北
部
に
特
に
密
で

あ
る
。
赤
城
山
南
麓
地
帯
は

右
の
旧
利
根
川
左
岸
の
分
布

範
囲
か
ら
派
生
し
て
散
在
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
勢

多
郡
富
士
見
村
に
あ
っ
て

は
、
白
川
沿
岸
に
街
集
し
た

地
帯
が
あ
り
、
市
内
に
入
つ

て
は
こ
れ
に
接
続
し
て
い
る

と
見
ら
れ
る
。
旧
利
根
川
の

第

望者

d
'
I
K
lム
l
l

前橋市内古墳分布図第42図

後
族
の
支
配
と
古
墳
の
築
造
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の
一
基
の
み
が
現
存
し
て
い
る
。
旧
利
根
川
右
岸
地
帯
の
古
墳
群
は
、
総

社
町
か
ら
東
南
に
向
か
い
、
前
橋
市
街
地
を
ぬ
け
て
、
朝
倉
町
、
後
閑
町
の
東
端
を
過
ぎ
、
山
王
町
の
東
端
に
ま
で
、
延
々
二

O

沖
積
地
に
は
西
片
貝
町
の
大
塚
古
墳
(
仮
称
桂
萱
大
塚
)

て
い
る
。

告
か
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
旧
利
根
川
に
沿
っ
た
洪
積
台
地
の
低
崖
の
上
面
に
は
幅
一

O
O
Mぐ
ら
い
の
帯
状
の
古
墳
群
が
存
在
し

昭
和
十
年
の
古
墳
調
査
台
帳
は
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
に
保
存
さ
れ
て
い
て
、
す
で
に
昭
和
十
三
年
に
「
上
毛
古
墳
綜
覧
」

と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
o

そ
の
う
ち
、
木
市
分
の
内
容
を
同
書
か
ら
転
載
す
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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て
町
村
名
等
は
合
併
以
前
の

も
の
で
あ
り
、

そ
の
所
在
は
右
の
上
毛
古
墳
綜
覧
に
合
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し
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い
る
が
、
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墳
調
査
台
帳
の
付
図
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第
二
編

古

代

上

二
五
二

第
二
節

古
墳
の
調
査

古
噴
文
化
を
知
る
た
め
の
唯
一
の
資
料
は
古
墳
で
あ
る
。
古
墳
も
発
掘
調
査
を
経
な
け
れ
ば
正
確
な
資
料
を
得
る
こ
と
は
で
き
な

一
古
墳
群
の
一
基
だ
け
を
調
査
し
得
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
そ
の
古
墳
群
全
体
を
推
定
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
厳
密
に
言

え
ば
そ
の
古
墳
群
に
含
ま
れ
た
す
べ
て
の
古
墳
を
発
掘
調
査
し
、
比
較
検
討
し
、
総
体
的
に
帰
附
制
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

し、。
昭
和
十
年
の
県
下
古
墳
の

一
斉
調
査
の
結
果
で
は
、
現
在
の
前
橋
市
に
は
前
述
の
よ
う
に
七
六
五
基
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
県

下
全
体
で
は
八
四
二
三
基
で
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
は
、
時
の
群
馬
県
知
事
君
島
清
士
口
氏
の
発
意
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、

の
指
導
は
黒
板
勝
美
博
士
で
あ
り
、
こ
の
記
録
を
集
約
し
て
、
昭
和
十
三
年
に
群
馬
県
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
の
が
『
上
毛
古
墳
綜

覧
』
で
あ
る
。

こ
の
古
墳
の
一
斉
調
査
は
古
墳
の
所
在
を
確
か
め
、
分
布
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
発
掘
調
査
あ
る
い
は
実
測
調
在
を

し
た
の
で
は
な
い
。
こ
の
種
の
調
査
は
、
そ
れ
以
前
に
は
宮
崎
県
で
行
な
わ
れ
た
の
み
で
あ
る
の
で
、
群
馬
県
の
こ
の
調
査
に
よ

っ

て
、
本
県
の
古
墳
数
は
全
国
一
位
と
言
わ
れ
た
。

従
来
は
県
下
で
数
基
の
古
墳
が
発
掘
あ
る
い
は
実
測
調
査
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
前
橋
市
に
あ
っ
て
は
、
国
の
保
存
行
政
の
必

要
上
、
西
大
室
及
び
東
大
室
に
ま
た
が
る
前
二
子
、
中
二
子
、
後
二
子
の
三
古
墳
、
天
川
町
(
現
在
の
文
京
町
三
丁
目
)

の
二
子
山

古
墳
、
総
社
町
の
二
子
山
古
墳
等
五
古
墳
に
つ
い
て
の
実
測
調
査
が
行
な
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
は
国
か
ら
保
護
の
指
定
を

受
け
て
い
た
の
で
、
現
在
で
も
保
存
の
処
置
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
他
は
明
治
初
年
の
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
破
壊
が
禁
ぜ
ら
れ
て

は
い
た
も
の
の
、
全
く
放
置
の
状
態
で
あ
り
、
盗
掘
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
お
び
た
だ
し
い
古
墳
が
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
壊
滅
に
瀕
し
て
い
る
。
第
一
の
破
壊
は
戦
時
中
の
強
制
開
墾
に
よ
る
。
食
糧
補

給
の
た
め
の
米
麦
の
作
付
け
で
、
畑
と
す
る
こ
と
の
で
き
る
土
地
の
開
墾
を
強
制
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

第
二
は
工
場
誘
致
、
団
地

造
成
、
土
地
改
良
、
道
路
新
設
等
に
よ
り
、
次
々
に
壊
滅
し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
市
の
古
墳
は
全
部
で
七
六
五
基
の
う
ち
調

査
を
実
施
さ
れ
た
も
の
が
僅
か
に
三

O
数
基
で
あ
る
。

」
れ
は
総
数
の

一
割
に
も
満
た
な
い
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
中
に
は
県
内
最

古
の
も
の
と
、
最
下
限
の
も
の
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
最
古
の
も
の
は
後
閑
町
の
天
神
山
古
墳
で
、
四
世
紀
中
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
、

最
下
限
の
も
の
は
総
社
町
の
蛇
穴
山
古
墳
で
、
八
世
紀
前
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
四
百
年
間
に
、
こ
の
地
方
の
古
墳
は
築

造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
に
推
定
の
時
を
与
え
て
、
は
じ
め
て
こ
れ
ら
の
古
墳
を
歴
史
解
釈
に
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
次
に
ま
ず
調
査
さ
れ
た
古
墳
に
つ
い
て
年
次
を
追
っ
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

1 

上
沖
上
ノ
山
古
墳

上
毛
古
墳
綜
覧

調

査

漏

」
の
古
墳
は
上
沖
町
俗
称
上
ノ
山
に
あ
っ
た
が

上
毛
古
墳
綜
覧
作
成
時
に
は
屋
敷
内
の
竹
厳
に
あ
っ
た
た
め

調
査
漏
れ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
上
旬
か
ら
切
崩
し
が
始
め
ら
れ
、
二
十
日
前
後
か
ら
石
類
が
多
く
表
わ
れ
た
の
で
、

石
工
に
よ
っ
て
徐
々
に
処
理
し
は
じ
め

ら
れ
た
。
十
二
月
三
十
日
に
い
た
り
直
刀
四
本
が
発
見
さ
れ
た
の
と
、
右
の
石
は
石
室
用
材
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
地
は
古
墳
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
、
同
月
一
二
十
一
日
に
-
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

墳
丘
は
円
型
で
径
約

一
七
財
五

O
(半
径
約
八

M
八
O
〉
、
石
室
は
横
穴
式
で
、
自
然
石
ハ
河
原
石
)
を
平
積
み
に
し
て
あ
っ
た
。
石
材
は
安
山
岩

第
二
章
豪
族
の
支
配
と
古
績
の
築
造

二
五

そ



第

編

古

代

上

二
五
四

で
あ
る
。
奥
壁
下
で
幅
一

M
六
O
、
長
さ
は
コ
一
悦
三

O
あ
り
、
壁
石
は
高
さ
約
八

O
符
炉
を
測
り
得
た
に
す
ぎ
な
い
。
羨
道
部
は
全
く
失
な
わ
れ
、

規
模
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
壁
石
の
裏
に
栗
石
五
な
い
し
一

O
符
炉
の
も
の
を
、
.
五

O
吟
グ
ぐ
ら
い
の
厚
さ
に
置
き
、
そ
の
外
側
に
土
を
寄
せ
て
、

さ
ら
に
二

O
な
い
し
二
一

O
衿
炉
の
栗
石
で
葺
き
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
石
室
の
中
軸
の
方
向
は
南
四
五
度
西
で
あ
る
。

出
土
ロ
聞
は
直
刀
四
本
が
奥
に
向
か
っ
て
右
側
の
壁
下
に
か
た
め
ら
れ
、
奥
壁
か
ら
二
財
四

O
の
辺
で
発
見
さ
れ
た
。
奥
壁
か
ら
七

O
符
グ
離
れ

た
あ
た
り
は
、
一
帯
に
骨
及
び
骨
粉
が
散
乱
し
、
そ
の
う
ち
か
ら
歯
及
び
耳
環
一
個
が
見
出
さ
れ
た
。
歯
は
大
人
の
大
臼
街
二
六
個
、
そ
の
破
片
数

個
、
小
臼
歯
と
忠
わ
れ
る
も
の
四
個
、
小
人
の
歯
と
岡
山
わ
れ
る
も
の
六
個
で
あ
る
。
恐
ら
く
大
人
二
、
小
人
一
の
歯
と
推
定
さ
れ
る
。

M
V
及
び
歯
は

土
地
所
有
者
の
菩
提
寺
善
勝
寺
(
附
気
)
に
納
め
、
直
万
及
び
耳
環
は
群
馬
師
範
学
校
で
保
管
し
た
。
こ
の
古
墳
は
出
土
品
の
み
を
遺
し
、
墳
丘
、
石

室
は
そ
の
後
破
壊
、
平
夷
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
(
こ
の
古
墳
は
『
上
毛
古
墳
綜
覧
』
桂
萱
村
第
一
号
な
い
し
第
三
号
と
は
別
個
の
も
の
で
あ

る
。
)

2 

今
井
B
号
古
墳

上
毛
古
墳
綜
覧

荒
砥
第
一
一
二
三
号

こ
の
古
墳
は
、
今
井
町
字
白
山
東
八
二
九
番
地
所
在
の
竪
穴
式
の
円
墳
で
あ
る
。

今
井
町
に
は
、
荒
砥
川
近
く
に
前
方
後
円
墳
の
今
井
神
社
古
墳

同
月
六
日
調
査
さ
れ
、
二
一
月
一
一
一
十

が
あ
り
、
そ
の
東
方
に
円
墳
が
群
在
し
て
い
る
。
昭
和
二
十
四
年
二
月
、
強
制
開
墾
に
よ
り
発
掘
さ
れ
た
の
で
、

日
に
隣
接
の
今
井
A
号
古
墳
発
掘
調
査
に
際
し
て
、
こ
の

B
号
古
墳
も
再
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
石
榊
は
浅
い
小
さ
な
も
の
で
、
長
軸
の
高
は
北
四
五
度
東
で
あ
り
、

長
さ
二

M
M
O六
、
東
北
幅
七
五
吟
炉
、
西
南
幅
五

O
吟
炉
で
、

河
原
石
の
長
径
一
二

O
な
い
し
四

O
符
炉
、
短
径
一
五
曲
目
V
Vの
も
の
を
小
口
積
み
に
し
、
両
端
に
は
長
さ
約
一
一
M州
、
幅
約
二

O
吟
MM
の
石
を
置
い
て
い

る
。
深
さ
は
長
壁
は
ほ
と
ん
ど
取
り
除
か
れ
、
根
石
の
み
と
な
っ
て
い
た
が
、
東
北
端
で
約
四

O
拘

W
Vあ
る
。

西
南
端
の
短
壁
の
外
側
に
ま
で
及
ん
で
い
て
、
そ
の
部
分
に
は
砂
利
が
散
乱
し
て
い
た
。

底
部
に
は
扇
平
な
河
原
石
が
敷
か
れ

こ
の
石
榔
外
方
の
状
態
は
、
佐
波
邸
赤
堀
村
大
字
今
井
の
覗
山
B
号
古
墳
に
酷
似
し
て
い
る
。
と
も
に
一
方
の
短
壁
外
に
ま
で
石
を
敷
き
、
砂
利

を
置
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
石
榔
長
壁
も
そ
の
末
端
ま
で
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
償
穴
式
袖
無
型
石
室
の
填
塞
部
に
似
て
い
る
。
(
あ
る
い
は
こ
れ

ら
の
一
発
展
が
朝
倉
町
小
旦
那
古
墳
の
羨
道
部
の
構
造
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
〉

出
土
口
聞
は
、
直
刀
一
、
土
師
器
一
で
、
他
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
こ
の
古
墳
の
裾
部
か
ら
、
鎌
倉
期
の
凝
灰
岩
製
の
五
輪
塔
の
部
分
が
混
乱
し
て

発
見
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
に
は
、
や
や
大
塑
の
骨
概
を
兼
ね
た
地
愉
も
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
葬
法
を
知
る
も
の
と
し
て
群
大
史
学
研
究
室
に
保
存
さ

れ
て
あ
る
。

3 

今
井
A
号
古
墳

上
毛
古
墳
綜
覧

荒
砥
第
三
二
一
号

こ
の
古
墳
は
、
今
井
町
字
白
山
東
八
三
一
五
番
地
に
あ
っ
た
。
小
型
の
円
墳
で
あ
る
が
、
東
及
び
南
側
は
削
り
と
ら
れ
て
変
形
し
て
い
た
。
昭
和
二

十
四
年
に
、
今
井
B
号
古
墳
に
次
い
で
、
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
三
日
間
、
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
調
査
時
の
規
模
は
南
北
一
一
一
同
州
、
東

西
一
八
版
、
高
さ
三
日
初
で
あ
る
。
横
穴
式
石
室
を
有
し
、
壁
は
自
然
石
乱
石
積
み
で
あ
り
、
天
井
石
は
西
端
が
石
室
内
に
落
下
し
て
い
た
。
奥
壁
前

の
小
部
分
を
調
査
し
得
た
の
み
で
あ
る
。
そ
の
際
、
奥
壁
ぎ
わ
か
ら
耳
環
一
個
を
発
見
し
て
い
る
。

4 

檎

峰

古

墳

上
毛
古
墳
綜
覧

桂
萱
第
二
九
号

こ
の
古
墳
は
上
泉
町
字
檎
降
二
二
二
四
番
地
に
あ
り
、
周
囲
の
土
地
と
と
も
に
開
墾
破
壊
さ
れ
、
天
井
石
が
露
出
し
て
い
て
、
僅
か
に
円
墳
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
土
地
は
赤
城
山
南
麓
の
裾
野
に
、
谷
の
聞
に
は
さ
ま
れ
て
で
き
た
台
地
上
で
あ
っ
て
、
そ
の
東

端
に
近
い
と
こ
ろ
に
か
つ
て
一

O
数
基
の
小
円
墳
が
散
在
し
て
い
た
。
昭
和
十
年
の
調
査
に
は
一
五
基
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
は
僅
か
に
二
基
で

第
二
章

豪
族
の
支
配
と
古
墳
の
築
造

二
五
五
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上

二
五
六

代

他
は
痕
跡
の
み
で
あ
る
。
そ
の
中
の

一
幕
か
こ
の
古
墳
で
、
他
の
一
越
は
そ
の
南
一

O
Mの
と
こ
ろ
に
隣
接
し
て
い
る
。
前
橋
旧
市
街
の
東
北
約
六

持
伊
ル
の
距
離
で
、
原
尚
一
五

O
M前
後
で
あ
る
。
昭
和
二
十
六
年
二
月
二
日
か
ら
四
日
間
、
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。

外
形
は
現
存
径
一
七
日
M
五

O
、
高
さ
二
財
五

O
位
の
墳
丘
ら
し
い
も
の
が
あ
る
程
度
で
、

似
壊
し
つ
く
さ
れ
、
内
部
も
壁
が
崩
れ
、
天
井
が
落
ち

て
い
て
、
は
じ
め
は
人
力
に
よ
る
破
壊
か
と
想
像
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
発
掘
の
結
果
は
友
情
の
み
の
崩
棋
に
よ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
白
然
力

に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
石
室
は
横
穴
式
で
、自
然
石
乱
石
積
み
両
袖
型
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
軸
線
は
南
中
総
よ
り
西
へ
五
度
ほ
ど
片
寄
っ

て
い
た
。
そ
の
寸
法
は
第
三
四
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

」の
表
に
よ
る
と
、
玄
室
の
長
さ
は
幅
の

二
倍
で
あ
る
。

石
材
は
自
然
石
と
い

っ
て
も
、
お
も
に
自
然
崩
壊
に
よ
る
角
礁
で
あ
っ
て
、
河
原
石
の
如
き
丸
い
も
の
で
は
な

い
。
天
井
石
は
奥
の
二
石
だ
け
の

こ
っ
て
い
た
。
こ
の
石
室
で
註
意
さ
れ
る
の
は
羨
道
部
の
填
'
挺
で
あ
る
。

こ
の
填
去
は
ほ
と
ん
ど
F

亥
道
部
い
っ
ぱ
い
に
施
さ
れ
て
い
た
も
F
で
、
填

塞
研
究
の
好
例
で
あ
る
。

約

一
M
九
O
の
羨
道
長
の
両
端
に
、
や
や
大
き
め
の
石
を
お
の
お
の
積
み
あ
げ
て
、
そ
の
中
聞
に
大
小
の
石
塊
を
詰
め
込

ん
だ
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
問
詰
め
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
石
積
み
の
模
様
は
、
山
央
の
方
の
は
羨
道
一
胴
い
っ
ぱ
い
に
四

O
符
汐
の
長
さ
で
積
み
あ
げ
ら

れ
、
入
口
の
方
の
は
羨
道
の
端
か
ら
四

O
吟
炉
入
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
人
口
に
い
っ
ぱ
い
に
杭
ま
れ
、
か
つ
羨
道
の
外
方
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
そ
の

全
長
七

O
角
川
伊
で
あ
る
。
殊
に
、
そ
の
入
口
出
の
石
積
み
は
二
段
に
砧
ま
れ、

一卜
段
の
高
さ
二
七
作

y、
上
耐
は
平
ら
に
な
っ
て
い
た
。

第34表槍案古墳右室
規模

石
室
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
そ
の
平
面
図
形
に
表
れ
た
と
こ
ろ
は
自
然
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A

一

四時一
四
時
一峨
m
l一川一位
一同
一同
一

長
一

室

一
室

室

一
道

一
道

一
道

一

全
一

玄
長

一
玄
縮

玄

高

一
羨
長

一
羨
幅

一
羨
高

一

石
積
み
の
た
め
、
か
な
り
不
整
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
然
石
と
い
っ
て
も

3.15 
3.45 
3.66 

1. 93 
1.93 

割
れ
石
で
あ
る
か
ら
、
平
ら
な
面
を
山
し
て
積
ん
で
あ
る
た
め
に
、
壁
下

の
線
は
各
壁
と
も
比
較
的
一
直
線
を
示
し
て
い
る
。
殊
に
玄
室
の
右
壁
下

の
線
は
真
直
で
あ
り
、
袖
の
出
が
約
二
七
符
げ
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
入
口

に
向
か
っ
て
羨
道
右
位
は
次
第
に
外
聞
き
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
入
口
の

槍裟古墳の主な出土品

刀li哩]111
長 L1~占~刈17 1工

以
上
に
よ
り
こ
の
古
墳
の
特
徴
を
あ
げ
て
み
る
と
、

右
の
端
は
玄
室
の
右
時
一
一
下
の
線
の
延
長
上
に
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
左
壁
は
か
な
り
粗
雑
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
布
佐
は

LMr伺
悩
み
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
整
然
さ
が
め
る
が
、
左
監
は
一
般
の
自
然
石
積
み
に
み
ら
れ
る
よ

第35表

身

茎

出
土

う
な
ヒ
ポ
朴
さ
が
あ
り
、
仙
の
出
な
ど
は
す
で

に
隣
石
か
ら
斜
め
に
出
し
は
じ
め
て
い
る
。
こ
の
泣
い
の
上
に

両
袖
の
出
は
そ
の
位
躍
が
前
後
食
い
違
っ

て
お
り
、
入
口
の
端
も
左
右

一
致
し
て
い
な
い
。

左
右
泣
が
ん
よ
く

別
々
に
造
ら
れ
た
よ
う
に
み
え
る
。

山
土
nm
は
直
刀
三
及
び
小
刀
一
、
刀
子
四
、
鉄
鉱
片
五

O
、
尖
根
式
腸
扶
の
あ
る
も
の
五
、
耳
部
四
、
玉

類
、
山
玉

一

(長

一
符
炉
五
、
幅
八

ο
l、
出
羽
翠
製
)
、
同
目
玉
二
ハ
長
二
吟
炉
、
径
五
H

リ
ト
ル
、
同
大
〉
、
切
子

一本
三
、
丸
一
本
三
、
小
玉
一

O
、
そ
の
他
、
埴
輪
破
片
、
土
師
器
及
び
須
恵
器
の
破
片
、
墳
丘
中
の
土
中
よ
り

自
然
石
乱
石
積
み
内
仙
川
屯弘
穴
式
石
室
。

2 

石
室
平
面
図
で
玄
室
の
長
さ
は
帽
の

二
倍。

3 

左
量
が
崩
壊
し
て
お
り
、

そ
の
壁
面
に
垂
剖
献
を
た
て
る
と、

榛
名
山
の
ニ
ツ
岳
に
い
た
る
。

4 

玉
類
の
副
葬。

5 

腸
扶
の
あ
る
鉄
鉱
。

等
で
あ
る
。

5 

小
旦
那
古
墳

上
毛

合

加

綜
覧

上
川
淵
第
二
七
号

第
二
章

豪
族
の
支
配
と
古
機
の
築
造

コ
玄
七
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こ
の
古
川
唄
は
旧
勢
多
川
上
川
淵
村
大
山
子
朝
倉
小
口
一
那
一
七
一

五
番
地
ノ一

と
仮
称
さ
れ
て
い
る
心
円
境
で
は
あ
る
が
、
す
で
に
盗
掘
さ
れ
た
上
に
墳
丘
の
北
半
分
は
削
り
と
ら
れ
、

築
が
鋸
川
し
、
出
半
分
も
削
り
と
ら
れ
た
部
分
、
が
ら
J

く
、
ド
利
害
郊
の
み
が
辛
う
じ
て
残
存
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

(現
在
市
山
川
明
倉
町
)
に
あ
っ
て
、
発
掘
訓
査
の
結
果、

u 
羽l
古
lJ'i 

十判
官
主
の
岱
の
背
却仰
を
回
め
た
に
什
同
一
状
の
併

発
姐
の
助
隊
は

」
の
古
墳
付
近
は
年
ご
と
に
閃
裂
が
進
み
、
優
秀
な
古
瓜
昨
地
刊
で
あ
っ
た
の
が

円
ん
る
拶
も
な
い
レ
旬
以
に
変
化
し
て
ゆ
く
の

で
、
是
非
一
川
で
も
よ
札
h

八
な
訓
作
を
し
、

ー
山
保
を
伐
し
広
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、

い
よ
い
よ
こ
の
占
的
も

A
mpJγ
必
さ
れ
る
と
い
う
の
を

山
き
込
み
、
川
和
一一
十
六
年
三
川
十
七

uか
ら
二一

u問
、
川
川
査
が
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ

割高54凶

る
外
部
は
前
述
の
如
く
政
凶
抗
さ
れ
て
い
て
、
川
山
形
の
山
記
さ
え
も
一小
可
能
で
あ
る
。
た
だ
円

別
で
あ
る
こ
と
は
周
聞
の
州
地
の
土
の
取
り
上
、
が
り
ぐ
あ
い

で
辛
う
じ
て
惣
像
山
来
る
。
現

存
部
分
の
長
径
八

M
五

O
、
短
任
八
M
川で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
石
ば
か
り
と
云

っ
て
よ
い
税

小且!}II，'i JJ¥ 

度
で
あ

っ
た一

内
部
は
川
然
科
乱
石
桁
み
の
横
穴
式
仙
処
刑
工
γ
刊ι
歪
で
あ
る
。
自
然
一れ
は
径
二一

O
衿
炉
位
の

転
有
で
、
恐
ら
く
利
川
似
川
の
河
原
か
ら
辿
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
奥
壁
の
石
も
さ
ほ
ど
大
き

い
も
の
で
は
な
い
つ
れ
質
も
種
々
混
じ

っ
て
い
る
。
J
n
H
刊
の
大
き
く
な
い
こ
と
は
、
治
んを
H

休
が
小
さ
い
こ
と
に
も
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

石
室
の
全
長
は
凶

M
凶

O
、
制
奥
壁
下
で

七

O
吟
炉
、
巾
央
で
約
八

O
品川片山
F
、
lu

同さ

一
一郎

O
で
あ
る
J

拠
抽
出
か
ら

a
M
九

O
の
山
に

し
き
み
仁
川
」

が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
玄
室
川
と

ぷ
道
山
と
が
区
別
さ
れ
る

の
中
央
ま
で
礼
る
と
ち
ょ
う
ど
一一一

M
と
な

し
の
「
し
き
み

μL

る
。
そ
れ
よ
り
仏
政
泊
人
川
の
方
へ
一
一
M
山の
一川
に
さ
ら
に

し
き
み
以
」
が
あ
り
、
そ
の
外
側

は
四

OHβHUN阿
刊
で
殆
ど
似
出
世
さ
れ
て
い
る
が
、
大
体
そ
の
辺
で
終
わ
っ
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
ω

そ
こ
で
玄
室
の
長
さ
は
帽
の
ほ
ぼ
問
倍
に
な

り
、
一
石
J

宅
の
んL
ー
た
は
帆
の
六
倍
位
に
な
る
。
そ
の
長
州
は
市
中
P

似
よ
り
東
へ

一二

Q
皮
寄
っ
て

い
る
。

こ
の
央
一慌
に
向
か

っ
て
友
の
墜
は
盗
掘
の
限
外
部
か
ら
政
附
概
さ
れ
て
、
中
央
部
一
一
肘
五

O
く
ら
い
の
同
が
す
っ
か
り
荒
ら
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
場

所
の
お
曜
は
内
方
か
ら
の
似
峻
で
、
後
ご
め
の
み
成
っ

て
い
る
。

I
・
度
、
袈
州
訳
出
削
け
に
似
駿
せ
ら
れ
た
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
部
分
か
ら
奥
嘘
ま
で
は

一一

M
あ
り
、
つ
ま
り
こ
の
同
省
を
合
わ
せ
た
二
日
以
五

O
く
ら
い
の
聞
が
浴
制
に
あ

っ
た
部
分
で
あ
っ
て
、
法
物
は
小
川川
一
、
刀
子

一
、
白
川
嫉

一
の

外
、
僅
か
な
鉄
片、

骨
粉
を
附
加
す
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど
取
り
去
ら
れ
、
そ
の
上
須
恵
待
、
土
附
熔
の
似
片
な
ど
が
数
片
刷
出
入
し
て
い
た
。
そ
れ
に
引

き
か
え
、
浅
り
の
五

O
吟
炉
位
の
聞
に
は
玉
煩
、
ヰ
球
等
が
倣
在
し
、

殊
に
右
池
唯
寄
り
の
附
に
は
切
子
玉
、

九
玉
笥
が
多
く
、
左
唾
市
り
に
は
管
玉

の
み
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一

か
た
ま
り
に
な

っ
て
お
り
、
し
か
も
、
ヰ
脱
が
各

一
対
ず
つ
出
土
し
、
布
喧
寄
り
に
は
什
帆仰が
著
し
く
目
立
っ
た
。
な
お
、

左
喧
寄
り
の
比
目
玉
及
び
昨
保
の
各

一
聞
は
壁
石
の
め
り
山
し
た
上
に
発
見
さ
れ
た
。

V
仇
道
の

二
つ
の
「
し
き
み

-h
」
の
中
聞
か
ら
も
川
上
品
が
あ
っ
た
。

」
の
よ
う
な
川
か
ら
同
士
す
る
例
は
極
め
て
隔
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ

の
間
土
山
山
は
豹
、
忠
慌
の
似
什
が
な
タ
く
、
こ
れ
を
度
合
し
た
と
こ
ろ
川
氏
仇
と
な
り
、
大
き
な

4
が
つ
い
て
い
た
。

そ
の
付
近
に
は
ヰ
胤
一

対
、
紙
片

の
み
で
、

山
に品
川
葬
品
ら
し
い
も
の
は
見
出
せ
な
か

っ
た
。

石
宅
の
床
耐
に
は

一
回
に
わ
が
倣
い
て
あ
り
、
特
に
夜
道
部
の

「
し
き
み
石
」
の
同
に
は
二
垂
に
倣
い
で
あ
っ
た
。

そ
の
上
か
ら
遺
物
が
出
土
し

た
の
で
あ
る
。
ら
は
円
形
扇
平
な
転
石
で
徒
二

O
吟
伊
ほ
ど
の
も
の
が
備
え
て
あ
り
、
千い山道
入
日
ま
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

奥山川
ゐ
は
高
さ
五

O内
M
M
M
及
び
六

O
吐
M
MV
の
二
石
が
浅
存
し
て
い
る
が
、
両
喧
の
L

向
さ

一
一M
一二

O
に
合
わ
せ
る
と

二
O
U戸川
伊
ぐ
ら
い
の
石
が
そ
の
上
に
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
天
井
行
は
す
で
に
ほ
と
ん
ど
除
去
さ
れ
て
い
た
。

同
情
日は
L

へ
小
の
い
恥
行
が
小

口
杭
み
に
し
て
あ
る
の
ふ
へ
は
小
日
のは
い
約
六

O
行
炉
、

多
く
が
は
比
一二

O
句
げ
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
こ
れ
ら
よ
り
や
や
小
ぶ

り
の
い
似
石
で
、
一
則
氏
ご
め
が
つ
ま
れ
て
、
そ
の
厚
さ
約
二

M
に
及
ん
で
い
る
つ
一
製
ご
め
の
外
側
は
約
四
分
の

一
ほ
ど
露
出
し
て
お
り
、
大
き
め
の
石
を

根
石
に
し
て
、
石
室
を
か
こ
む
よ
う
に
、
卵
形
に
石
積
み
が
し
て
あ
る
。

し
か
し
、
木
県
多
野
川
地
方
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
整
然
た
る
も
の
で
は
な

第
二
軍

日祉
政
の
支
配
と
トU
酬明
の
築
造

二
宏
九



第

二

編

古

代

上

。

L、. 
以
上
に
よ
っ
て
み
る
と
、
こ
の
古
墳
は
少
な
く
と
も
四
屍
体
が
思
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
耳
環
の
数
の
一
二
対
は
、
管
ぷ
を
中

心
と
し
た
所
に
一
屍
体
、
切
子
玉
を
中
心
と
し
た
所
に
一
屍
休
、
さ
ら
に
羨
道
部
に
一
屍
体
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
盗
掘
部
に
も
一
屍
休
は
他
尖
で

あ
る
。
ま
た
、
管
玉
及
び
切
子
玉
中
心
の
各
屍
体
と
も
、
頭
部
を
入
口
に
世
い
て
安
置
さ
れ
た
川
市
で
あ
り
、
羨
道
部
の
も
こ
の
よ
う
に
み
え
る
。

こ
の
古
墳
は
天
井
は
低
く
、
左
右
の
間
隙
は
狭
い
。
も
し
同
肉
体
を
陥
に
入
れ
て
埋
葬
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
幅
七

O山
H
W
M
Y
の
所
に
仰
を
二
つ
並
べ

る
の
は
凶
賊
で
あ
る
。
管
玉
と
切
子
玉
と
を
中
心
と
す
る
こ
屍
体
に
川
代
差
を
認
め
な
い
と
す
れ
ば
、
他
に
入
れ
て
埋
葬
し
た
の
で
は
な
い
と
一氏
う

結
論
に
な
る
。
も
し
時
代
差
が
あ
る
と
す
れ
ば
管
玉
中
心
の
屍
体
の
方
が
先
で
あ
り
、
そ
の
棺
の
朽
ち
た
こ
ろ
、
切
子
玉
中
心
の
庇
休
を
い
れ
た
と

い
う
こ
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
古
墳
の
天
井
は
き
わ
め
て
低
い
の
で
、
棺
に
入
れ
た
一
肉
体
を
玄
室
の
奥
に
運
び
込
む
の
は
こ
れ
も
困
難
で
あ
る
。

従
っ
て
、
入
口
近

く
の
二
屍
休
は
脚
部
を
先
に
し
て
、
入
口
か
ら
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
o

こ
の
推
定
が
可
能
な
ら
ば
、
奥
の
長
さ
二

M
五

O
の
浴

掘
部
分
に
は
、
正
式
な
埋
葬
法
に
よ
る
屍
体
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
残
念
な
が
ら
小
刀
、
刀
子
及
び
欽
鍛
各
一
ー
を
残
す
の
み
で
、
惟
定
の
継
を
失
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
が
、
奥
壁
か
ら
一
M
M
四

O
左
監
か
ら
二

O
吟
炉
、
す
な
わ
ち
小
刀
と
並
行
の
部
分
に
骨
粉
が
相
当
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を

基
準
に
し
て
考
え
る
と
、
玄
室
長
さ
の
ほ
ぼ
中
央
に
当
た
っ
て
お
り
、
正
式
埋
葬
法
に
よ
る
屍
体
の
位
置
と
考
え
て
良
い
よ
う
で
あ
る
。

元
来
、
笠
穴
式
石
室
で
は
民
休
は

一
つ
で
あ
る
の
が
版
別
で
あ
る
。

償
穴
式
石
室
の
形
式
が
伝
わ
っ
て
も
、

回以
初
は

一
路
休
を
搾

っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
二
屍
体
を
葬
る
際
に
は
先
の
屍
体
の
上
に
石
を
政
き
、
そ
の
上
に
葬
っ

た
例
は
佐
波
郡
赤
痢
村
洞
山
古
墳
に
み
え
て
い
る
。

し
か
し
、

大
陸
に
お
い
て
も
竪
穴
式
墓
坑
に
お
い
て
す
ら
も
、
夫
婦
共
葬
を
普
通
と
し
て
い
た
し
、

伸
明
穴
式
墓
比
は
家
政
墳
と
し
て
発
述
し
た
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
わ
が
国
の
習
慣
で
、

一
人
一
穴
が
原
則
で
あ
っ
て
、

日
本
書
紀
利
功
紀
に
は
、

祝
を
二
人
同
穴
に
埋
葬
し
た
の
で
、
神
の
た
た
り

が
あ
っ
た
地
き
を
記
し
て
あ
る
。

」
の
古
境
に
お
い
て
は
、
最
初
は
一
人
を
埋
葬
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

骨
粉
が
左
壁
に
寄
り
す
ぎ
て
い
る
き
ら
い
は
あ
る
が
、

第
三
六
表

石
室
の
幅
・
長
比
較
表

七
0
1八
O叫
H
M
V
の
隔
で
は
棺
を
二
個
並
べ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
と
え
棺
に

と
い
う
ふ
う
に
技
び
、
幅
が

入
れ
な
い
に
し
て
も
、
仰
臥
さ
せ
る
た
め
に
は
肩
幅
に
お
い
て
き
わ
め
て
窮
屈
か
、
あ

名

百
回

O
]七
O

一

0
・
九

O
P

-
-
二

O

一
・
二

O

一
・
三

O一

一
・
四

O
一

一
・
二

O
一

一
・
六

O
-

オ fJj成制l地洞 j同小
J故山ブ道塚守
山西

塚橋 B 山南山北那 |称

る
い
は
安
置
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
こ
で
奥
に
は

一
人
を
埠
葬
し
た
も
の
と
推
定

六
強
五日

E

-

nv』F
ロ柄。

-

四
強

一

四

一

三
弱

一

三
弱

-

三
強

一

す
る
。
そ
し
て
次
々
に
都
合
三
人
が
埋
葬
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

羨
道
部
で
は
前
述

の
と
お
り
州
定
き
わ
め
て
州
知
で
あ
り
、

い
ず
れ
に
し
て
も
最
後
に
納
め
た
も
の
に
間

違
い
は
あ
る
ま
い
。
然
も
凶
葬
品
は
ヰ
球
と
須
恵
器
だ
け
で
あ
り
、
埋
葬
法
も
す
こ
ぶ

る
簡
単
で
あ
る
。
他
の
玉
類
等
の
副
葬
口
問
が
あ
っ
た
と
も
見
え
な
い
。
こ
の
石
室
の
規

肢
を
他
の
古
漬
と
比
較
す
る
と
第
一
二
六
表
の
よ
う
で
あ
る
。

五
、
凹
、

以
上
の
よ
う
に
長
さ
と
帆
と
の
比
が
六
、

大
と
な
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
去
に
よ
り
山
土
品
そ
の
他
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
比
の
小
さ

な
も
の
が
大
の
も
の
に
先
行
す
る
と
は
限
ら
れ
な
い
。
や
は
り
こ
れ
ら
の
も
の
よ
り
、

小
旦
那
古
加
は
古
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
差
支
え
な
か
ろ

ぅ
。
そ
れ
ゆ
え
、

竪
穴
式
石
室
か
ら
償
穴
式
石
室
に
移
っ
た
当
初
に

つ
く
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
穏
当
と
思
う
。

そ
の
後
家
族
以
の
流
行
に

伴
い
、
や
は
り
家
族
瓜
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

従
っ
て
無
配
な
使
用
法
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
こ
の
古
墳
は
六
世
紀
終
わ

り
ご
ろ
構
築
さ
れ
た
も
の
と
批
定
さ
れ
て
い
る
。

6 

阿
久
山
古
墳

上
毛
古
墳
綜
覧

荒
砥
第
四
六
号

こ
の
古
噴
は
、
下
大
屋
川
字
阿
久
山
五
一
ニ
O
番
地
所
在
の
小
型
の
前
方
後
円
坑
で
あ
る
。

阿
久
山
と
い
う
小
丘
陵
の
南
斜
面
に
山
寄
せ
で
造
ら
れ

て
い
た
。
す
で
に
石
aU

立
の
石
材
は
抜
き
と
ら
れ
、

窪
地
と
な
っ
て
杭
穴
式
石
室
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
抑
定
さ
れ
る
。

か
つ
境
丘
も
著
し
く
変
形
せ

~n 

章

来
族
の
支
配
と
古
川
引
の
築
造

一
一中ハ
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し
め
ら
れ
て
、
明
確
な
実
測
図
を
得
る
こ
と
も
不
可
能
で

あ
っ
た
。
前
方
部
は
西
北
方
に
向
か
い
、
石
室
は
ほ
ぼ
西

方
に
向
か
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
昭
和
二
十
六
年
七
月

二
十
三
日
に
調
査
さ
れ
た
が
、
成
丘
の
凱
棋
は
全
長
二
八

ノ/

7
aa'
q
dv明
司

罰
則

E
a
E
lオ
ヅ
様
十
い
明

石
宮
部
副
凶

日
目
的
、
前
方
部
幅

一一

M
M
、
後
門
部
径
二
ハ
財
で
、
高
さ
は

西
南
か
ら
み
て
、
後
門
部
は
三

M
五

O
、
前
方
部
は
一ニ

M

めで
らあ
れる
て
し、石
た室
。 を

。い 11:1.
tこカミ

務tれ
(J)'・ Tょ
似跡
J¥ に
泊ミ t主
ibl J~i 
在l)~i
し破
て片
L、ヵ:
た 多
のく
で耳目

型
象
埴
附
の
存
在
も
州
定
さ
れ
る
。

平副|刻
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オ
プ
塚
古
墳

上
毛
古
墳
綜
覧

芳
賀
第
四
八
口
う

」
の
古
墳
は
勝
沢
町
{
千
四
向
輸
四
二

0
4叶
地
に
あ
っ

て
、
大
塚
と
も
よ
ば
れ
て
い
る
。
赤
城
山
西
尚
磁
の
紙
野

の
傾
斜
地
に
あ
り
、
凶
方
は
ほ
と
ん
ど
段
状
に
つ
く
ら
れ

た
水
田
で
あ
る
。
西
山
払
酬
は
勝
沢
川
の
凶
境
で
、
勢
多
郡

む
士
見
村
大
字
時
沢
と
の
間
に
嶺
町
に
登
る
県
道
が
通
つ

て
い
る
c

こ
の
市
川
は
こ
の
県
道
に
前
方
」
出
の
前
端
を
削

り
と
ら
れ
て
い
る
す
な
わ
ち
前
方
後
円
坑
で
あ
る
。
坑

丘
の
前
方
部
は
附
凶
北
に
向
い
て
延
ば
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
主
軸
械
は
西
よ
り
三
一
四
度
北
に
向
い
て
い
る
。
ち
ょ
う

ど

mm肝
の
傾
斜
方
'
川
に
随
交
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
ろ
な
依
情
に
作
ら
れ
て
い
る
明
氏
の
例
と
し
て
、
下
手

か
ら
胡
γ

め
ば
向
く
、
上
手
か
ら
は
低
い
。
し
か
し
、
こ
の

坑
丘
は
柏
輸
円
筒
列
の
落
部
の
位
置
か
ら
比
定
す
る
と
、

両
部
で
は
瓜
域
別
よ
り
一一一
M
M
二
二
、
東
南
部
で
は
三

M
O

こ
の
柏
輸
円

六
、
東
部
で
は
三

M
一
二
一
、
北
部
で
は
一
一
院
九
三
一
と
な
っ
て
、
場
所
に
よ
っ
て
一

M
以
上
の
土
地
の
古
川
低
差
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
の
古
墳
の
墳
頂
の
俸
は
一
七

M

と
雌
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

筒
列
の
径
は
一
九
財
あ
り
、
小
型
墳
丘
の
径
は
一
般
に
円
筒
列
の
径
よ
り
両
端
に
お
い
て
各
一

M
小
さ
い
の
で
、

し
た
が
っ
て
石
害
，
の
床
は
少
な
く

ま
た
、
瓜
頂
か
ら
石
室
の
床
面
ま
で
は
三
以
四
九
、
同
じ
く
填
世
話
の
施
設
の
上
削
ま
で
は
二

M
五
九
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
現
墳
丘
の
閣
か

と
も
別
収
頂
よ
り
一
一一
一M
五

O
く
ら
い
下
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
傾
斜
聞
を
少
し
切
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ら
三

M
の
等
高
級
は
防
相
陥
刊
筒
列
の
基
部
か
ら
二

M
も
外
力
に
山
て
い
る
の
で
あ
り
、

以
丘
の
現
状
は
そ
の
原
形
よ
り
術
部
が
三

M
は
咲
り
川
し
て

こ
の
は
り
で
た
た
め
の
土
は
後
か
ら
杭
も

っ
た
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
頂
部
の
形
象
刷
怖
の
川
一
没
の
状
態
か
ら
み
れ

ば
、
築
造
当
時
は
今
よ
り
そ
れ
程
高
か
っ
た
と
は
思
え
な
い
。

む
し
ろ
境
丘
の
裾
部
が
天
f
節
風
で
運
ば
れ
て
く
る
砂
や
土
で
川
町
ま
っ
た
と
日
比
た
方
が

妥
当
で
あ
る
。

川
正
は
別
状
で
全
長
約
三
五
M
M
、
そ
の
前
端
は
道
路
放
に
削
り
と
ら
れ
て
い
る
。

後
川
部
二
M
川
、
前
方
部
の
肉
さ
は
後
川
部
の
ほ
ぼ

一
一
分
の
一
で
外
形
か
ら
見
れ

-
Z
ハ

第
二
章

豪
族
の
支
配
と
古
墳
の
築
造

前
方
部
二

M
五

O
、
後
門
部
三
M
M
五

O
、
北
か
ら
前
方
部
五

O
M、

前
方
部
幅
約
一
三
日
間
、
後
門
部
径
約
二

O
M、
高
さ
は
南
か
ら



第
二
編

古

代

上

二
六
四

ぱ
古
い
形
に
似
て
い
る
。

周
迫
(
ま
わ
り
の
堀
)
は
な
い
が
、
境
丘
の
南
か
ら
東
に
か
け
て
、
土
地
が
著
.し
く
低
い
。
墳
丘
構
築
に
採
士
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
葺
石
は

見
当
た
ら
な
い
が
、
境
丘
の
形
は
割
合
に
良
く
保
た
れ
て
い
る
。

埴
輸
は
円
筒
列
が
後
円
部
の
東
南
か
ら
北
に
廻
っ
て
、
は
っ
き
り
と
発
掘
調
杏
さ

れ
た
。
そ
の
円
の
半
径
は
九
M
M
五

O
で
、
み
ご
と
な
円
弧
を
な
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
石
室
の
入
口
付
近
か
ら
丙
の
方
、
前
方
部
の
周
囲
に
は
発
見

き
れ
ず
、
そ
の
存
在
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

す
で
に
破
慶
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
ロ
形
象
埴
輸
は
後
円
部
の
頂
と
、
前
方
部
の
上
回

た
ま
ま
き

に
発
見
さ
れ
た
。

後
門
部
の
頂
の
は
玉
纏
の
太
刀
等
の
椋
具
類
で
、
前
方
部
か
ら
は
人
、

馬
な
ど
の
植
輸
が
出
土
し
て
い
る
。
な
お
、
後
円
部
の
頂

か
ら
は
巨
大
な
須
恵
器
の
慈
の
破
片
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。

石
室
は
横
穴
式
で
、
自
然
石
乱
石
積
み
袖
無
担
で
あ
る
。
石
材
は
安
山
岩
で
、
自
然
石
の
平
ら
な
も
の
を
選
ん
で
壁
商
を
構
成
し
て
い
る
。
奥
壁

は
大
石
二
個
を
積
み
あ
げ
、
側
壁
に
も
長
作

一
M
以
上
の
γ
刊
を
と
こ

ろ
ど
こ
為
に
使
っ
て

い
る
。

天
井
は
五
個
の
大
石
を
使
用
し
、
入
門
に
は
特
に

柱
石
の
如
き
も
の
は
な
く
、
杭
積
み
の
石
の
上
に
、
天
井
石
川
か
附
担
の
よ
う
に
乗

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
壁
面
は
ほ
と
ん

Y
一
回
ず
、
転
び
は
な
い

と
い
っ
て
良
い
。
奥
幅
よ
り
前
幅
が
や
や
狭
〈
活
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
寸
法
は
第
三
七
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
表
の
う
ち
埋
葬
部
長
は
約
五

M
で
あ
る
が
、
自
然
石
の
た
め
、
い
ず
れ
も
凹
所
を
計
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
み
る
と
四

M
九

O

前
後
が
且問、
も
符
当
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

幅
は
由
時
壁
か
ら
三
円
品
目

uyぐ
ら
い
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

一
M
問
。
ぐ
ら
い
の
長
さ
の
閲
は
一

M
六

O
で
あ
り

オプ塚古墳石宅
規模

全長 |左壁I5叩
謝諒民 | 左壁 |川5.02
哀|中央 |げ5.0∞0 
|右壁 I5.00 

奥壁 I1. 56 
中央 I1. 50 
前方 I1. 15 

向上高 |奥 I ~. Z~ 
一|前 I1. 70 

填塞部! 長 10.58 
(石室内)i I隔 I 1. 15 

fLS1長 π70
(内初 |外幅 I2.00 

そ
れ
よ
り
入
日
に
向
か
っ
て
左
右
か
ら
徐
々
に
せ
ば
ま
っ
て
い
る
。
自
然
石
積
み
と

し
で
は
み
ご
と
な
も
の
で
、
左
右
ほ
と
ん
ど
均
控
と
い
っ
て
良
い
。
全
長
は
左
壁
に

お
い
て
の
み
推
定
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
墳
去
を
山
朋
さ
ず
に
怪
い
た
た
め
に
床
上
九

O
吟
グ
以
上
の
部
分
で
の
実
測
他
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
床
面
に
お
い
て
は
、
あ
る

第37表

葬
lt肩

い
は
五
日
付
加
五

O
よ
り
長
い
で
あ
ろ
う
と
も
考
え
ら
れ
る
。

埋
部

埋
部

そ
と
で
埋
葬
部
の
長
さ
左
怖
の
決
定
を
第
三
八
表
の
よ
う
に
試
み
て
み
た
。

オ
ブ
塚
古
墳
埋
葬
部
の
長
・
幅
・
尺
度
比
較

尺

一

唐

尺

一

束

税

長

四

m
九

位

一

六

尺

四
九
八
三
♀

一
一一一尺
九
八
九
五

Q

幅

一

、

五

六

一

五
、
二
五
二
五
二
一

四
、
四
五
三
人

Q

比

て

一

五

一

三
、
八
七
二

O
亙

三
、
二
八
三
二
五
一

こ
の
石
室
の
填
塞
状
態
は
一
つ
の
形
を
な
し
て
い
る
。
長
さ
五

O
符
炉
、
径
三

O
符
炉
ぐ
ら
い
の
自
然
石
を
、
石
室
の
入

U
か
ら
約
五
人
符
炉
入

米

尺

こ
の
よ
う
に
高
麗
尺
使
用
の
長
さ
一
四
尺
、
一
帆
凹
尺
五
寸
で
あ
り
、
あ

る
い
は
幅
は
五
尺
を
予
定
し
て
い
た
か
も
知
れ
ず
、
し
か
し
、
そ
の
で
き

あ
が
り
は
上
記
の
寸
法
で
あ
る
。
比
は
三
・
一
と
な
り
、
ほ
ぼ
三
と
み
な

し
得
る
。
ま
た
、
全
長
は
唐
尺
で
約

一
六
尺
と
な
り
、
怖
と

の

比

で

は

第
三
八
表

一二

・
五
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
妥
当
な
数
値
で
は
な
か
ろ
う
か
。

っ
た
と
こ
ろ
に
、
内
部
に
向
け
て
小
口
に
積
み
な
ら
ベ
、
そ
の
高
さ
四

O
H
W
Yで、

そ
の
上
は
四

O
H
W
Yほ
ど
外
の
方
に
ず
ら
せ
て
、
さ
ら
に
高
さ

四
五
加
h
H
Y
に
つ
み
、
そ
の
上
は
平
ら
に
し
て
、
そ
の
ま
L
石
室
外
に
一
一
院
ほ
ど
延
ば
し
て
台
状
に
造
っ
て
あ
る
。

こ
の
台
状
の
も
の
は
そ
の
外
側
の

端
の
方
に
、
割
合
に
扇
平
な
径
六

O
J
七

O
符
グ
の
石
を
寄
せ
か
け
て
、
ゆ
る
い
傾
斜
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
そ

こ

れ
ら
の
台
状
の
石
山
井
の

部
分
は
赤
色
粘
土
で
一
一
由
に
固
め
て
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
外
か
ら
石
宝
に
入
る
に
は
、
こ
の
粘
土
で
回
め
た
傾
斜
耐
を
二
、
三
歩
登
っ
て
ム
口
状
の
も

の
の
上
に
立
ち
、
入
口
を
く
ぐ
っ
て
、
二
段
の
階
段
を
お
り
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
入
口
の
穴
は
幅
一
一
防
、
高
さ
八

O
吟
伊
で
、
こ
れ
に
は
一
枚
の
凧
叫
ー
な
右
が
寄
せ
か
け
て
あ

っ
た
。

こ
れ
が
は
ず
れ
て
石
室
内
に
斜
め
に
ず

り
込
み
、
そ
の
関
陣
か
ら
多
量
の
土
砂
が
流
れ
込
み
、
埴
輪
倣
片
、
土
法
似
片
を
同
叫
に
も
ち
込
ん
だ
よ
う
に
み
ら
れ
る
の
こ
の
よ
う
な
唄
送
状
態

の
発
見
例
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
確
実
な
資
料
と
し
て
は
唯

一
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
台
状
の
虞
塞
は
他
で
も
注
意
さ
れ
伺
る
も
の
で
あ

り
、
羨
道
の
途
中
に
船
日
V
-設
け
、
あ
る
い
は
一
段
の
痕
跡
を
残
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

床
面
に
は
径
一

O
吟

Y
以
内
の
粒
の
そ
ろ
っ
た
浮
石
、
が
一
一
自
に
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
厚
さ
は
約
一
五
吟

Y
ぐ
ら
い
で
、
放
白
色
の
美
し

い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
例
も
ま
た
き
わ
め
て
少
な
く
、
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
浮
石
は
丸
く
、
転
石
と
み
ら
れ
る
。
二
ツ
岳
噴
出
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

山
土口
山
を
石
室
内
と
対
十
一小
と
の
こ
組
に
分
け
て
み
る
と
、
石
室
内
か
ら
は
骨
片
、
鉄
製
品
、
銅
製
品
、
土
器
が
あ
げ
ら
れ
、

石
案
外
か
ら
は
土

第
二
布
張
絞
り
支
配
と
古
墳
の
築
造

二
六
五



オプ爆古墳出土直万一覧

第
二
銅

古

代

上

一
一
六
六

第39表オプ塚古墳

出土品

4体

4振

3グ

lグ

50本

1個

8 1/ 

1 11 

Iグ

(註) 人骨は4体分である
が完全なものは lつもな
い。その外に遺物の上層
から馬骨の如きものが山
土している。

出
帥
、
地
愉
が
出
て
い
る
。
石
室
内
の
土
器
は
柄
引
恵
器
の
合
子
の
'
井
部
の
み
で
、
a

一手舛

か
ら
砂
と
一
緒
に
流
れ
込
ん
だ
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

人骨

直万

小刀

刀子

鉄 皇族

鐙釣金具

耳環

土玉

須恵器

石
室
内
か
ら
の
出
土
日
間
は
第
三
九
J
第
四
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

)
 

噌
目
目
・(
 
直

万

(2) 

刀

第40表

__LA 
全長I1. oom 
長 0.19

0.68川

欠
(0.03) 

0.006 

0.027 

C 

111 
0.83 

欠

0.008 

0.036 

1 1/ j 

1/ 11 ' 

0.083 。白61
1ニ0.0ω 七0.008
1下0.006中0.006

8 I 8 6? 

形

賠

厚

穴

B 

l. 00
111 

o. 18 

説的り飢
h 、、口
てーこの
11IJi，1}l・命
1:七にJ主
。O舷あ

0.235
m 

欠

尖
が
欠
け
て
い

る
。
茎
と
身
の

接
す
る
と
こ
ろ

は
B
と
同
じ
。

一

小
K
H
A
ぷ
の
地
が1

欠
け
て
い
る

作

Fh
と
ル
吋
の
持
す

る
左
こ

ろ
は
よ

ド
よ
り
切
込
み

厚

幅

茎

刀

身

(3) 

刀

子

0.072 

0.006 

0.023 

オブ塚古墳出土小刀一覧

Q.32
m 

0.006 

0.03 

0.07 

B 

欠

0.007 

0.04 

0.42
111 

l個

倒卵

0.057 

0.006 

無

て一二
出M片
土六に
。。似
i強制
れ。

0.006 

0.02 

0.08 

A 

0.0ω 

0.04 

J個

倒卵

0.11 

0.01 

第41表

長

長 l

r』

厚

幅

事

釘

一
形

賠

厚

摘

要

摘

要

刀身 i

目

鍔

目

全

茎

一
吟
炉
問
。

長
さ
一
四
吟
炉
、
ま
一の
長
さ
四
H
M
M
M
一一
、
茎
は
み
ね
の
方
か
ら
切
り
せ
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
目
釘
穴
は
な
い
。

み
ね
の
同
町
さ
三
パ
リ

l
、
刀
身
の
幅

右
の
遺
物
の
配
置
状
態
は
、
中
央
で
や
や
奥
へ
寄
っ
た
と
こ
ろ
に
、
大
直
万
三
振
が
柄
部
を
奥
に
し
て
石
室
の
長
軸
に
並
行
に
置
い
て
あ
り
、
そ

の
他
の
副
葬
品
は
慨
し
て
左
壁
及
び
奥
壁
の
根
方
に
多
い
。
こ
れ
に
比
べ
て
、
中
央
及
び
右
壁
の
側
に
は
、
耳
環
三
個
、
鉄
鉱
一
本
、
鐙
釣
金
具
一

個
が
で
た
だ
け
で
あ
る
。
骨
片
及
び
骨
粉
も
三
振
の
大
直
刀
の
付
近
か
ら
左
壁
の
側
に
か
け
て
散
在
し
て
い
て
、
右
壁
側
に
は
な
い
。
然
も
そ
の
直

ま
た
こ
の
骨
が
ど
う
し
て
直

刀
の
上
に
は
人
骨
と
は
考
え
ら
れ
な
い
巨
大
な
骨
が
ま
と
ま
つ
で
あ
っ
た
。
何
の
骨
で
あ
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
く
、

刀
の
上
に
あ
る
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
少
く
と
も
直
万
が
副
葬
品
と
し
℃
埋
葬
さ
れ
た
後
に
、
置
か
れ
た
も
の
と
考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
の
埋
葬
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
し
て
か
、
と
も
か
く
副
葬
品
を
と
り
出
す
目
的
で
な
し
に
、
こ
の
石
室
に
入
っ
た

す
る
と
一
度
埋
葬
さ
れ
た
後
で
、

も
の
が
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。

右
監
の
側
に
副
葬
品
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

一
度
埋
葬
し
た
も
の
を
後
に
と
り
出
し
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、

全
体
の
配
置

か
ら
み
る
と
む
し
ろ
副
葬
品
を
入
れ
な
か
っ
た
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
右
鐙
の
根
も
と
か
ら
出
て
い
る
こ
佃
の
耳
環
の
う
ち
、
一
個
は
奥
壁

の
前
か
ら
の
と

一
対
に
な
り
、
他
の
一
側
は
中
央
の
と
対
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
出
土
の
耳
環
の
他
の
四
個
は
、
左
壁
中
央
の
根
方
の

二
個
、
そ
の

奥
の
方
の
一
個
と
直
刀
の
上
の
一
個
、
こ
れ
が
両
方
と
も
一
組
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
位
置
に
死
屍
が
あ
っ
た
こ
と
は
推
定
し
得

る
。
か
っ
、
そ
の
付
近
か
ら
は
小
刀
、
刀
子
、
鍔
、
鉱
等
が
多
く
出
土
し
て
い
る
。
奥
陸
一
下
も
同
線
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
か
ら
出
土
の
鍔
は
中

央
の
大
直
刀
の
中
の
一
の
付
属
品
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
ち
、
石
室
の
小
央
出
土
の
耳
環
の
一
組
は
そ
の
間
が
九

O
符
ゲ
も
離
れ
て
い
る
。
ど
う
も
後

で
散
ら
ば
さ
れ
た
よ
う
に
思
え
る
。
前
述
の
人
骨
と
は
思
え
な
い
竹
を
入
れ
た
際
、
断
み
散
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
み
て
、
右
陣
地
下
の
中
央
の
耳
環
の
近
く
に
屍
体
が
置
か
れ
て
あ
っ
た
も
の
と
す
る
と
、
縦
に
左
右
壁
一
下
お
の
お
の
二
体
ず
つ
並
べ
て

第
二
章
豪
族
の
支
配
と
古
墳
の
築
造

七
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代

上

二
六
八

あ
っ
た
よ
う
な
格
好
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、
あ
る
い
は
中
央
大
直
刀
の
傍
に
一
体
、
そ
れ
よ
り
手
前
左
に
一
体
、

こ
の
二
体
は
副
葬
品
を
つ
け
て
葬

り
、
そ
の
後
右
壁
下
に
二
休
縦
に
並
べ
て
入
れ
た
と
み
る
方
が

し
か
も
し
れ
な
い
。
奥
壁
下
の
副
葬
品
は
中
央
の
屍
体
と
と
も
に
い
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
袖
無
型
の
石
室
を
も
っ
た
洞
山
(
紘
一
鴻
)
、
洞
山
西
北
(
胤
)
、
小
旦
那
(
問
一
締
)
の
三
古
墳
が
ど
れ
も
中
央
に
葬
っ
た

創
刊
行
主
h
l
h
h
M
M
昨
日
刊
は
つ
い
れ
い
い

H
U
Eドー料一日

片
、
骨
粉
、
副
葬
品
等
が
あ
り
、
中
央
に
は
ほ
と
ん
ど
み
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ど
か
ら
推
定
し
た
ら
の
で
あ
る
。

封
土
中
か
ら
の
出
土
品
は
須
恵
器
と
植
輸
で
あ
る
。
須
恵
器
は
大
饗
で
あ
っ
て
、
墳
丘
の
頂
上
中
央
か
ら
出
土
し
、
二
つ
山
、
訴
田
部
〆

(
壁
、
長
塚
(
麟
市
)
、
皇
塚
(
矯
市
)
等
の
諸
富
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
祭
初
用
の
も
の
で
あ
る
。
埴
輸
は
円
筒
埴
輪
一
持
十
は

あ
り
、
円
筒
楠
輸
は
列
を
な
し
て
後
円
部
の
裾
を
め
ぐ
り
、
そ
れ
か
ら
前
方
部
の
上
縁
に
沿
っ
て
二
本
の
枝
が
出
さ
れ
て
い
る
。
前
方
部
前
端
は
削

り
と
ら
れ
て
い
る
の
で
そ
の
配
列
は
不
明
で
あ
り
、
前
方
部
裾
に
は
配
列
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
円
筒
は
い
ず
れ
も
上
方
が
破
壊
さ
れ
て
い
て
、
完

万
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
下
端
の
径
は
一
五
吟
炉
内
外
で
あ
り
、
二
財
乃
至
一

M
五
O
の
間
隔
で
並
ぺ
で
あ
っ
た
。
形
象
埴
輸
は
墳
丘
の
頂

上
に
、
後
円
部
で
は
円
形
に
、
前
方
部
で
は
円
筒
列
の
内
側
に
配
置
さ
れ
て
い
た

、
こ
れ
も
ほ
と
ん
ど
破
防
明
き
れ
、
混
乱
じ
て
い
て
、
配
置
状
態
は

わ
か
ら
な
い
。
後
円
部
か
ら
は
玉
纏
の
太
万
の
柄
部
が
二
個
、
前
方
部
か
ら
は
埴
輪
馬
、
人
型
植
輸
の
破
片
が
雑
然
と
発
見
さ
れ
た
。
小
破
片
の
み

多
《
て
復
原
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
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荒
口
大
道
古
墳

上
毛
古
墳
綜
覧

調

査

漏

こ
の
古
墳
は
、
荒
口
町
字
夫
道
に
あ
っ
た
横
穴
式
の
小
古
墳
で
あ
る
。
道
路
敷
と
畑
に
か
か
っ
て
存
在
し
て
い
た
が
、
す
で
に
道
路
を
造
ら
れ
る

時
に
石
室
の
上
部
か
ら
上
は
除
去
さ
れ
、
残
部
は
道
路
下
に
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
昭
和
二
十
六
年
十
月
二
十
五
日
及
び
同
二
十
七
年
四
月
五

日
の
二
回
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
。

石
室
は
小
型
な
横
穴
式
両
袖
型
で
、
そ
の
軸
線
は
ほ
ぼ
南
中
し
て
い
る
。
壁
は
自
然
石
の
乱
石
積
み
で
あ
る
。

そ
の
規
模
は
、
幅
が
奥
壁
下
一
以

一
O
、
奥
か
ら
三
五
修
炉
で
一
M
M
三
五
、
前
方
で
一

M
三
O
で
あ
り
、
長
き
は
や
や
い
び
つ
な
矩
形
で
あ
る
の
で
、

中
央
で
二
日

m
一
O
、
右
壁
一
M
M

玄
門
の
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
間
口
六
五
吟
炉
、
奥
行
ほ
ぼ
三
五
修
炉
、
玄
門
か
ら

填
塞
内
側
ま
で
一
一
M
O五
で
あ
る
。
羨
道
入
口
部
は
畑
地
に
か
か
っ
て
、
調
査
不
能
で
あ
っ
た
。

遺
物
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
玄
室
幅
は

一
M
四

。
、
長
さ
は
二

M
一
O
で
、
官
同
鹿
尺
四
尺
、
六
尺
と
推
定
さ
れ
、

五
で
あ
り
、
玄
門
の
設
備
と
あ
わ
せ
て
横
穴
式
古
演
の

長
さ
と
幅
と
の
比
は

末
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

9 

竜
海
院
裏
古
墳

上
毛
古
墳
綜
覧

調

査

漏

こ
の
古
墳
は
、
紅
雲
町
二
丁
目
字
村
北
の
竜
海
院
の
北
裏
に
あ
っ
た
。
墳
丘
は
早
く
か
ら
破
損
さ
れ
て
、
古
墳
と
し
て
の
形
を
残
さ
ず
、
土
堤
の

よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
円
墳
で
あ
っ
た
の
か
、
前
方
後
円
墳
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
群
馬
大
橋
の
構
築
に
あ
た
り
、
そ

の
橋
頭
の
使
用
土
に
採
土
さ
れ
て
発
見
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
七
年
三
月
二
十
六
日
に
、
群
馬
大
橋
工
事
監
督
の
山
崎
義
男
氏
か
ら
の
通
知
に
よ
っ
℃

群
馬
大
学
史
学
研
究
室
に
お
い
て
調
査
に
着
手
、
同
三
月
三
十
日
に
完
了
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
さ
ら
に
五
月
十
七
日
に
、
再
び
別
の
内
部
構
造
が
出

現
し
た
の
で
、
こ
れ
を
も
急
逮
調
査
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
分
は
石
榔
と
し
て
の
形
を
残
し
て
お
ら
ず
、
破
壊
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ

た。
墳
丘
は
採
土
に
よ
り
半
崎
棋
の
状
態
で
あ
り
、
長
径
南
北
で
二
ハ

M
、
東
半
分
が
残
存
し
て
お
り
、

そ
の
幅
六
日
M
五
O
、
高
さ
三
M
M
三
O
で
、
採
土

以
前
の
形
は
卵
状
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
墳
丘
の
南
半
分
に
、
中
軸
線
を
約
南
六

O
度
西
に
と
っ
て
、

竪
穴
式
石
室
が
営
ま
れ
て
い
た
。

そ
の
床
面
は
現
地
表
か
ら
八

O
拘
W
V高
で
あ
る
。
石
室
の
長
さ
四
M
一
州
、
幅
は
最
大
一
一
M
二
O
、
最
小
八
五
吟
炉
、
高
さ
五
五
拘
M
M
Y
で
あ
る
。

そ
の
南

第
二
重
豪
波
の
支
配
と
古
境
の
筆
祖

二
六
九
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七。

西
の

一
一M
五

O
の
部
分
は
破
壊
さ
れ
、
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
長
壁
の
板
石
と
短
壁
の
恨
石
の
一
部
と
が
残
っ
て
い
た
の
で
、

し
得
た
の
で
あ
る
。
東
北
の
二

M
五
O
の
部
分
は
旧
態
が
保
た
れ
て
い
た
。

そ
の
長
さ
を
調
査

石
室
の
壁
は
自
然
石

(河
原
石
〉
の
乱
石
積
み
で
あ
る
。
長
径
三

O
な
い
し
五

O
吟
炉
、

短
二

O
な
い
し
ゴ
一

O
吟
炉
ぐ
ら
い
の
石
を
使
用
し
て
い

床
は
特
殊
な
機
造
を
し
て
お
り
、

左
右
の
壁
石
の
根
か
ら
斜

め

に

早

な

uzaへ向
け
て
出
し
、
同
右
の
中
間
に
白
色
粘
土
を
は
っ
て
い
る
。
石
室
の

1
5…
色
土
を
消
鉾
型
に
つ
み
、
そ
の
左
右
両
十

に
右
の
耐
石
を
は
り
つ
け
て
、
そ
の
上
部
に
白
色
粘
土
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
両
石
と
壁
石
と
の
聞
の
三
角
波
状
の
部
分
に

U

寸
砂
利
と
白
色
粘
土
を
つ
め
て
あ
っ
た
。
恐
ら
く
、
小
砂
利
を
満
た
し
た
の
は
掛
水
設
備
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
白
色
粘
土
を
混
じ

た
の
は
理
的
し
が
た
い
。
白
色
粘
土
が
崩
れ
込
む
か
、
流
れ
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

る
。
天
井
石
は
五
石
残
っ
て
い
た
が
、
そ
の
下
幅
は
三

O
な
い
し
五

O
吟
炉
で
あ
る
。

出
土
川
川
は
F

附
四
部
に
鉄
片
が
散
乱
し
て
い
た
ほ
か
は
附
泊
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。

す
で
に
盗
制
の
難
に
あ
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

」
の
古
墳
の
石
室
は
い
わ
ゆ
る
竪
穴
式
の
石
怖
と
は
違
っ
た
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る

竪
穴
式
石
室
と
い
わ
れ
る
も
の
に
似
て
い
る
の
で
あ
り

石
の
扱
い
力
は
む
し
ろ
比
例
穴
式
石
室
に
似
て
い
る
。
幅
狭
く
、
高
さ
が
低
い
点
で
は
、
竪
穴
式
の
構
造
に
近
い
と
言
え
よ
う
。
発
見
附
に
お
い
て
は

航
空
入
石
室
と
児
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
検
汁
の
結
果
、
結
局
普
門
寺
東
・
互
換
(
館
山
市
)
に
似
た
採
穴
式
石
室
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ー

10 

上
毛
古
抽
出
綜

m-

総
社
第

一
O
Hリ

愛
宕
山
古
墳

総
社
二
子
山
古
墳
の
東
南
に
あ
り
、
天
狗
岩
用
水
に
臨
ん
で
い
る
。

」
の
古
墳
は
、
総
社
町
総
社
{
子
大
屋
敷
、
袋
宕
山
一
七
六
三
番
地
に
あ
る
。

大
型
の
円
墳
で
、
内
に
巨
石
使
用
の
両
袖
型
倒
穴
式
石
室
が
あ
る
。
南
に
閉
口
し
て
お
り
、

早
く
発
掘
さ
れ
た
よ
う
で
、
石
室
内
に
は
そ
の
長
軸
線

に
直
角
に
、
奥
壁
に
沿
っ
て
、
.家
型
石
棺
が
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
正
面
側
に
盗
掘
の
た
め
の
大
穴
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。

に
日
室
は
閉
口
は
し
て
い
る
が
、
羨
道
は
半
分
埋
没
し
、
僅
か
に
出
入
し
得
る
程
度
で
、

な
い
が
、
羨
道
前
方
部
は
墓
地
に
な
っ
て
お
り
、

」
の
土
砂
を
排
除
し
な
け
れ
ば
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き

愛宕1山古J:It(南方より望む)

~157f羽 変位IJI古Jflの石室内部及び石村

f'fl561羽

し
た
が

っ
て、

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
、中
央
長
七
い
が

一
四
、
右
倍
長
七

M
一
一
一で
あ
り
、
奥
幅
三
M
州、

昭
和
二
十
七
作
七
月
三
、
四
両
日
に
、

計
大
史
学
研
究
室

第

粛

荻
挟
の
女
配
と
古
噴
の
築
造

に
よ
っ
て
石
室
の
み
の
央
測

-m査
が
行
な
わ
れ
た
。
玄
室
の
寸
法
は
左
壁
長
七
〕
問
、

七
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中
央
幅
二
M
M
九
六
、
前
幅
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
寸
法
も
埋
没
土
砂
や
磯
類
を
除
い
て
み
な
け
れ
ば
正
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
長

二
七
二

さ
の
方
は
床
面
で
計
測
し
な
く
と
も
、
大
体
、
変
化
は
な
い
の
で
、
奥
壁
と
前
壁
と
の
床
面
よ
り
や
や
高
い
位
置
で
測
り
出
さ
れ
た
。

玄
室
の
長
さ
が
七
M
M
乃
至
七
日
付
州
一
四
で
あ
る
こ
と
は
、
奥
壁
の
用
石
の
凹
凸
も
あ
る
し
、

の
玄
室
側
を
揃
え
な
い
で
構
築
し
て
い
る
例
も
あ
る
の
で
、
そ
の
見
方
か
ら
す
れ
ば

当
然
起
こ
り
得
る
差
で
あ
る
。
ま
た
、
長
さ
は
伸
び
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
認
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
る
と
、
こ
の
長
さ
は
七

M
を
当
初
予
定
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
尺
度
を
用
い
て
い
る
点
か
ら
見
る
時
は
、
高
麗
尺
(
一
尺
三
五
作
炉
)

を
使
用
し
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
完
全
尺
は
三
五
拘

wpの
倍
数
で
あ
り
、
七

M
す
な

わ
ち
高
麗
尺
二

O
尺
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
う
。
こ
の
立
場
か
ら
ず
れ
ば
Y

幅
は

狭
ま
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
三

M
よ
り
大
で
あ
る
べ
き
で
、
恐
ら
く
三
五
拘
炉
の
九

倍二一
M
M
一
五
す
な
わ
ち
高
麗
尺
九
尺
と
し
て
設
計
さ
れ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ

ろ
う盤

石
は
巨
石
を
使
用
し
て
い
る
。
輝
石
安
山
岩
の
山
石
で
あ
る
。
榛
名
山
の
基
部

の
構
成
岩
石
の
由
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
付
近
か
ら
運
搬
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
そ
の
巨
石
に
混
じ
て
、
積
み
込
ま
れ
て
い
る
石
に
角
閃
石
安
山
岩
が
認
め
ら
れ

る
。
こ
の
岩
石
は
浮
石
質
紡
錘
状
で
あ
り
、
か
っ
、
そ
の
壁
面
に
出
る
部
分
が
削
ら

れ
て
い
る
。
正
し
く
は
浮
石
質
紡
錘
状
角
閃
石
安
山
岩
と
称
す
る
も
の
で
、
そ
の
一

バ

面
削
り
を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
石
は
榛
名
山
ニ
ツ
岳
の
噴
出
に
よ
っ
て

で
き
た
も
の
で
、
そ
の
噴
火
は
噴
出
堆
積
物
と
古
墳
、
住
居
跡
と
の
調
査
の
結
果
、

故
意
に
す
山
室
と
羨
道
と
の
連
結
部
の
左
右
壁
(
前
壁
)

七
世
紀
初
頭
ま
た
は
西
暦
六

O
O年
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
古
墳
は
七
世
紀
初
頭
と
し
て
考
え
ら
れ
、
巨
石
使
用
の
臣
室
を
構
築
し
た
傾
向
の
こ
ろ
で
あ
り
、
高
麗
尺
(
一
尺
三
五
消
印
M
M
〉

を
使
用
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

石
情
は
凝
灰
岩
製
の
家
型
石
棺
で
あ
る
。
そ
の
形
は
、
宝
塔
山
古
墳
の
石
棺
に
似
て
い
る
が
、
凝
灰
岩
の
た
め
前
側
は
磨
損
し
、
か
つ
大
穴
が
あ

け
ら
れ
て
い
る
。
背
面
に
は
な
お
当
初
の
面
影
が
し
の
ば
れ
る
部
分
が
あ
る
。
宝
塔
山
古
墳
の
石
棺
は
堅
い
安
山
岩
製
で
あ
り
、
凝
灰
岩
は
安
山
岩

よ
り
軟
か
く
、
は
る
か
に
加
工
し
易
い
。
石
室
用
石
の
加
工
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
凝
灰
岩
に
あ
ら
わ
れ
、
次
い
で
凝
灰
性
砂
岩
(
牛
臥
砂
岩
〉
に
、

や
が
て
安
山
岩
が
用
い
ら
れ
て
く
る
。
こ
の
傾
向
か
ら
み
て
も
、
凝
灰
岩
使
用
の
方
が
安
山
岩
使
用
よ
り
も
古
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の

地
方
の
竪
穴
式
古
墳
の
石
棺
が
ほ
と
ん
ど
凝
灰
岩
製
で
あ
る
の
で
、
そ
の
伝
統
を
横
穴
式
で
あ
る
愛
宕
山
古
墳
の
石
棺
が
受
け
た
と
も
言
え
よ
う
。

11 

上
毛
古
墳
綜
覧

総
社
第
八
号

蛇
穴
山
古
墳

こ
の
古
墳
は
、
総
社
町
総
社
字
町
屋
敷
南
一
五
八
七
番
地
の
総
社
小
学
校
々
庭
南
端
に
あ
る
。
以
前
は
周
濠
を
め
ぐ
ら
し
た
大
型
の
円
墳
で
あ
っ
た

が
、
周
濠
は
次
第
に
埋
め
ら
れ
て
、
北
は
小
学
校
4
庭
に
な
り
、
墳
丘
地
続
き
で
あ
る
の
で
、
そ
の
頂
上
に
は
御
真
影
の
奉
安
殿
が
あ
っ
た
。
西
は

幼
稚
園
の
敷
地
と
さ
れ
、
東
に
は
近
年
プ
ー
ル
が
造
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
墳
丘
周
囲
も
削
り
と
ら
れ
、
古
い
形
は
全
く
失
わ
れ
て
い
る
。
石
室
は
早

〈
閉
口
さ
れ
、
弁
財
天
が
紀
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
奥
壁
面
に
は
、
寛
文
年
聞
に
刻
ま
れ
た
蛇
の
図
と
銘
と
が
あ
る
。
優
秀
な
工
法
を
示
す
玄
室
、
玄

門
と
、
小
型
な
前
庭
の
設
備
は
あ
る
が
、
羨
道
を
欠
い
た
も
の
で
あ
る
。

石
室
は
横
穴
式
に
属
し
、
裁
石
の
切
組
積
み
で
、
両
袖
型
に
造
ら
れ
て
い
る
。
奥
壁
、
左
右
壁
及
、
じ
天
井
と
も
に
一
石
ず
つ
の
巨
石
で
構
成
さ

れ
、
箱
状
の
も
の
で
あ
る
。
切
組
積
み
と
い
っ
て
も
壁
面
が
一
石
で
あ
る
か
ら
、
宝
塔
山
古
墳
の
石
室
の
壁
の
積
み
方
と
は
異
な
っ
て
、
二
壁
面
の

合
わ
せ
目
は
、
双
方
の
石
の
端
を
断
面
ハ
状
に
作
っ
て
お
り
、
天
井
石
は
お
と
し
か
け
の
状
態
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
石
の
面
は
、
削
り
放
し
で
は
な

第
二
章
家
族
の
支
配
と
古
漬
の
築
造

二
七
三



第
二
綱

こ

し

ら

め

ん

こ

し

ら

く
粘
巧
な
出
耐
え
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
面
抽
耐
え
は
、
面
に
多
少
の
ふ
く
ら
み
を
も
た
せ
、
そ
の
表
上
を
削
り
痕
を
消
す
た
め
、
磨
き
を
か
け
た
よ
う

で
あ
る
。
恐
ら
く
俗
称
「
び
し
ゃ
」
と
い
う
工
具
の
よ
う
な
も
の
マ
叩
き
、
そ
の
上
を
水
磨
き
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
ρ

玄
室
内
に
あ
っ
て
も
、
天

井
も
四
壁
も
や
わ
ら
か
い
感
じ
を
与
え
、
天
幕
の
う
ち
に
あ
る
よ
う
で
、
冷
た
い
ど
ぎ
つ
い
思
い
は
し
な
い
。

ah、
当
い
し

玄
門
は
玄
室
の
南
壁
の
中
央
に
閉
口
し
て
い
る
。
南
壁
は
い
わ
ば
玄
門
の
左
右
の
石
、
と
そ
の
楯
石
と
か
ら
で
き
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
、
外
側
か

ら
み
る
と
、
玄
門
の
門
柱
が
左
右
の
石
か
ら
造
り
出
さ
れ
、
そ
の
上
に
縮
石
す
な
わ
ち
冠
材
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
形
で
あ
る
。
冠
材
に
あ
た
る
と
ζ

が
ん

ろ
は
禽
に
似
た
工
作
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
用
石
の
商
は
、
玄
宮
壁
面
と
同
様

に
水
磨
き
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
冠
材
の
上
方
に
八
の
字
型
の
彫
り
込
み

古

代

上

蛇穴山古墳石室正面図第60図

第
二
章
豪
族
の
支
配
と
古
墳
の
築
造

七
回

の
あ
る
の
は
、
後
世
弁
財
天
窟
に
利
用
さ
れ
た
時
の
礼
堂
の
破
風
受
け
と
見
ら
れ
る
。

玄
門
前
に
は
特
殊
構
造
が
つ
い
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
前
庭
と
見
ら
れ
る
も
の
で
、
左

右
に
袖
垣
状
に
石
積
み
が
続
い
て
、
入
口
を
造
っ
て
い
る
。
こ
の
用
石
は
面
に
削
り
痕
を

蛇穴山古墳石室入口

残
し
た
被
石
で
、
切
組
積
み
で
あ
り
、
宝
塔
山
古
墳
の
石
室
壁
の
石
の
使
用
法
と
同
じ

外で
方あ
tこる
開

ての
い特
る殊

浜空
川安

2長
室需
主舞 JI? 

;きは

害方
柚形
t? と

tZ2 
，_ JJ;ノ
エを
ー， ペコ
宰な
fk ぎ
Vノ メ込

も.ζ
の叫
が工

号S
瓦て

第59図

と
も
に
羨
道
を
欠
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
羨
道
の
有
無
か
‘
ら
発
展
的
に
並
べ
て
み
る

，
と
、
と
も
に
最
末
期
の
形
で
あ
る
。
前
庭
の
寸
法
は
、
奥
幅
は
八
日
開
州
七

O
、
渓
門
か
ら

側
壁
ま
で
の
右
側
が
三

M
三

O
、
左
側
が
三

M
五
五
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
奥
行
は
三

M

六
七
で
あ
る
が
、
奥
行
の
み
は
後
補
の
跡
が
あ
る
。

石
室
の
寸
法
は
、
玄
室
の
幅
が
奥
壁
で
二
一

M
五
四
、
玄
門
側
で
二
一
院
五
九
、
長
さ
は

左
壁
で
三
M
M、
右
で
二

M
九
一
、
高
さ
は
現
在
一

M
六
一
、
玄
室
長
と
玄
門
奥
行
と
の

蛇穴山古墳石室側面(右側)実測図第61図
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二
七
五
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第62図蛇穴山古明石室平面図

(向かつて左玄室、右は入口)



第

繍

古

代

上

二
七
六

和
は
中
央
で
は
三

M
四
一
で
あ
る
。
袖
壁
(
玄
門
側
壁
)
幅
は
左
側
七
入
品
M
W
M
M
、

前
で
八
コ
一
吟
炉
、
奥
行
四
八
符
炉
、
そ
の
高
さ
一
説
一

O
に
な
っ
て
い
る
。

同
右
側
七
七
ウ
炉
で
あ
り
、
ま
た
、
玄
門
怖
は
奥
で
九

O
吟
炉
、

な
お
、
袖
垣
部
は
方
形
の
部
分
の
幅
二
一

M
O五
、
長
さ
(
奥
行
)
左
壁

一一

M
O一
一
、
右
壁
で
一

M
一
五
、
こ
の
両
壁
の
前
に
は
根
固
め
の
よ
う
に
一
石
ず
つ
置
か
れ
て
い
て
、
そ
の
両
者
の
間
隔
一

M
五
二
で
あ
る

t，、
口

J~ 

の
方
は
、
左
袖
垣
長
さ

-
M四
四
、
右
袖
垣
長
さ
一
一
防
二
八
、

台
形
の
高
さ
に
あ
た
る
奥
行
は
約
一
M
M
一一一

O
、
方
形
、
台
形
合
わ
せ
て
の
奥
行
は

M
三
八
と
な
る
。

玄
室
は
厳
密
に
い
っ
て
正
方
形
で
は
な
い
。
そ
の
長
さ
と
幅
と
の
比
は
ほ
ぼ

一
・
一
と
な
る
。

最
初
は
近
く
の
宝
塔
山
古
墳
の
玄
室
の
正
方
形
に

な
ら
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
、
現
在
で
も
正
方
形
の
傾
向
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
平
面
図
形
企
画
に
あ
た
っ
て

の
長
さ
と
幅
と
の
割
り
出
し
は
、
単
に
正
方
形
と
し
て
扱
っ
て
置
く
こ
と
は
や
や
無
理
の
よ
う
で
あ
る
。
玄
室
の
長
さ
が
三

M
ま
た
は
二
M
九
一
と

い
う
の
は
、
宝
塔
山
古
墳
の
玄
室
の
長
さ
に
あ
わ
せ
て
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
幅
の
二
財
五
四
及
び
二
財
五
九
は
長
さ
よ
り
は
四

O
乃
至
五

O

曲
目

V
M
M
近
く
も
短
い
の
で
あ
る
。

横
穴
式
古
墳
の
編
年
の
基
準
を
、
長
さ
と
幅
と
の
比
の
値
に
よ
っ
て
、

4
・
3
・
2
の
も
の
は
古
く
、

ー
に
近
い
も
の
は
新
し
い
と
こ
ろ
に
位
置

づ
け
さ
れ
て
い
る
が
、
蛇
穴
山
古
墳
は
宝
塔
山
古
墳
に
比
し
て
、

」
の
比
の
値
以
外
の
要
素
で
は
当
然
新
し
い
と
こ
ろ
に
置
か
る
べ
き
で
あ
る
、
が
、

此
の
値
の
み
は
や
や
大
な
の
で
あ
る
。
そ
の
上
全
体
か
ら
言
っ

て、

比
の
値
2
か
ら
ー
ま
で
の
間
に
は
小
数
点
以
下

一
位
で
の
連
続
数
が
何
ら
れ
る

の
で
、
こ
の
原
因
は
、

単
純
な
幾
何
学
的
の
作
図
以
外
に
、
長
さ
と
幅
と
の
寸
法
を
「
も
の
さ
し
」
に
よ
っ
て
予
定
し
て
造
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
こ

と
を
考
え
て
、
高
麗
尺
と
唐
尺
と
を
測
定
し
て
、
そ
の
尺
度
の
完
全
数
に
よ
っ
て
、
長
さ
と
幅
と
が
定
め
ら
れ
、

構
築
さ
れ
た
こ
と
が
別
ら
か
に
な

っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
宝
塔
山
古
墳
の
石
室
は
唐
尺
(
そ
の
一
尺
は
三

O
吟
炉
)
を
使
用
し
、
玄
室
長
さ
、

怖
と
も
に
唐
尺

一
O
尺
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

蛇
穴
山
古
墳
の
玄
室
の
長
さ
は
そ
れ
に
準
じ
て
唐
尺
一

O
尺
に
当
て
ら
れ
る
が
、
幅
は
八
尺
と
か
な
り
な
誤
差
が
出
る
。

雲
阜
の
石
の
扱
い
方
に
酷
似
し
た
南
下
A
号
古
墳
(
批
問
問
郡
)
の
玄
室
は
、
長
さ
は
幅
の
一
・
四
倍
で
あ
り
、

と
こ
ろ
で
宝
桃
山
古
境

そ
の
実
測
図
の
考
察
か
ら
も
確
実
に

-L利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
三
古
碑
の
一
で
あ
る
多
胡
碑
の
碑
身
石
の
高
さ
は
、
笠
石
の
帆
の
吃
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
伝
使
用
の
傾
向
が
お

っ
た
も
の
と
比
え
る
が
、
蛇
穴
山
古
墳
玄
室
の
寸
法
も
、
企
画
当
初
、
倍
尺
で
長
さ

一
O
尺
、
幅
六
尺
と

一
応
定
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
正
方
形

一
一M
八
O
の
一
・
間
的
は

二
M
M
五
二
と
な
り
、
そ
の
実
測
値

に
近
く
す
る
た
め
に
、
幅
六
尺
す
な
わ
ち
一
同
八

O
の
一吃
を
と
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
間
五
四
に
近
似
で
あ
る
。

こ
の
例
と
し
て
は
、

考
え
方
の
附
序
が
や
や
異
な
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
一吃
を
使
川
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
に
喜
蔵
塚
古
墳
(
時
間
一
市
)
が
あ
る
。

こ
の
玄
室
は
長
方
形
に
企
画
さ
れ
る
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
ろ
の
傾
向
と
し
て
は
方
形
で
あ

っ
た
と
見
ら
れ
る
。
長
さ
幅
と
も
唐

尺
六
尺
で
計
画
し
た
が
、
そ
の
長
さ
の
み
を
沼
倍
し
て
造
り
あ
げ
て
い
る
。
喜
蔵
塚
に
し
て
も
、
蛇
穴
山
に
し
て
も
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
企
画
法
を

と
る
必
要
が
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、

一
方
蛇
穴
山
で
は
旧
習
に
従
っ
て
長
方
形
に
企
画
し
、

流
行
に
よ
る
方
形
に
近
づ
け
た
よ
う
で
あ
り
、
他
の
喜

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
如
何
に
も
複
雑
怪
奇
の
よ
う
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
が
、

し
か
も
い
ず
れ
も
当
時
の
流
行
と
忠
わ
れ
る
一
白
を
と
っ
て
い
る

突
は
す
で
に
「
も
の
さ
し
」
の
裏
目
、
す
な
わ
ち
一
表
尺
唐
尺
が
入
っ
て

蔵
塚
で
は
流
行
に
よ
っ
て
方
形
を
と
り
、
旧
習
に
よ
っ
て
表
現
し
た
よ
う
で
あ
る
。

き
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
解
さ
れ
る
。

J
な
い
が
、
横
穴
式
石
室
の
古
い
型
と
見
ら
れ
る
伊
熊
(
我
山
間
郡
)
、
有
瀬
(
胡
)

信
使
用
を
以
て
直
ち
に
裏
尺
使
用
と
き
め
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
カ

等
の
古
墳
を
は
じ
め
、
洞
山
西
北

(
杭
側
一
柳
)
、
蔽
山
A
号
(
朗
)
の
両
古
償
錯
乱
立
一
の
山
墳
に
も
こ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
-
i使
用
は
高
句
麗
の
楽

浪
の
古
墳
の
う
ち
に
も
こ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
す
で
に
横
穴
式
石
室
に
作
っ
て
き
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
‘

「
も
の
さ
し
」
の
う

ち
、
高
麗
尺
は
横
穴
式
石
室
に
伴
っ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
時
に
巣
J
いと

H湾
れ
た
も
刊
ぺ
あ
ろ
う
。

蛇
穴
山
古
墳
は
宝
搭
山
古
墳
と
と
も
に
、
史
跡
山
王
廃
寺
跡
(
師
側
附
)
出
土
の
比
率
石
、
石
製
鴎
尾
、
塔
跡
£
礎
な
ど
と
、
そ
の
用
石
の
工
法
、
]

用
尺
度
等
の
上
か
ら
比
較
し
て
、
こ
れ
ら
と
併
行
し
て
造
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
蛇
穴
山
古
墳
の
石
室
も
、
右
の
搭
心
礎
も
唐
尺
使
用
で
-

用
石
の
工
法
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
同
時
期
の
構
築
と
み
ら
れ
、
務
心
礎
は
天
平
二
年
(
七
三

O
〉
竣
工
の
奈
良
市
西
ノ
京
の
薬
師
寺
の
凶
格
跡
の

心
礎
に
似
て
い
る
の
で
、
同
じ
こ
ろ
の
成
立
と
認
め
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
蛇
穴
山
古
墳
は
凶
脳
七
三

O
年
ご
ろ
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
木
県
古
墳
の

同
府
二
意

家
族
の
支
配
と
古
墳
の
築
造

二
七
七
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最
下
恨
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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前
二
子
古
噴

上
毛
古
墳
綜
覧

荒
砥
第
五
一
号

こ
の
古
墳
は
、
西
大
室
町
に
あ
る
。
付
近
の
中
二
子
、
後
二
子
両
古
墳
と
と
も
に
三
基

の
大
古
墳
が
並
列
し
て
い
る
の
で
、
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
。
明
治
十
一
年
三
月
に

村
民
の
手
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
資
料
が
県
庁
に
残
っ
て
い
た
の
で
、
昭
和

二
年
四
月
の
史
跡
指
定
の
記
事
と
合
わ
せ
ら
れ
て
、

「
前
二
子
古
墳
し
と
し
て
昭
和
四
年

十
二
月
に
群
馬
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
第
一
輯
に
、
そ
の
詳
細
な
調
査
報
告

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
後
の
調
査
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

そ
の
後
の
】調
査
と
い
う
の
は
、
昭
和
十
年
の
県
下
古
墳
一
斉
調
査
と
、
昭
和
二
十
七
勾

七
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
の
石
室
の
実
測
調
査
、
及
び
昭
和
三
十
二
年
八
月
二
十
五
日
か

ら
二
十
七
日
ま
で
の
墳
丘
実
測
調
査
の
三
回
で
あ
る
。
最
初
は
上
毛
古
川
引
綜
覧
に
ま
と
め

ら
れ
て
あ
り
、
次
の
は
『
勢
多
郡
誌
』
に
発
表
さ
れ
て
あ
る
。
第
三
回
の
は
前
述
の
「
前

二
子
古
墳
」
に
あ
る
規
模
の
寸
法
の
修
正
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
右
の
二
回
の
実
測
調
査
は

群
馬
大
学
学
芸
学
部
史
学
研
究
室
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

墳
丘
は
前
方
後
円
型
で
、
前
方
部
は
後
門
部
に
匹
敵
す
る
高
さ
を
も
ち
、
い
わ
ゆ
る
一
一

子
山
型
式
で
あ
る
。
高
さ
約
二
財
の
基
慎
の
上
に
、
制
穴
式
右
京
を
設
似
し
、
封
土
を
か

む
せ
て
、
形
を
整
え
た
も
の
で
あ
る
。
全
長
九
三
M
州
、
前
方
部
前
柿
六
二
以
、
後
門
部
径

第
二
章
豪
族
の
支
配
と
古
噴
の
築
造

七
八日じ二二kニニコ::二，ヒ

ゴL
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七
二
M
州
で
あ
る
が
、
前
方
部
の
前
が
多
少
削
ら
れ
て
い
る
。
高
さ
は
前
方
部
が
二
一
M
川
、
後
円
部
は
一
一
一
一

M
で
あ
る
。

に
石
室
に
併
行
し
た
穴
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
後
依
損
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
他
は
比
較
的
保
存
良
好
で
あ
る
。

石
室
入
口
に
向
か
っ
て
左
側

従
来
前
方
後
円
型
は
、
①
細
長
い
感
じ
の
す
る
も
の
と
、
仙
WZM
方
部
幅
が
後
門
部
径
よ
り
小
さ
な
も
の
が
古
い
型
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
全
長
を
基
準
と
し
て
、
後
円
径
、
前
方
幅
と
の
比
を
と
り
、
パ

l
セ

γ
ト
に
し
て
他
の
古
墳
と
均
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
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布
の
上
段
(
航
穴
式
古
境
)
に
よ
れ
ば
、
前
方
部
幅
と
後
門
部
俊
と
が
全
長
に
対
し
て
の
割
合
上
、

そ
の
両
者
の
大
小
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ

っ
て
、
前
方
部
師
が
後
門
部
従
よ
り
小
、
同
、
大
と
の
三
通
り
に
分
け
ら
れ
る
。
州
山
、
オ
マ
フ
家
、
閉
山
、
阿
久
山
、
銃
手
塚
、
制
山
A

号
の
各
占
附
引
は
、
そ
の
小
の
部
に
属
し
西
山
古
境
を
除
い
て
皆
山
寄
せ
の
小
塑
な
も
の
で
、
問
じ
傾
向
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前

二
子
古
墳
も
こ
の
比
較
か
ら
す
れ
ば
、
同
じ
傾
向
と
み
ら
れ
よ
う
。

術
道
橋
、
正
門
寺
の
阿
古
墳
は
、
前
方
部
側
、
後
円
部
径
が
等
し
く
な
り
、
そ

の
他
は
前
方
部
帆
が
大
と
な
る
。
こ
の
同
他
を
一爪
す
も
の
と
大
と
な
る
も
の
と
は
、
後
二
子
及
び
九
十
九
山
の
州
卜
u
債
を
除
く
と
、

大
体
平
坦
な
場

所
に
あ
る
o

前
二
子
卜
日
出
世
も
ま
た
こ
の
傾
向
に
回
す
る
。
川
穴
式
古
境
は
小
型
な
山
寄
せ
の
も
の
を
除
い
て

他
は
ι

聞
方
部
帆
は
後
門
部
径
よ
り
大

で
あ
る
の
に
反
し
、
前
二
子
十
日
明
は
そ
れ
ら
の
う
ち
に
あ
っ
て
後
門
部
径
が
大
で
あ
り
、
異
例
の
も
の
に
凪
す
る

下
段
(
竪
穴
式
古
漬
)
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
小
、
問
、
大
に
分
け
ら
れ
る
が
、
大
の
仰
は
今
井
神
社
古
肢
の
み
で
あ
っ
て

大
休
小
の
部
に
入

る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
と
比
較
す
れ
ば
、
前
二
子
山
川
は
川
町
穴
式
す
噴
の
も
の
に
似
て
い
る
。

」
れ
ら
は
い
ず
れ
も
平
川
一な
場
所
に
占
地
し
て
い
る

も
の
の
み
で
あ
る
。
山
寄
せ
の
横
穴
式
古
墳
は
別
に
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
前
二
子
市
山
の
境
丘
は
竪
穴
式
古
境
の
塑
す
な
わ
ち

従
来
の
古
い
型
に
よ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。

次
に
こ
の
全
長
に
対
す
る
前
方
部
一
怖
と
後
門
部
径
と
の
利
は

全
長
よ
り
ど
れ
ほ
ど
大
で
あ
る
か
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
に
よ
っ
て
、
全
長
に
対
し
て
、
前
方
部
幅
及
び
後
円
部
径
の
和
が
大
で
あ
る
の
は
、

墳
丘
の
形
が
」
1
ず
ま
り
に
、
幅
広
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
爪

し
て
い
る
。
大
で
あ
れ
ば
大
で
あ
る
ほ
ど
綱
長
い
感
じ
が
し
な
い
こ
と
に
な
り
、

竪
穴
式
古
噴
は
大
休
前
方
部
恒
例
L
L
後
門
部
伐
と
の
和
が
全
長
に
近

似
し
て
お
り
、
や
や
細
長
さ
を
一
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
前
一
一
子
古
墳
は
そ
の
和
が
全
長
よ
り
は
る
か
に
大
で
、

寸
詰
り
の
山
川

の
広
い
も
の
に
見
え
る
・

れ
て
い
る
も
の
と
、
築
制
二

r

ま
た
、
山
中
川
引
に
つ

い
て
は
、
前
二
子
、
総
社
ニ
チ
山

殿
、

M
附州叫
昨
揖
の
作
占
同
引
の
よ
う
v

作
抑
制
ヒ
に
一七
滋
が
桝
処

ヅ

~I.I 

凶
谷
A
号
令
市
同
引
の
よ
う
に

地
表
に
瓜
般
.h
a
Mを
は
さ

M
n
k
を
か
ぶ
せ
て
杭
氏
を
泊
り

そ
の
栂
部
に
ふ
L
-

符
せ
し
て
作
前
例
を
浩

こ
の
不
艇
を
さ
け
る
た
め
に
川
米
た
の
が
い
j
ゆ
る

っ
て
い
ゐ
も
の
が
あ
る
・
後
翁
の
場
合
は
、
法
刷
出
向
か
ら
G
山中
旬へ
は
降
っ
て
入
る
の
で
あ
り
、

山山
路
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
危

前
山
陪
で
あ
ゐ
。
仰
ニ
子
育
附
仰
の
石
・
選
入
け
仰
に
は
多
少
の
ス
ベ

l
ろ
か
あ
る
が

と
れ
は
収
川
前
な
の
で
あ
っ
て

ぃ
。
前
二
子
古
附
引
の
総
務
は
砧
況
の
存
在
以
後
で
あ
り
、
前
泌
成
立
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。

内
部
の
川
柳
越
は
桃
山
八
式
事
号
、
、
後
内
野
道
ら
れ
て
い
る
。
弘
山
一れ
乱
石
川
忠
机
然
副
で
、

iJI然
一
れ
は
州
慣
行
で
あ
る
。
天
作
鉱
山
一J
i
ι
雌

し
た
山
附
叫
が
』
在
布
耐
抽
出
に
か
け
わ
た
し
、
そ
の
ト
に
玄
川
の
ぷ
帥
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
人
口
川
に
附
お
の
よ
う
な
周
平
な
挟
阪
府
の
切
町
内
在
て

ら
れ
て
い
る
・
ま
た
、
長
い
普
選
の
人

n
に
は
長
門
の
沼
仰
が
あ

っ
た
主
う
に

柱
状
行
が
片
側
の
み
残
存
し
て
い
る
。

石
室
A
V却
の
災
酬
の
放
他

は
筑
間
一二衰
の
と
お
り
で
あ
る
・

応
出
州
市
ま
で
全
部
山
さ
れ
た
も

泌
物
内
全
部
と
り
川
さ
れ
、
そ
の
M
出
世
間
ま
で
あ
る
の
で
、
そ
の
当
時
は

ぬ
か
怯
で
は
だ
い
ぶ
創
ま
噌
て
お
リ
、
ぷ
門
拠
で
は
そ
の
W
刊
さ
の
な
か
ば
に
及
ん
で
い
る
。

ま
ず
い
刷
訟
の
円
然
必
乱
石
山
似
み
に
つ

い
て
は
、
自
然
石
と
い
っ
て
も
転
ahい
わ
ゆ
る
例
似
}
れ
で
は
な
い
。
材
れ
は
安
山
純
で
あ
っ
て
、体
城
山
肌
乞

は
所
々
に
、
必
城
山
噴
火
に
よ
る
似

山
械
に
巡
ば
れ
た
火
山
岩
の
治
仰
が
あ

お
内
全
は
別
前
十
-
-
年
に
発
刑
制
さ
れ

の
で
あ
る
う
・か

り
、
そ
れ
が
亀
裂
に
従
っ
て
山
川
段
ず

お
と
峡
.h
と
な
り
、
品
川
の
鋭
い

'H然
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m 
正面

15" 

代

上

二
八
四

の
石
室
に
は
玄
門
や
障
壁
の
構
造
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。

一
般
的
な
袖
無
型
と
は
題
き
を
同
時
に
し
、
玄
門
が
あ
る
こ
と
は
特
に
注
目
ず
べ
き
点
で
あ

る
。
そ
の
玄
門
の
装
置
は
左
右
の
壁
面
か
ら
門
柱
様
の
石
を
出
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
障
壁
は
右
の
玄
川
村
山
に
独
立
し
て
置
か
れ
、
玄
門

と
一
体
と
な
っ
て
、
玄
室
部

(埋
葬
部
)
の
出
入
口
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
例
は
他
に
全
く
類
例
を
み
な
い
も
の
で
、
こ
の
石
室
の
特
徴
で
あ
る
@

は
た
し
て
最
初
よ
り
こ
の
よ
う
な
装
置
を
有
し
て
い
た
か
否
か
に
は
疑
問
が
あ
ろ
う
。
玄
門
の
上
部
の
出
町
附
左
右
の
壁
に
わ
た
さ
れ
て
、
両
端
は

壁
の
中
に
入
っ
て
お
り
、
天
井
か
ら
は
離
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
玄
門
と
も
ち
ろ
ん

一
休
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
常
識
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
皇

塚
古
境
(
浦
市
)
の
よ
う
に
玄
門
に
は
冠
石
が
な
く
、
備
石
は
羨
道
部
に
独
立
し
て
あ
っ
て
、
そ
の
両
者
の
中
聞
に
は
前
零
か
あ
り
、
そ
の
両
者
聞

は
か
な
り
附
た
り
が
あ
っ
て
、
一
体
と
し
て
考
え
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
観
音
塚
古
墳
(
羽
慨
…
)
の
よ
う
に
玄
門
が
な
く
て、

羨
道
部
に
帽
石
だ
け

設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
す
ら
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
石
室
は
袖
無
型
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
両
袖
型
に
入
る
べ
き
も
の
か
と
の
疑
念
も
持
た
れ
て
い
る。

は
っ
き
り
と
袖
を
造
つ
で
あ
る

も
の
で
は
か
よ
う
な
疑
問
も
起
こ
ら
な
い
が
、
玄
門
の
内
外
で
多
少
の
石
室
の
幅
の
差
を
見
山
ナ
だ
け
で
は
、
制
無
型
で
入
口
の
方
に
せ
ば
ま
っ
て
ゆ

く
も
の
は
ど
の
部
分
を
と

っ
て
玄
門
を
設
置
し
て
も
、
両
袖
型
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
起
こ
り
得
る
の
で
あ

っ
て
、
全
体
を
み
た
時
に
袖
無
型
、

両
袖
却
の
区
加
も
明
瞭
と
な
る
。
し
か
し
、
玄
門
を
有
し
て
い
な
い
も
の
で
、
ご
く
僅
か
な
壁
而
の
山
を
み
い
だ
す
こ
と
も
あ
る
。
多
国
山
古

墳

ヘ
佐
波

H
J

，
、
し

Z
:

{
赤
痢
附
」
の
如
き
で
あ
る
が
、
こ
の
石
葬
に
は
古田
L
梱
石
カ
司
放
置
さ
れ
、
擬
似
栂
石
が
天
井
石
の
聞
か
ら
下
が
っ
て
い
る
。
た
だ
そ
の
二
者
の
関
係

が
著
し
く
食
い
ち
が
っ
て
い
て
、
二
者
一
体
で
出
入
口
を
梅
成
し
て
い
る
と
み
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
へ
僅
か
に
両
壁
か
ら
の
附
が
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
一
応
袖
無
型
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

前
二
子
古
墳
は
、
石
室
の
玄
門
の
内
部
、
奥
壁
寄
り
の
と
こ
ろ
に
か
つ
て
奥
壁
に
併
行
に
境
石
が
置
か
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
石
も
障
壁
と
同
様
に

白
色
の
凝
灰
岩
で
あ
る
が
、
埋
も
れ
て
表
面
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
。
昭
和
四
年
の
報
告
書
の
図
面
に
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
が
、
明
治
十
一
年
の
記

録
及
び
見
取
図
に
よ
り
、
皇
塚
古
墳
及
び
多
岡
山
古
墳
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
奥
壁
前
の
境
石
を
想
定
し
た
と
お
り
に
、
そ
の
存
在
は
容
易
に
推
定
で

き
る
。
し
か
し
、
す
で
に
撹
乱
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
存
在
を
記
録
し
得
る
だ
け
で
あ
る
。

前二子古墳
出土品

右
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
石
室
は
著
し
く
長
大
で
あ
る
。
石
室
が
埋
ま
っ
て
い
る
の
で
、

。開
b
唱

A

9
白

'
i
r
r
'
i
'
i
弓
イ

1
A

二

quu

若

2

こ
と
に
玄
室
部
は
そ
の
高
さ
の
半
分
も
実
測
で
き
な
い
。
も
し
羨
門
付
近
の
床
の
位
置
を
、
石
室

全
体
の
床
面
と
し
た
な
ら
ば
、

玄
室
部
の
床
は
現
在
よ
り
も

一
肘
二

0
・ぐら
い
下
げ
な
け
れ
ば
な

第44表

須恵器

土師器

鋭

鎗

鏡板

馬具破片

鐙

耳環

瑠璃玉

一
概
に
玄

ら
な
い
。
他
に
類
例
の
な
い
長
大
な
も
の
で
あ
る
ゆ
え
、
一
般
の
例
に
し
た
が

っ
て
、

室
部
の
床
面
の
位
置
を
き
め
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
'
相
の
仮
定
に
し
た
e
か
え
ば
、
奥

壁
で
高
さ

二
対
三
O
ぐ
ら
い
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
左
右
壁
に
は
多
少
の
転
び
が
み
ら
れ

る
の
で
、
そ
の
傾
斜
に
よ
る
と
、
右
の
床
面
に
お
け
る
奥
壁
の
幅
が
二
財
ぐ
ら
い
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
高
さ
は
相
当
ち
が
う
が
、

幅
は
大
差
な
い
の
で
あ
っ
て
、
大
体
、
現
在
の
実
測
値
を
以
て
、
石
室
平
面
図
形
の
長
さ
と
幅
の
比
較
操
作
を
し
て
も
概
算
は
で
き
そ
う
で
あ
る
。

出
土
日
間
は
前
記
報
告
書
に
よ
る
と
第
四
四
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
須
恵
器
の
う
ち
四
神
付
飾
土
器
は
四
抽
押
す
な
わ
ち
青
竜
(
東
)
、
朱
雀
(
雨
)
、

白
虎
(
西
)
、
玄
武
(
北
)
が
飾
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
著
名
な
も
の
で
あ
る
。
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上
毛
古
墳
綜
覧

荒
砥
第
五
五
号

後
二
子
古
墳

こ
の
古
墳
は
西
大
室
町
に
あ
る
。
前
二
子
、
中
二
子
の
二
大
古
墳
と
な
ら
び
、
巨
大
な
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
墳
丘
は
赤
城
山
裾
野
地
帯
に
水
蝕

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
ご
く
低
い
台
地
を
利
用
し
て
、
ほ
ぼ
西
向
き
に
築
造
さ
れ
て
い
る
。
石
室
は
横
穴
式
で
自
然
石
乱
石
積
み
両
袖
型
の
も
の
で

あ
る
。
す
で
に
前
記
二
大
古
墳
と
と
も
に
『
群
馬
県
史
跡
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
第
一
輯
』
に
載
せ
ら
れ
て
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
後
群
大

出
入
学
研
究
室
で
、
昭
和
二
十
七
年
七
月
九
日
石
室
、
同
コ
一
十
二
年
八
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
墳
丘
の
実
測
調
査
を
し
た
も
の
と
合
わ
せ

て
、
記
ナ
こ
と
に
す
る
。

昭
和
二
十
七
年
の
調
査
時
に
は
、

石
室
は
羨
道
部
が
大
半
埋
没
し
、
そ
の
入
口
部
は
破
壊
さ
れ
て
い
た
の
で
、

で
は
な
い
が
、
そ
の
寸
法
は
第
四
五
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

完
全
な
実
測
凶
が
得
ら
れ
た
わ
け

第
二
章
豪
族
の
支
配
と
古
績
の
築
造

八
五
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∞
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長

現

現
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振

個

個

干

振

個

干

千

個

個

個

個

2

1

1

若

2

1

若

若

日

1

1

3

こ
の
寸
法
の
う
ち
各
部
の
最
大
は
、
わ
室
の
全
長
八

M
四

O
、
玄
室
長
五

M
、
幅
二

M
六

O
、
羨
道
長
三
M
M
七

O
、

幅

一
一
以
六

O
と
み
ら
れ
、
玄

室
の
長
さ
は
幅
の
約
二
倍
で
あ
る
o

高
さ
は
埋
没
し
て
い
る
の
で
基
準
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
数
値
を
換
尺
す
れ
ば
、
高
一蹴
尺
で
全
長
二
四
尺
、
ぷ

室
長
一
四
尺
、
幅
七
尺
、
羨
道
長
一

O
尺
、
幅
四
尺
と
推
定
さ
れ
る
。

壁
は
自
然
石
乱
石
積
み
で
あ
り
、
巨
失
な
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
石
室
は
ら
ち
ろ
ん
横
穴
式
で
、
両
袖
型
で
あ
る
が
、
か
な
り
不
規
則
な
点
が

見
出
さ
れ
る
。
天
井
は
玄
室
、
羨
道
と
も
に

一一
半
面
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
は
両
袖
型
の
初
期
の
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
前
二
子
古
墳
が

袖
無
型
に
玄
門
の
如
き
も
の
を
付
し
た
形
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
石
室
で
は
、
玄
門
を
補
わ
ず
、
構
築
当
初
よ
り
両
袖
型
と
し
て
企
画
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
う
。

墳
丘
は
丘
陵
を
利
用
し
て
築
い
て
あ
る
の
で
、
ほ
ぽ
東
西
に
横
た
わ
っ
て
い
る
北
側
は
、
高
さ
後
円
部
で
九

M
、
前
方
部
は
こ
れ
よ
り
五

O
衿
ゲ

低
い
が
、
商
側
で
は
後
門
部
高
五
対
で
あ
り
、
墳
丘
周
囲
の
土
地
は
南
及
び
西
側
で
高
く
、
北
及
び
東
側
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
二
子
山

形
式
で
、
前
方
部
と
後
門
部
と
に
高
さ
の
差
が
比
較
的
少
な
く
、
前
方
部
前
方
の
線
が
左
右
に
張
り
出
し
て
雄
大
で
あ
る
。
実
測
凶
の
示
す
高
低
線

に
よ
り
墳
丘
の
寸
法
を
み
れ
ば
、
全
長
七
六
日
問
、
前
方
部
前
幅
五
五

M
、
後
円
部
径
四
八
併
で
あ
る
。
北
側
の
最
下
線
と
中
軸
，
総
と
の
距
離
か
ら
復

保
す
れ
ば
前
幅
六

O
M、
後
円
径
五

O
Mぐ
ら
い
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

山
土
口
聞
は
今
は
ほ
ん
』
ん
ど
失
わ
れ
て
い
る
が
、
前
記
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
第
四
六
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
章

豪
践
の
支
配
と
古
墳
の
築
造

二
八
七



第
二
締

古

代

上

二
八
八

こ
れ
ら
の
諸
点
を
総
合
し
て
、
こ
の
古
墳
は
七
世
紀
前
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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前
橋
二
子
山
古
墳

上
毛
古
墳
綜
覧

前

橋

第

一

号

こ
の
古
墳
は
、
文
京
町
三
丁
目
一
五
七
番
地
に
あ
る
。
旧
天
川
町
字
東
下
一
五
七
番
地
に
あ
た
り
、
通
称
前
橋
の

二
子
山
古
墳
あ
る
い
は
天
川
の

二
子
山
古
墳
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
昭
和
二
年
の
史
跡
指
定
の
際
に
は
単
に
「
二
子
山
古
境
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
総
社
町
が
前
橋
市
に
合

併
し
て
以
米
、
山
地
区
の

二
子
山
を
区
別
し
が
た
い
の
で
、
総
社
町
の
二
子
山
古
墳
を
総
社
二
子
山
市
境
と
九
百
い
、
そ
れ
に
対
し
、
こ
の
白
川
慣
を
前

第7012!1

橋
二
子
山
古
墳
と
表
示
し
て
、
便
宜
上
取
扱
っ
て
い
る
。

こ
の
十
川
噴
は
学
術
的
な
発
抑
調
査
を
経
て
い
な
い
。
昭
和
二
十
九
年
三
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の

三
日
間
、
併
馬
大
学
史
学
研
究
室
で
そ

の
外
形
実
測
を
実
施
し
た
。
内
部
構
造
に
つ
い
て
は
、
種
々
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
発
掘
さ
れ
て
い
な
い
と
も
み
ら
れ
、
恐
ら
く
仙
穴
式
石
室

を
付
す
る
も
の
と
抗
定
さ
れ
る
。
史
跡
指
定
の
際
の
調
査
報
告
は
『
群
馬
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
』
第
一
慨
に
の
せ
ら
れ
、

ま
た
『
上

毛
占
墳
綜
覧
げ
に
も
略
述
さ
れ
て
い
る
。

墳
丘
の
ム
ム
而
に
は
一厚
い
葺
ゐ
が
見
え
て
お
り
、
形
は
大
体
旧
態
に
近
く
保
存
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
市
斜
而
の
一
部
裾
部
が
削
り
と
ら

れ
、
ま
た
、
前
方
部
の
西
南
端
も
倣
模
さ
れ
て
い
た
。
戦
時
中
は
軍
隊
に
よ
っ
て
陣
地
化
さ
れ
た
部
分
も
あ
り
、
戦
後
、
墳
丘
に
接
近
し
て
、
民
家

が
建
て
ら
れ
た
り
し
て
、
似
掛
さ
れ
た
個
所
も
多
か
っ
た
が
、
近
年
、
本
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
復
原
に
つ
と
め
、
よ
う
や
く
そ
の
体
裁
が
整
え

決
跡
は
地
点
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

将
来
発
州
淵
資
が
尖
施
さ
れ
、
こ
れ
を
も
あ
わ
せ
て
保
存
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
植
輸
は
破
片
が
発
見
さ
れ
る
の
で
、

ら
れ
て
き
た
。
川
担
保
に
つ
い
て
は
、
同
T
く
周
囲
の
地
に
耕
地
盤
理
が
実
施
さ
れ
た
た
め
に
、

存
在
し
て
い
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
発
掘
調
査
の
結
果
、
明
確
に
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

」
の
古
墳
の
境
丘
の
規
模
は
全
長
一

O
四
同
州
、
後
門
部
径
七
二

M
、く
び
れ
部
幅
六
二
M
州
、
前
方
部
川
七
六
M
州、

品
さ
は
後
門
部
高

一一同州、品川中刀
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第
二
編

古

上

二
九
O

代

部
高
九

M
五

O
で
あ
る
。
中
軸
線
の
方
向
は
北
五
五
度
西
で
、
前
方
部
は
西
や
や
北
向
で
あ
る
。
前
方
部
隔
は
後
円
部
径
よ
り
も
大
で
、
前
方
左
右

に
張
り
出
し
た
形
で
あ
る
。
し
か
し
他
の
同
じ
傾
向
の
墳
丘
に
比
し
て
、
こ
の
差
は
大
き
い
方
で
は
な
い
。
こ
れ
を
全
長
に
対
す
る
後
円
部
径
、
前

そ
の
差
は
四
M

れ
と
な
っ
て
、
横
穴
式
古
墳
の
同
傾
向
の
も
の
で
は
最

方
部
幅
の
割
合
い
を
出
し
て
み
る
と
、
前
者
は
六
九
計
、
後
者
は
七
三
行
で
、

も
小
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
和
は

一
四
二
行
と
な
っ
て
、
そ
の
数
値
は
同
傾
向
の
も
の
と
あ
わ
せ
る
と
、

最
大
の
部
類
に
入
り
、
長
さ
に
比
し
て
制

の
広
い
も
の
で
あ
る
o

wゐ

こ
の
前
方
部
幅
か
ら
後
円
部
径
を
引
い
た
そ
の
差
が
小
の
値
を
示
す
も
の
は
、
そ
の
値

O
の
も
の
か
ら
前
方
部
が
大
と
な
っ
て
ゆ
く
傾
向
を
示
す

ぜ
ろ

も
の
で
、
そ
の
値

O
を
基
準
に
考
え
た
場
合
は
、
そ
の
傾
向
の
比
較
的
初
期
の
形
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
両
者
の
和
が
全
長
よ
り
も
大

で
、
幅
が
大
と
な
る
も
の
は
比
較
的
末
期
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の

二
つ
の
傾
向
を
こ
の

二
子
山
占
墳
が
的
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
而
形
の

接
触
ま
た
は
混
在
を
意
味
す
る
も
の
で
、
同
形
の
併
存
の
こ
ろ
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
実
測
値
か
ら
企
画
の
数
値
を
復
原
し

て
み
る
と
、
前
方
部
幅
八
二
行
、
後
門
部
径
六
入
計
と
な
り
、
そ
の
差
一
四
、
そ
の
和
一
五

OMMと
な
る
。
総
社
二
子
山
古
境
と
類
形
と
な
る
。
県

下
の
古
墳
に
つ
い
て
は
、
自
然
堆
積
土
に
よ
る
墳
丘
の
埋
没
が
著
し
い
の
で
、
厳
密
な
数
的
比
較
に
あ
っ
て
は
、
葺
石
の
面
を
山
し
て
、
そ
の
根
石

に
お
い
て
笑
測
す
る
必
裂
が
あ
る
。
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上
毛
古
川
綜
覧

市
川
悦
川

m山町
一
一
民
方

不
二
山
古
墳

こ
の
古
墳
は
、
文
京
町
三
丁
目
に
あ
り
、
旧
高
田
町
字
林
三
五
七
、
三
五
八
、
三
六
三
番
地
に
あ
た
る
。

現
在
市
街
地
の
中
に
あ
っ
て
、
か
ろ
う

じ
て
形
を
と
ど
め
、
山
林
に
な
っ
て
い
る
。
や
や
小
型
の
前
方
後
円
噴
で
あ
り
、
後
円
部
に
角
閃
石
安
山
岩
の
削
石
互
目
積
み
の
石
室
を
も
っ
て
い

る
。
昭
和
二
十
九
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
一
週
間
群
大
史
学
研
究
室
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
す
で
に
沖
地
掘
に
会
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
で
も
右
の
訓
査
に
よ
り
各
種
の
川
土
品
が
あ
り
、
行
室
は
奥
壁
の
大
部
分
が
崩
壊
し
、
墳
丘
頂
聞
に
置
か
れ
た
家
型
埴
輸
が
崩
壊
の
跡
の
天
井
部

第71図 不二山古境

石室壁石の一部

石室入口

，'; ln外形

に
そ
の
器
部
を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
。

墳
丘
は
前
方
後
円
墳
で
、
前
橋
二
子
山
山
山
引
を
小
抑
に
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

別
凶
か
ら
大
部
削
り
と
ら
れ
て
、

形
は
損
な
わ
れ
て
お
り
、

墳
丘
表
面
に
は
盗
掘
の
た
め
の
浅
い
穴
が
各
所
に
掘
ら
れ
て
い
た
。
場
丘
の
全
長
は
五

O
M、
後
門
部
径
は
三

O
H刷
、
そ
の
高
さ
は
七
日
防
、
く
び
れ

部
の
幅
は
二
六
財
五

O
、
そ
の
高
さ
は
四

M
六

O
、
前
方
部
幅
は
三
八
M
川
、
そ
の
高
さ
は
六
日
以
で
あ
る
。

こ
れ
を
現
在
の
状
態
か
ら
み
る
と
、
全
長
と
前
方
部
幅
と
の
比
は
七
六
行
、
全
長
と
後
円
部
径
と
の
比
は
六

O
Mれ
と
な
る
。
前
橋
二
子
山
古
墳
の

七
三
軒
、
六
九
州
れ
と
に
比
較
す
る
と
、
著
し
い
差
が
あ
る
。
し
か
し
、
両
墳
丘
の
平
面
図
を
重
ね
合
わ
す
と
、
相
似
形
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
よ

っ
て
、
両
者
を
幽
上
復
原
を
行
な
っ
て
み
る
と
、
と
も
に
各
八
二
行
、
六
八
行
と
な
っ
て
、

そ
の
差

一
四
行
、
そ
の
和
一
五

O
制
い
と
な
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
他
の
諸
古
墳
と
の
比
較
が
で
き
る
が
、
他
の
古
墳
の
多
く
は
、
自
然
埋
積
土
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
で
、

同
傾
向
の
比
の
値
を
と
る
も
の
で
な

第
二
章
家
族
の
支
配
と
古
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築
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み
る
と
、
三
六
吟
M
M
と
な
る
。
横
穴
式
石
室
は
高
箆
尺
を
伴
っ
て
き
た
も
の
で
、
唐
尺
の

け
て
構
築
さ
れ
た
の
で
、
三
五
符
炉
、
ま
た
は
三

O
吟
グ
を
一
尺
と
し
て
取
扱
う
こ
と
が

こ
の
両
者
に
合
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
。
不
二
山
古
墳
の
石
室
は
三
六
作
炉
が
妥
当
と
み

六
吟
M
M
は
高
麗
尺
の
議
長
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
三

O
吟
炉
を
一
尺
と
し
た
唐
尺

た
る
。
大
宝
律
令
に
お
い
て
は
唐
尺
を
採
用
し
、
そ
の
一
尺
二
寸
を
大
尺
と
定
め
た
が
、

る
高
魔
尺
の
議
長
の
最
五
人
の
も
の
に
近
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ず
な
わ
ち
不
二
山

第

編

古

代

上

第47表不二山古墳

玄室規模

1 ---，-ーーー-ー

玄|左壁I4丹
室|中央I4.65 
長 |右壁I4.82 
玄奥壁 3.05 

室中央 2.85 

1隔 |前部 2.64 

る
数
値
を
求
め
て

使
用
時
に
ま
で
か

妥
当
で
あ
る
が
、

ら
れ
る
。
こ
の
三

の
一
尺
二
寸
に
あ

そ
れ
は
旧
尺
で
あ

古
墳
は
こ
の
三
六
品
目
M
M
M
の
数
値
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

ol5i5l!iiio司ol¥f

二
九
二

(敬字は上部から計測・単位センチ〕

い
と
比
較
の
操
作
が
困
難
で
あ
り
、
墳
丘
実
測
図
を
あ
わ
せ
て
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
不
便
が
あ
る
。
こ
の
前
橋
二
子
山
、
不
二

山
両
古
墳
の
よ
う
に
、
相
似
形
に
な
る
も
の
、
あ
る
い
は
一
致
す
る

も
の
は
そ
の
例
が
少
な
い
。

内
部
の
構
造
は
横
穴
式
石
室
で
あ
る
。
死
屍
を
納
入
す
る
玄
室
が

長
さ
四

M
七
七
、
奥
幅
三

M
O六
、
前
幅
二

M
六
四
、
吉
岡
さ
二

M
六

O
で
つ
く
ら
れ
、
そ
の
前
幅
の
中
央
に
、
幅

一
一M
五
三
の
出
入
口
す

な
わ
ち
羨
道
部
を
あ
け
て
、
そ
の
長
さ
を
四
日
付
山
一

O
と
っ
て
墳
丘
外

に
続
け
て
あ
る
。
羨
道
の
入
口
に
も
、
玄
室
の
入
口
に
も
羨
門
、
玄

不二山古境J1t丘突 iJ !IJ~司

川
の
設
的
は
な
く
、
こ
れ
を
素
型
と
三口
い
、
羨
道
か
ら
玄
室
に
入
る

と
羨
道
の
幅
よ
り
も
左
右
に
広
く
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
両
袖
型

素
型
の
航
山
八
式
石
室
で
あ
る
。
全
一
長
は
八
日
M
八

O
に
な
っ
て
い
る
。

」
の
石
軍
の
寸
法
は
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
割
り
附
さ
れ
た
か

第72図

は
推
定
に
か
な
り
む
ず
か
し
い
。
こ
の
玄
室
の
寸
法
を
詳
細
に
あ
げ

て
み
る
と
第
四
七
衰
の
よ
う
で
あ
る
。

表
の
数
値
の
う
ち
、
石
を
悩
ん
で
構
成
さ
れ
る
性
質
上
、
口
氏
さ
は

伸
び
、
幅
は
狭
ま
る
傾
向
が
あ
る
。
よ
っ
て
長
さ
は
最
小
の
四
M
川
六

五
、
仰
は
最
大
の
一
二
M
M
O
六
を
と
っ
て
、
長
さ
と
幅
と
の
比
を
出

す
と
、
そ
の
値
は
約

一
・
五
と
な
る
。
次
に
こ
れ
ら
の
数
に
共
通
す

」
の
延
長
と
い
う
点
で
は
、
し

な
お
、
石
室
全
長
に
つ
い
て
は
、
羨
道
の
入
口
部
が
補
修
さ
れ
て
、
長
さ
が
延
長
さ
れ
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

ど
め
塚
古
墳

(
抑制
)
の
石
室
に
顕
著
で
あ
っ
て
、
そ
の
石
室
の
大
部
分

2
5
2一
尺
と
し
た
震
号
、
霊
前
方
部
及
び
前
庭
等
は
唐

尺
で
造
ら
れ
て
お
り
、
石
積
み
の
状
態
か
ら
も
明
ら
か
に
区
別
が
で
き
る
。
不
二
山
古
墳
石
室
の
羨
道
も
同
様
で
あ
る
。

」
の
よ
う
な
特
殊
な
事
情
は
、
石
室
の
使
用
期
聞
が
長
く
、
そ
の
聞
に
新
し
い
構
造
を
と
り
い
れ
、

あ
る
い
は
構
築
が
徐
々
に
実
施
さ
れ
た
た
め

に
、
は
じ
め
の
企
画
に
変
化
が
起
こ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
初
め
は
石
室
の
み
を
造
り
、

恐
ら
く
石
室
壁
の
裏
込
め
の
外
側
の
石
組
み
を

行
な
?
た
ま
ま
で
使
用
し
て
お
り
、
徐
々
に
封
土
を
か
け
て
、
墳
丘
を
築
造
し
た
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
不
二
山
古
墳
に
お
い
て
は
、
仲
出

丘
の
形
式
は
前
橋
二
子
山
古
墳
に
似
た
も
の
で
あ
り
、
家
型
埴
輪
も
配
置
し
て
あ
る
の
で
、

ほ
ぼ
完
成
し
た
形
で
あ
っ
た
も
の
に
補
修
を
加
え
た
か

と
も
受
け
と
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
石
室
が
三
六
拘
M
M
M
-
V
二
尺
と
し
た
高
臨
時
尺
を
使
用
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
構
築
上
時
代
的
錯
誤
が
あ
り
、
相
矛

盾
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
形
式
変
化
の
過
渡
期
的
現
象
を
一
示
す
も
の
で
あ
り
、
墳
丘
は
旧
習
に
よ
り
、
石
室
は
新
式
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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第

編

古

代

上

こ
の
古
墳
は
、
田
口
町
字
千
手
堂
五
八

O
の
一
、
塩
原
和
雄
氏
宅
地
続
き
の
竹
林
中
に
あ
る
。

九
四

旧
利
根
川
の
左
岸
の
台
地
の
端
に
位
置
し
、
凶
に

急
に
低
く
南
は
緩
い
傾
斜
地
を
な
し
て
い
る
。
昭
和
十
年
の
県
下
古
墳
一
斉
調
査
に
漏
れ
た
も
の
で
あ
り
、

名
称
も
な
い
一
小
円
墳
で
あ
る
が
、
角

閃
石
安
山
岩
削
石
積
み
の
完
全
な
横
穴
式
石
室
を
有
し
て
い
る
の
で
、
土
地
所
有
者
の
名
を
と
っ
て
、
塩
原
塚
と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

墳
丘
は
高
さ
約
三
M
州
、
北
側
で

二
M
六

O
で
あ
る
。
径
は

一
四
日
開
州
、
た
だ
し
官耳
石
の
恨
石
の
え
が
く
円
周
に
よ
っ
た

っ
て
頂
上
は
平
坦
で
あ
る
。
植
輸
は
見
当
た
ら
な
い
。
土
師
器
の
破
片
は
封
土
内
に
混
じ
て
い
た
が
、

葺
石
は
傾
斜
面
の
み
に
あ

付
近
に
散
乱
し
て
い
た
も
の
が
入

っ
た
と
考

推
定
さ
れ
る
。

え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
須
恵
器
の
破
片
は
羨
道
入
口
部
か
ら
高
亦
、
北
側
の
葺
石
の
上
か
ら
大
礎
の
紋
片
が
出
土
し
た
。

葬
祭
に
用
い
た
も
の
と

石
室
は
横
穴
式
両
袖
型
で
あ
る
。
羨
道
、
玄
室
の
み
で
玄
門
は
な
い
。

壁
は
榛
名
山
二
ツ
岳
噴
出
の
角
閃
石
安
山
岩
の
削
石
及
び
被
石
で
積
ま
れ

て
い
る
。
削
石
は
互
目
積
み
に
、
被
石
は
切
組
積
み
に
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
石
室
各
部
の
寸
法
は
第
四
八
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

羨
道
の
入
口
の
床
面
に
埋
め
込
ん
で
、
梱
石
が
あ
り
、
床
面
に
は
厚
さ
三

O
吟
炉
に
礁
が
敷
い
で
あ
っ
た
。

礁
の
厚
さ
だ
け
玄
室
の
方
が
低
く
、
そ
の
間
に
軽
石
が
置
か
れ
て
い
る
。

長
道
と
玄
室
と
の
床
面
は
、
羨
道
の

認
め
ら
れ
た
。
玄
室
に
は
扇
平
な
河
原
石
が
敷
き
つ
め
ら
れ
、
そ
の
上
に
砂
利
が
薄
く
敷
か
れ
、

ま
た
、
羨
道
床
面
に
は
少
な
く
と
も
三
回
、
出
唄
塞
を
や
り
な
お
し
た
跡
が

そ
の
砂
利
の
上
面
ま
た
は
そ
の
中
に
混
じ

っ
て
遺

物
が
見
出
さ
れ
た
。
玄
室
の
平
面
形
の
幅
と
長
さ
は
比
が
一
・
五
で
あ
り
、
換
尺
す
る
と
、

高
麗
尺
で
幅
六
尺
、
長
さ
九
尺
に
な
る
。

訂

日

u
m
m
m山
田

一
例

目

一

M
m
一
お

お

一

墳

&
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a

一Z
乙
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Z

L

一a
z

-
-

L

一

宏

一

J
I
-
-
|
一

一

l
了
上

原

捗

一
壁

壁

一
壁

央

壁

一
壁

央

方

壁

方

一
壁

壁

一

一

塩

定

一

一

一

-

一

一

奥

前

一
奥

前

1
輔

一

左

右

圧

門

付

医

竹

川

l
L

奥

前

一
左

右

|

一

一

問

内

一

全

長

一
玄

室

長

一
玄

室

幅

一
玄
室
高
一羨
道
長
一羨
道
幅

一羨
道
高

{

F

F

E

・

5.90 

5.98 

ゆ
る
「
こ
ろ
び
」
が
見
え
て
い
る
。
出
土
日
川
は
第

四
九
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

骨
は
ほ
と
ん
ど
完
全
な
も
の
は
な
く
、
む
し
ろ

粉
末
状
に
な
っ
て
い
た
が
、
品
聞
は
臼
歯
六

O
、
そ

の
他
五
、
破
片
三
六
を
得
て
い
る
。
こ
れ
が
七
グ

ル
ー
プ
に
な
っ
て
出
て
い
た
。

以
上
を
ま
と
め
て
み
る
と
、

1 

河
岸
台
地
の
傾
斜
地
に
、
奥
壁
下
で
五

O

内

wy掘
下
げ
て
床
面
と
し
、
三

O品
目

byあ
が
っ
て

羨
道
の
床
を
設
け
た
。
何
回
か
の
埋
葬
の
聞
に
羨

道
の
床
面
が
三

O
符
伊
も
高
く
な
り
、
そ
れ
に
つ

れ
て
外
部
も
高
く
な

っ
た
も
の
か
、
そ
の
位
置
に

1. 41 

1. 30 
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出土品

葺
石
の
根
石
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
官耳

石
が
最
後
の
埋
葬
の
後
に
築
造
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る。

壁
に
は
い
わ

2

1

3

2

9

6

6

2

2

2

2
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2

石
室
は
角
閃
石
安
山
岩
の
削
石
互
目
積
み
で
、
奥
壁
の
み
に
裁
石
切
組
積
み
が
混
じ
え
て
あ
る
。
構
造
は
業
形
で
、
羨
道
も
玄
門

1
1

一一
日

擬
似
郁
甘
い
附
羨
道
の
奥
端
、
天
井
か
ら
下
が
っ
て
い
る
o

床
は
土
を
た
た
い
て
中
央
を
高
く
蒲
鉾
成
り
に
し
、
そ
の
上
に
河
原
石
を
敷
き
砂
利
が

置
か
れ
て
い
る
。
湿
気
抜
の
装
置
と
み
ら
れ
る

3 

石
室
構
築
の
尺
度
は
高
麗
尺
を
用
い
、
幅
六
尺
、
長
さ
九
尺
で
、
そ
の
比
は

一
・
五
で
あ
る
。

玉
類
は

第
二
章

萩
依
の
支
配
と
古
墳
の
築
造

出
土
品
は
車
刀
が
各

一
振
ず
つ
左
右
壁
下
か
ら
出
て
お
り
、

馬
具
は
玄
室
入
口
に
近
く
、
そ
の
他
は
骨
及
び
歯
と
混
在
し
て
い
た
。

二
九
五

4 



第

編

上

一
個
も
見
山
さ
れ
ず
、

歯
及
び
耳
環
か
ら
埋
葬
屍
体
数
は
七
J
八
体
と
推
'廷
で
き
、

訓
葬
口
川
は
恐
ら
く
最
初
の
埋
葬
時
に
納
め
ら
れ
、
他
の
埋
葬
者

二
九
六

古

t~ 

5 
に
は
ほ
と
ん
ど
伴
わ
な
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
て

い
る

右
よ
り
考
察
し
て
坂
原
塚
古
墳
は
七
世
紀
中
ご
ろ
に
築
造
さ
れ
、
お
よ
そ
三
十
年
間
ぐ
ら
い
使
用
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
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山
王
大
塚
古
墳

上
毛
古
墳
綜
覧

上
陽
第

一
五
号

」の
古
墳
は
、
山
王
町
字
大
塚

一
六
八
番
地
に
あ
っ
た
大
円
墳
で
あ
る
。
西
に
近
く
山
王
二
子
山
古
墳
(
」
噸
時
)
が
あ
り
、
東
一は
広
瀬
川
の
崖
に

昭
和
二
十
九
年
に
こ
の
墳
丘
の
土
に
よ
っ
て
中
学
校
の
校
庭

も
あ
ま
り
隔
た
っ
て
は
い
な
い
。
こ
の
地
域
の
円
墳
と
し
て
は
最
大
の
も
の
で
あ
り
、

拡
張
に
あ
て
ら
れ
よ
う
と
し
た
の
で
、
急
逮
、
八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
に
群
大
史
学
研
究
室
で
発
掘
調
査
さ
れ
寸

破
壊
の
難
を
ま
ぬ
が

れ
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和
四
十
三
年
、
広
瀬
団
地
造
成
に
あ
た
り
、
す
で
に
調

第74図 山王大家古t.fl:!員丘実測図
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査
を
経
た
も
の
と
し
て
処
理
さ
れ
、
平
夷
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
平
夷
さ
れ
た
以
上
は

も
の
で
あ
る
。

も
と
の
姿
に
も
ど
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
下
は
昭
和
二
十
九
年
の
記
録
に
基
づ
く

墳
丘
は
稀
に
見
る
美
し
い
姿
の
円
墳
で
あ
っ
た
。
図
面
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
と

お
り
で
、
そ
の
直
径
四
四
対
、
高
さ
七

M
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
墳
丘
を
東
西
、
南

北
両
線
で
割
っ
た
西
南
の
四
分
の
一
の
部
分
は
不
整
形
で
、
ず
で
に
荒
ら
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
墳
丘
表
商
に
は
葺
石
の
瓜
泌
が
あ
り
、
南
側
で
は

高
さ
二
一

M
以
下
は
、
九
財
の
傾
斜
に
な
っ
て
お
り
、
地

表

よ

り

八
O
符
炉
あ
が
っ

た
処
か
ら
三

M
二
O
ま
で
の
一

M
四

O
の
聞
と
、
同
地
表
よ
り
上
で
六
財
か
ら
七

M

六
O
ま
で
の
問
、
す
な
わ
ち
一
院
六

O
の
間
に
は
径
七
乃
至
一

O
吟
ゲ
の
小
石
が
不
規
則
に
置
い
て
あ
り
、
か
つ
前

者
で
は
約
一
一
H
州
、
後
者
で
は
約
六

O
吟
炉
頂
側
の
方
が
平
ら
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
平
ら
の
部
分
は
、
と
も
に
中
段

の
よ
う
に
も
見
え
、
そ
の
部
分
の
茸
石
は
径

一
五
乃
至
三

O
符

Y
ぐ
ら
い
で
整
然
と
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
上
段

の
平
ら
な
部
分
か
ら
上
に
悩
穴
式
石
室
が
浩
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
埴
輸
の
破
片
は
多
少
認
め
得
た
が
、
そ
の

配
列
は
四
方
に
向
か
い
、

い
ず
れ
に
お
い
て
も
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

石
宰
-
は
仙
穴
式
で
あ
る
o

す
で
に
天
井
石
全
部
と
壁
石
大
部
分
が
取
り
去
ら
れ
て
い
た
。
談
道
前
半
部
が
僅
か
に

残
存
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
石
室
の
川
酬
に
一
袋
込
め
の
砂
酬
明
類
が
落
ち
込
み
、
そ
の
上
を
旧
封
土
で
埋
め
も
ど
し
て

あ
っ
た
。
し
か
し
、
詳
細
に
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
壁
石
の
根
石
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
、
石
室
入
口
部
の
残
有

，
土
内
袖
型
の
素
型
で
あ
り
、
浮
石
質
紡
錘
状
向
閃
一
わ

部
分
と
あ
わ
せ
て
、
そ
の
規
模
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

T
A
λ
5
t

安
山
新
の
削
石
を
互
目
積
み
と
し
た
墜
を
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
寸
法
は
第
五

O
表
の
よ
う
で
あ
る。

」
の
司
法
は
高
麗
尺
を
使
用
し
、
全
長
二
ハ
尺
、
玄
室
長
七
尺
、
同
幅
四
尺
、
羨
道
長
九
尺
、
同
幅
三
尺
と
推
定

さ
れ
る
。
そ
の
長
さ
と
幅
と
の
比
の
他
は
ほ
ぼ
-

-
八
で
あ
り
、
羨
道
長
は
玄
室
長
よ
り
も
長
い
。

裏
込
め
の
砂
険
制
加
は
小
口
総
み
の
唯
石
の
背
後
に
制
仲
間
と
詰
め
ら
れ
て
い
た
。
壁
石
背
後
と
封
土
と
の
聞
が
三
品
川

5.74m 
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川
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長

奥

Eド
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玄 l左

室 '4"
長左

ノ￥
ムL

中両

第
二
章

家
族
の
支
配
と
十
日
演
の
築
造

氏
の
液
状
と
な
っ
て
、
そ
こ
に
裕
と
し
込
ま
れ
た
よ
う
で

0.88 

あ
り
、
裏
込
め
の
外
側
の
石
組
み
ら
し
い
も
の
も
そ
の
上

iJl王大坂古墳第75凶

部
に
多
少
造
ら
れ
て
い
た
か
に
も
見
え
る
o

床
は
粘
土
を
平
に
叩
い
て
回
め
ら
れ
て
い
た

が
、
そ
の
上
に
は
壁
石
の
削
り
情
が
約
二
吟
炉
の
厚
さ
で
一
面
に
散
っ
て
お
り
、

O
符
げ
の
同
刷
平
な
河
原
石
が
敷
か
れ
て
あ
り
、

小
砂
利
を
数
き
重
ね
て
い
た
。
羨
道
に
は
壁
石
の
削
り
屑
の
上
に
、

径
一

O
符
H
V
乃
至
二

さ
ら
に

入
口
に
は
壁
石
と
同
種
の
角
閃
石
安
山
岩

二
九
七



古

代

上

し
き
み
い
し

が
三
石
並
べ
ら
れ
て
、
梱
石
と
さ
れ
て
い
た
。
石
室
前
は
玄
室
床
の
粘
土
面
と
岡
高
で
、

二
九
八

第
二
編

そ
の
表
面
に
は
壁
右
の
削
り
屑
が
一
面
に
置
か
れ
て
い

る
。
そ
の
長
さ
は
二

M
七

O
ほ
ど
で
葺
石
に
い
た
っ
て
い
る
。
石
室
長
五
M
M
八
三
で
あ
る
か
ら
、

石
室
奥
壁
か
ら
葺
石
ま
で
水
平
面
で
長
さ
約
八
対

五

O
に
な
る
。
こ
の
面
か
ら
は
土
師
器
、

須
恵
器
、
埴
輪
片
等
が
雑
然
と
出
土
し
た
。

石
室
の
周
石
は
天
井
石
は
不
明
で
あ
る
が
、
壁
石
は
浮
石
質
紡
錘
状
角
閃
石
安
山
岩
の
五
面
削
り
で
あ
る
0

・

紡
錘
状
の
一
方
の
尖
部
を
削
り
落
と

し
て
砲
凶
状
に
し
、

さ
ら
に
そ
の
切
断
面
を
方
形
に
整
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
切
断
面
の
四
方
が
削
り
落
と
さ
れ
て
い
る
。

」
の
角
閃

石
安
山
岩
は
篠
名
山
ニ
ツ
岳
の
爆
裂
に
よ
っ
て
噴
出
し
た
も
の
で
、
紡
錘
状
も
、
浮
石
質
も
そ
の
際
の
状
況
に
よ
っ
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ

が
利
根
川
に
遥
ば
れ
て
、
謀
着
し
、
石
室
用
石
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
面
削
り
の
加
工
は
、

石
室
構
築
の
場
で
行
な
わ
れ
た
も
の
ら
し
く
、

お
び
た
だ
し
い
削
り
屑
の
上
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
別
に
墳
頂
付
近
に
は
竪
穴
式
の
粘
土
械
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
で
に
荒
ら
さ
れ
て
い
て
、

火
山
灰
質
の
土
の
中
に
鉄
分
が
凝
集
し
て

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
か
ら
出
て
お
り
、
そ
の
上
の
一
五
吟
炉
ぐ
ら
い
か
ら
は
ロ
l
ム
と
粘
土
の
か
た
ま
り
と
、
里
山
色
土
と
が
混
じ
り
あ
っ
て
い
た
。

以
上
の
諸
点
か
ら
こ
の
古
墳
は
も
と
竪
穴
式
の
粘
土
榔
を
も
っ
た
大
円
噴
が
造
ら
れ
て
い
た
の
を
利
用
し
て
、

そ
の
墳
丘
の
四
分
の
一
の
部
分
に

②
横
穴
式
石
室
の
壁
の
裏
込
め

横
穴
式
石
室
を
造
り
込
ん
だ
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
①
墳
丘
の
規
模
に
対
し
て
横
穴
式
石
室
が
小
さ
い
。

が
下
方
が
幅
狭
く
構
状
の
部
分
に
落
と
し
込
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

の
切
り
と
り
の
法
と
の
聞
に
裏
込
め
を
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
④
石
室
の
床
面
が
高
す
ぎ
る
。
⑤
葺
石
の
状
態
は
墳
丘
下
半
に
の
み
残
存
し
て
い

③
こ
の
裏
込
め
の
状
態
は
墳
丘
を
切
り
開
い
て
石
室
の
壁
石
を
置
き
、
墳
丘
側

る
。
以
上
の
よ
う
な
わ
け
で
あ
る
が
、
発
掘
調
査
時
に
お
い
て
は
、
ま
だ
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
佐
波
郡
芝
根

村
第
二
号
古
墳
、
第
七
号
古
墳
等
の
調
査
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
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上
陽
第
一

O
号
古
墳

こ
の
古
墳
は
、
山
王
町
字
前
田
五
八
三
番
地
に
あ
る
。
昭
和
二
十
九
年
八
月
に
、
前
記
の
山
王
大
塚
古
墳
と
と
も
に
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。

山
王
古
墳
群
の
最
南
端
に
あ
た
り
、
山
王
町
の
集
落
の
東
南
、
水
田
中
に
突
出
た
畑
の
端
に
あ
る
。

墳
丘
は
ほ
と
ん
ど
破
嬢
せ
ら
れ
て
い
た
。
残
存
部
分
は
径
約
一

O
M、
高
さ
は

一
M
五

O
余
り
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
に
長
さ
七
対
、
幅
は
奥
壁
下

で
一
一
統
八

O
、
入
口
で
八

O
吟
炉
の
袖
無
型
(
徳
利
型
)
の
平
面
を
も
っ
た
横
穴
式
石
室
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
石
室
の
天
井
石
も
壁
石
も
ほ
と
ん

ど
と
り
去
ら
れ
、
床
の
敷
石
も
大
半
除
か
れ
て
い
た
。
石
室
の
床
面
は
畑
地
と
同
高
位
で
、
入
口
の
方
が
低
く
、
奥
の
方
が
や
や
高
い
。
上
は
黒
色

土
で
あ
り
、
こ
れ
を
た
た
い
て
固
め
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
厚
さ
三
五
匂
炉
、
そ
れ
以
下
は
同
質
の
土
で
あ
る
が
軟
か
い
。
そ
の
上
に
じ
か
に

壁
の
根
石
を
置
い
て
い
る
。
入
口
の
端
及
び
そ
れ
か
ら
二

M
六
O
の
と
こ
ろ
に
、
縦
に
石
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
填
塞
の
内
外
両
側
で
、
そ
の
聞
に

填
塞
の
礁
が
置
か
れ
て
い
た
。

壁
面
と
上
下
左
右
の
四
面
と
を
削
っ
た
い
わ

ゆ
る
五
面
削
り
で
あ
る
。
中
に
は
一
而
削
り
の
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
削
り
函
を
下
に
し
て
立
て
る
と
、
砲
弾
型
に
な
る
。
長
さ
三

O
乃
至
五

O

吟
炉
、
太
さ
径
二

O
乃
至
三

O
州

WYで
あ
る
。
こ
の
浮
石
質
紡
錘
状
角
閃

壁
の
石
材
は
浮
石
質
紡
錘
状
角
閃
石
安
山
岩
の
削
り
石
で
あ
る
。
紡
錘
状
の

一
端
を
切
り
と
っ
て
、

石
安
山
岩
は
七
世
紀
の
初
め
ご
ろ
の
榛
名
山
の
二
ツ
岳
爆
裂
の
際
の
も
の

第76図

で
あ
る
。

瓦使用棺(総社UIJ出土)
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瓦

使

用

棺

こ
の
瓦
棺
は
、
総
社
町
総
社
字
北
原
分
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
通

称
山
王
の
西
で
、
北
原
分
の
中
の
作
兵
衛
塚
と
い
う
地
名
の
平
ら
な
畑
か

ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
阿
久
津
福
松
氏
が
併
す
の
カ
マ
ボ
リ
を
行
な

っ
て
い
た
附
、
深
さ
約
三

O
符
伊
の
と
こ
ろ
で
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
地
は
作
兵
衛
塚
と
称
し
て
は
い
る
が
、
す
で
に
塚
ら
し
い
も
の
は
な

第
二
章
豪
族
の
支
配
と
古
墳
の
築
造

二
九
九



焔

(~ 

上

5 
0 

〈

一
聞
の
州
地
で
あ
る
。

か
つ
て
は
山
川
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
一
九
使
用
棺
と
は
関
係
は
・
な
さ
そ
う
で
あ
る

瓦
使
用
相
は
、
む
し
ろ
榔
と
い
っ
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
平
瓦
一
一
枚
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る

瓦
は
布
目
瓦
で
あ
り
、
長
さ
約
四

O

阿
部
省

書

品
作
炉
、
相
コ
二
乃
至
三
八
作
V
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

」
れ
を
底
部
に
二
枚
、
縦
長
に
敷
き
、
績
は
各
二
枚
ず
っ
、
幅
に
一
枚
ず
っ
、
蓋
に
三
枚
を
組
み

合
わ
せ
て
、
箱
状
に
造
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
問
問
、
上
部
に
は
平
瓦
の
破
片
を
置
い
で
あ
っ
た
。
山
王
廃
寺
か
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
寺
院
建
築

に
使
用
さ
れ
た
瓦
が
、
造
墓
の
用
材
に
転
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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荒
口
小
塚
古
墳

上

心

ト
刊
以
綜
弘

荒
ほ
初
三
ゴ一

O
Hり

こ
の
古
川
引
は
、
荒
口
川
川
州
訪
四
九

O
五
番
地
に
所
在
ず
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

」
の
地
に
は
同
番
地
内
に
荒
砥
第
三
三

O号
、
第
三
一
一
一
一
号
の
阿

古
墳
が
存
在
し
て
い
た
が
、

nd訪
凶
九

O
九
番
地
の
第
三
二
九
号
墳
と
と
も
に
、

上
毛
古
墳
綜
覧
に
小
塚
と
表
示
し
て
あ
り
、
す
で
に
第
三
三

O
、

第
一
二
三
一
号
噴
と
と
も
に
一
千
夷
さ
れ
て
、
後
者
の
如
き
は
「
墳
丘
ナ
シ
」
と
あ
り
、
芝
地
で
、
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
第
三
三

O
号
墳
も
「
平

坦
、
桑
悶
例
に
わ
碑
有
」
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
桑
困
で
あ
っ
た
地
に
、

石
類
が
出
て
い
る
の
で
、
小
塚
と
い
う
名
称
に
も
合
わ
せ
て
調
査
さ
れ
た

も
の
で
あ
る

昭
利
三
十

一
年
六
月
十
七
日
及
び
十
八
日
に
こ
の
古
墳
の
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
は
、径
二

O
作
M
M
乃
至
三

O
吟
炉
の
大
小
さ
ま
ざ
ま
の

石
が
砂
利
と
と
も
に
ガ
ラ
カ
ラ
と
詰
め
で
あ
る
状
態
の
部
分
が
あ
ら
わ
れ
た
だ
け
で
、

裏
込
め
の
一

部
と
見
ら
れ
る
ほ
か
は
と
り
た
て
て
言
う
べ
き

も
の
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
に
立
て
ら
れ
で
あ
っ
た
石
碑
は
、
そ
の
碑
文
が
古
墳
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
貴
重
な
も
の
で
あ

る
の
で
、
こ
れ
を
採
録
す
る
と
、

碑

文上
州
勢
多
郡
荒
口
邸
野
樹
林
疎
小
郎
相
接
草
茂
而
露
湛
雀
喋
而
煙
宿
田
今
飢
馬
村
童
捕
魚
野
趣
如
室
且
余
友
阿
部
耕
読
堂
其
家
農
好
読
書
毎
刺
自

比
古
之
帯
施
真
献
畝
中
之
雅
人
也
今
抜
安
政
四
季
丁
巳
四
月
某
日
荷
鋤
追
迄
乎
村
西
田
誠
鍬
響
而
風
凄
雲
屯
而
草
薫
忽
思
墾
岡
田
中
之
高
処
以

為
桑
臥
遂
白
揮
惣
撃
之
其
土
黄
嬢
沙
礁
除
措
更
掘
五
六
尺
石
横
而
如
林
傍
有
古
鏡
及
器
械
数
枚
土
蒸
色
変
不
識
其
為
幾
千
年
外
物
耕
読
子
諦
視

之
鏡
半
朽
而
如
半
月
形
剣
多
折
而
無
室
馬
鐙
之
具
空
線
帯
金
光
知
是
古
北
目
玉
侯
貴
人
英
魂
老
規
之
所
宿
駕
耕
読
子
憐
而
惨
埋
之
建
碑
而
記
之
鳴

呼
世
降
郷
僻
況
荒
叢
野
町
之
中
遺
絃
神
物

一
一服

一
晦
蓋
亦
冥
冥
之
中
有
使
之
者
也
耶

江
戸

松
崎
岡
永
君
賛
撰

以
上
の
と
お
り
、
安
政
四
年
に
古
墳
が
発
掘
さ
れ
て
、
鏡
、
剣
、
馬
具
類
が
出
土
し
た
こ
と
を
こ
の
碑
は
物
語
っ
て
い
る
。

」
の
碑
の
高
さ
約
九

四
吟
炉
、
幅
約
六
五
叫

FUY、
厚
さ
約
二
七
吟
M
M
で
石
質
は
安
山
岩
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
古
墳
下
の
黒
色
土
層
か
ら
、
石
田
川
式
系
の
複
口
縁
の
土
師
器
の
破
片
が
数
片
出
土
し
た
。
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正
円
寺
古
墳

上
毛
古
墳
綜
叫

桂
萱
第
六
六
いつ

こ
の
古
川
引
は
、
則
之
下
町
字
二
子
塚
三
八

O
ノ
一
、
三
八
一
番
地
に
あ
る
。
亦
城
山
の
倍
野
の
利
根
川
の
旧
流
路
に
面
し
た
緩
傾
斜
地
を
裁
断
し

て
営
ま
れ
た
ほ
ぼ
西
に
向
か
っ
て
い
る
前
方
後
円
墳
で
あ
る
o

墳
丘
は
基
砲
と
周
波
の
跡
と
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
が
、
そ
の
基
坦
面
下
約

一
M
M
の
と

こ
ろ
に
山
側
の
地
表
面
の
延
長
と
み
ら
れ
る
層
が
あ
り
、
周
，
阿
部
は
そ
の
地
表
面
を
深
く
え
ぐ
り
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

川
側
す
な
わ
ち
境
丘
南
側

は
削
り
と
ら
れ
て
、
そ
こ
に
正
円
寺
の
本
堂
及
び
庫
裡
が
建
て
ら
れ
て
あ
り
、

東
側
は
濠
跡
を
隔
て
て
、
自
然
傾
斜
が
続
き
、
西
側
は
濠
が
な
お
畑
山

そ
の
後
円
部
に
は
横
穴
式
石
室
が
、
ま
た
、
く
び
れ
部
の
頂
上
に
は
竪
穴
式
の
石
榔
が
つ
く

地
と
し
て
残
存
し
、
自
然
傾
斜
は
平
夷
さ
れ
て
い
る
。

り
込
ま
れ
て
い
る
。

昭
和
三
十
二
年
十
二
月
十
九
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
、
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

す
で
に
明
治
初
年
に
横
穴
式
石
室
は
発
摘
さ
れ
、
遺
物
は
斐

に
入
れ
ら
れ
て
石
室
内
に
納
め
ら
れ
て
い
た
が
、
墳
丘
及
び
埴
輪
円
筒
列
等
の
調
査
に
よ
っ

て、

〈
び
れ
部
頂
上
に
新
た
に
竪
穴
式
の
石
榔
が
発
見

第
二
章

耳
障
族
の
支
配
と
古
境
の
築
造

三
O

一



第
二
編

代

上

古

さ
れ
た
。

墳
丘
は
南
が
削
減
さ
れ
て
お
り
、
厚
い
自
然
堆
積
土
に
よ
っ
て
全
体
が
お
お
わ
れ
て
い
る
の
で
、

葺
石
の
根
石
を
基
準
に
実
測
し
、
復
原
し
て
み

。

古
同
さ
は
現
在
後
円
部
は
六

M
五

O
、
前
方
部
も
同
高
で
あ
る
が
、
前

る
と
、
全
長
六
四

M
五

O
、
前
方
部
幅
四

O
M、
後
円
部
径
四

O
Mと
な
る

方
部
前
の
周
濠
跡
の
部
分
が
、
北
の
周
濠
跡
か
ら
次
第
に
低
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
前
方
部
前
か
ら
そ
の
頃
面
ま
で
は
八

M
あ
る
。

」
の
葺
石
根
石

を
基
準
と
し
た
寸
法
が
構
築
時
の
企
画
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
使
用
尺
度
を
推
定
す
る
と
、

古同
麗
尺
一
尺
三
五
吟
げ
と
し
て

そ
の

一
戦
分
す
な
わ
ち
五
尺
一
七
五
吟
炉
を
あ
て
て
み
る
と
、

全
長
は
三
七
尋
に
二
五
吟

Y
短
か
く
、

前
方
部
幅
及
び
後
門
部
径
は
と
も
に

二
三
尋

に
二
五
曲
目
W
M
M
不
足
す
る

こ
の

二
五
吟
炉
の
誤
差
は
復
原
の
た
め
も
あ
ろ
う
し、

土
木
工
事
に
よ
る
誤
差
と
も
み
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
全
長
に
対
す
る
前
方
部
幅
及
び
後
円
部
径
の
比

iF.円':'i'i1，.J!I

第78図

で尺~~
安f}l

そ吾摺患
の尺 1:z
古は-------
いーの
型尺数
にが{直
な二に
ら四似
つ千古て
てグお
つにノり

く使
ら用御
れと富
た認士
も.-め山
のら古
でれ墳
あるは
ろの晋

なの
る他
。を

し求
ため
がて
'コ、

てこ
、れ

こを
の行
両で
者衰
のわ
差す
はと
O~ 六
で三
あ・
り五

和と

正円寺古.tJ\~穴式石協;

は
一
二
七
と
な
る
。

」
の
数
値
は
復
原
の
形
で
求
め
た

も
の
で
あ
り
、
前
述
の
二
八
一
・

二
八
二
頁
の
第
四
二
表

の
各
古
墳
の
数
値
と
は
同
列
に
は
扱
え
な
い
。
そ
の
表
で

内(177図

は
正
円
寺
古
墳
も
自
然
地
積
の
ま
ま
の
寸
法
で
放
っ
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
体
に
お
い
て
、
御
富
土
山
古
墳

う
か
。
こ
れ
に
は
横
穴
式
石
室
及
び
墳
頂
の
竪
穴
式
石
櫛

が
問
題
と
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
正
円
寺
古
墳
の
墳
丘
を
晋

尺
使
用
と
し
て
み
る
時
に
は
、
そ
の
寸
法
の
換
尺
の
上
で
の
誤

差
が
大
で
あ
り
、

高
腿
尺
使
用
と
考
え
る
の
を
妥
当
と
す
る
。

墳
丘
に
は
基
壇
而
と
墳
頂
と
に
地
愉
円
筒
列
が
め
ぐ
ら
さ
れ

-'ír"~ 
判、S

~nGfm I 

て
い
た
。

基一
坦
面
の
は
、
そ
の
上
而
が
く
び
れ
部
及
び
前
方
部

で
は
幅
六
M
M
三

O
、
後
門
部
東
側
で
幅
四

M
あ
り
、
そ
の
基
壇

上
国
の
外
端
か
ら
一

M
五
五
内
方
に
円
筒
の
外
側
を
置
い
て
配

列
さ
れ
て
い
た
。
く
び
れ
部
頂
面
に
お
い
て
は
、
竪
穴
式
石
榔

の
南
側
に
一
列
だ
け
発
見
さ
れ
、
二
M
M
八

O
の
間
に
約

-
O本

が
密
接
し
て
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
列
は
墳
丘
主
軸
線
に
ほ
ぼ

併
行
し
て
お
り
、
こ
の
主
叫
刊
紙
を
越
え
た
北
側
の
対
象
の
位
置

に
も
配
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
円
筒
は
墳
丘
擁

土
の
ロ
1

ム
質
の
も
の
の
上
に
立
て
ら
れ
、
こ
れ
を
旧
南
褐
色
の

表
土
が
厚
さ
三

Oム
K
M
H
V
に
枇
積
し
て
、
組
め
て
い
た
。

---一一『ι~~趨議議議議欝i
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横
穴
式
石
室
は
両
袖
型
の
素
型
で
あ
る
。
珪
は
直
(
垂
直
面
)
で
、
自
然
石
乱
石
積
み
で
あ
り
、

そ
の
自
然
石
と
い
う
の
は
加
工
さ
れ
な
い
も
の

れ一
-
u
H
M
u
h
uいい十日
1

日
目
い
い
け
ド
ド
U
H
Jド
日
日
刊
け
い
十
い
い
九
九
日

h
u
h
A
U

の
左
援
は
天
井
石
と
と
も
に
と
り
去
ら
れ
、
一
-
去
の
前
方
部
も
破
嬢
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
」
寸
法
は
左
右
壁
下
に
お
い
て
と
も
に
三

M
八
八
、
一
帆
は
奥

壁
下
で
一
以
八
八
一
方
で
示
室
長
七
六
財
六
五
、
そ
の
幅
八

0
5内
外
で
あ
る
o

号

室

で

約

一
臣

ハ

三

天

井

皇

室

四

石

、

羨

第
二
章

家

族
の
支
配
と
古
墳
の
築
造

三
O
三



第
二
編

。
四

代

上

ま
ぐ
さ
い
し

道
の
は
二
石
残
存
し
、
そ
の
副
は
ほ
ぼ

一
回
で
、
制
石
は
見
当
た
ら
な
い
。
休
に
は
政
一
ぬ
が
仰
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
桐
石
が
玄
室
、
羨
道
の
境

の
羨
道
側
に
あ
り
、
そ
の
内
側
か
ら
袖
冶
が
玄
震
に
向
か
っ
て
傾
斜
し
て
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る

そ
の
玄
室
の
長
さ
と
幅
と
の
比
の
値
は
二
・
一
二
乃
至
二
・
三
一

で
あ
る
。
そ
の
幅
は
凶
面
か
ら
凡
た
場
合
は
一
一
M
六
五
が
妥
当
の
よ
う
で
あ

り
、
こ
の
数
値
を

一
M
七
五
の
狭
ま
っ
た
も
の
と
考
え
る
と
、
高
一鹿
尺
五
尺
と
な
り
、
長
さ
三
M
M
八
七
は
同
じ
く
一
一
尺
と
み
ら
れ
る
。

羨
道
の
幅

は
八

O叫
O
Vで
ほ
ぼ
二
尺
、
そ
の
長
さ
は
一
九
尺
と
な
る
。
高
麗
尺
使
用
と
み
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

竪
穴
式
の
石
川
刑
は
、
そ
の
置
か
れ
た
噴
丘
の
土
層
か
ら
す
る
と
、明
ら
か
に
航
穴
式
州
安
構
築
後
に
造
ら
れ
.
た
も
の
で
あ
る
。

境
丘
の
中
に
つ
く
り
込
ん
だ
も
の
は
芝
根
村
第

一
号
古
墳
(
浄
土
山
古
境
)
(説
明
」
、
同
第
七
号
古
墳
(
稲
荷
山
古
境
)
(
朋
)
、
上
陽
第
一
考

古
墳
(
山
一工
大
塚
古
墳
〉
(
州
耕
一
)
沌
川
村
第
一
号
古
墳
(
御
伊
勢
山
古
墳
〉
(
国
酬
市
)
な
ど
が
あ
り
、
同
じ
例
に
入
る
も
の
の
よ
う
に
も
亨
え
ら

れ
る
が
、
航
穴
式
石
宗
を
お
お
っ
た
封
土
の
腐
は
、
竪
穴
式
石
榔
の
下
に
続
い
て
お
り
、
層
序
か
ら
し
て
み
て
も
、

償
穴
式
石
室
を
古
い

明
ら
か
に
横
穴
式
石
室
の
成
立

後
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
J
」
の
こ
と
は
こ
の
両
形
式
の
併
存
併
用
を
証
明
す
る
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
時
期
に
は
一
方
に
横
穴
式
石
室
が
採
用
さ

れ
て
い
る
の
に
、
他
方
臨
ん八式
γ

何
回
酬
の
構
築
及
び
使
用
が
続
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
大
化
改
新
の
こ
ろ
に
は
、
素
掘
り

に
し
て
、
墳
丘
を
造
ら
ず
、
川
一
葬
後
は
平
夷
に
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
こ
の
よ
う
な
葬
法
も
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
、

払i，._， 
/¥. 

式
石
室
、
竪
穴
式
石
柳
川
川
用
も
日
記
で
き
よ
う
。

竪
穴
式
石
榔
は
燥
を
悩
み
上
げ
て
つ
く
ら
れ
て
あ
る
の
で
、
磯
櫛
と
も
言
え
よ
う
。
壁
石
は
長
さ
三

O
吟
炉
、
幅
二

O
作
炉
、

厚
さ

一
O
吟
炉
ぐ

ら
い
の
転
石
を
小

μ
判
例
み
に
し
、
一
裂
込
め
右
に
は
四

O
此M
M
Y
の
大
石
を
も
用
い
て
い
る
。
楚
石
は
九
石
で
、
厚
さ

一
五
吟
グ
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

そ
の

上
に
五

O
吟
炉
ほ
ど
土
が
か
ぶ
さ
っ
て
、
地
表
と
な
る
。
そ
の
石
出
酬
の
長
さ
は
一
一
M
六
五
、
悩
は
東
部
が
広
く
四
五
曲
作
炉
、
闘
は
狭
く
二
五
吟
炉
、

深
さ
は
約
四
入
品
目

hyで
、
氏
に
は
小
砂
利
が
五
此

W
Vの
厚
さ
で
敷
か
れ
、
そ
の
干
に
は
一
両
に
敷
石
が
置
か
れ
て
い
た
。

人
体
を
基
準
と
し
た
も
の

と
し
て
は
、
適
当
な
内
法
の
寸
法
で
あ
る
。
ナ
な
わ
ち
「
も
の
さ
し
し
の
尚
限
尺
の
寸
法
で
は
な
い
。

人
体
に
即
し
て
構
築
さ
れ
、
柑
は
用
い
ら
れ

な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

出
土
品
は
、
警
に
入
れ
て
再
納
入
し
て
あ
っ
た
既
白
土
の
も
の
の
み
で
、
歯
、
骨
、
大
刀

の
破
片
、
鉄
鉱
片
、
う
る
し
精
片
な
ど
で
あ
る
。

M81図 、オフ以凶山江i石防
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オ
ブ
塚
西
古
墳

上
毛
古
墳
綜
覧

調

査

漏

こ
の
古
墳
は
、
勝
沢
町
字
西
久
保
の
畑
地
か
ら
、
開
田
作
業
中
に
発
見
さ
れ
た
墳
丘
を
も

た
な
い
小
型
の
竪
穴
式
石
榔
で
あ
る
。

7
の
オ
ブ
塚
古
墳
か
ら
西
南
七
O
Mぐ
ら
い
の
と
こ

ろ
に
位
置
し
、
勝
沢
町
四
四
人
の
横
山
虎
造
氏
の
所
有
地
で
、
同
地
の
横
山
佐
金
次
氏
が
昭

和
三
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日
畑
を
水
田
に
瞥
与
え
る
作
業
中
に
発
見
、
同
年
十
二
月
六
日
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

石
榔
は
自
然
石
を
縦
に
さ
し
込
ん
な
お
り
、
長
壁
に
七
石
、
前
後
の
短
壁
に
各
一
石
を
用
い
て
い
る
o

石
の
聞
に
は
白
色
粘
土
を
詰
め
、
そ
の
上

部
に
も
は
り
つ
け
て
い
た
。
そ
の
中
軸
線
は
北
四
五
度
東
の
方
向
を
と
り
、
上
幅
九

O
号
炉
、
長
さ
二

M
三
O
、
深
さ
五

O拘
U
H
V
ぐ
ら
い
の
掘
り
方

を
造
り
、
そ
の
中
に
内
法
長
さ

一
M
M
六
五
、
幅
北
側
で
三
二
吟
炉
、
南
側
で

二
O
吟
炉
、
最
大
幅
四

O
拘
U
M
V
ほ
ど
の
石
榊
を
造
り
込
ん
で

い
る。

用
石
に
は
裏
込
め
は
用
い
ず
、
基
鉱
の
土
層
と
の
聞
に
黒
色
土
を
詰
め
て
い
た
。
床
面
は
撹
乱
さ
れ
て
、
打
ち
抜
か
れ
て
あ
り
、
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
白
色
粘
土
の
置
か
れ
て
い
た
商
と
推
定
さ
れ、

壁
石
の
上
端
か
ら
測
っ

て
二

O
符
グ
下
と
み
ら
れ
る
。

23 

朝
倉

I
号
古
墳

上
毛
古
峨

綜
覧

上
川
淵
第
四

O
号

こ
の
古
墳
は
、
朝
倉
町
字
旦
那
坂
前

一
四
九
二
番
地
に
あ
っ
た
円
墳
で
あ
る
。

朝
倉
団
地
造
成
に
よ
り
平
夷
さ
れ
る
出
で
、
昭
和
三
十
四
年
十
二

月
二
十

一
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
四
日
間
、
急
逮
発
掘
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
章

豪
依
の
支
配
と
古
境
の
築
造

三

O
五



第
二
編

上

古

代

墳
丘
は
す
で
に
似
決
さ
れ
大
部
荒
れ
て
お
り
、

一O
六

団
地
造
成
が
す
す
ん
で
、
東
西
か
ら
新
道
構
築
が
ぶ
つ
か

っ
て
き
て
、

東
側
の
削
ら
れ
た
部
分
に
は
、
石
室
一
一
裂
込
め
の
機
知
加
が
露
出
し
て
い
た

石
主
も
破
壊
さ
れ
て
い

て
い
た
。
石
室
の
部
分
も
派
く
く
ぼ
ん
で
お
り
、

た
の
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
は
以
丘
の
現
存
長
径
一
六

M
五
O
、
鋭
径

24 

朝
倉

E
号
古
墳

上

も
山
向
抗
綜
覧

上
川
淵

m
J三
号

東
側
は

一
部
削
り
と
ら
れ

M
五
O
、
高
さ
約
四

M
五
O
の
円
墳
で
あ
り
、
浮
石
一
質
紡
錘
状
角
閃
石
安
山
岩
で
積
ま

れ
た
壁
を
も
っ
禍
無
型
の
航
穴
式
石
室
を
備
え
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
石
室
の
壁
石

も
大
部
分
除
去
さ
れ
て
、
そ
の
根
石
が
点
在
し
、
辛
う
じ
て
石
室
の
平
面
図
形
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
程
で
あ
る
。
そ
の
長
さ
六

M
三

O
、
奥
幅
一
一
M
七
五
、
入
口
幅

M
O五
で
、
六

M
三

O
の
聞
で
帽
を
七

O
吟
グ
せ
ば
め
た
も
の
で
あ
る
。
三
五
ム
m
b
H
V

申vl倉i号古墳石室発掘調査

を
一
尺
と
し
た
高
麗
尺
使
用
の
適
例
と
言
わ
ぎ
る
を
得
な
い
。

壁
の
川
村
の
浮
記
質
紡
銚
状
角
閃
石
安
山
科
の
削
訂
の
下
に
は
、
河
原
石
が
六

H
V
M
M
の
厚
さ
に
置
か
れ
、
そ
の
下
方
は
似
次
褐
色
土
俗
厚
二
一
吟
炉
、
川
北
'
色
土
層
厚

六品目

vy、
浮
石
層
(
火
山
氏
周
)
百
件
一
六
吟
炉
、川
氏
色
土
層
厚
七

Hhy、
以
下
は
褐

色
土
層
で
あ
る
。
ま
た
、
石
室
内
の
扇
平
な
鋪
.7

仰
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
除
く
と

第82図

角
関
一
ね
安
山
岩
の
削
り
屑
が
七
作
げ
の
厚
さ
に
積
も

っ
て
お
り
、
そ
の
下
は
山
間
色
土

で
か
な
り
か
た
い
。
こ
れ
ら
の
地
層
か
ら
み
れ
ば
、
川
氏
色
土
の
地
積
中
に
浮
引
が
降

下
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
浮
引
は
七
世
紀
初
頭
の
榛
名
山
二
ツ
岳
噴
出
の
も
の

で
あ
り
、
壁
の
根
石
直
下
の
初
色
士
は
置
き
土
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま

た
、
そ
れ
に
混
じ
っ
て
、
石
室
内
に
は
角
閃
石
安
山内
h
の
削
り
屑
が
あ
り
、
住
を
積

み
な
が
ら
石
を
削
り
と
と
の
え
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
古
墳
は
、
朝
倉
町
一
六
五
四
喬
地
に
あ
っ
た
径
二
三

M
(官耳
石
の
根
一ね
で
計
測
)
の
円
瓜
で
あ

る
。
高
さ
は
三
一
M
で
、
松
、
雑
木
、
篠
等
で
お
お
わ
れ
て
い
て
、
墳
丘
の
北
か
ら
凶
に
か
け
て
は
大
き

〈
削
り
と
ら
れ
て
い
た
が
、
陶
か
ら
東
に
か
け
て
は
比
較
的
原
形
が
た
も
た
れ
て
い
た
。
昭
和
三
十
五

年
三
一
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
、
学
術
的
な
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
従
来
こ
の
付
近
に
-

O
数
基
の
古
墳
が
あ
っ
た
が
、
現
在
い
ず
れ
も
平
夷
さ
れ
た
。

調
査
時
の
墳
丘
は
二
段
築
造
で
あ
り
、
下
段
上
面
は
幅
一
一
防
で
境
丘
裾
部
を
め
ぐ
っ
て
い
た
。
葺
石

の
下
部
が
よ
く
残
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
構
築
当
初
の
墳
丘
の
直
径
が
知
り
得
ら
れ
、
円
墳

第
二
章

捺
族
の
tN〈配
と
古
附
引
の
法
判
取

で
あ
る
こ
と
も
知
り
得
ら
れ

た
。
同
時
に
周
波
も
調
査
で

朝倉宜号古噴紛土綿

き
得
た
の
で
あ
る
。
こ
の
墳

申Jl倉立号古!J:1第83図

丘
傾
斜
商
の
葺
石
の
面
に
は
石
田
川
式
土
器
の
破
片
が
散
乱
し
て
お
り
、

墳
頂
の
周
縁
に
そ
の
土
器
が
配
列
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
挑
定

さ
れ
た
。
墳
丘
の
基
盤
か
ら
は
浅
岡
山
噴
出
の
浮
石
の
層
が
検
出
さ
れ
、

第84図

そ
の
層
上
に
積
土
し
て
墳
丘
が
つ
く
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

」

の

古
墳
の
年
代
を
定
め
る
上
の
一
基
準
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
浮
石
(
軽
石
)
腐
は
後
閑
天
神
山
古
加
の
墳
丘
下
に
直
接
に
存
在
し

fづ
ーじ



三
O
八

上

第

編

古

代

て
い
た
の
と
同
じ
で
あ
り
、
石
田
川
式
土
伐
と
と
も
に
後
輩
で
一
括
し
て
説
明
す
る
。

た
だ
し
、
墳
丘
と
周
濠
と
の
関
係
は
、
積
土
の
下
端
が
周
波
の
上
縁
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、

約
三
五
品
目

hyの
差
が
あ
り
、

浮
石
層
と
黒
色
土
層
が
墳
丘
傾
斜
面
の
ま
ま
に
削
り
と
ら
れ
、
そ
の
下
層

朝倉宜号古墳葺石

の
ロ

l
ム
層
の
商
が
幅

一
一M
の
下
段
長
七
上
凶
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
下
段
の
茸
石
は
そ
の
上
回

の
端
か
ら
さ
ら
に
ロ

l
ム
腐
を
捌
り
込
ん
で
、
そ
の
傾
斜
面
に
μ

耳
石
を
崖
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
高
さ
は
約
三
五
吟
炉
、
同
似
石
は
ロ
|
ム
胤
を
削
っ

た
平
ら
な
一由
の
端
に
世
か
れ
て
お
り
、
す
な
わ
ち

」
の
而
が
周
濠
の
底
部
と
な
っ
て
お
り
、
刷
淡
の
幅
は
約
七

M
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ド
段
卦
行
と
凡

第85図

ら
れ
る
の
は
周
濠
の
ね
部
に
あ
た
り
、
周
濠
の
上
縁
に
幅

一
一M
の
下
段
上
部
が
明
丘
を
め
ぐ
っ
て
い
る

」
と
に
な
る
。

」
れ
ら
の
墳
丘
及
び
川
・
お
は
千
数
百

年
の
聞
に
白
然
に
椛
析
す
る
土
砂
に
よ

ま
ず
周
濠
は
ロ
|
ム
層
の
上
に
川
市
色
土
や
褐
色
土
の
混

っ
て
埋
め
ら
れ
た
も
の
で
、

i)i)J倉E号古Jj'.W't頂面
配列の石田川式土!法

そ
の
問
中
川
色
土
は
墳
丘
下
の
も
の
と
は
違
つ

合
や
そ
れ
に
ロ
ム
が
ま
じ
っ
て
い
て
、

下
部
は
時
間
く
は
が
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
土
器
の
破
片
が
出
土
し
て
い

た
砂
質
で
、

る
。
こ
れ
ら
は
水
中
に
周
凶
の
表
土
佐
寺
が
沈
似
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
上
は

黒
褐
色
土
で
、
周
濠
で
は
そ
の
上
縁
の
高
さ
に
ま
で
埋
め
て
い
て
、

噴
丘
で
は
周
濠

第86図

的
一
一
M
M
に
め
ぐ
る
段

か
ら
統
い
て
中
腹
ま
で
は
い
上
が
る
よ
う
に
お
お
っ
て
い
る
。

の
面
も
ま
だ
注
意
で
き
る
よ
う
に
積
も
っ
て
い
る
が
、
下
部
紅
厚
く
な
っ
て
い
る
よ
」

こ
の
県
褐
色
土
も
周
四
の
土
地
の
表

の
巾
か
ら
は
崩
れ
た
民
石
が
ま
ざ
っ
て
い
る
。

土
が
風
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
上
が
褐
色
土
で
、
こ
れ
は
現
在

の
表
土
で
あ
り
、
周
波
も
墳
丘
も
全
面
的
に
お
お
わ
れ
て
い
て
、
墳
丘
を
除
く
部
分

は
州
と
し
て
叫
制
約
さ
れ
て
い
る
。
山
間
色
土
居
の
厚
さ
は
、
噴
丘
の
頂
上
而
で
は
二

O

吟
炉
ぐ
ら
い
で
あ
る
が
、
少
し

F
が
る
と
三
五
作

Y
と
な
り
、
周
濠
部
に
な
る
と
五

第87図朝倉E号古墳実i]1lj図
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O
な
い
し
六

O
吟
炉
で
あ
る
。
こ
の
土
の
腐
は
周
波
部
が
黒
褐
色
土
で
全
部
埋
ま
っ

た
後
に
積
も
っ
た
も
の
で
、
こ
の
古
坊
の
あ
る
地
借
は
褐
色
士
が
五

O叫
M
M
M
M
以
上
埋

積
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
体
、
木
県
の
平
坦
地
は
古
墳
築
造
の
こ
ろ
か
ら
五

O
樗
炉

以
上
に
自
然
堆
積
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
原
因
は
季
節
風
に
よ
り
山
や
河
原

か
ら
吹
き
送
ら
れ
る
土
砂
と
火
山
噴
刷
物
な
ど
の
堆
積
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

墳
丘
内
の
埋
葬
部
は
粘
土
榔
で
あ

っ
た
・剛
山
丘
頂
上
の
中
央
に
あ
っ
て
、
そ
の
中

心
は
墳
丘
の
中
心
と

一
致
ず
る
。
粘
土
で
巡
ら
れ
た
全
長
五

M
七
三
、
最
大
幅
九
二

品
puyの
長
楕
円
形
の
中
に
、
内
法
の
長
さ
四
以
八
八
、
幅
五
三
吟
炉
、
制
在
の
深
さ

二
O叫
M
M
Y
の
滞
状
の
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
粘
土
榔
で
あ
る
。
そ
の
主
軸

。

は
北
七

一
度
東
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
墳
丘
の
積
土
上
面
か
ら

似
体
さ
約
二
五品目

vy、
幅
約
五
五
品
目

hy、
半
円
筒
状
に
凹
部
を
作
り
、
そ
の
底
に
長
さ

五

M
三

O
、
幅
約
三

0
5
5さ
三
な
い
し
一
詳
の
砂
利
を
営
、
北
半
分
が
特
に
厚
い
。
こ
の
上
に
県
色
粘
土
を
世
い
て
、
最

ι
;ソ

た
。
こ
こ
へ
屍
体
を
安
置
し
、
副
葬
品
を
配
置
し
、
こ
れ
ら
を
灰
色
粘
土
で
お
お
っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
死
一
院
は
す
で
に
滅
失
し
て
し
た
が

ト
半
分
の
砂
利
の
特
に
厚
い
部
分
に
は
、
副
葬
品
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
部
分
に
死
屍
を
横
た
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

;
副
葬
品
は
鉄
刀

一
振
、
鉄
剣
二
振
、
鉄
鉱
二

O
本
、
鉄
鎌
、
鉄
斧
各

一
個
、
不
明
鉄
部
二
似
で
あ
り
、
榔
外
副
葬
品
は
鉄
剣
一
振
で
あ
る
。

」

の

。
九

家
族
の
支
配
と
古
境
の
築
造

第

主主
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編

古

代

上

。
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aAmo
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m
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刊
怠
図

R
H月
uv

古1li .. 
bゆ E
匙司 J 、
<l1L \. ~ I 
D十 II 
焼 !1 
E え 可
卜← v

式う
でち
あ鉄
り級
、は

関い
のず
とれ
こも
ろ銅
で嫉
くに
ぴ似
れた
て M
いで
て
、有

理2茎

2聖

の
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
茎
に
は
く
っ
巻
の
よ
く
残

っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
矢
柄
の
残
存
状
態
は
そ
れ
ぞ

J"  

" -

れ
違
う
が
、
そ
の
作
り
は
茎
の
上
に
篠
品
川
の
如
き
も
の

朝倉E号古墳第五ト νンチピット実測図

が
あ
り
、
そ
の
上
を
木
皮
状
の
も
の
で
お
お
い
。
さ
ら

に
木
皮
で
く
つ
巻
し
て
い
る
。
鉄
刀
は
内
反
り
の
大
刀

で
、
全
長
八
一
曲

V
V三
、
茎
長
一
一
一
一
袴
伊
三
、
身
長
六

八
持
W
M
M
、
身
の
幅
三
符
炉
、
同
厚
さ
六
日
川
ー
で
あ
る
。

切
刃
づ
く
り
で
、
鋒
は
刃
に
対
し
四
五
度
と
な
っ
て
い

る
。
鉄
剣
は
全
長
四
八
拘
M
M
M
五
と
三
八
吟
伊
と
の
二
振
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第

編

代

上

古

一

で
あ
る
。
鉄
鎌
は
長
さ

一
号
炉
、
幅
四
吟
炉
、
厚
さ
二
日
リ
ト
ル
で
、
尖
端
に
丸
味
が
あ
り
、
柄
を
つ
け
る
方
は
曲
っ
て
い
る
。

、
型
(
袋
)
は
五
帥

V
Vで
あ
り
、
翠
の
内
側
の
長
径
三
H
W
Y
六
、
短
径
三
作
炉
四
、
刃
先
幅
五
H
b
v
七
で
&
る
。

鉄
斧
は
長
さ

仏
門

M
M
Y
九

口
一
縁
と
複
口
縁
と
の

二
種

墳
丘
葺
石
面
出
土
の
土
師
器
の
査
型
土
器
は
石
田
川
式
系
の
も
の
で
あ
り
、
第
五
一
表
の
と
お
り
単

」
の
古
墳
は
、
今
井
町
字
白
山
東
乙
八

一
八
番
地
に
あ
る
。
荒
砥
川
が
利
根
川
の
出
流
路
に
合
流
し

25 

今
井
神
社
古
墳

閉山
て
売
磁
族
の
交
配
と
古
岡
引
の
築
地

類
で
あ
る

--- ミミミ

今JI:llIIH，'，'It¥W測i刈{放・芋1'1上向;より iil日IQ・11¥(主セγナ〉

上

毛

古

墳
綜
覧

荒
砥
第
三

O
一
号

今井抑制古墳(東南から望む〕

第93凶 今11'相l'社古以後門前l出土石相の主主

第92関
た
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
泣
い
左
伴
の
低
地
に
あ
っ
て

M
じぺ
H

境
問
叶
の
他
の
い
内
附
引
は
来
万
の
低
台
地
上
に
分
和
し
て
い
る

m 
伝

i

h
--
t
t
b
L
Bげ
同
し
こ
も
院
内

後
円

mkに
は
々
川
和
れ
の
ね
艇
カ

8
1
4

。2
f
-t

i

l

-
-
H
ら
九

H
い
ま
で
の

-
M

枕
が
あ
る
。
川
明
和
一二
十
六
年
十
ハ

-
1
f

附
似
品
仏
の
山
氏
側
判
州
出
刊
が
巾
山
総
さ
れ
た
。

明
氏
は
仰
ド
刈
後
円
山
以
晴
、
あ
り
、
川
泌
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
跡
が

あ
る
。
後
円
抑
制
刷
の
社
搬
の
傍
に
は

μ-Nの
設
が
娩
が
し
て
お

り
、

.h帥
仰
を
も
っ
た
限
内
八
点
古
川
で
あ
る
e

机
丘
の
み
の
実
測
他

は
全
吟
じ

同州
、
前
方
制
的
一
帆
冗
O
M
州
、
後
門
部
径
凶
凶
協
で

-q
i
w
n
E
日
件
発
叶
Jm
A
E
t
り
も
ト
〈
で
、
d

，山
点
在
・
お
に
必
り
川
し

・山
t'f
v
口
、H
h
m
J
2
μ
t
t
t
s
J、.
1
1

、

た
形
で
あ
る
句
こ
の
形
は
富
山
一二
子
塚

(
悩
吋
)、
後
二
子

抗

感

附

片

品

と

川

じ

傾

向
の
も
の
で
め
る
e

こ
の
災
訓
仰
を
全

わ
が
M
H
m一帆

HS後
円
濃
い
の
比
の
似
に
よ
っ
て
、
他
の
も
の

(.jWl同

と
比
縦
し
て
み
る
と
館
五

去
の
よ
う
に
な
る
の

こ
の
長
に
お
い
て

11 

h
の
ぷ
は
山
川
万
部
川
酬
と
後
川
部
伐
と

別、

h
の
和
は
ζ

の
州
市
引
の
利
と
ん
ム
H
K

の
大
小
の
比
較
で
あ
り
、

と
の
大
小
の
比
較
で
あ
る
。
ず
な
わ
ち

a

b
の
た
の

'L説

り
は
後
川
部
M
W
が
前
方
節
目帆
よ
り
大
で
あ
り
、
。
は
戸内
ホ
H
が
制
等

'
l
d・、
長

t
ぷ
品
川
よ
り
大
で
、

t
hに
似

し
く
、

づ
相
場
は
占m
LM
綱
川
柳
カ
?
ド

fJ一ー一ー
一ー



第
二
編

1有

1t 

上

a
-
b
の
和
に
お
い
て
は
、

り
出
し
て
い
る
こ
と
を
示
し、

未
満
は
全
長
が
両
者
の
和
よ
り
大
で
、
細
長
い
形

一
O
Oを
越
え
た
も
の
は
両
者
の
和

が
全
長
よ
り
大
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

を
表
わ
し
、

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
前
方
後
円
(
後
方
〉
墳
の

墳瀬八大形
は二幡鶴の
そ子山巻傾
れ塚---------耐
ぞ f ヘ顎杢:(t(.'/;を
れ築安倉市紛堕 知
の瀬中町，野甫ス
組 JE71LZ 
み、各、と
で後古自力:
二墳石で
同子及稲き
- ~下ぴ荷る
傾大杢 今 山
自室市井戸『、表
の町空神白藤の
もの 1土石岡う
の各、 3 ち
と古築

み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
基
準
と
す
る
時
に
、
そ
れ

ら
の
前
後
に
お
い
て
多
少
の
変
化
を
知
る
こ
と
が

a
-
b
の
差
は
同

一
で
も
、
そ
の
和
に

で
き
る
。

お
い
て
大
差
が
あ
り
、
こ
れ
を
①
後
門
部
径
が
大

で
、
次
第
に
前
方
部
幅
と
等
し
く
な
り
、
や
が
て

逆
に
前
方
部
幅
が
大
と
な
る
が
、
後
円
部
径
の
大

の
も
の
は
大
体
竪
穴
式
古
境
で
あ
り
、
横
穴
式
古

墳
で
は
多
く
山
寄
せ
の
も
の
で
、
そ
の
古
い
型
で

あ
る
。
②
a
・
b
の
和
が
一

O
O未
満
及
び
一

O

四

一一_ j'3j穴式竺怨穴式
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手百

こ
れ
ら
の
諸
点
か
ら
見
る
時
に
は
、
今
井
神
社
古
墳
は
六
世
紀
中
ご
ろ
の
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
。

れ
ら
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
上
毛
古
頃
綜
覧
に
は
記
故
漏
れ
で
あ
っ
た
。

の
扱
い
方
(
積
み
方
及
び
加
工
法
〉
、
出
土
品
等
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
新
旧
発
展
の
区
別
を
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

五

三斗日記:己I_JLOO_Q凶』L-iii云X三

三三三四四 O 三 二二 一一 00九 0000-
i芸ー亙..A__ニ堕ーλー三 6...0_凶ー塑 凶 三 O一二」二二_ii.ー

O
を
越
え
て
も
そ
れ
に
近
い
も
の
は
細
長
く
感
じ
る
も
の
で
、
そ
れ
が
竪
穴
式
古
墳
に
見
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
お
お
よ
そ
そ
の
推
定
が
立

て
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
今
井
神
社
古
墳
は
償
穴
式
古
墳
の
形
で
あ
っ
て
、
石
棺
を
も
っ
た
竪
穴
式
古
墳
で
あ
り
、
前
二
子
古
墳

は
竪
穴
式
古
墳
に
似
た
形
で
あ
っ
て
、
横
穴
式
古
墳
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
者
は
内
部
は
旧
習
に
従
い
、
墳
丘
は
新
し
い
形
で
造
ら
れ
て
お
り
、
後

者
は
旧
習
で
墳
丘
を
造
り
、
内
部
は
新
形
式
に
よ
っ
て
い
る
。
形
の
新
川
過
渡
的
な
好
例
と
み
ら
れ
よ
う
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
形
の
比
較
に
、
さ
ら
に
使
用
尺
度
を
推
定
し
、
両
者
を
区
別
す
る
時
に
は
、
竪
穴
式
古
墳
は
多
く
翫
即

M
V用
い
、
横
穴
式
市
墳

は
、
下
向
臨
尽
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
そ
れ
ら
の
尺
度
に
よ
る
「
尋
」
の
単
位
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
普
尺
は
八
尺
(
耳
目尺

一

尺
二
四
叫
H
W
M
V
)

高
麗
尺
は
五
尺
(
吉
岡
麗
尺
一
尺
三
五
持
W
V
)

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
新
旧
の
区
別
を
か
な
り
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
ほ

か
竪
穴
式
古
墳
で
は
、
内
部
の
構
造
、
出
土
品
等
に
よ
り
、
横
穴
式
古
墳
で
は
、
内
部
の
構
造
す
な
わ
ち
石
室
の
部
分
的
差
異
、
石
室
の
型
、
石
材

26 

朝
倉
田
号
古
墳

上
毛
古
墳
綜
覧

記

載

漏

こ
の
古
墳
は
、
前
橋
市
朝
倉
町
一

三
九
九
帯
地
に
あ
っ
た
竪
穴
式
古
墳
で
あ
る
が
、
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
の
発
掘
調
査
以
前
に
、
す
で
に
墳
丘

は
破
壊
さ
れ
、
石
榔
直
上
に
当
た
る
部
分
即
ち
高
さ

一
一
防
、
東
西

一
院
、
南
北
六
五
符
炉
が
残
存
し
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
昭
和
十
年
の
調
査
に
は
入

こ
の
石
榔
周
囲
の
地
層
は
、
表
土
は
山
間
色
土
で
三
二
乃
至
四

O
H
U
Vの
厚
さ
で
あ
り
、
次
は
浮
石
混
入
の
黄
褐
色
土
で
厚
さ
七
な
い
し
一

O
吟
グ

そ
の
下
は
厚
さ
一
二
乃
至
二
四
H
V
Y
の
浮
一
七
混
入
の
黒
色
土
、
以
下
は
茶
褐
色
土
で
あ
る
。
こ
の
黒
色
土
層
に
掘
り
込
ん
で
、
根
石
を
据
え
、
一
辺
凶

M
の
陥
丸
方
形
の
平
面
を
も
っ
た
石
組
み
の
墳
丘
裾
部
が
存
在
し
て
い
た
。
石
榊
の
底
部
の
敷
き
石
は
こ
の
黒
色
土
層
の
上
に
約
二
符
炉
の
厚
さ
に

rx~ 

章

豪
族
の
支
配
と
古
績
の
築
造
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第95幽

褐
色
土
が
敷
か
れ
、
そ
の
上
に
な
ら
べ
ら
れ
て
い
た
。
石
榔
の
長
さ
一
八
五
加
W
M
M

最
大
幅
五
一
符
炉
、
最
小
幅
四
七
符
炉
、
深
さ
四
二
な
い
し
五

壁
や
し
き
石
に
は
浮
石
質
紡
錘
状
角
閃
石
安
山
岩
が
使
用
さ

二拘
W
Vの
竪
穴
式
箱
式
棺
状
の
も
の
で
あ
る
。
用
石
は
転
石
(
河
原
石
)
で
あ
る
が
、

五州

W
Y大
の
磯

れ
て
お
り
、
壁
石
は
検
積
み
で
あ
る
。
敷
き
石
の
上
に
は
薄
く
砂
が
敷
か
れ
、

そ
の
上
に
は
二
、
三
吟
炉
大
の
小
際
、
さ
ら
に
四
、

が
重
ね
ら
れ
て
い
た
。
一
七
柳
内
の
敷
き
石
と
外
周
の
石
組
み
の
レ
ベ
ル
と
は
同
じ
で
あ
る
。

」
の
石
榔
は
蓋
石
の
上
を
砂
土
と
小
礁
で
お
お
い
、
そ

の
上
に
約

一
五
吟
M
M
の
厚
さ
に
粘
土
を
か
ぶ
せ
、
土
を
お
お

っ
て
い
る
。
石
榔
内
の
敷
き
石
や
敷
き
石
上
の
小
礁
な
ど
九
石
が
朱
で
染
め
ら
れ
て
お

り
特
に
頭
骨
の
下
に
は
そ
れ
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

石
榔
外

石
榔
内
出
土
遺
物
は
人
骨
の
み
で
あ
る
。
そ
の
人
骨
は
一頭
骨
、
大
腿
骨
、
上
腿
骨
と
で
あ
り
、
頭
骨
の
下
か
ら
は
歯
が
出
土
し
て
い
る
。

か
ら
は
土
師
器
の
柑
ハ
小
型
丸
底
土
器
》

一
個
が
石
榔
南
方
の
黄
褐
色
土
層
(
第
二
層
)
に
肩
か
ら
上
の
部
分
を
出
し
、

黒
色
土
層
(
第
三
層
)
に

。
な
お
、
石
田
川
式
土
器
(
土
師
器
)

下
部
を
埋
め
ら
れ
で
あ
っ
た

の
破
片
が
数
片
と
土
師
器
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。

と
、
周
石
に
浮
石
質
紡
錘
状
角
閃
石
安
山
岩
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
は
、
大
き
な
特
色
で
あ
っ
た
。

石
榔
に
朱
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
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弥
動
山
古
墳

上
毛
古
地
総
覧

元
総
社
第
一
号

こ
の
古
墳
は
、
元
総
社
町
字
弥
勘
九
四
二
番
地
に
あ
っ
た
大
型
な
円
附
別
で
あ
る
。
元
総
社
地
区
唯
一
の
古
墳
で
あ
り
、

上
毛
古
墳
綜
覧
で
は
こ
の

、
地
自
は
雑
種
地
で
あ
り
、
高
さ
八
尺
、
径
六

一

一

日

日

十

一

守

口

リ

ゴ

ベ

川

一

円

ruuHμ
灯
、
一
け
は
刊
日
日
れ
る
も
の
)
、
同
中
一
一
、
同
小
二
、
刀
一
定
だ

し
腐
蝕
せ
る
も
の
)
の
出
土
を
伝
え
て
い
る
。

俄
か
に
発
掘
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
同

し
か
し
、
そ
の
時
は
境
丘
は
ほ
と
ん
ど
削
り
と
ら
れ
、
南
北
の
'
ト

ν
y

こ
の
古
墳
が
、
昭
和
三
十
九
年
に
土
地
改
良
工
事
の
た
め
石
室
の
石
が
あ
ら
わ
れ
る
に
い
た
っ
て
、

年
六
月
十
九
日
ハ
金
)
か
ら
二
十
二
日
(
月
)
の
四
日
間
に
実
施
さ
れ
た
。

一二一

七

第
二
章
豪
族
の
支
配
と
古
墳
の
築
造



第
二
判

官

代

上

ノl

チ
に
あ
ら
わ
れ
た
見
色
土
の
上
而
に
よ
っ
て
、
封
土
の
終
わ
り
を
推
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

ぎ
な
い
。
行
主
は
ず
で
に
早
く
破
壊
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
壁
石
は
、
根
石
、
が
右
で
七
川
、
削
へ
で
凶
石
、

全
長
約
二
六

M
で、

山山
存
は
僅
か

一
一同州一九

O
に
す

左
で
二
-
わ
残
っ
て
い
た
だ
け
で

あ
る
。
壁
石
の
周
回
に
は
J

表
込
め
が
あ
り
、
そ
の
外
側
に
は
石
組
み
が
施
さ
れ
て
い
た

玄
室
の
幅
は
一
一
M
九

O
、
長
さ
は
不
明
で
あ
る
。

.
h
Mは

一U
石
質
紡
錘
状
角
閃
石
安
山
岩
の
削
石
で
、
壁
の
恨
石
は
怪
耐
を
削
ら
ず
内
然
而
の
主
主
で
あ
り
、

上
下
を
削

っ
て
唯
一
山
川
に
川
る
郎
分
は
ト
州
の
端

を
削
り
残
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
古
墳
の
基
盤
の
地
層
は
、
沼
地
が
内
然
取
れ似
イ
に
よ
っ

て
山
ま

っ
た
よ
う
な
同
め
て
不
安
白γん
な
級
相
を
一示
し
て
い
た
。

28 

上
毛
古
成
綜
覧

総
社
第

一
五
弓

植
野
薬
師
塚
古
墳

こ
の
古
墳
は
、
総
社
町
植
野
字
西
新
井
一
、
二
四
八
喬
地
に
あ
っ
た
円
噴
で
あ
る
。

め
に
破
壊
、
平
夷
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
を
知
っ
て
、
急
法
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

附
和
四
十
年
十
二
月
十
四
、
十
五
の
両
日
、
団
地
造
成
の
た

あ
ぷ
み

も
と
、
こ
の
古
墳
か
ら
は
両
刀
、
鈴
な
ど
が
山
士
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
上
毛
古
墳
綜
覧
に
は
地
目
、

現
状
と
も
基
地
と
な
っ
て
お
り
、

調
査
川
に
は
附
頂
に
育
而
金
剛
の
石
像
が
立
っ
て
い
た
。

征
古
千
二
年

乙
丑
十
二
月
吉
日
」
の
銘
が
あ
る
の
で
、
同
胎

一
七
四
五
年
に
あ
た
る
。
ま
た
、
上
毛
市
山
引
t

紙
覧
に
は

「
わ
柳
有
」
と
な

っ
て
い
る
の
で
、

川
口
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

墳
丘
は
束
半
分
と
南
の

一
部
が
す
で
に

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
削
り
と
ら
れ
て
い
た
。

残
存
部
分
は
南
北
で

一
七
M
M
、
東
西
で

一
O
M
で
あ
り

そ
の

東
側
の
断
面
に
杭
穴
式
石
室
の
崩
壊
し
た
も
の
が
表
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
訓
査
の
結
果
は
浮
石
氏
紡
銀
状
角
閃
石
安
山
岩
使
用
の
石
家
で
あ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
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上
毛
古
墳
綜
覧

上
川
淵
第
六
七
号

|隅
山
古
墳

」
の
古
墳
は
、
朝
倉
町
字
若
宮
一
三
四
四
、

一
三
四
六
及
び
一
三
四
九
の
各
帯
地
に
わ
た
っ
て

第日6凶八制lli古漬

い
る
前
方
後
方
出
で
あ
る
G

棚
倉
町
に
は
、
こ
の
十
川
町
の
付
近
の
み
で
六
六
基
の
大
小
の

μ川
が

存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
朝
倉
同
地
の
造
成
の
た
め
、
こ
の
十
M
M
川
一
基
を
除
く
ん
1
‘
郎
、
が
版
以

し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
古
墳
は
朝
倉
古
川
以
俳
中
残
存
の
唯

一
兆
と
な

っ
た
の
で
あ
り
、
賞
記
な

存
一化
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
前
力
後
方
収
と
い
う
以
丘
の
山市
は
余
山
的
に
も
数
少
な

い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
古
境
は
そ
の
大
き
さ
に
お
い
て
は
全
国

一
と
必
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
す
で
に
昭
和
二
十
四
年
に
は
肉
の
指
定
火
跡
と
な
っ
て

お
り
、
昭
和
四
十
二
年
の
川
、ほ
川

査
の
結
果
、
そ
の
部
分
も
指
定
範
凶
に
加
え
ら
れ
た
。
現
状
は
松
林
と
な

っ
て
い
る
。

そ
の
墳
丘
は
後
方
部
は
裁
一
政
方
錐
形
で
、
そ
の
方
形
ア
而
の
各
対
角
線
が
ほ
ぼ
東
西
、
市
北
の

方
向
に
あ
た
り
、
前
方
部
は
台
形
一
平
而
の
一
知
辺
を
後
方
」
出
に
接
し
て
、
東
南
方
に
向
か
っ
て
お

り
、
前
辺
に
近
い
方
を
高
め
に
し
た
台
状
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
川
判
長

二
ニ
O
M、
後
方

部
幅
七
二
M
川
、
前
方
部
幅
五
九
M
M
、
後
方
部
高

三

一M
州
、
前
方
部
高
八

M
で
あ
る
。

後
方
部
頂
上
国
に
は
滋
婦
の
跡
が
あ
り
、
約

二一
川玄

O
の
下
方
に
、
H

択
さ
数
以
ほ
ど
の
玉
石
敷

き
の
部
分
が
あ
り
、
ま
た
、

一
部
分
に
粘
土
の
詰
め
て
あ
る
仙
川
も
必
め
ら
れ
た
。

山
土
品
も
あ

っ
た
と
の
み
似
え
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
は

っ
き

り
し
な
い
。
未
調
五
の
主
主
で
あ
る
。

周
濠
発
制
調
査
の
結
果
は
、
瓜
丘
裾
部
で
、
茸
石
が
て
一
一
八
度
の
角
度
で
、
現
地
表
か
ら
下
方
に
続
い
て
お
り
、
河
原
に
"
で
約
巧
に
茸
か
れ
て
、
八

民
「
臼
主
七
皮
内
回
W
H
Z
黄
色
砂
用
に
し
っ
か
り
と
据
え
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
黄
色
砂
層

O
内

vyの
深
さ
の
と
こ
ろ
に
そ
の
根
石
が
置
か
れ
て
い
る
。

1
4
L
B
V
4

が
こ
の
墳
丘
の
基
盤
と
み
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
五

O
匂

Y
F方
に
周
波
の
底
部
が
児
山
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
州
誌
は
深
さ
五

O
片山

V
、
帆
は

墳
丘
北
方
で
約
二
六
M
M
七

O
で
あ
り
、
同
四
万
で
は
三
五
M
と
推
定
さ
れ
、
ほ
ぽ
葺
石
の
似
石
か
ら
一二

O
M
前
後
で
あ
り
、
そ
の
全
体
の
ヤ
而
的
鋭

山必

-
e章
家
族
の
支
配
と
古
債
の
築
造

:iL 



第
二
編

。

古

代

上

模
は
墳
丘
を
中
心
と
し
て
、
東
西
約

L
J
A
L
j
 

E
ト
山
町
司
昨

北
約
一
八

O
Mの
方
形
と
推
定

『
、一

れ
る
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総
社
二
子
山
古
墳

上
毛
古
墳
綜
覧

総
社
第
二
号

』
の
古
墳
は
、
総
社
町
植
野
字
二
子
山
三
六
八
番
地
に
あ
る
。
前
方
後
円
墳
の
大
型

の
も
の
で
、
横
穴
式
石
室
を
前
方
部
、
後
円
部
各
別
に
有
し
て
い
る
特
殊
な
型
で
あ

る。

す
で
に
慶
長
、
寛
永
の
問
に
発
掘
さ
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

文
政

年
(
一
八
一
九
〉
十
一
月
に
は
前
方
部
の
石
室
が
発
掘
さ
れ
た
。
も
と
も
と
こ
の
古

墳
の
地
は
植
野
の
元
景
寺
檀
家
の
墓
地
と
元
景
寺
所
有
の
畑
地
と
で
あ
っ
た
。
そ
の

十

一
月
四
日
に
墓
穴
掘
り
最
中
に
発
見
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
発
掘
の
処

置
に
は

冗
景
山
守
の
住
職
が
立
会
っ
て
お
り
、
そ
の
差
出
書
に
詳
細
-記
さ
れ
て
い
る
の

で

(四
一
明
そ
れ
以
外
の
出
土
白
川
の
類
は
文
政
二
年

れ
る
。
こ
れ
は
後
円
部
石
室
に
関
係
あ
る

以
前
の
発
栂
の
も
の
と
考
え
ら

も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
古
墳
は
付
近
の
愛
宕
山
、
宝
塔
山
、
蛇
穴
山
の
諸
古
墳
と
と
も
に
、
早
く
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
文
化
七
年
(
一
八一

O
)
に
は
渋
川
の
学
者
吉

田
芝
渓
に
よ
っ
て
、
そ
の
著
『
上
毛
上
野
古
墓
記
』
の
中
で
、
愛
宕
山
古
墳
を
豊
城

入
彦
ム
即
1

宝
塔
山
古
墳
を
彦
狭
島
王
、
蛇
穴
山
古
墳
を
御
諸
別
命
の
御
墓
に
あ
て
て

い
A

り
、
総
社
二
子
山
古
墳
は
豊
域
入
彦
命
埋
葬
の
訓
葬
口
聞
を
納
め
た
も
の
と
し
て
い

、

総11ニ=f-IIl"i!i lJl 

加
工
前

公
院
の
h
d
能

生
内
情
引
の
第
泊
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第

編

古

(-¥ミ

上

一一

る
。
こ
の
よ
う
な
伝
承
が
す
で
に
そ
の
こ
ろ
起
こ
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
こ
れ
ら
の
古
墳
が
そ
れ
以
前
に
閉
口
し
て
い
た
こ
と
、
一
↓

子
山
後
円
部
か
ら
は
豊
城
入
彦
へ
叩
に
相
応
す
る
副
葬
品
の
出
土
が
あ
っ
た
こ
と
、
愛
宕
山
古
墳
の
石
室
は
二
子
山
後
円
部
石
室
よ
り
も
優
秀
と
見
ら

れ
た
こ
と
な
ど
に
起
因
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

，陶-、

山
崎
衡
著
『
三
王
墳
墓
略
記
』
は
明
治
年
間
に
な
っ
て
か
ら
の
記
述
で
あ
り
、

し
か
も
、
そ
の
記
事
は
文
政
二
年
発
掘
附
の
資
料
に
よ
り
、
そ
れ

J t¥jrわ¥
前方部断面図 後円部断面図

第100図 総社二子山古墳墳丘実測図

L44J尺

に
よ
れ
ば
、
目
録
に
あ
る
後
記
の
も
の
が
現
存
し

て
い
る
由
で
あ
る
。
こ
の
現
存
の
品
を
基
準
に
し

て
、
前
一
記
の
書
に
記
す
と
こ
ろ
と
比
較
す
る
と
第

五
三
表
の
よ
う
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
豊
城
入
彦
命
の
御
太
刀
に
つ
い
て
は

『
三
一
王
墳
墓
略
記
』
と
『
日
本
古
剣
考
』
と
の
記
事

に
第
五
回
表
の
よ
う
に
差
が
あ
る
。
ま
ず
、
知

身
長
で
あ
る
が
両
者
の
記
述
が
一
寸
八
分
も
違
つ

て
い
る
。
鍔
及
び
切
羽
の
厚
さ
を
入
れ
て
も
一
寸

以
上
の
差
に
な
る
。

「
輸
は
朽
ち
て
存
せ
ず
、
た

だ
し
金
銀
環
各
一
を
存
す
」
と
あ
る
の
は
責
金
具

の
よ
う
で
あ
る
が
、
金
環
、
銀
環
各
一
と
あ
る
の

は
、
同
じ
剣
に
用
い
ら
れ
た
と
す
る
と
不
審
で
あ

る
。
こ
の
環
二
に
つ
い
て
は
帝
室
博
物
館
目
録
に

記の容品以
載八とに前
の木かつの
虫弊ないも
城三りての
入日11 のはに
彦述差元は
命『が景触
御日あ寺れ
太本る住て
万古。職い
と知明のな
記考治差い
入』三[ljよ

し長Ju十書う
た百吉一/ヘで
太五人作図前あ
刀十知(書橋る
爪ー，当ー館市よ

国吾童会理芸円
面斗歩?の副
及に O 内芥
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び
そ
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
旧
前
橋
滞
よ
り
の
書
上
げ
図
を

明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
に
写
し
た
も
の
の
山
で
、
こ
の

太
万
と
と
も
に
発
見
さ
れ
た
出
土
日
川
が
添
え
書
き
し
て

い
る
あ
り
、
そ
の
品
名
も
『
三
玉
墳
墓
略
記
』
と
は
異
な
っ
て

邸
第101図

九館
Qf函こ
^博治れ
〉扮五ら
に館年の
帝とに出
室 ι墨土
博と芸品
物には
館出明
に品治
寄せ六
贈ら年
され(
れ、ー

た同八
こ四七
と十三

な年に
(博
て一物

い
る
。
昭
和
四
年
(
一
九
二
九
)
に
群
同
県
史
民
名
勝
天

然
紀
念
物
調
査
報
告
第
一
輯
の
編
修
に
あ
た
っ
て
の
訓
査
.

東側壁

o 5尺 石;宝平而凶
ー (向かつて右入口)
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あ
っ
て
は
銅
環
二
と
あ
り
、
こ
の
銅
環
の
記
載
は
他
に
な
い
。
ま
た
、
『
三
王
墳
墓
略
記
』
に
は
銀
柄
と
あ
る
が
、

『
日
本
古
剣
考
』
で
は
鍍
金
製
と

記
さ
れ
て
あ
る
。
ま
た
、
『
コ
一
王
墳
墓
略
記
』
に
は
「
鞘
環
装
飾
金
銀
を
鍍
鍍
す
」
と
あ
っ
て
、
前
掲
「
金
州
政
相
州
各
一
を
存
す
」
と
い
う
記
事
と
は

矛
盾
す
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
か
つ
に
』
日
本
古
剣
考
』
に
「
六
鈴

壱
個
」
と
あ
る
が
『
一
二
王
墳
墓
記
』
に
は
落
ち
て
い
る
。

と
と
も
に
出
土

要
す
る
に
『
日
本
士
口
剣
考
』
に
記
載
の
剣
は
「
六
鈴
壱
個
、
忌
瓶
四
個
、
内
花
生
壱
個
、
外
に
太
刀
折
と
覚
し
き
も
の
数
拾
片
」

し
た
も
の
と
し
て
、
一
括
さ
れ
て
書
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
「
花
生
壱
個
」
と
あ
る
も
の
は
宜
主
博
物
館
目
録
に

第
二
章
豪
族
の
支
配
と
古
墳
の
築
造

「
脚
村
長
頚
柑

一
一一
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二
編

上

四

古

代

第
五
一
二
表

総
社
二
子
山
古
墳
出
土
の
太
万
比
較
表

一

一
二
王
墳
墓
略
記

一

日
木
古
翌
二
階
域
一
位
一
一
附
)

一

一
銀
柄
銀
条
一
躍
金
銀
装
一
鍍
金
製

一

鞘
環
装
飾
金
銀
鍍
鍛

剣
身
長
三

・
六
尺

矧
幅
削
0
・
一
人
.

j
 

柄
長

0
・
九
三

月
存
在
せ
ず

市
金
銀
環
各

一
存
す

総
社
二
子
山
古
墳
出
土
品

第
五
四
表

脚長付 鉄石鉱鉄勾玉銅環釧鈴六

fz 専

書官
物館

録目

金小太太万戸瀬

寺書元景3出t 銀金鉄刀 品々

物一一

野ー詰太刀喜毒草空襲章 王
墳墓

九 一 九一一四一一 略
記

街太l 瓶忌
ムノ、
御太

鈴

製ー刀i金度 樗{闘凶花生内

万

一
付図

記

一
・
四
二
川八

制幅鍔
長 lm鍔下

0
・
一
九

0
・
九

O

か
ぶ
っ
h

(
槌
頭
)

太
刀
厚
一
剛
一
位
い
と

-mmMa
o
-O
κ
・九

川
出
羽
以

0
・
0
一
五

総
長

問
・

一一一
九

側
一川
氏

0
・
問
-一

M
H

附
例
制

0
・
一一一
広

寛
政
中
発
掘
」
と
あ
る
の
に
相
応
し
、
文
政
二
年
以
前
の
出
土
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

」
の
よ
う
に
総
社
二
子
山
古
墳
は
江
戸
時
代
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
、
調
査
が

く
り
返
さ
れ
て
い
た
。
墳
丘
の
詳
細
な
実
測
は
日
本
古
文
化
研
究
所
の
事
業
と
し
て
、
田
沢
金
吾
、
後
藤
守
一
両
氏
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
、

か
つ
山
山

土
品
の
調
査
も
行
な
わ
れ
て
、
前
記
報
告
書
が
昭
和
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

し
か
し
、
ま
だ
、
石
室
の
調
査
は
現
役
し
た
ま
ま
の
図
面
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
を
昭
和
四
十
二
年
三
月
に
幽
指
定
史
跡
の
保
存
工
事
に
付
帯
し
て
、

前
方
部
の
石
室
の
み
に
つ
い
て
埋
没
の
土
砂
を
払
っ
て
実
測
調
査
が

行
な
わ
れ
た
。

墳
丘
は
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
前
方
部
は
ほ
ぼ
西
に
つ
い
て
お
り
、
墳
丘
主
軸
は
正
し
く
は
西
よ
り
も
一
一
一
一
度
北
へ
振
っ
て
い
る
。

前
方
部
の
石

室
の
主
軸
は
南
よ
り
二
五
度
西
に
ふ
れ
、
墳
丘
主
軸
と
の
角
度
八
七
度
で
あ
り
、

後
円
部
の
石
室
は
闘
か
ら
困
へ
一
二
二
度
振
れ
て
、
墳
丘
主
軸
と
の

聞
き
入

O
度
で
あ
る
。
と
も
に
墳
丘
に
対
し
て
九

O
度
に
近
い
。
墳
丘
の
主
軸
線
の
方
向
が
西
の
も
の
が
一
般
的
で
か
つ
多
く
、
こ
れ
を
安
定
し
た

形
と
見
れ
ば
、
西
向
か
ら
他
の
方
向
に
著
し
く
は
ず
れ
る
も
の
は
不
安
定
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
墳
丘
主
軸
線
と
石
室
主
軸
線
と
の

開
き
が
九

O
度
に
近
い
も
の
が
多
い
の
で
こ
れ
を
基
準
と
し
た
場
合
に
は
、
九

O
度
よ
り
著
し
く
大
で
あ
る
も
の
は
不
安
定
な
も
の
と
し
て
見
ら
れ

る
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
、
不
安
定
が
重
な
っ
た
も
の
は
古
い
型
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

横
丘
の
規
模
は
自
然
堆
積
土
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
で
、
全
長
九
八
防
、
前
方
部
幅
六
三
対
、
後
門
部
径
四
九

M
で
あ
る
。
基
恩
を
も
っ
た
二
段
築
造

と
み
ら
れ
る
が
、
墳
丘
の
南
側
は
墓
地
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
、
削
り
と
ら
れ
た
痕
跡
が
あ
り
、
前
掲
の
規
模
の
数
値
も
発
銅
に
よ
る
調
査
、
実

測
を
経
な
け
れ
ば
、
正
確
な
も
の
は
得
ら
れ
な
い
。
葺
石
が
斜
面
に
は
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
根
石
の
残
存
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
測
り
出

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

石
室
に
つ
い
て
は
前
方
部
、
後
円
部
に
各
一
ず
つ
あ
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
り
、

他
の
古
墳
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
例
は
ま
だ
調
査
さ
れ

て
い
な
い
。
崎
玉
県
行
田
市
付
近
に
真
観
寺
古
墳
、
富
土
山
古
墳
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
と
も
に
二
個
の
石
室
を
も
っ
て
い
る
。

真
観
寺
古
墳
は
前

方
後
円
墳
で
、
そ
の
後
門
部
に
一
は
複
室
の
横
穴
式
石
室
が
後
円
部
後
方
に
関
口
し
、
他
は
前
者
の
上
方
に
北
向
に
単
室
の
横
穴
式
石
室
が
閉
口
し

て
い
る
。
笛
土
山
古
墳
は
封
土
が
取
り
去
ら
れ
て
、
墳
形
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
後
に
石
室
が
二
個
、
一
防
ぐ
ら
い
の
距
離
を
置
い
て
相
接
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
二
古
横
は
そ
の
様
相
が
総
社
二
子
山
古
墳
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

格
化
二
子
山
の
後
円
部
石
室
は
両
袖
型
で
、
盛
は
左
右
、
奥
と
も
に
浮
石
質
紡
錘
状
角
閃
石
安
山
岩
の
削
石
で
互
目
、
通
目
積
み
に
な
っ
て
お

り
、
天
井
に
は
巨
大
な
山
石
を
用
い
て
い
る
。
す
で
に
東
西
両
壁
の
一
部
が
崩
壊
し
天
井
石
も
落
ち
か
か
っ
て
お
り
、
羨
道
の
前
方
入
口
部
は
取
り

去
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
寸
法
は
よ
う
や
く
全
長
現
存
八
財
五
九
、
玄
室
長
六
M
M
八
八
、
玄
室
幅
奥
で
三
財
四

O
と
測
り
得
る
。
用
石
は
一
面
削
り
、

五
面
削
り
の
二
様
が
用
い
ら
れ
、
一
由
の
最
大
の
も
の
幅
八
二
吟
炉
、
高
九
四

HWYで
、
山
奥
壁
の
う
ち
に
使
用
さ
れ
、
最
小
は
幅
一

O
衿
炉
、
厚
さ
二

。拘hy、
多
く
は
幅
四
五
H
M
M
V
、
厚
二
六
拍

byで
あ
る
。

玄
室
の
寸
法
は
、
長
さ
は
幅
の
ほ
ぼ
二
倍
で
あ
る
。

長
さ
と
幅
と
の
寸
法
か
ら
共
通
の
長
さ
の
単
位
を
求
め
て
み
る
と
高
麗
尺
の
三
五
吟
ゲ
が
妥

第
二
章
豪
族
の
支
配
と
古
漬
の
築
造

三
二
五



第

編

古

代

上

一二ハ

当
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
使
用
尺
度
を
高
麗
尺
と
み
る
時
に
は
、
長
さ
は
そ
の
二

O
尺
、
幅
は
一

O
尺
と
な
る
。
用
石
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
こ
の

種
の
石
材
を
使
用
す
る
古
墳
中
で
も
最
大
で
あ
る
。
石
は
利
根
川
の
下
流
に
い
た
る
ほ
ど
次
第
に
小
さ
く
な
る
。
こ
の
石
材
使
用
古
墳
は
利
似
川
旧

流
路
の
両
岸
一
持
V
J以
内
に
帯
状
に
分
布
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
浮
石
質
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
根
川
岸
に
祖
国
着
し
た
も
の
を
利
用
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
、
こ
の
石
材
利
用
の
石
室
の
玄
室
の
長
さ
と
幅
と
の
比
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
値
2
以
下
で
あ
り
、
そ
の
値
2
の
も

の
が
そ
れ
ら
の
う
ち
最
も
古
い
型
と
考
え
ら
れ
る
。

前
方
部
石
室
も
両
袖
型
で
あ
り
、
壁
は
自
然
石
ハ
山
石
)
の
乱
石
積
み
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
石
室
は
完
存
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
昭
和
四
十
二

年
に
羨
道
前
方
入
口
部
の
土
を
は
ら
っ
て
実
測
さ
れ
た
。
全
長
八

M
七
O
、
玄
室
長
四

M
二
O
、
同
幅
二

M
一
O
、
高
さ
奥
で
二

M
一
O
、
羨
道
長

四
M
四
八
、
同
幅
入
口
で
一

M
O八
、
奥
で

一
対
六
五
で
あ
る
。

こ
の
数
値
か
ら
み
れ
ば
、
玄
室
長
は
同
幅
の
二
倍
で
あ
り
、
こ
れ
も
高
麗
尺
を
使

用
し
て
築
造
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
石
室
は
高
麗
尺
で
、
全
長
二
五
尺
、
玄
室
長
一
一
一
尺
、
同
幅
六
尺
、

羨
道
長
一
一
一
一
尺
、
同
幅
入
口
で
三
尺
、
奥

で
四
尺
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

右
の
両
石
室
は
と
も
に
そ
の
玄
室
の
長
さ
と
幅
と
の
比
が
2
で
あ
る
の
で
、
横
穴
式
両
袖
型
石
室
と
し
て
は
古
い
型
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
石
室

に
使
用
さ
れ
た
石
材
は
、
両
者
の
間
に
お
い
て
全
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
前
方
部
の
は
安
山
岩
の
加
工
さ
れ
な
い
大
石
を
用
い
、
後
円
部

の
は
特
殊
な
石
で
あ
る
浮
石
質
紡
錘
状
の
角
閃
石
安
山
岩
を
加
工
し
て
使
っ
て
い
る
。
こ
の
後
者
の
石
材
は
榛
名
山
の
二
ツ
岳
の
爆
裂
に
よ
り
噴
き

上
げ
ら
れ
て
で
き
た
石
で
あ
り
、
そ
の
爆
裂
は
七
世
紀
の
始
め
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
も
し
こ
の
石
材
が
存
在
し
て
い
て
、
す
で
に
そ
の
石
を

石
室
構
築
に
使
用
す
る
習
情
か
あ
っ
た
な
ら
ば
、
前
方
部
石
室
構
築
に
際
し
で
も
、
ど
こ
か
に
こ
の
石
を
使
用
し
た
で
あ
ろ
う
。
総
社
二
子
山
古
墳

の
東
南
に
近
い
愛
宕
山
古
境
の
石
室
は
、
巨
石
使
用
の
巨
室
で
あ
る
が
、
そ
の
巨
石
の
聞
に
右
の
石
材
を
詰
め
合
わ
せ
て
、
積
み
上
げ
て
あ
る
。
石

材
の
使
用
か
ら
す
れ
ば
、
二
子
山
前
方
部
石
室
、
愛
宕
山
石
室、

二
子
山
後
円
部
石
室
と
な

っ
て
、
利
根
川
旧
流
路
沿
岸
に
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
石
材

使
用
の
石
室
が
連
な
っ
て
お
り
、
新
し
い
型
に
ま
で
続
い
て
い
る
。

つ
ま
り
、
二
子
山
前
方
部
石
室
構
築
の
こ
ろ
は
ま
だ
と
の
石
材
が
存
在
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
に
よ
っ
て
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
総
社
二
子
山
古
墳
の
前
方
部
石
室
の
構
築
は
、
六
世
紀
終
わ
り
ご
ろ
と
み
ら
れ
、
後
円
部
石
室
は
七
世

紀
で
あ
り
、
両
石
室
は
同
時
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
墳
丘
と
石
室
と
の
関
係
か
ら
、
こ
の
古
墳
の
構
築
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
解
決

さ
れ
な
い
点
が
い
く
つ
か
山
て
く
る
。
横
穴
式
石
室
の
古
い
型
と
考
え
ら
れ
て
い
る
安
中
市
築
制
二
子
塚
、
及
び
姻
之
下
町
の
正
円
寺
古
墳
の
石
室

は
、
前
者
は
基
壇
が
あ
る
が
、
そ
の
上
面
か
ら
は
る
か
に
下
位
の
地
表
面
に
石
室
壁
の
根
石
が
置
か
れ
、
付
け
基
層
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

下
谷
A
号
古
墳
(
肱
械
郡
)
、
一
一
ツ
山
古
墳
(
棚
田
附
)
も
こ
の
傾
向
で
造
ら
れ
て
い
る
。
正
円
寺
古
墳
に
も
基
一揮
は
あ
る
が
、

基
壇
面
は
地
表
か
ら
約

一
M
積
土
し
て
あ
る
の
み
で
、
石
室
根
石
は
地
表
に
置
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

高
塚
古
墳
(
附
耕
一
隅
郡
)
は
付
け
基一埋
で
あ
る
が
、

石
室
は
当
時一地
表

を
六
O
H
V炉
も
掘
り
下
げ
て
石
室
床
面
を
と
っ
て
い
る
。
石
室
が
古
い
型
&
見
ら
れ
る
も
の
は
、
お
お
む
ね
地
表
直
接
の
設
置
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
上
毛
古
墳
綜
覧
芝
板
村
第
一
号
及
び
第
七
号
古
墳
(
盟
械
附
)
、
山
玉
大
塚
古
墳
(
嶋
鵡
)
等
は
、
基
壇
が
著
し
く
高
く
、
そ
の
基
一
塩
函

と
同
高
に
床
面
を
置
い
て
横
穴
式
石
室
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
調
査
の
結
果
は
い
ず
れ
も
竪
穴
式
古
墳
の
古
い
墳
丘
を
利
用
し
て
、
そ
れ
を
切
り
闘

い
て
横
穴
式
石
室
を
造
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
総
社
二
子
山
古
墳
も
両
石
室
と
も
墳
丘
の
二
分
の
一
爪
り
高
さ
に
位
置
し
て
い
て
、
そ
の
位
置
は
境

丘
に
対
し
て
極
め
て
高
い
。
総
社
の
愛
宕
山
古
墳
も
地
表
か
ら
積
み
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
た
と
え
、
円
墳
と
前
方
後
円
墳
と
の
差

は
あ
っ
て
も
、
愛
宕
山
古
墳
は
大
円
墳
で
、
巨
石
使
用
の
巨
室
で
あ
る
の
で
、
こ
の
古
墳
に
対
し
て
、

二
子
山
の
前
後
の
両
石
室
が
高
い
基
壇
を
わ

ざ
わ
ざ
置
い
て
造
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
疑
問
が
出
て
く
る
。

二
子
山
古
墳
も
古
い
墳
丘
を
利
用
し
て
、
さ
ら
に
墳
形
を
整
え
た
も
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
あ
る
い
は
前
方
部
石
室
の
み
が
古
い
墳
丘
を
利
用
し
、
後
円
部
石
室
は
そ
れ
に
な
ら
っ
て
造
ら
れ
、
そ
の
上
で
前
方
後
円
墳
に
造
り
あ
げ
ら

れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
推
定
に
つ
い
て
は
、
墳
丘
を
発
掘
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
な
け
れ
ば
決
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
総
社
二
子
山
古
漬
は
従
来
、
豊
城
入
彦
命
の
御
墓
に
擬
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
昭
和
十
一
年
四
月
に
行
な
わ
れ
た
東
国
御
経
営
奉
讃
大
祭
の
古

し
か
し
、
こ
の
伝
承
も
文
化
七
年
に
は
ま
だ
起
こ
っ
て
お
ら
な
か
っ
た
ら
し
く
、

墳
祭
も
、
伝
承
に
依
っ
て
こ
の
盟
問
で
執
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

吉
田
芝
渓
は
愛
宕
山
古
墳
を
豊
域
入
彦
命
の
基
と
し
、
二
子
山
古
墳
は
そ
の
副
葬
品
を
埋
納
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。

文
政
二
年
に
な
っ
て
前
方
部

第
二
章

豪
伎
の
支
配
と
古
噴
の
築
造
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石
室
が
発
掘
さ
れ
て
、
急
に
こ
の
二
子
山
古
墳
、
が
豊
城
入
彦
命
の
墓
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
方
部
石
宅
か
ら
剣
が
出
て
、
そ
の
剣
に
よ

っ
て
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
と
山
崎
衡
以
降
の
記
事
に
は
取
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
吉
田
芝
渓
は
豊
城
入
彦
命
の
副
葬
品
を
納
め
た
と
こ
ろ

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
後
円
部
石
室
か
ら
も
相
当
な
貴
重
品
が
出
土
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
剣
、
六
鈴
、
斎
瓶
(
い
わ

ゆ
る
花
生
)
で
あ
り
、
そ
の
剣
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
文
政
年
中
に
総
社
町
植
野
の
某
が
上
京
し
て
、
神
祇
伯
に
神
号
を
詰

ぃ
、
剣
大
明
神
を
授
け
ら
れ
た
の
は

(
E旧
融
)
、
こ
の
剣
で
あ
っ
て
、
前
方
部
石
室
山
土
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
際
、
富
小
路
上
貝
直
か
ら

「
豊
城
入
彦
命
」
と
揮
高
唱
し
て
貰
っ
て
き
た
が
、
前
方
部
墳
丘
上
の
石
碑
か
そ
れ
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
石
室
自
体
は
六
世
紀
終
わ
り
な
い
し
七
世
紀
始
め
の
つ
く
り
で
あ
り

豊
城
入
彦
命
に
つ
い
て
の
『
日
本
書
紀
』
の
一
記
載
は
崇
神
天
皇
四
十
八
年
で
西
暦
紀
元
前
五

O
年
に
あ
た
る
の
で
、
六
五

O
年
乃
至
七

O
O年
の
差

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
豪
族
の
墳
墓
で
あ
る
こ
と
に
は
誤
り
な
い
。

し
か
し
こ
の
古
墳
は
豊
城
入
彦
命
の
墓
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

31 
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こ
の
古
頃
も
す
で
に
早
く
閉
口
さ
れ
、
石
棺
内
そ
の
他
の
埋
葬
関
係
品
は
不
明
に
な
っ
て
い
る
。

(
繋
一
勝
)
に
も
見
え
て
お
り
、
大
正
九
年
に
は
地
元
の
福
島
武
雄
氏
に
よ
っ
て
石
室
が
実
測
さ
れ
、

江
戸
時
代
の
寛
政
年
聞
に
記
さ
れ
た
山
吹
日
記

そ
の
実
測
図
が
存
在
し
て
い
る
(
鴫
制
)
。
昭
和

こ
の
古
墳
は
、
総
社
町
総
社
字
町
屋
敷
南
一
、
六

O
六
番
地
に
あ
る
。
哉
頭
角
錐
形
で
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頭
を
水
平
に
切
り
と
っ
た
形
に
似
て
い

る
が
、
こ
の
型
を
方
墳
と
称
し
て
い
る
。
角
錐
形
と
は
一
吉
え
、
墳
丘
の
裾
部
は
ぐ
る
り
と
高
さ
約
二
M
M
の
垂
直
の
石
垣
に
な
っ
て
い
る
。
周
濠
の
跡
が

石
垣
の
根
か
ら
や
や
離
れ
て
認
め
ら
れ
る
の
で
、
構
築
時
に
は
裾
を
さ
ら
に
外
方
ま
で
引
い
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
墳
頂
面
を
旧
総
社
城
主
秋
一
万

家
の
墓
地
と
す
る
際
に
、
周
波
も
埋
め
ら
れ
、
墳
抑
制
も
削
り
と
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
古
墳
の
西
北
に
接
し
て
、
秋
元
家
建
立
の
光
巌
寺

が
存
在
し
、
こ
の
古
墳
及
び
東
方
の
蛇
穴
山
古
墳
等
は
光
殿
寺
域
内
で
あ
り
、
子
院
の
敷
地
等
に
も
な
っ
て
い
た
。

L下

「
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に
入
っ
て
も
墳
丘
の
実
測
が
行
な
わ
れ
、
次
に
昭
和
三
十
年
一
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
の
三
日
間
、
内
部
構
造
の
実
測
が
行
な
わ
れ
た
。

昭
和
四
十
一
二
年
に
な
っ
て
よ
う
や

し
か
し
、
い
ず
れ
も
羨
道
入
口

ld
が
埋
没
の
ま
主
で
あ
っ
た
の
で
、
完
全
な
実
測
図
は
何
ら
れ
な
か
っ
た
が

く
、
羨
道
入
口
部
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
は
玄
門
が
崩
れ
て
埋
没
し
て
お
り
、
そ
の
下
か
ら
前
庭
の
設
備
も
発
見
さ
れ
た
。

日比事

栄
族
の
い
交
配
と
古
墳
の
築
造

な
冠
材
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
昭
和
凹
十
四
年
度
事
業
と
し
て
復
原
さ
れ
た
。

九

第
三
章
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こ
の
古
域
の
よ
う
に
、
方
墳
で
横
穴
式
古
墳
と
い
う
の
は
本
県
で
は
極
め
て
稀
な
形
で
あ
る
。
そ
の
法
ー
品
の

一
辺
の
長
さ
五
五
M
川
、
各
辺
で
多
少

の
差
が
あ
る
。
高
さ
一

O
Mで
、
成
上
に
秋
元
家
歴
代
の
墓
が
あ
る
の
で
、
墳
型
も
か
な
り
変
改
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
基
壇
も
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
こ
れ
を
利
用
し
て
、
墓
地
ま
で
へ
の
道
が
つ
け
ら
れ
、
ま
た
、
石
附
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
墳
丘
の

方
形
平
面
の
対
角
線
は
、
石
室
関
口
部
の
面
が
北
四
二
度
四
に
向
い
て
い
る
の
で
、
東
西
、
南
北
の
線
と
三
度
の
差
で
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

石
室
は
横
穴
式
で
、
両
袖
型
で
は
あ
る
が
、
他
の
多
く
の
も
の
主
違
っ
て
、
玄
室
、
前
宰
寸
羨
道
を
備
え
た
復
室
で
あ
る
。
そ
の
上
、
玄
門
、
前

門
、
羨
門
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
壁
は
い
ず
れ
も
被
石
の
切
組
積
み
で
、
壁
石
商
に
は
削
り
痕
が
あ
り
、
周
石
の
各
角
は
凹
凸
い
ず
れ
も
直
角
に
載

っ
て
整
え
て
あ
る
が
、
形
は
正
方
形
、
長
方
形
は
も
ち
ろ
ん
凸
字
形
、

L
字
形
の
も
の
な
ど
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
切
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
石
材
は

堅
い
角
関
石
安
山
岩
で
あ
り
、

一大
井
石
及
び
各
門
柱
石
は
水
磨
き
さ
れ
た
よ
う
に
、
聞
が
整
え
ら

宝塔山古墳石室玄門

れ
、
ふ
く
ら
み
を
も
た
し
て
、
軟
ら
か
い
感
じ
に
加
工
し
て
あ
る
。
ま
た
削
り
目
の
あ
る
壁
石
の

面
に
は
、
し
つ
く
い
が
塗
ら
れ
、
そ
の
痕
跡
が
各
所
に
残
存
し
て
い
る
。
し
つ
く
い
の
塗
り
方
は

荒
い
削
り
目
の
あ
る
石
の
而
に
ま
ず
塗
り
、
そ
の
上
を
葉
で
お
さ
え
て
固
ま
ら
せ
、
葉
痕
の
上
に

塗
っ
て
さ
ら
に
麓
で
お
さ
え
、
同
じ
よ
う
に
襲
痕
の
上
に
塗
っ
て
布
で
お
さ
え
た
よ
う
で
あ
る
。

築
痕
は
諸
所
に
発
見
さ
れ
、
布
痕
は
か
つ
て
見
出
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
は
げ
落
ち
た
も
の
の

ょ
う
で
あ
る
。
し
つ
く
い
の
痕
跡
は
他
に
は
北
群
馬
郡
吉
岡
村
の
南
下
B
号
古
墳
に
の
み
認
め
ら

第105図

れ
て
い
る
。

石
室
の
寸
法
は
玄
室
の
奥
壁
で
幅
一
二
M
O二
、
中
央
で
幅

三
M
O三
、
前
幅

三
M
O五
で
あ

り
、
長
さ
は
左
壁
下
で
三

M
三
三
、
中
央
で
三
一

M
一
O
、
左
壁
で
三
日
付
州
一
七
で
あ
る
。
玄
室
平
面

は
厳
密
に
言
っ
て
正
方
形
で
は
な
い
。
し
か
し
、
実
測
図
か
ら
す
る
と
、
正
方
形
を
意
図
し
て
設

計
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
恐
ら
く
一
一
一
以
が
基
準
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
寸
法
に

第55表宝塔iJl山墳

石室規挟

共
通
に
合
ま
れ
て
い
る
一
定
の
長
さ
の
数
値
は
三

O
樗
グ
で
あ
る
。
つ
ま

り
唐
尺
一
尺
を
三

O
符
炉
と
す
る
時
に
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
一

O
依
に
あ

た
る
数
で
あ
り
、
唐
尺
一

O
尺
と
見
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
ο

全
長
及
び

各
部
分
の
寸
法
は
第
五
五
表
の
よ
う
で
あ
り
、

三

O内
M
Yの
倍
数
に
あ
た

る
も
の
が
多
い
。
右
に
よ
り
唐
尺
使
用
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

前
室
の
実
測
値
か
ら
推
定
ず
れ
ば
、

長
さ
は
帆
の
約
二
倍
で
あ
り
、
正

で
あ
る
。
幅
を
定
め
る
の
に
は
尺
度
を

方
形
二
個
を
縦
に
連
ね
た
形
で
あ
る
。
こ
の
形
は
両
袖
型
石
室
の
最
初
の
も
の
に
多
く
あ
ら
わ
れ
て
い
て
、

総
社
町
二
子
山
の
前
方
部
も
、
こ
の
形

用
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
矩
形
の
平
面
図

を
設
計
す
る
に
は
正
方
形
を
整
数
倍
連

正倒----ね
方に古小 Tこ
形完墳昌方
の全._3法
一尺、を
辺でやと
を定がっ
摘めてた
と fヘも
し古塩長の
、墳原さ

そ 3 とよ
の 、中高 う
対遂とで
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